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私はあなたについて二つのことを知っています。

一つはあなたがかつて生まれてきたということ。

一つはあなたがいずれ死ぬということ。


ハイラム・スミス












　　　　１




『──始まったわ、里さと見みくん』

　木き更さらの没ぼつ我がの声に、蓮れん太た郎ろうは眉まゆをひそめる。だが蓮太郎が次の言葉を発するより先に、木更は言葉を重ねた。

『モノリスを見て』

　蓮太郎は地面から視線を上げてモノリスを見る。

　そこで、驚きよう愕がくが頭頂からつま先まで駆け抜けた。

　最初は長方形の角の部分の崩落だった。だがそれはあっという間に次の崩壊を引き起こす。

　ひび割れたモノリスの巨体は、やがてバラニウム侵食液に耐えかね悲鳴を上げ、ついに何をやっても押しとどめられないほどの連鎖倒壊に至る。

　ここからでは崩壊音までは聞こえないが、モノリスの声なき絶叫はかえって鮮明に聞こえた。

　不意に、白はつ化かしたモノリス全体に致命的なひびが入り、モノリスが肩をすぼめるように完全崩壊。蓮太郎の背筋がぞくりとする。

　足下から崩れ細かい破片となって落下するモノリスが、コマ落としのように見える。

　地面に激突したのも束の間、轟ごうという音と共に強烈な地鳴りと衝撃波が襲おそってきて咄とつ嗟さに腕を上げ歯を食いしばる。激震は足あし下もとから蓮太郎の臓ぞう腑ふを揺すり上げ、衝撃波は周囲の瓦が礫れきや腐った看板、剥はがれたトタンを吹き飛ばす。

　顔を上げると、天を覆おおい尽くさんばかりの莫ばく大だいな土つち埃ぼこりと粉ふん塵じんが舞い上がっていた。

「そんな、馬ば鹿かな……ッ」

　始まる。『第三次関東会戦』が──まったく意図しないタイミングで。

『里見くんッ！』

「わかってる！」

　蓮太郎は通話を切ると、もう一度モノリスをまっすぐ視線を据え、戦場に向けて走りだした。

　とにもかくにも延えん珠じゆを放置していくわけにはいかないと思い、屋上階段を駆け下りて警察署内を走り抜ける。

　署内はてんやわんやの騒ぎになっており、みな窓際に駆けつけて三十二号モノリスを指差して口々に喚わめき立てている。

「延珠ッ」

　抑よく鬱うつ的な表情で俯うつむいたまま待合室で座っていた延珠を見つける。

「蓮太郎……」

　延珠はこちらを見つけると、のろのろとした動作で明るい表情を繕おうとする。見ていて痛々しかった。

「延えん珠じゆ、行こう」

　延珠は要領を得ない表情をする。

「どこにだ？」

「どこにって……前線基地だよ！　モノリスが崩れたんだぞッ」

　延珠が首を巡らせて、その時初めて周囲の悲鳴と狂きよう奔ほんに気づいたようだった。

「モノリスが……崩れたのか？」

　蓮れん太た郎ろうはゾッとした。

「お前……まさか気づいてなかったのか？」

　あんなに凄すごい音がしたのに……。

　延珠が取りなすように首を振る。

「気づいていたぞ。ただ、ちょっとぼうっとしていただけだ」

「…………」

　蓮太郎は目をつぶる。

　延珠は、今日の朝方クラスメイトの死の報を聞いたばかりだ。本来ならば、しばらくは戦せん闘とうの場に出したくない。だが、状況がそれをそれを許さない。

「蓮太郎、妾わらわが負おぶって跳んでやるぞ」

「いや……走ろう」

「どうしてだ？」

「いいからッ」

　蓮太郎は延珠の手を取ると、エントランスから外に飛び出す。

　付近でタクシーを掴つかまえようとしたのだが、すぐに自分の考えの浅はかさに気づく。そんなものは、乗客を乗せる乗せないにかかわらず逃げ散ってしまっており、いまはもう悲鳴と走って逃げる市民の姿だけが見える。

　広い通りに出ると、状況がさらに悪化していることに気づいた。

　六車線の車道で車が立ち往生しており、猛烈なクラクションの混声合唱と、車を捨てて少しでも三十二号モノリスから離れようとする人でごった返している。

　蓮太郎と延珠は、何度も肩がぶつかりながらも人垣を掻かき分け、流れを逆流して走っていく。

　いつまで経っても、乗り物を掴まえられない。周辺に駅はないし、仮に駅まで走ったとしてもこの非常事態に通常の鉄道運行表ダイヤ通り走っているとは限らない。

　そうこうしている内に、隣りん接せつしていた外周区第四十区に突入してしまう。人影もまばらになり、廃はい墟きよばかりが目立つようになる。

　体は全力で駆動しているのに、脳は冷静に現状を分析。走りながら、左右に視線を巡らせる。

　ここから民みん警けいの前線基地までかなりある。

　かといって、このオーバーペースで走っても息が続かないのは明白だ。

　なにか、なにかないか。

　視界の端にスクーターやバイク、車が散見されるが、スクーターやバイクはサビだらけでほぼ全損、車はタイヤが抜かれボンネットを開いた状態で好き勝手部品が略奪されている。

　ほどなくして、自転車が建物の隙すき間まに隠されているのを発見する。

　軽く点検すると、経年劣化が見られたが、タイヤに空気が充じゆう填てんされていることからメンテナンスされているのがわかる。外周区の住人が修理して使っているのだ。後部に子供用のカゴがついており、タイヤはやや細めのママチャリだ。

　だが、関節型の錠じようが、本体と脇わきのポールを経由して巻き付けてあった。

　蓮れん太た郎ろうは左右を見渡して、持ち主に心の中で謝罪して、あとで返しに来ることを誓う。

　腰から拳けん銃じゆうを抜き三歩後退すると、狙ねらいをつける。

　慎重に引き金トリガーを引き絞り発砲。鍵ロツクを吹き飛ばす。

　サドルにまたがり延えん珠じゆを後部に乗せペダルを力強く踏むと、自転車は、伸び上がるようないきおいで加速し、外周区の道路を突っ走る。

　不意に耳をつんざく警報音に驚いて顔を上げ、周囲を見渡す。うなるような音が高く低く、多方向から押し包みながら聞こえてくる。

「バイオハザード警報ッ？」

　戦後十年、いままで東京エリアがどれほど危険なパンデミックの危機に陥ろうともついに鳴ることがなかった警報がいま、狂ったように鳴り響いている。

　さらに異様なことが起こる。

　ピィピィという耳やかましい声に引き続いて、北の空から黒い塊かたまりがこちらに襲しゆう来らいしてくる。不意に路面に暗い影を投げかけ、自転車で疾走する蓮太郎たちはすっぽり押し包まれ、世界が暗転。夜になったのかと見み紛まがうほど暗くなる。

　すぐに正体に気づく。鳥だ。種類も大きさも様々な一いつ塊かいの鳥たちが、かまびすしい声で鳴きながら崩れたモノリスとは反対側に飛び去っていく。

　鳥たちは、東京エリアから避難を開始しているのだ。それこそ、東京エリアにはもう未来がないと本能で悟って……。

　背後から蓮太郎の腹に回された延珠の手には力が込められ、じっとりと汗ばんでいた。

　蓮太郎はさらにペダルを強く踏み加速する。シフターを弾はじいてギアを重くする。知らずグリップは汗で滑っている。自然、骨こつ盤ばんを立てて座り、背中を猫背気味に丸め空気抵抗を減らすべく最適な姿勢を取っていた。
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　外周区の折れ曲がった電柱や用をなしていない信号機を突っ走り、障害物さながらに配された車体を体重を傾けてよけていく。信号による停止がないのは思った以上に時間のロスを防げる。

　モノリスが崩れた以上、すでにアルデバランの軍勢は動きだしていると見なければならない。

　不運にも風下に立たされた自衛隊は、あの濛もう々もうたる粉ふん塵じんをまともに浴びてパニック状態だろう。

　問題は、ガストレアが訪れるまでに彼らが体勢を立て直して迎え撃つことができるかどうかだ。

　街道に合流して、上体を起こして立ち漕こぎで小高い丘を登る。右側は崖がけになっていて、ガードレールが敷ふ設せつされている。登坂は蓮太郎に体力勝負を要求し、すぐに呼吸が荒くなり、ふくらはぎが張ってくるが、ついに坂の天てつ辺ぺんまで登りきると清涼な風が全身を撫でていく。

　横手を見ると、並走する形で伸びている高架上の路線は、吹き飛んだ瓦かわらやブロックが堆たい積せきしてふさがれている。

　やはり駅に向かわなかったのは正解だ。あの状態ではとても列車の運行など不可能だろう。

　ふと、タイヤが跳ねたと思った瞬しゆん間かん、蓮れん太た郎ろうは小さく叫び声を上げた。

　よそ見をしていたのが災いして、カーブで石を踏み車体がコントロール不能になる。

「蓮太郎！　前ッ」

　正面、迫り来る崖の手前のガードレールが削り取られている。その下は切り立った崖になっていて眼下の林は気が遠くなるほど小さい。落下すれば即死。

　咄とつ嗟さにハンドルを左側に傾け、義足の力を解放。右足の人工皮膚と制服が破れ飛び、右脚部から空から薬やつ莢きようが飛び出す。

　脚部スラスターから一いつ瞬しゆん、猛烈な火花が噴き慣性力に修正が加えられる。ペダルの抵抗が消え、吹き飛ばされるような加速。ガードレールのカーブラインに沿って危ういところで曲がりきる。

　蓮れん太た郎ろうはひやりとした。

　こんなところで絶対に怪け我がをするわけにはいかない。

　ペースを緩めることなくペダルを漕こいでいると、やがて前線基地が見えてきた。

　遠目からでも民みん警けいたちの慌てようが手に取るようにしてわかる。急いで教わった通りの陣形を構築しようとしているが、まごついていて、すでにして練度の低さを露呈している。

　自分たちのテントの前で自転車を乗り捨てて分隊テントの前に走り込んだときには、蓮太郎以外のチームメンバーが輪になって話し合っていた。

　蓮太郎の姿を認めると、木き更さらが目を見張った。

「里さと見みくん、どうやってここまで来たの？　私とティナちゃんだってたったいま到着したばかりなのに──」

　全身汗まみれで、荒い息を落ち着けようとしながら両りよう膝ひざの上に手を置き、なんとか首を起こす。口元を袖そででぬぐった。

「話は後だ。俺おれたちも行こう！」







　突発的なモノリス倒壊によって生じた混乱から民警が立ち直るまでに、しばしの時間を要した。

　縦に一．六一八キロ、横に一キロもの超巨大構造物、モノリスの倒壊衝撃によっておびただしい量の砂さ塵じんと白化モノリス灰が舞い上がり、厚い雲を形成。東京エリアの空を覆おおい、太陽を隠してしまう。

　日本政府側の事前予想から倒壊衝撃波と降灰、天候不順は言い含められていたが、見ると聞くとでは大違いで、その異常さは、蓮太郎に否いや応おうなく世界の終わりを予感させた。

　蓮太郎たち民警はそれでも三時間ほどで布陣を完了したが、前線の自衛隊はその限りではなかったようだ。

　風の影響で流されたモノリスの灰がまともに自衛隊陣地を直撃。それでもなんとか持ち直したのは、常時から訓練している国防組織としての面めん目もく躍やく如じよだろう。

　時刻は午後七時を回り、夏場といえども空が藍あい色いろに変わっていく頃ころになって、ついにアルデバランの軍勢が襲しゆう来らいした。

　蓮太郎たちがいる自衛隊後方からは遠すぎて姿が見えなかったが、彼らが横並びに行進しながら巻き上げる土煙が地平線をかすませ、彼らの上げる重低音の獣の咆ほう哮こうに、蓮太郎の肌が粟あわ立だつ。

　彼らは崩壊したモノリスを迂う回かいしながら、ついにモノリス内に侵入を果たしたのだろう。

　何度となく動画サイトで見た、避さくべからざる『大絶滅』の予兆。

　モノリス崩壊ラインからガストレアが侵入してきた場合、その都市の人間が殺し尽くされる可能性は一〇〇パーセントであり、いまだ世界で一例たりとも大絶滅を免れた例は存在しない。

　次の瞬しゆん間かん、砲火は上がった。

　自衛隊の遠距離武器──自走砲、戦車砲、機関砲が一斉に火を噴き、目もあやな軌道を描きながら敵ガストレアに殺到。次の瞬間爆発が起きる。

　ガストレア前列が吹き飛び、火か焔えんが噴き上がり、その奥から次列のガストレアが突っ込んできた。

　紅ぐ蓮れんの戦場が現出し、空が燃えた。遅れて衝撃波がこちらまで殺到し、戦場の熱い風が全身を叩たたく。蓮れん太た郎ろうは腕を上げて顔を防御しながら、目を細める。

　灼しやく熱ねつ色の空を見ると、ずきんと義手の右腕付け根が痛むのを感じる。

　同じだ。十年前も同じ空を見た。

　幼少期の蓮太郎の見たガストレア戦争末期の地獄。自分の住んでいた地域にガストレアが侵攻し、列車に押し込まれて天てん童どうの家に預けられた。

　その中途、東京に着くまでに、蓮太郎は様々な戦場を車窓から見た。

　燃えた街、燃えた農場、燃えた人。

　漆しつ黒こくの空と炎の赤の境界面は、藍あい色いろの無限のグラデーションを経ながら蓮太郎の網もう膜まくに像を結ぶ。

　押しくらまんじゅうしていた乗客は、全員列車内で震ふるえて泣いて、最後は祈った──勿もち論ろん、声を殺しながら。

　列車がガストレアに転倒も脱線もさせられずに東京に着いたのは、ひとえに奇跡のたまものだろう。

　蓮太郎はぎゅっと胸元を握って、吹き出す嫌な汗を懸命にこらえ、恐ろしい記憶に必死にフタをする。

　そのまま五時間が経過し、時刻は午前零れい時じを指す。戦場が闇やみに閉ざされると、事態は完全に夜間戦の様相を呈する。

　モノリス灰に空が閉ざされているので、月はなく、また外周区には街灯一本立っていないので驚おどろくほど暗い。

　その中から断続的に聞こえるのは、耳を聾ろうするほどの戦車砲の轟ごう音おんと大気を揺すり上げる衝撃波。タイプライターを叩くようなリズミカルな二五ミリ機関砲の炎。その隙すき間まからガストレアの上げるうなり声や怒ど声せいや叫きよう声せいが聞こえてくる。

　そして、事前の予想通り、いつまで経たっても自衛隊から民警への支援要請はかからなかった。

　蓮太郎はじりじりする。

　なにを考えてるんだ。武ぶ勲くんだとか、縄張り意識だとか、矜持プライドだとか、そんなくだらないものを持ち込んだままこの戦いに勝てると、彼らは本当に思っているのだろうか。

　いまは一致団結してガストレアに当たるべきではないのか。

　いま、どちらが優勢で、戦況はどのようになっているのだろうか。

　蓮れん太た郎ろうは首を巡らせて、民みん警けい軍団の陣容を見ると、篝かがり火びが焚たかれる中、他ほかの民警も固かた唾ずを飲んで事の成り行きを見守っている。

　小高い丘にいる蓮太郎一行には、部隊全体の様子が手に取るように見えた。

　蓮太郎たちは前線基地テント設営地より一キロ前方に出て、横に長く広がって構えている。

　千人強からなる民警軍団は、小隊アジユバントごとに固まり、またアジュバント十個単位を統率する中隊長が君臨、中隊長を統率するのが『団長』である我が堂どう長なが政まさ、という構成。

　蓮太郎の右斜め前方にも、蓮太郎の直属の上官に当たる中隊長が見える。どうやら中隊長はすべて我堂のアジュバントから選出されているらしく、鉛色の日本鎧よろいタイプの外骨格エクサスケルトンを装着した年若い男だ。

　名前を我堂英ひで彦ひこ、団長である長政の実じつ子しである。

　青白い顔をしてこけた頬ほお、メガネを引っかけた痩やせて縦に長い顔。日の当たらない研究室に閉じこもる学者、さもなくば図書館の司書というイメージである。

　隣となりには彼が心ここ音ねと呼ぶイニシエーターがいた。

　一昨日の訓練中、英彦が彼女の肩をなで回し下おと顎がいを持ち上げて陶とう然ぜんとしている横顔を見た。どうやら彼は、自分のイニシエーターに相棒や娘、妹以上の感情を持ち込んでいるようである。

　英彦を見ていると、蓮太郎はどうしても不安な気持ちに駆られる。

　ここ数日行った民警軍団の訓練の際も、彼の不手際は際立っていた。命令の伝達速度が遅いだけではなく、決断力というものが欠けつ如じよしていて、命令に自信も威厳も感じられない。

　いま現在も、相棒のイニシエーターの肩を抱きながら、必死に小さく口の中で何事か祈っている。おそらく自衛隊が勝利して、自分に御お鉢はちが回ってこないでくれという内容だろう。

　背後を見ると、アジュバントリーダーである蓮太郎の後ろには、天てん童どう民みん間かん警けい備び会がい社しやの社長である天童木き更さら、その相棒で、身みの丈たけとほぼ同寸の対戦車ライフルを持ったティナ・スプラウト。そして蓮太郎の求めに応こたえてくれた片かた桐ぎり民間警備会社の社長片桐玉たま樹き、その妹の片桐弓ゆ月づき。そして蓮太郎と同じ天童流の使い手である兄あに弟で子しの薙なぎ沢さわ彰しよう磨ま、その相棒の布ふ施せ翠みどりが控えている。全員、総そう身しんに緊張をみなぎらせ、いつでも飛び出していけるように武器を構えている。

　そして蓮太郎のすぐ隣となりには──

「蓮太郎、ジエータイ、勝つかな？」

　緊張した面持ちで地平線の彼方かなたを見み遣やる藍あい原はら延えん珠じゆの横顔を、蓮太郎は横目で盗み見る。

　蓮太郎は焦じれながらも、固く目をつぶり、なんとか思い直す。いまは、延珠よりこちらを優先しなければ。

　そうして、どれくらい経たっただろうか。

　徐々に銃火がまばらになり、ガストレアの声も小さくなっていく。

　そして、唐とう突とつにその両方の音が消えた。

　正面の平野は、夜の静けさを吸い込むような真っ暗な闇やみが広がっている。

　ざわざわと、さざ波のように民みん警けいに動揺が走る。「オイどうなったんだ？」「どっちが勝ったんだよッ？」「誰だれか見てこいよ」という声が漏れ聞こえてくる。

　不意に肩を叩たたかれて振り返ると、彰しよう磨まの厳しい表情があった。

「どう見る、里さと見み？」

「わからない……。でも常識的に考えれば、勝ったのは自衛隊だ」

　蓮れん太た郎ろうは一いつ旦たん言葉を切って、顔を上げ、闇を見通す。

「いま、ガストレアの声も、大砲の音も聞こえない。きっとガストレアを追い払ったから撃つのをやめたんだろう」

　ほとんど自分に言い聞かせるつもりで言うと、我が堂どう英ひで彦ひこの方を見た。

「おいアンタ、一応照明弾を打ち上げるよう本部に打診したらどうだ？」

　細面の中隊長はとんでもないという顔で首を振った。

「どこの部隊もそんなことしてないじゃないかッ？　僕たちが独断専行するわけにはいかないよッ」

　どこの部隊もやってないからこそ、自分たちがやらなければならないのではないかと抗弁しかけたが、途中で首を振った。思考の基盤が食い違ったこの男になにを言っても無駄だ。

　ふと、いままで黙って闇を見据えていたティナが、押し殺した声でささやく。

「お兄さん、誰か来ます」

「見えるのか？」

　そこで、ティナは体内にフクロウの因子を宿したイニシエーターであることに気づく。

　彼女の瞳ひとみはわずかな光量を増幅して視界に投影する機能がある。

「はい、人がこちらに歩いてきます。それも一人や二人ではありません」

　ほどなくして、ティナの言葉を裏打ちするように一〇〇メートルほど先、篝かがり火びの届く範囲にぼんやりと人影が現れ、こちらに向かって歩いてくるのが見える。

　横一列になって五十人ほど。すべて二〇三一年仕様のデジタルパターンの迷彩服に身を包んでいる自衛官だ。

　民警たちの間に明らかにホッとした空気が流れ、中には労をねぎらおうと、隊列を離れ彼らに向かって駆け出していく者たちの姿も見える。

　蓮太郎は、なぜか胸むな騒さわぎがした。

　常識的に考えれば、彼らはガストレアを無事追い払ったと報告に来たのだろう。だがなぜ、こんなに人数を寄よ越こすんだ。無線で事足りるだろうし、まさか伝令というわけでもあるまい。百歩譲ゆずって伝令だとして、ならば一人、さもなくば二人もいれば事足りるのではないだろうか。それもバイクすら乗らずに。

　徐々に彼らの姿が視界に大きくなっていく。彼らは傷を負っているのか歩行が不規則だ。それを見て蓮れん太た郎ろうのすぐ隣となりのチームのイニシエーターもたまらず駆け出す。

　八歳ほどの少女だ。イニシエーターとしては、戦せん闘とうに耐えるぎりぎりの年齢だろう。ソバージュ髪で、心優しそうな少女だ。負傷した兵士に駆け寄ると、下から顔を覗のぞき込みながら隊員を気遣う様子を見せる。ふと、その動きがピタリと止まる。

　そこで蓮太郎も、異常なものを見つけた。

　隊員は、腹からはみ出した腸ちようを引きずりながら、平然と歩いている。

　そのまま表情が見える位置まで近づいてきた。

　土つち気け色いろをした顔に、真っ青な唇くちびる。破れた腹から漏れた血液が、迷彩服を真っ赤に濡ぬらしている。半開きの唇からは、意味不明のうめき声が漏れている。

　致死量を超える出血であるのは間違いなかった。

　あまりにも忌いまわしく馴な染じみ深い光景に、総そう身しんに寒気が走る。

　蓮太郎は少女に向かって叫ぶ。

「離れろおおおおおおぉッ。そいつに近づくなあああああああッ！」

　少女は、泣きそうな顔で振り返る。

　不意に、彼女の首から上が消えた。次の瞬しゆん間かん、間かん歇けつ泉せんのような凄すさまじい勢いで血液が空中に飛散。少女は足からもつれると、そのまま前のめりに倒れた。

　むっとするほどの血けつ臭しゆう。

　蓮太郎の真横に、ぼとりとバスケットボール大の物が落下する音がする。

　瞳ひとみを見開いたまま固まる。首を少し傾けて隣となりを見る勇気は、どうしても起きなかった。

　その時を見計らったように一斉に隊員の体が内から弾はじける。

　二本の大きなハサミを含めた八本の足。扁へん平ぺいになった体は地面に平行になっているが、背は反らされ、その先に畳まれた巨大な尻尾しつぽの先には、研ぎ上げた刃やいばのようなものが光っている。

　クモガタ類、斑まだら模様のサソリのガストレアが現れ、真っ赤な瞳を閃ひらめかせると襲おそいかかってくる。

　一匹が隣のアジュバントに大きく跳躍しながら突っ込む。咄とつ嗟さのことで幼よう体たい相手にも出遅れ、切り裂かれる絶叫と血ち飛沫しぶきが上がる。

　周囲を見渡せば、悲鳴と喚かん声せいがあちこちから聞こえ、隊列は乱戦状態になっている。

　その時、団長のいる中央列榴りゆう弾だん砲ほうから白煙の糸を引いて上空になにかが打ち上げられた。

　それは遠く伸び上がると上空でパラシュートを開かい傘さん。下部にくくりつけられた酸化剤や可燃剤、炎色剤、光こう輝き剤ざいなどをまき散らしながら空中に小さな太陽を生む。

　照明弾だ。

　次々とパラシュートが開かい傘さんし、いくつもの明かりが束つかの間ま、天頂を覆おおい、視界の利きく範囲を大きく拡大。蓮れん太た郎ろうは手で庇ひさしを作りながら目を細める。




　──そして、愕がく然ぜんと一歩よろめいた。




　強い光に切り抜かれて、小山のような無数の影絵シルエツトが暴かれた。二、三キロほど先だろうか。すべて大小様々なガストレアだ。

　その瞬しゆん間かんを待ち構えていたように、闇やみの中に赤い輝点ドツトが続々と生まれる。それがすべてガストレアの赤い瞳ひとみだと気づいたとき、蓮太郎は思わずうめいた。

　彼かれ等らは、赤く輝かがやく瞳が目立たないように目を閉じ足音を殺しながら民警陣地に接近していたのだ。

　恐るべきはその数だった。

　聖せい天てん子しの事前予測では、集結したガストレアは二千体ということだったが、どう見てもその倍はいる。

　前衛に控えていたはずの自衛隊の姿は全く見えない。消失した自衛隊と増加したガストレアの存在は、奇妙に頭の中で足し引きが可能だった。

「そんな、馬ば鹿かな…………」

　ずん、と胃が重くなり、吐きそうになる。

　どうやってガストレアの軍団レギオンは自衛隊を破ったというのだ。自衛隊には『第二次関東会戦』でガストレアを完封してのけたノウハウがあるはずなのに。

　ガストレア軍団は、照明弾に照らされ隠れる必要が無いことを悟ると、天に向かって一斉に吠ほえたける。空気が鳴動、こちらの肌をビリビリと震わせる。

　やがて先頭のひときわ巨大なガストレアが走りだすと、次々とあとに続き、いくつもの菱形陣形を作り、尖った剣先をこちらに向けながら一直線にこちらに走り込んでくる。

　濛もう々もうたる土煙と地をどよもすひび割れた雄お叫たけび。最も早はや大地が揺れているのか世界が揺れているのかわからないほどだ。

　どっと全身から汗が噴きだし、うなじの毛が逆さか立だつ。

　この統率の利きいたガストレアは一体なんなのだ。

　これではガストレアの軍団というより、密集して海の中を回遊し、巨大な一匹の魚に見せる群魚の動きではないか。何年も訓練した人間たちだって、こうまで一糸乱れぬ動きは難しい。

　その時、頭のどこかがズキリと痛む。

　蓮太郎はいま、なにか大切なことに気づきかけたような気がしたが、だがその思考は明確な形を成す前に霧む散さんしてしまう。

　延珠が不安げな表情で寄り添ってきて、蓮太郎の手のひらを硬く握る。

　──距離が二キロを切る。

　民みん警けい軍団も、著しい士気の低下にさらされる。百ひやく戦せん錬れん磨まのベテランをしてこの状況に恐怖しているのだ。

「そ、総員、戦せん闘とう用意！」

　英ひで彦ひこは隷れい下かのアジュバントに指示を与えるが、声は震ふるえ、振り上げた手も弱々しい。

「総員ッ、戦闘用意！」

　蓮れん太た郎ろうは命令を復唱。自分の声もかすかにうわずったことに気づき、鳴りそうな歯の根を必死で押さえる。

　腰からＸＤ拳けん銃じゆうを抜いて遊底スライドを引いて銃を発射可能にする。

　──距離、一キロ。

　徐々に攻め寄せるガストレアに、民警軍団の緊張も飽和点を超えんばかりになる。

　──距離、五〇〇メートル。

　先頭を固めているのは甲こう殻かく類るいや甲こう虫ちゆう型のガストレアだ。角質化した硬い前まえ翅ばねやキチン質はガストレアウィルスの恩恵で最も早はや頑強な鎧よろいと化し、矢や継つぎ早ばやに焚たかれる照明弾の明かりを反射してギラギラと光っている。

　小銃ライフルで装備を統一したアジュバントが一歩前に進み出て、団長の合図を機に一斉に発砲。乾いた発砲音と目もくらむほどの銃口炎マズルフラツシユが上がり、ＮＡＴＯ規格の高速バラニウムライフル弾がガストレア前列に殺到。

　ガストレアの体内を破壊するべく最適化された弾丸が潰つぶれてマッシュルーム型に変型して傷口を拡大。肉を裂き強烈な衝撃力ストツピングパワーを発揮してガストレアを絶命せしめる──そのはずだった。

　蓮太郎は思わず声を上げた。

　倒れない。驚おどろくべきことに、前列の甲虫ガストレアは、通常の個体ならとっくに戦せん闘とう不能な傷を負っても、その足を止めない。

　ライフル部隊はたじろぐが、すぐに連続で銃撃。血がパッと飛び散り肉が裂ける異音にガストレアの渾こん身しんの雄お叫たけびが被かぶさる。

　頭部を吹き飛ばしようやく数匹を仕し留とめるが、すぐにその屍しかばねを踏みつぶし迂う回かいして、絶望的な量のガストレアが湧わきでてくる。

　倒れた数の方が少ない。まるで痛みを感じていないかのようだ。

　どういうことだかまるで理解が追いつかないが、直感で、これが自衛隊が突破されたカラクリの一つだと悟る。

　──距離、三〇〇メートル。

「お兄さんッ、アレ！」

　空中の一点を指さすティナの横に顔をつける。最初あまりに暗くてなにも見えなかったが、タイミング良く照明弾が近くで炸さく裂れつ。暗くら闇やみのベールを剥はがされた一帯の中に飛行ガストレア部隊が出現する。数は五十体に満たない。

　問題は彼らの前まえ肢あしと後肢の間にしっかりと挟まれた円状に丸まった物体だった。

　それが別のガストレア──つまり降下部隊だと気づいたとき背筋に悪お寒かんが走る。

　飛行ガストレアは、照明弾に照らし出されたのがさも不愉快とばかりに、体を傾けて照明光から逃れると民みん警けい部隊上空を大きく迂う回かいし、テントを設営している基地のさらに後方、民警軍団が背にしている森に到達。挟んでいたガストレアを切り離し、前線にとんぼ返りする。

　蓮れん太た郎ろうとティナは顔を見合わせた。

「見たかティナ？」

「……はい」

　事態の深刻さを悟ったのか、ティナも神しん妙みように頷うなずく。

　あれは、おそらく背後から民警軍団を挟きよう撃げきするための別働隊だ。

　周囲を見渡すが、他ほかに誰だれも気づいた様子がない。蓮太郎は腹を決めて駆け出すと、最前列の小銃隊の指揮を執とっている我が堂どう英ひで彦ひこの肩に手を置き、振り向かせる。

「背後に別働隊が出たッ、挟み撃ちにされるぞ。俺おれたちに行かせてくれ」

「いまそれどころじゃないのかがわからないのか君はッ！」

「背後を突かれたら今度こそおしまいだ。全滅するぞ！」

　英彦は血走った目で腕を水平に振る。

「いまは目の前のガストレアだッ。列に戻れ里さと見みリーダーッ！」

　蓮太郎はなおも反論したくなるのをぐっとこらえる。踵きびすを返すと、アジュバントに戻ると、チームの全員が不安げな表情で出迎える。

「里見くん、どうかしたの？」

　代表して聞いた木更と視線がぶつかる。一いつ瞬しゆん迷ったが、出来る限り手短に事態の推移を語る。

「そりゃ一大事じゃねーか！」

　玉たま樹きは仰ぎよう天てんし、彰しよう磨まはそれを受けて静かに蓮太郎を見る。

「里見、お前はどうしたいんだ？」

「俺おれたちだけで、敵を叩たたく」

　延えん珠じゆが不安そうな目をした。

「蓮太郎、でもそれって……」

　蓮太郎も黙って頷く。それは上官である我堂英彦の命令に背くと言うことだ。ここ数日行われた民警の訓練で、蓮太郎たちは繰り返し命令違反による厳げん罰ばつを言い含められている。

　弓ゆ月づきは、しばし黙もつ考こうした後、顔を上げて蓮太郎を見る。

「アンタが決めて、里見蓮太郎。あたしはリーダーの言うこと、聞くから」

　アジュバントメンバーの全員の視線が蓮太郎に決断を迫っていた。

「俺は……」

　その時、「撃ち方やめ！」という大だい喝かつが耳に飛び込む。

　見れば、英ひで彦ひこの指示で小銃隊が下がり、バトンタッチするように接近戦武器を持った民みん警けいたちが前に出る。蓮れん太た郎ろうのアジュバントは接近戦要員が多いのでこちらに組み込まれていた。

　下がってきた小銃部隊のじとっとした目に押し出されるように、蓮太郎たちも前列に出る。

　──距離、一〇〇メートル。

　地鳴りと雄お叫たけびが合わさったガストレアの作り出す轟ごう音おん。まるで敵が減っている様子がない。どうなってるんだ。

　蓮太郎の危機感はいや増す。どう考えても、こちらも楽観視できる状況とはほど遠い。左右を見ると、他ほかのアジュバントチームも緊張の面持ちをしている。

　右にいるイワトビペンギンのように跳ねた髪の毛の若い男は、偶然にもキャンプでも隣となり合うことになったアジュバントリーダーだ。

　同業者の中でも成り上がり扱いされて嫌われている蓮太郎だが、彼は蓮太郎の序列が三百番であることを知ると、肩に手を置き「アンタと肩を並べて戦えて光栄だ」と、人なつっこい笑みを浮かべた。

　食いしばった歯がギリギリと音を立てる。

　いまここを離れれば、自分の不在が生む空白が、我が堂どう英彦を、あるいは隣となりのアジュバントリーダーを死地に追いやる可能性もあるのだ。

　タイムリミットは刻々と迫っている。もう少しすれば、時間切れという優しい結末が、蓮太郎を救済してくれるだろう。

　何も選択しなかったという選択も、否定できようもない一つの選択の形なのだ。

　だが、よしんば奇き襲しゆう部隊のガストレアに直前まで気づかず、まんまと後こう背はいを突かれた場合、被害は十人や百人では利きかない。最後の防波堤が決壊し、東京エリアにガストレアがなだれ込むことになる。

　蓮太郎は何度も深呼吸すると、前方を見据える。

　ここは、迷うところじゃない。行動するところだ。

「行こう」

　振り返りそう言うと、全員が重々しく頷うなずいた。

　各々のペアが素早くイニシエーターと肩を組むのを見ながら、蓮太郎も延えん珠じゆと隣り合うと延珠の腰に手を回し、延珠の力強い手が蓮太郎の腰に回される。

　延珠とアイコンタクト。延珠の黒こく瞳どうが深いクリムゾンに変わっていく。

　次の瞬しゆん間かん、グンと体が押しつけられる圧迫感が襲おそう。久しぶりに味わう、吹き飛ばされるような加速だ。延珠がウサギの因子を覚かく醒せいさせ跳躍したのだ。

　隊列上空を、後方に向かって大きな放物線を描きながら飛び越える。制服が強風であおられて押しつけてくるような空気の壁に目を開けているのが辛つらい。再び蓮太郎の靴の裏が土を踏んだときには、喘あえぐように肺に酸素を取り込んでいた。

　後ろ髪引かれる思いで振り返ると、ほとんどの人間が理解を示す様子もなく呆ぼう然ぜんと口を開けていたが、一人、英ひで彦ひこが自分の腕を真っ白くなるまで握りしめ、ぶるぶると怒りに震ふるえていた。

　一いつ瞬しゆん気がとがめたが、すぐに目前の事態に集中する。

　チームが全員ついてきていることを確認すると、ここ数日のねぐらにしていた前線基地テントを経由して、いままで自分たちが背にしていた森の中に突っ込む。

　蓮れん太た郎ろうは正面から襲おそってくる空気の壁に薄うす目めを開けながら、延えん珠じゆに方向を指示し、一いつ旦たん森の中で全員に集合をかける。森の中は暗く、ねっとりとした夏の夜の湿った空気が満ちていた。

　目撃場所の大まかな位置を全員で共有し、すぐさま出発。

　移動方法はイニシエーターに掴つかまる形で、高速移動能力を借りる形になる。

　暗視の利きくティナフクロウと翠ネコを先頭に、アジュバントのメンバーは忍者よろしく樹上を飛び移りながら移動。

　木この葉が頬ほおがかすめ、めまぐるしく視界が右に左に振られる。延珠が細い枝に着地してバネを溜ためて大ジャンプ。今度はガクンと顎あごが引かれ目眩がするほど視界が上下する。

　ティナとペアを組んで間もない木き更さらは、ティナの縦じゆう横おう無む尽じんな軌道に振り回されて辛そうだが、蓮太郎も人ごとではない。延珠の超加速に振り落とされないようにしがみつくのが精一杯だ。

　深しん閑かんとした森の中を、四組八人のペアが進行して飛び移り、木の葉をざわめかせる音が鳴る。

　前方を睨にらみながら、蓮太郎の心臓はさきほどからバクバクといっていた。

　すでに、さきほどの奇き襲しゆうガストレアの降下から時間が経過してしまった。敵もすでに移動を開始しているだろう。こちらの前線を裏から奇襲する手はずなら、遠からずこちらとかち合うことになる。

　その時、背後から爆発するような大音声と、武器を打ち鳴らす音が聞こえてきた。民みん警けい部隊も突撃体勢に移り、ついにガストレアの前線と正面からぶつかったのだ。

　梢こずえの隙すき間まから、爆薬で生じる火炎によって紅ぐ蓮れんに照らし出される戦場が垣かい間ま見える。

「リーダー、見つけました」

　翠みどりがこちらに叫ぶ。彼女の指さす方向を見るが、彼女ほど夜よ目めが利きかない蓮太郎には、すぐにはそれがなにかわからない。

　延珠の肩を短く三回タップして合図を出すと、延珠がウサギの跳躍力でもって大きくジャンプ。

　見えざる手で押し潰されるような強烈な加速度に歯を食いしばりながら、やがてふっと圧力が消える。

　風かざ鳴なりの音と共に薄目を開けると、そこはもう上空五〇メートルの空の上だった。

　さきほど翠が指さしたあたりに目をこらすと、森が途切れ広場のように開けた場所に、闇よりも濃い、真っ黒い一群がうごめいて見える。

　さらにその森から直線上には、我が堂どう長なが政まさ率いる民みん警けい軍団の本陣。

　本陣は、ひそかに背後に忍び寄るガストレアの危機に気づいた様子はない。

「落ちるぞ蓮れん太た郎ろう！」

　延えん珠じゆの合図を境に、やがて慣性力が失い、自由落下の軌道を取る。恐ろしい速度で森が迫ってきて、遺伝子に刻み込まれた根源的な落下の恐怖が全身を駆け抜ける。

　だが、延珠は危なげなく太い木の枝に大きく足を突くと、絶妙なタイミングで足をたわめて見事に落下衝撃を殺しながら、次の枝にジャンプする。

　人ひと心地ごこちつく間も無く、蓮太郎は手で突撃のサインを後方に出す。

　全員が枝を蹴けって大きく跳躍。

　今度はよりはっきりと敵の姿が見えた。

　八節からなる胸部。頭部にはヒゲのような触覚が一いつ対つい伸び、複眼の小さな眼球が一対。甲こう殻かく類るい特有の外がい皮ひが黒こく曜よう石せきのように輝く。すごい数だ。

　姿形は完全にダンゴムシのそれだが、人間に体液を送り込み感染させるため口器が大きく横に裂け、巨大な牙が覗いているガストレアだ。背丈は蓮太郎の胸元ほどまであるが、特異な変形を遂げていないので、すべてステージⅠ単因子と判断。

　密集して菱ひし形がた陣形を形成しようとしているが、本陣奇き襲しゆうを虎こ視し眈たん々たんと狙ねらっているために、幸運にもまだこちらに気づいた様子はない。

　そのうち一匹が上空から急降下する蓮太郎たちを見とがめてキィキィとわめくが、もう遅い。

　蓮太郎と延珠は並んで密集ガストレア直中に飛び込む。直前、延珠が蓮太郎を切り離し、蓮太郎は前転しながら衝撃を殺し着地。

　延珠が持ち前の恐ろしいまでの脚力を発揮して、跳ね回るように敵の密集陣形を破壊していく。

　虎のかぎ爪づめをもしのぐ旋せん風ぷうの回し蹴りが、甲殻類の鎧をたやすく蹴り割り、外皮が剥はがれ体液が空中を舞い、ガストレアの甲かん高だかい悲鳴が被さる。

　延珠の靴の裏に仕込まれたバラニウムの重りウエイトから繰り出される強烈無比な蹴りは、ガストレアにとって死しに神がみの一いつ閃せんも同然である。

　負けてはいられない。

「ハアアアアアッ」

　義ぎ肢しを解放。右腕を覆おおっていた人工皮膚が破れ、超バラニウムの黒い義手が露ろ出しゆつ。脳を焼くようなチリチリとした痛みに歯を食いしばりながら蓮太郎は拳こぶしを振りかぶり、右みぎ拳けんを発動。

　黄金色の空から薬やつ莢きようが腕わん部ぶから一発蹴けり出され、途と端たんに、腕が猛烈な加速感に押し出される。

『焔ほむら火か扇せん』の振り抜いた正せい拳けんが、七十キロはくだらないガストレアの肉にめり込む手て応ごたえ。次の瞬しゆん間かん、地面と水平に吹っ飛ぶと、ボーリング玉に追突されたピンの如ごとく周囲のガストレアを巻き込み対象を粉砕する。

　奇き襲しゆうする側だったはずが、完全に奇襲される側に回ったことに、ガストレアたちは完全に算を乱していた。

　流星のような速度で仲間が次々に落下し、敵陣を粉砕する。

　翠みどりの爪つめは視認すらままならない速度で死を振りまき、後退しようものなら、不可視の蜘く蛛も糸いとにからめとられ、玉たま樹きのバラニウム・チェーンソーの酸鼻な殺さつ戮りくに晒さらされる。

　ついに、ガストレア三十体ほどが悲鳴を上げると恐怖に駆られて背中を見せ始める。

　蓮れん太た郎ろうの中に暴力的な衝動がこみ上げる。逃がすわけにはいかない。ここより後ろは無防備な東京エリアが広がっているのだ。たとえ一匹といえども感染爆発パンデミツクを起こすには十分過ぎる。

「任せて」

　その時、蓮太郎の真横を柑かん橘きつ系のシャンプーの匂においがかすめすぎる。

　長髪をなびかせる木き更さらは、蓮太郎の前方に躍おどり出て右足を軸にその場で体を一回転し、遠心力をかけながら鞘さや走ばしらせる。

「天てん童どう式抜ばつ刀とう術じゆつ一の型八番──」

　チン、という鯉こい口ぐちを切る音。

「『無む影えい無む踪そう』」

　背中を見せて逃走に移っていたガストレア三十体が突とつ如じよ両断され、悲鳴と血しぶきが上がる。のみならず、周囲に生い茂るマツやサトウカエデの太い幹を両断し、射程範囲内にあった樹木を残らず伐採。重い地響きを立てて森が震しん動どうする。

　蓮太郎はしばし、戦せん闘とう中だというのも忘れて呆ぼう然ぜんと立ち尽くした。

　鎌かま鼬いたち。

　そうとしか形容できない一撃である。

　だがその時、斬きり伏せたガストレアの肌が粟あわ立だち、痙けい攣れんしながら体を起こすのを見とがめてはっとする。心臓や脳のダメージを免れたガストレアが再生の兆候を見せているのだ。

「木き更さらさん、下がれ！」

　こちらの意図に気づいた木更が後退する。

　プロモーター全員にアイコンタクト。横一列に並ぶと、ベルトから拳けん銃じゆうを抜き銃撃。

　がつんと肘ひじまで伝わる反動と、目も眩くらまんばかりに闇やみ夜よに咲く銃口炎。着弾も確認せず連続で引き金を引く。

　蓮太郎、木更、彰しよう磨ま、玉樹のハンドガンによる一糸乱れぬ制圧射撃は、再生途中のガストレアの肉体に殺到し、バラニウムの再生阻害が働く。浴びせかけられた銃弾の嵐あらしに、起死回生を図ったガストレアは貫かれて今度こそ動かなくなる。

　弾を撃ちきったＸＤの銃口から、強い硝しよう煙えんのにおいがする。

　弾倉を交換してしばらく待つが、再生の気配はないことを悟り、嘆息する。

　倒し切った。

　──そう思っていたからこそ、木き更さらの足あし下もとにいたうちの一体が突とつ如じよ跳ね起き背後から彼女に飛びかかっていったとき、咄とつ嗟さの対応が間に合わなかった。

「木更さんッ！」

　蓮れん太た郎ろうの声に木更が驚きよう愕がくの表情を浮かべる。

　あわやガストレアの牙きばが木更の肌に突き立たんとした時、横合いからその胴部に拳こぶしが捻ねじり込まれる。

　拳こぶしが突き刺さったガストレアの体が恐ろしい勢いで膨張し、風船に針を刺したような勢いで破裂する。

　むっとする血けつ霧むが立ちこめ、蓮太郎と木更は瞳ひとみを見開いたまま立ち尽くした。

　果たして彼女を救ったのは彰しよう磨まだった。

　だが木更は感謝の言葉すら忘れて愕然とした表情を浮かべていた。ふいに木更と瞳がぶつかる。

　声に出さずとも『なんなの、いまの技？』と問うているのがわかる。蓮太郎もまったく同じ気持ちである。

　技名だけ問うならば円運動を描きながら相手を打つ『轆ろく轤ろ鹿か伏ぶ鬼と』だが、あれは相手を爆発させるような技ではない。

　──技に、彰磨の改良が入っている。

　蓮太郎と木更の視線を受け、彰磨はバツが悪そうに身を翻ひるがえす。まるで咄嗟に技を使ってしまったことを後悔しているような調子だった。

「里さと見みリーダー、こっちは終わりました」

　振り返ると、ちょうど翠みどりが最後の一体のダンゴムシの体から爪つめをずるりと引き抜いたところだった。鎧よろい通どおしよろしく体節の隙すき間まから脳を串くし刺ざしにされたガストレアの瞳からは、すでに命の灯ともしびが消えている。

　死し屍し累るい々るいの酸さん鼻び極まる戦場のただ中に、四人のイニシエーターの赤く輝かがやく瞳がこちらを見る。

　全滅。この短い間に……。

　蓮太郎は身み震ぶるいする。

　強い。これが『アジュバント・システム』の真価。

　全員が指示待ちで蓮太郎を見ていることに気づいてハッと我に返る。

「よし、じゃあ急いで戻って本隊の加勢に回るぞ」

　蓮太郎たちは極力音を殺しながら帰路を急ぐ。木々を蹴けり、木この葉をざわめかせながら移動する延えん珠じゆの肩に掴つかまりながらも、なぜか蓮太郎の胸むな騒さわぎは収まる気配がない。

　たしかに奇き襲しゆうは未然に防いだが、いままで遭遇したのはすべてステージⅠだ。

　ステージⅡ以降は一体どこにいるのか。

　やがて木々の向こうから剣けん戟げきの響きと蛮ばん声せいが聞こえてくる。梢こずえの向こうが赤い。

　唐とう突とつに森が途切れると、視界が一気に開け、いままで木こ立だちが吸収していた蛮ばん声せいがひときわ大きく耳に飛び込んでくる。

　いままで闇やみの中にいたので一気に網もう膜まくに光が流し込まれ、思わず目を細める。

「クソッ、もうこんなところまで……ッ」

　わずかに陣を離れている間に、戦場は様変わりしていた。

　組織だった陣形は崩壊しており、その後方、蓮れん太た郎ろうたちが設営していたテントまでガストレアに押し込まれ、自陣のあちこちで火の手が上がっている。

　敵味方の蛮声と叫きよう声せい、銃声と剣けん戟げき音が混じり合い阿あ鼻び叫きよう喚かんの戦場音楽を奏で、敵も味方も混交した乱戦になっている。

　ヘビのような円筒状のガストレアの口は吸盤状になっており、見上げるほど巨大。のたうちながら周囲のテントを踏みつぶしている──ヒルのガストレアだ。両手剣を持ったペアと対等以上に渡り合っているガストレアは、クモとサソリを組み合わせたような奇妙な外観を持っているカニムシのガストレア。全長十メートル近いイノシシの周りを槍やり武器の民みん警けいたちが団結して槍やり衾ぶすまを作っている。

　ガストレアの猛攻に押し込まれた民警たちは陣地内で奮戦していたが、どう見ても物量の差で劣勢に追い込まれていた。

　この状況では、もう自分たちの部隊など──。

　脳裏に我が堂どう英ひで彦ひこの裏切られたような表情が一いつ瞬しゆんよぎり、首を振る。探すだけ探さなければ。

　蓮太郎はチームメンバーに、我に続けの合図を送ると、風となって戦場を馳はせる。

　幸いにも、各々の民警やガストレアは自分の戦うに値する敵に照準を定めて戦っているので、その隙すき間まを縫うように走る。

　正面、小高い丘を登ると、不意に鈍色の輝きを放つエクサスケルトンの背を見つけ、ホッとため息をつく。

　見間違えようもない。我堂英彦だ。

　戦場からは少し離れたところで、指示を出すでもなく所在なさげに一人佇たたずんでいる。

「おいアンタ。ここももうやばい。いますぐ部隊に後退の指示を出せ」

　手を伸ばしかけて、そこで蓮太郎は異常に気づき、空中で手を止めた。

「やあ、里さと見みリーダーじゃないか」

　振り返った英彦は、青白い顔をこちらに向ける。元々、日の当たらない研究室に閉じこもっている学者というイメージだったが、その顔はもはや青白いを通り越して真っ青だった。

　突撃前は歯の根も震ふるえんばかりに緊張していたのに、現在の彼は奇妙に落ち着き払っている。

　蓮太郎はそれを見て安心するより、不気味なものを覚える。

　問題は、彼が右手に持っているものだった。

「君は『光の槍』を見たかい？」

「『光の槍やり』？」

　英ひで彦ひこはカラカラと声を立てて笑った。

「あんなものがあるんなら、最初から人間側に勝ち目なんてなかったんだよ。もうおしまいさ」

　そう言って、右手に握っている物を見せびらかす。傍かたわらの延えん珠じゆが鋭く息を飲む。

　それは人間の腕だった。ちぎり取られたかの如ごとくいびつな断面で、肘ひじから先がない。大きさからいって少女の手だ。彼のイニシエーターのものだろう。

「僕と心ここ音ねは本当の家族だった。最さい期ごの時も一緒にいようってずっと手を握り合っていたんだ。そこを『光の槍』に襲おそわれた……気がつくと『槍』は僕のすぐ横を逸それていってね。心音は腕だけ残して消えていたよ」

　ハッハッハと大たい笑しようする英彦は、一いち瞥べつしただけで正常な精神を著しく逸脱していることがわかった。

「いやね、でも里さと見みリーダーが無事で僕も嬉うれしいよ」

　英彦が具ぐ足そくを鳴らしながら、一歩こちらに踏み込んでくるのを見て、蓮太郎は思わず一歩退しりぞく。

　──結果的にその行為が、明暗を分けた。

　突とつ如じよ英彦の足あし下もとを中心に地面に亀き裂れつが発生、一いつ瞬しゆん大きく隆りゆう起きしたかと思うと、轟ごう音おんと共に裂ける。

「危ないッ」

　脱だつ臼きゆうしそうなほど強く腕が引っ張られ、蓮れん太た郎ろうは気づけば尻しり餅もちをついていた。

　英彦の立っていた場所を中心に直径一〇メートルほどが完全に地盤沈下を起こし、大穴になっている。我が堂どうの姿は消えていた。

　はっと我に返ると、素早く腰からライトを抜き穴に駆け寄る。

　むっとするほどの土の匂においと、煙けむたい土つち埃ぼこりを吸い込まないように口を押さえる。

　底を照らした瞬間、濃い土埃の中に現れ出た怪かい生せい物ぶつたちと目が合った。

　いや、正確を期すならば、目は退化して肉眼視できないほど小さい。

　濡ぬれたベルベットのような体毛。肥大化した五本の巨大なかぎ爪づめは地面をかき分けるためのものだが、体毛を破って生えている触手と真っ赤な花は、ラフレシアのような悪臭を放っている。

　鼻先に放射状に広がった触手のような突起が顔面を覆おおっていなければ、それが最後までホシバナモグラのガストレアだと気づくことはなかっただろう。

　予想すらしなかった直下からの襲しゆう撃げきに寒気がした。

　おそらくステージⅡ。目に見える範囲で五体ほどいる。奴やつ等らが、崩落を引き起こしこちらを攻撃してきたガストレアだ。

　モグラたちは見とがめられたのを悟ると、一いち目もく散さんに横穴に飛び込む。

「ティナあああああああ！」

「はい！」

　ティナが跳躍し穴の底に降り立つと、彼女の身長ほどもある対戦車ライフルを横穴の中に突っ込み引き金を引く。

　ズドンという音がしてライフルの先端、Ｖ字型の制退器マズルブレーキから巨大な銃口炎を噴き出し、逆流した発射ガスが周囲の砂さ塵じんを巻き上げる。瞬しゆん間かん、穴の奥からガストレアの悲鳴。ティナは息つく間もなく照準を変えると容よう赦しやなく引き金を連続で引き、やがてすべてのガストレアを完全に沈黙させる。

「お兄さん、倒しました」

　穴からジャンプして戻ってきたティナに一つ頷うなずきを返すと、戦場を見やる。

　もはや、理も論もない乱戦になっている。こうなってしまうと団長の指示など届くはずもない。かといって自分に現在の戦場をどうこう出来るほどの力も指揮権も与えられていない。

　蓮れん太た郎ろうは目を閉じると、ゆっくりと開けた。

「これより散開して、苦戦している民みん警けいを援護する」

　全員が大きく頷く。蓮太郎は目を閉じ深呼吸を三回するよう、促す。

「行くぞッ」

　再会を誓い拳こぶしをぶつけ合ってペアごとに散さん開かい。

　蓮太郎は延えん珠じゆと共に戦場を並走し、救出を必要としている民警を探し回った。

　敵を退しりぞけ味方を救出する延珠の能力は、疾しつ風ぷう迅じん雷らいと呼ぶべきものだった。

　ガストレアに追い詰められ必死に尻しりで後じさるイニシエーターを救出し、味方を失い囲まれたペアを救出し、負傷した人間を両手に抱え一いつ気き呵か成せいに運び出す。

　助けられた人間たちは茫ぼう然ぜん自じ失しつだったり、必要以上に感謝を繰り返したり、蓮太郎の目をまっすぐ見たまま手をぎゅっと握ると、何も言わずに戦場に戻っていったりする者と様々だった。

　だが、当然ながら死と生が相あい食はむ戦場には、見み目め麗うるわしい美談ばかりが転がっているわけではない。

　不運にもタッチ差で救助が及ばなかったイニシエーターが、涙で顔をぐしゃぐしゃにしながら多列に並んだ鋭い歯に磨すり潰つぶされ咀そ嚼しやくされていく光景を見た。

　特に司令塔兼精神的支柱であるプロモーターを失ったイニシエーターの錯さく乱らんぶりは目を覆おおわんばかりだった。

　ある場所では、プロモーターの死し骸がいのそばに座り込む少女がいた。とにかく安全な場所まで連れ出そうと腕を取ると、猛烈な抵抗に遭あう。「やめて。この人のそばを離れると、私はたくさん殴られるの」

　その言葉は、彼女が生前のプロモーターにどんな仕打ちを受けてきたのかを如によ実じつに表すものだった。いくらプロモーターはもう死んだと言っても彼女はそれを信じず、蓮太郎は他ほかの救助者を助けるためにいったんその場を離れる。もう一度そこを通りがかった時、そこにはたくさんのガストレアが蝟い集しゆうし、こちらに背を向ける形で口を突っ込んで、先を争うように何かをがっついている。彼らは蓮れん太た郎ろうに気づいている様子だったが、襲おそってくる気配はなかった。よっぽど、そこで食べているものがお気に入りなのだろう。

　ある場所では、プロモーターがガストレア化しかけていた。せめて人間のままで死なせてやろうと拳けん銃じゆうを照準すると、染めたお団だん子ご髪がみのイニシエーターが立ちはだかり泣きゆう訴そする。「舜しゆんくんまだ手遅れじゃないの。だから──殺さないで！」

　次の瞬しゆん間かん、変異が終わった背後のガストレアに首をもぎ取られると、少女の体はコマのようにくるりと回転しながら倒れた。

　煙が目にしみる。呼吸が浅くなる。顔はきっと煤すすと泥で真っ黒だろう。

　体感温度は五十度近い。戦場のあまりの熱波にネクタイを毟り取る。

　延珠とも、いつの間にか離ればなれになってしまっていた。

　次はどこに加勢しに行けばと周囲を見渡していたとき、火の手がすぐ横手に建つ廃コテージに迫っていた。

　炎上した民みん警けいテントの炎が互いに呼び合い合流し、火災合流に至ると、猛烈な炎の渦うずを巻き始め、千二百度を超える凄すさまじい温度に達する。逆さか巻まく紅ぐ蓮れんの轟ごう音おんは、悪魔の哄こう笑しようのようだ。

　たしかこの建物は、ガソリンを保存している──

　火の手が屋内のガソリン缶に伸びたのを見た瞬間、全身の血液が凍り付く。

　次の瞬間、爆炎と共に猛烈な爆風に強かに体を叩たたかれて体が宙に浮く。

　二〇メートル近く吹き飛ばされた蓮太郎の体は、激しく地面に打ち付けられ、そのまま勢いは止まらず、地面を何回転も転がってようやく止まる。

　三さん半はん規き管かんにダメージ。回る視界の中、じゃりじゃりと口の中に入った砂を吐きながら地面に手をついて、痛む体をなんとか起こす。焦げた制服から化学繊維の焼けるひどいにおいがする。

　服があちこち裂け、血は固まって赤黒く凝ぎよう固こしている。薄うすくなった空気を吸い過ぎて目め眩まい。

　キーンという音が耳の奥で響き、異常を感じて耳を押さえると、自分の耳が聞こえなくなっていることに気づく。

　鼓こ膜まくにダメージが出たのかもしれない。

　蓮太郎は呆ぼう然ぜんと立ち上がると、音が消えた戦場を眺め渡す。

　黒煙を上げて真っ赤に燃え落ちる民警の前線基地。空中を乱舞する火の粉。

　民警たちは大口を開けて何事かを叫んで必死に戦況を立て直そうとしているようだったが、戦況は悪化する一方だった。

　首のなくなったプロモーターの肩に手を回しながら、必死の形ぎよう相そうで衛生兵を探し回るイニシエーターがいた。

　爬は虫ちゆう類るい型のガストレアが、一人のイニシエーターの体を空高く放り上げ、口でキャッチすると二体のガストレアで真っ二つに引き裂く。

　プロモーターとはぐれたのだろうか、白い肌に白いワンピースを着た少女が、灼しやく熱ねつの戦場の中で、途方に暮れたように両手で顔を覆おおいシクシクと泣いている。彼女の足下には誰だれのものともわからない肉にく塊かいが混じり合いくるぶしまで溢あふれていた。

　死者の内臓が飛び出し、断ち割られた頭ず蓋がいから脳のう漿しようが出て泥まみれになって転がっている。




　──地獄。




　そうとしか形容できない光景が広がっていた。

「何してるのだ蓮れん太た郎ろう！」

　突とつ如じよ頭を強く押さえつけられる。耳に延えん珠じゆの声と戦場音楽が戻ってきた。

「アレがくる！　伏せるのだ」

「『アレ』って？」──その言葉を最後まで言い終わる前に、突如としてそれは起こる。

　視界の奥、炎の帳とばりの向こうが一いつ瞬しゆん光った思うや、一条の光線のようなものが横よこ薙なぎに払われ、伏せていた蓮太郎のすぐ真上を超高速で擦さつ過か。

　次の瞬間、銀色の軌跡にいた物体が裂け、十数人はいた民警の体は怪音を立てて真っ二つになって宙を舞う。

　背筋がぞくりとする。

　反射的に立ち上がり背後を見ると、見渡す限り戦場が銀色の軌跡に切り裂かれて狂乱の悲鳴が連鎖していた。

『光の槍やり』──頭の中にその三文字が浮かぶ。

「そんな馬ば鹿かな……」

　蓮太郎は愕がく然ぜんと一歩後じさる。

　この十年で発達してきた対ガストレア用の戦術は、基本的にガストレアが飛び道具を用いないことを前提に組み立てられている。

　その前提が足あし下もとから瓦が解かいしているのだ。

　おそらく、これが先日、イージス艦かんから発射したトマホークミサイルを撃げき墜ついし、ヘリと戦せん闘とう機を墜おとした攻撃の正体。

　勝てない、と直感が告げる。

　全員殺される。蓮太郎も延珠も木き更さらもティナも、その他のアジュバントのメンバーも全員わけもわからず殺される。

　その時唐とう突とつに、戦場に長い咆ほう哮こうがこだました。

　第四十区の端から端まで届く、遠えん雷らいのような咆哮に込められているのは、雄お叫たけびでも裂れつ帛ぱくの叫びでもなく、苦痛の悲鳴だった。

　ピタリと、すべてのガストレアが一斉に動きを止め首を咆ほう哮こうの方に首を向ける。束つかの間ま、戦場から音が消えた。

　蓮れん太た郎ろうもつられてそちらに視線を向けると、小山のような巨大なシルエットが苦く悶もんに身をよじっている。明らかに他の個体の数十倍の大きさがある。

　直感的にあれがアルデバランだと確信した。

　そう思う間もなく、ガストレアたちが一斉に移動。地を這はう芋いも虫むし型のガストレアが移動し、空中にいる虫や鳥のガストレアもこぞって巨大ガストレアの周りに取り付くと、自らの体を壁にしながら後退していく。

　守護している飛行ガストレアが蚊か柱ばしらが立ったようにまとわりついているため、目を凝こらしても、中央のアルデバランの容姿が見えてこない。だが一いつ瞬しゆん聞こえた野の太ぶとい悲鳴と、あまりにも巨大なシルエットは、蓮太郎の背筋を充分以上に寒からしめた。

　やがて、すべてのガストレアが戦場からいなくなり、あとには生者と死者が残った。

「助かった……のか？」

　隣となりにいた小柄のプロモーターが、ポツリと漏らした声が、長く長く耳の奥にこだました。




　　　　２




　翌日、東京エリアに『黒い雨』が降った。

　沛はい然ぜんと降り注ぐ冷たい雨が、蓮太郎の全身を濡ぬれそぼらせ、顎あご先さきからぽたぽたと垂れていく。

　気温は十五度と、七月であることを考えると信じられないほど寒い。

　それもそのはずだ。

　蓮太郎は顔を上げると、濃い鉛色の空を見上げる。

　昨日、巨大バラニウム構造物、モノリスが倒壊したのだ。

　その影響の深刻さは、一夜明けた今日になって明らかになった。

　朝方見たニュースによると、モノリスの倒壊時、大量のモノリス灰が空に舞い上がり成せい層そう圏けんまで及び、厚い雲を形成。太陽を覆おおい隠したまま、東京エリアを三日間は覆うとみられている。

　倒壊音は東京エリアの端まで聞こえて、倒壊震しん動どうは日本中を駆け抜け、博はか多たエリアや北海道エリアにも到達した。

　倒壊衝撃波は地球を半周して、米国コロラド州のバイクスピーク気象観測所で衝撃波を観測し、地球規模で〇．三ヘクトパスカルの気圧上昇が記録された。

　最新の気象観測モデルによると、白化したモノリスの灰と巻き上げられた砂は偏へん西せい風ふうの影響で北に運ばれて、北海道エリアまで降灰する予想らしい。

　いま蓮太郎の体を濡らしている『黒い雨』も、モノリス倒壊時に巻き上げられた砂さ塵じんとモノリス灰の成分が雨に溶けだして降り注いでいるものらしい。

　政府の発表によると有害物質は含まれていないらしいが、それが真実なのかどうかは疑わしかった。少なくとも、この雨で喉のどを潤うるおそうとは思わない。

　より深刻なのは、これから三日間もの間、太陽が地表に覗のぞくことはないということだ。

　ただでさえ昨夜の地獄を乗り越えた民みん警けい軍団には鬱うつ々うつとした敗戦ムードが蔓まん延えんしているのだ。せめて天気だけでも好転してくれれば、脳内物質セロトニンの分ぶん泌ぴつ作用によりいくらか気分も上向くのだが……。

　ブーツの底は浸かった泥でぬかるみ、大たい層そう気持ち悪い。

　蓮れん太た郎ろうは顔を上げて周囲を見渡す。

　周囲は、大きく開けた平野であり、プロモーターが散さん開かいしている。あたりは一面瓦礫の山となり、地面がめくれ上がっていて、ガストレアと自衛隊の戦せん闘とうのすさまじさを物語っていた。

　いま蓮太郎が歩き回っているのは、自衛隊の歩兵師団が陣を張っていた場所だ。

　蓮太郎の脇わきには、何枚か死体袋が挟まれている。

　今朝方プロモーターだけがかき集められ、生存者の捜索と救助いう名目で自衛隊陣地跡地に踏み込んだ。

　それが本当の目的を隠すための名目上の任務であるのは全員が気づいていた。

　訪れた自衛隊の施設は壊滅し、自衛官もほとんどが救助を必要としない状態になって転がっていた。

　後こう衛えいの民みん警けい軍団の元にアルデバランの軍勢が殺到した時点で、前衛を務めてた自衛隊の命運については覚悟していたが、さすがに直接見るとショックだった。やはり彼らは、先んじてアルデバランに全滅させられていたのである。

　ガストレアと人間の間には戦争協定もなければ捕虜も取らないので、いったん開戦に至った場合、必然的に殲せん滅めつ戦せんの様相を呈する。

　おかげで要救助者はほとんどいない。ここにいない連中のほとんどは、ガストレア化してしまったと考える方が妥当だろう。

　どうやら蓮太郎たちプロモーターに与えられた本当の目的は、死体が腐敗して深刻な伝染病が蔓延する前に回収して、遺族の元に後こう送そうすることにあるらしい。

　蓮太郎は心の中で「お疲れ様」とねぎらいの言葉をかけながら、遺い骸がいのパーツを可能な限り集めて一つ一つ丁てい寧ねいに死体袋に入れる作業を行う。一方で、脳の別の部分では一体どうして、という思いを引きずっていた。

　関東会戦はいままでに都合二回起こっている。

『第一次関東会戦』は自衛隊の惨敗。『第二次関東会戦』は自衛隊の快勝。

　自衛隊は『第二次関東会戦』にてガストレアを封殺してのける戦法を編み出したので、今回の第三次も快勝できるものと得意絶頂になっていたはずだ。それがこうも易やす々やすと破られるというのは信じがたいことだった。

　今回と前回の戦いで違うところは一体何なのだろうか。

　敗北の明確な原因を突き止めない限り、奴やつ等らを倒す手がかりも見つからないに違いない。ほとんど確信にも近い直感に突き動かされ、その手がかりを求めて蓮れん太た郎ろうは戦場跡を歩き回った。

　ほどなくして、次々と異常なものが散見されるようになる。

　戦車が真っ二つに切断されている。その鋭利な切断面から、おそらく『光の槍やり』に切り裂かれたものだろうと予測がつく。陥かん没ぼつした穴に嵌はまって身動きが取れなくなったものもある。ざっと見渡すと、他ほかにも自走砲やミサイルサイロが同じ憂うき目めに遭あっていた。

　これはおそらく、蓮太郎も遭そう遇ぐうしたモデル・モール──つまりモグラのガストレアの仕し業わざだ。

　彼らは主力兵器の直下まで掘り進んで、土を掻かき出し穴を作ると天井の地盤を突いて地盤沈下を誘発させたのだ。

　いくら戦車の履帯キヤタピラが悪路に強いとは言え、深い落とし穴から脱出できるほどではなかったようだ。

　蓮太郎は彼らの水みず際ぎわ立だった作戦に、恐怖を通り越して感心すらしていた。

　モグラたちは、蓮太郎の目の前で将官である我が堂どう英ひで彦ひこも狙ねらい撃うちにして仕し留とめている。

　いくらなんでも、統率が取れすぎではないだろうか。まるで一個の群体ではないか。彼らは一体どうやって情報を共有しているんだ？

　その時、チクリと頭痛がする。

　そうだ。以前にも、これと同じ疑問を感じたはずだ。

　確かその時は、ガストレアの統率の取れた動きを見て『密集して巨大な魚に見せる群魚の動き』ではないかと考えたはずだ。

　ふと脳裏に、蚊か柱ばしらのように取り巻く配下を従えながら撤てつ退たいしていったアルデバランの姿がオーバーラップした。

　脳裏に電光が走り、蓮太郎は思わず声を上げる。

　まさか、そういうことなのか？

　だとしたら、アルデバランの真の能力とは──

「しっかし、ひでぇもんだな」

　ピシャ、水たまりを踏む音がして振り返ると、片かた桐ぎり玉たま樹きが渋い表情で立っていた。くすんだ金髪は『黒い雨』を浴びてさらに黒っぽくなり、サングラスの下の顔は、心なしか少し悲しげに見える。蓮太郎は相づちを打って、玉樹を見る。

「そういえば、アンタに礼がまだだったな。助かったよ」

「あん？　何の話だ」

「木き更さらさんのことだ」

　玉樹は合が点てんがいったとばかりに周囲に首を巡らせると「ああ」と漏らす。

　蓮太郎も玉樹の視線の先を追うと、各々プロモーターたちが、のろのろした動きで死体を死体袋に詰める処理を行っている。

　プロモーターである木き更さらもこの作業に駆り出されるはずだったが、蓮れん太た郎ろうは上層部に打診した上で本人にもやめるように説得した。女性の行う作業ではないと。

　木更は猛然と反発してきたが、途中から玉たま樹きも説得に当たってくれて何とか事なきを得た。

　木更は『なによ、二人して！』と言ってすねてしまったが、こうして人間だったパーツがそこかしこに散らばった現場を見た後では、自分の判断が正しかったことを確信する。

　玉樹は肩をすくめて見せる。

「別にテメーのためにやったわけじゃねぇ。姐あねさんのためだ」

　その時、遠くからバタバタと空気を切り裂く音が聞こえてきて顔を上げる。

　蓮太郎はこの音には聞き覚えがあった。ヘリのローター音だ。

　玉樹の指差す方向を見ると、豆粒大のヘリが徐々に視界に大きくなっていく。蓮太郎はヘリの横にプリントされた取材局のロゴを見つけて嫌いやな気分になった。

　見れば、他ほかの民みん警けいも作業の手を止めて頭上を仰あおいでいる。

　ヘリは、耳を押さえたくなるほどの轟ごう音おんをまき散らしながら蓮太郎の頭上を通過していく。雨音とローター音でよく聞こえないが、スライドドアを開けてリポーターが何事か叫んでいる。言っている内容は予想がつく。

　そもそも人間というのは、他人が英雄的な行為をしたというニュースより、他人が転んだことを笑う方が好きである。

　視聴率を取るために最適化された組織が、お世辞でもガストレアに快勝したとは言い難い眼下の民警たちを見てなんと言っているのか……。

　蓮太郎は歯は噛がみする。クソ、俺おれたちは晒さらし者扱いかよ。

　突とつ如じよ、蓮太郎の耳元で爆発音も同等の轟音がして飛び上がらんばかりに驚おどろく。

　耳を押さえながら隣となりを見れば、頭上に向けられた玉樹のマグナムリボルバー銃口先端から白煙が上がっていた。

　ヘリのリポーターのかすれた悲鳴が聞こえてくる。どうやら機体に被弾したらしく、ヘリは急きゆう旋せん回かいすると尻しりに帆をかけたように逃げ出していく。

「シィィィィット！　映画じゃハンドガンで戦せん闘とうヘリを爆発させてたんだが、上う手まくいかねーもんだなッ」

「爆発させる気だったのかよッ？」

　蓮太郎はしばし呆ぼう然ぜんとするが、やがて驚きよう愕がくが去ると、自然口元に笑みが浮かんでいた。

　周囲で作業をしていた他の民警の痛快そうな笑い声や囃はやし立てる声がして、徐々にそれは大きくなっていく。

　蓮太郎は、戦場に流れていた沈滞した空気が、束つかの間ま吹き払われたことに気づき、不思議な気持ちで、片かた桐ぎり玉樹というプロモーターを見た。
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　結局プロモーター全員で半日かけて救助した生き残りは合計で六十八人となった。

　自衛隊の歩兵師団が七千人強の大部隊だったことを考えると、およそ百分の一ほどであり、絶望的なほど少ない。

　負傷者はすぐさま医療班の元に後送され、ガストレアの恐怖に戦意喪失して泣き通しの人間もこれからの戦せん闘とうに堪たえないとされ、同様の処置がとられた。

　現在生き残りから事情を聞いている最中らしいが、下したっ端ぱの蓮れん太た郎ろうまで話が漏れてこないので、どういう話がされているのかは想像するより他ほかにない。

　しばらくすると『黒い雨』が上がり、空が暗くなったのを機に捜索は打ち切りになった。ぎりぎりまで粘ったので、確証はないが生き残りは全部ピックアップできただろうという、一応の自己満足を覚えている。

　へとへとになりながら帰り着いたのは、戦場になった平野からほど近い町だった。

　外周区にある町は、打ち捨てられ十年を経て草そう木ぼくの生えるままに荒れ果てており、屋根から草が芽吹いていたり、ガストレアウィルスによって巨大化した植物の根に家屋ごと飲み込まれている。

　蓮太郎たちが戦っている外周区こと東京エリア第四十区は、延えん珠じゆの故郷の第三十九区と比べると奥まった台地・斜地ばかりで生活している人が少ない。

　ゆえにマンホールチルドレンや廃はい墟きよの不法居住者と出くわす可能性も少ないので、拠点をガストレアの襲しゆう撃げきで失った民警軍団は、これらの建物を接収した。

　基本的に外周区の建物は、人間が住まなくなって暖房を焚たかなくなった瞬しゆん間かんから、寒暖の差をモロに受けて膨張・収縮を繰り返し、著しい劣化に晒さらされる。

　政府側は、いつ崩壊するとも知れない外周区の建物に住むことを奨励していなかったが、誰だれもが今朝から降り注いだ『黒い雨』に嫌いや気けが差し、これに皮膚を晒すことを嫌がったので、否いなやなどなかった。

　町には大小様々な建物があったが、実際に居住が可能で、雨風を防いで体温低下を防ぐ最低限の機能を有したものとなると、全体の十分の一程度でしかない。

　窓ガラスが破砕したコンビニ跡を覗のぞくと、思いがけず商品棚の隙すき間まで野生化したヤギが寝そべっていて大変驚おどろく。

　途中に立ち寄った公園は、三輪車が投げ出され、ぺしゃんこになったサッカーボールが蕭しよう々しようと風に吹かれている。赤さびはその濃さを増して、朽くちかけの看板の文字は汚お損そんと剥はく落らくで判読できない。

　ガストレアの警戒区域となって避難が始まった日も、住民は二、三日したらすぐにここに戻ってこられると思っていたのだろう。町並みは、全体的にどこか生活臭を残しており、すべて十年前のあの日から時間を止めている。

　蓮れん太た郎ろうがその足で向かったのは町の奥まった場所にある中学校だ。隣りん接せつする体育館からは、わずかに明かりが漏れている。

　たしか木き更さらたちが働いているのはここだよな、と思いながら遠慮がちに、耳みみ障ざわりな音を立てて軋きしむ非常口の扉を開ける。

　すると、壁が吸収していた騒そう音おんがどっと流れだし人々のうめき声やすすり泣く声、他ほか意味不明な叫び声が飛び交い、どたどたとスリッパで走る音がそれに加わる。

　館内は、まるで野戦病院のありさまだった。

　負傷した民みん警けいや自衛官がベッドや布団、それも足りないようならゴザや筵むしろの上に寝かされて、その間を白衣を着た有志の医者や看護師が慌ただしく行き交っている。大声を出さないと隣にいる人間の声も聞こえないほどやかましく、館内全体に漂う薬品のにおいは頭痛が来るほどツンとくる。

　電気が来ていないので、あちこちにランタンやロウソク、発電機の上にくくりつけられた電灯の光で代用しているので、全体的に薄うす暗ぐらく、曰いわく言い難い雰ふん囲い気きが漂ただよっていた。

「あ、蓮太郎蓮太郎蓮太郎！」

　ひときわ大きな声がして声の主を探すと、延えん珠じゆが頭の上で大きく手を振りながらこちらに走ってくるところだった。ポフン、と延珠が頭から突っ込んでくる柔らかい重みが胸にかかる。

　抱き留めた延珠の頭の上に、ピンク色のナースキャップが乗っていることに気づく。

　蓮太郎が指をさすと、延珠が平素と変わらぬように顔を上げ、にひひ、と嬉うれしそうに笑う。
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「可愛かわいいだろ？　手伝ったらくれたのだ。職員はこれをつけるんだって」

「そ、そうか……」

　延珠は小首をかしげる。

「どうしたのだ、蓮太郎？」

「いや──」

「──あら、里さと見みくん早いわね」

　振り返ると、お湯の入った洗面器を持った木き更さらがいた。彼女も延珠同様ナースキャップを乗せている。

「こっちももうすぐシフト交代だから、待っててちょうだい」

　蓮太郎は周囲の慌ただしい空間を眺め渡してから、木更に視線を戻す。

「延珠までいて、邪じや魔まになってないか？」

　木更はにこやかに首を振る。

「とんでもない。延珠ちゃん、とっても役に立ってるわよ。怪け我がした人の手をじっと握ってあげて、一緒にいてくれるのがすごく良いって評判になってるもの。むしろ雑用しか出来ない私の方が、お医者さんたちの邪魔になってるくらい」

　延えん珠じゆが胸を張り、鼻から息を吐く。

「ほら見ろ、妾わらわ、役に立ってる」

　蓮れん太た郎ろうは、黙って延珠を観察する。

　もしかしたら、延珠はこの短い間にクラスメイトが爆殺された痛ましい事件から立ち直っているのだろうか。

　彼女に直接聞いてみたい衝動がふくれあがったが、藪やぶ蛇へびになる可能性を考慮すると、迂う闊かつには切れないカードだった。

　蓮太郎は内心の動揺を押し殺し、普ふ段だんの自分の行動をトレースするように延珠の頭の上にポンポンと手を置き、「はいはい、すげーよお前は」と、普段を装って演技する。延珠がそれに気づいた様子はない。

「ところで里さと見みくん、菫すみれ先生にはもう会った？」

「は？　先生？　先生もここに来てるのか？」

　その時、蓮太郎の肩にグッと重みがかかると、後ろから誰だれかがしなだれかかってくる。死人のように冷たい肌。耳元に唇くちびるが寄せられる。

「こんばんは、里見くん。いい夜だね」

「ぐおッ」

　慌てて飛び退のいて背後を振り返ると、伸び放題の髪の隙すき間まから、楽しそうに爛らん々らんと輝かがやく双そう眸ぼうとぶつかる。

　長い白衣を引きずった検死官・室むろ戸と菫すみれは、軽く手を上げて「よっ」と挨あい拶さつする。

「暇だから地下室出てきたよ。たまには外もいいじゃないか」

　蓮れん太た郎ろうは呆ぼう然ぜんと口を開けて、しばらく反応できなかった。

「先生……どうしてここに？」

「要請があったから今日はここの医者たちを統括するために来てる。前に言わなかったかい？　　私は天才だからありとあらゆる知識に通じてるんだよ。検死官をやってるのは、私の趣味と合がつ致ちしてるからだ。こういった非常事態の時は、医者としても招しよう聘へいされるだろうさ」

「ドクター・キリコもたまには人を救うってことか？」

「なんだい安楽死させて欲しいのかい？　蓮太郎くん」

「じょ、冗談だよ怒るなよ先生ッ」

　そこでふと、脳裏に疑問が生じる。

「先生、アンタたしかシェルターの抽選券当たってたよな。なんでここにいるんだよ」

「当たったんじゃなくてもらったんだよ。政府の役人が私の研究室に来てね、君は日本最高の頭脳で死なれちゃ困るからって券をくれてね。丁てい重ちようにその場で破り捨ててやったがね」

「は？」

　菫は口元をつり上げてニヤニヤと笑う。

「なんだい？　不思議かい？」

「いや……、でも破り捨てるなら誰だれかにやれよ」

「誰に？　砂漠にコップ一杯程度の水があっても仕方ないだろう。精せい々ぜいが水を巡って殺し合いが始まるだけだ。ここは思い切りよく地べたにぶちまけてやるのが情けってもんさ」

「………………じゃあ、水不足は、どうすれば根本的な解決になるんだ？」

「全員の喉のどを潤うるおせる巨大なオアシスを見つけるか、砂漠を抜けるかだろうね。だが、いまの東京エリアの避難状況から見て、とても全員の喉を潤せるほどのオアシスが見つかるとは思えない。私がここに来たのは、砂漠を抜ける馬ば鹿かげた目もく論ろ見みをしている馬鹿共どもを応援してやりたくなったからだ」

「言っとくけど、ガストレアが雪な崩だれ込んできたあとじゃ逃げられねーぞ」

「百も承知さ」

「……先生は、もっと論理的な人間だと思ってた」

　菫はニヤっと口元をつり上げる。

「人間は、論理で物を考え感情で動くんだよ。私も同じだ。行動し続けたまえ蓮太郎くん、立ち止まれば死に追いつかれるよ」

「そうだな……ありがとう先生」

　蓮れん太た郎ろうはそこではっとすると、背後の延えん珠じゆを一いつ瞬しゆんうかがいながら声を潜ひそめる。

「先生、延珠のこと聞いてるか？」

　菫すみれの瞳ひとみが細められ、表情が一瞬にして厳しいものに変わる。

「ああ聞いてる、クラスメイトが例の騒そう動どうのせいで亡くなったんだってね。災難だったね」

「先生、医者の目から見て延珠はどうなんだ」

「安心したまえ、多分もう大丈夫だろう」

「え？」

　蓮太郎はポカンと口を開けて、ロクに反応を返せなかった。

「延珠ちゃんのメンタルは、私たちが思ってるよりずっと強い」

「ほ、ホントに？」

「疑り深い男だね君も。まあ、いまは目前のガストレアの危機があるから事件のことを考えないで済んでいるだけかもしれない。念のため、彼女の前で事件のことを思い出させるような言動は慎みたまえ」

　安あん堵どにどっと脱力した。何もかも、取り越し苦労だったのだ。途と端たんに、延珠に対する数々の気き後おくれした言動が恥ずかしくなってきた。

　菫は満足そうに頷うなずくと、延珠たちの方に向き直り手を打ち鳴らす。

「さ、君たちはもう手伝わなくて良いから、帰って休みたまえ」

「菫先生はどうなさるんですか？」

　木き更さらが不思議そうに聞くと、菫が白衣のポケットに両手を突っ込んで微笑する。

「私はここでお泊まりだ。自分の仕事をするよ。それに案外いいもんだよ。ちょうど良いぐらいに薄うす暗ぐらくてキャンドルナイトみたいな雰ふん囲い気きだし、おまけに周りは患者たちのあげる呻うめき声でゾンビ映画の中にいるようじゃないか。おかげで今日は素敵な悪夢が見れそうだよ」







　しばらく体育館の外で待つと、延珠と木更が外に出てきた。

　彼女たちと連れ立って、雨上がりの濡ぬれた夜道を歩く。

　彰しよう磨まの携帯電話から送られてきたＧＰＳの光点をたどっていき、彼らが確保してくれているはずの今日の宿へと向かう。やがて顔を上げると、鬱うつ蒼そうとした林の中に廃はい墟きよが佇たたずんでいた。

『センチュリーハイツホテル』とある。

「ここがそうなのか蓮太郎？」

「うん……まあ、そのはずだ」

「やだ、なんか不気味」

　木更の意見には、蓮太郎も同意せざるを得なかった。

　蓮太郎は懐かい中ちゆう電でん灯とうの光を上げて幽ゆう霊れい屋や敷しきのような白しら木きの建物を照らす。

　建物に植物のツタが絡んでおり、スポーツ施設も兼ねているのか、プールとテニスコートもあるらしい。どうやら多角的な総合レジャー施設を目指していたらしいが、それがかえって何がしたいのか散漫な印象を与えている。地面に落ちていたパンフレットを拾い上げると、驚おどろくことに結婚式場も併設されているらしい。

『あなたの生活をソフィスケートさせる高原の息吹ブリーズ』という惹じやつ句くのセンスには苦笑を通り越して寒気すら覚える。

　蓮れん太た郎ろうたちは、注意しながら天井が崩壊したエントランスをくぐる。

「あ、お兄さん。いらっしゃい」

　服の上からエプロンを羽は織おったティナが燭しよく台だいとハタキを持った状態で、嬉うれしそうにぱたぱたと駆けてくる。

「このホテル、住めるように綺き麗れいにしておきましたよ」

　見れば地面の埃ほこりも掃き清められ、割れた窓ガラスも除去されていて清潔感がある。

「いや……住むっつっても、数日間ま借がりするだけだぜ」

「それでも、どうせなら綺麗な方が嬉うれしいじゃないですか」

　ティナの瞳ひとみがキラキラと輝かがやいていた。秘密基地を作った子供の表情である。

　ティナの案内で洋間の食堂に通された瞬しゆん間かん、思いがけず暖かい空気に出迎えられる。

　長テーブルと長イスが配され、赤あか煉れん瓦がの暖炉が赫かく々かくとした炎を放っている。

　彰しよう磨ま、翠みどり、玉たま樹き、弓ゆ月づきたちによって食事の準備がいままさに完了しよういうところだった。

　傍らに置かれた薪まき割わり斧おのを見ると、どうやら誰だれかが、余分なイスを分解して薪たきぎを作ってくれたらしい。

　常識的に考えれば、真夏に暖炉の火を入れるというのは正気の沙さ汰たではなかったが、モノリスの灰が空を覆おおって以降気温がガクンと下がっていたので、むしろ蓮太郎にはこれくらいがちょうど良い。

　食事の準備が完了すると、誰が号令を取るでもなく席についていただきますをする。

　食器に盛りつけられたシチューやスープは甘い匂においがして、恐る恐る口に運ぶと、思わず目を見開く。

「美う味まいな……」

　少し塩っ気けが強かったが、こういう戦せん闘とう食しよくは、味が濃い方が受けが良いと踏んだのだろう。缶レーションやレトルトの再調理品だとはとても信じられない腕前である。

「へッ、どうよ、見直しただろ」

　鼻の頭を擦こすりながら自慢げな声を出したのは、玉樹だった。

「これ、お前が作ったのか？」

　返答したのは、小憎たらしい表情で勝ち誇る弓月だった。

「兄貴は我が家のシェフなの。変態のアンタじゃ足あし下もとにも及ばないんだからね」

　蓮れん太た郎ろうは腕組みする。人は見かけによらないとはこのことである。同じ家庭料理人として対抗意識が芽生える。

　料理をすべて胃に収める頃ころには、けだるい満足感に満たされていた。

　決して量が多かったわけではない。むしろ、昨日の戦いで食料庫にも火が入ったせいで、配給された食糧は、残された民みん警けいたちの腹を充分に満たせるものではなくなっていた。

　東京エリアの機能が麻ま痺ひしていなければ、すぐさま後方から支援物資が届くはずだが、いまではそれも望み薄うすである。

　それでも、八人全員がこうやって戦場を生き延びて再び卓を囲むことが出来たという安あん堵ど感かんが、物理的な食料の少なさを押した満足感を与えていた。

　翠みどりとティナがあぶなっかしい手つきで食後のコーヒーを持ってくると、そのあとはしばし全員で歓談に興きようじる。

　一見和なごやかな雰ふん囲い気きだったが、蓮太郎は会話の中にぎくしゃくしたものが混じっていることに気づいていた。言うなれば、お互い会話にクリティカルポイントが混じらないように言葉を選んでいる、といった感じだろうか。

　だがその時、空気を読むことを知らない延えん珠じゆのあどけない声が差し挟はさまれる。

「蓮太郎、アルデバランはどうして逃げていったのだ？」

「一応民警たちの間で飛び交ってる噂うわさならあんぞ。実際のところどうだかは、誰だれにもわからねぇけどな……」

「ふぅむ。そうなのか」

　延珠は難しそうな顔で腕組みする。だが別の疑問に思い至ったのか、不意にポツリと漏らす。

「また……ガストレアは攻めてくるのかな？」

　全員がはっとして、俯うつむく。

　三みつ叉またの真しん鍮ちゆう燭しよく台だいに挿さされたロウソクの炎が、束つかの間ま、妖あやしく揺らめく。

　あえていままでも誰だれも差し挟まなかった疑問だった。

　全員失ったものが大きすぎた。蓮太郎とて、戦争が悲惨なものだということくらい授業で繰り返し習っている。だが、実際の戦場の中に放り込まれて体験したものは、いままで蓮太郎の中にあった陳ちん腐ぷな戦争観を百回破壊して余りある地獄だった。

　身の毛もよだつような悲鳴の混声合唱と血と臓物を重ね塗りしたような赤き戦場は、封印していたトラウマの蓋ふたを開けて、幼少期に見たガストレア戦争の姿とオーバーラップする。

　正直、蓮太郎も率先してこの話をすることに抵抗があった。

　だが、ここで自分たちが口を閉ざし本質から目を逸そらし続ければ、自分たちが生き残る確率に、大きな見込み違いが生ずることになる。

　蓮太郎は顔を上げると、延珠を見据える。

「まだ三日あるからな。なんとも言えないな」

　元々、モノリス崩壊のシナリオは、アルデバランがバラニウム侵食液を注入してから七日後と予測され、それから三日遅れての十日後に代替モノリスが完成するとされていた。

　だが、一日早くモノリスが倒壊して戦せん闘とうが発生したせいで、一夜空けた今日になっても、まだ代替モノリス到着まで三日ある状態になっている。

　そしてその三日の間にアルデバランが再来しないというのは、あまりにも虫の良すぎる楽観論である。

「里さと見みくん、ちょっと……」

　木き更さらがおずおずと挙手する。

「『光の槍やり』についてなんだけど……」

　その単語を聞いた瞬間、全員の表情が曇り、苦々しい表情をした。

　みんな、昨日の戦場では『光の槍』には相当苦しめられたはずだ。蓮太郎も、咄とつ嗟さに延えん珠じゆに助けられなければ、この世の人ではなくなっていただろう。

「あれはなんなんだ木更さん？　やっぱりレーザー兵器かなにかなのか？」

　蓮太郎が一夜考えて出した結論だった。

　一いつ瞬しゆんの出来事だったが、ワイヤーソーのような細い銀の糸に触れた瞬間、その通り道にいた物体が一瞬にして切り刻まれたように見えた。

　質量兵器──たとえば銃弾や戦車砲、粒子砲のたぐいならば、周りの物を吹き飛ばしたりなど、もっと顕著な破壊の爪つめ痕あとを残すような気がする。

　もっとも、よしんばレーザーを射出するガストレアなんてものがいるとしたら、それはそれでとてつもない脅威となるが。

　だが、木更は静かに首を横に振る。

「私、今日一日医療班のお手伝いしてて、『光の槍』に手足を切断された患者も診みたんだけど、彼らは例外なく難聴や視野狭きよう窄さく、ふるえなどの諸症状に悩まされていたわ」

　木更はいったん言葉を切って蓮太郎を見る。

「里見くん、なにかに気づかない？　これって日本史で習った水みな俣また病びようの症状と同じなのよ」

　蓮太郎は顎あごに手を当てる。たしか、水俣病は魚介類の中で生体濃縮されたメチル水銀を摂取することによって引き起こされた公害病だ。

　そこまで考えて、蓮太郎は思わず椅い子すから腰を浮かす。

「ちょっと待ってくれ、じゃあ木更さん……」

　木更は居住まいを正すと、まっすぐ蓮太郎を見た。

「死体を調べていた菫すみれ先生が仰おつしやっていたんだけど、切断に使われた『光の槍』の正体は、多分圧縮した水銀よ」

「水銀……」

　他のメンバーも動揺を隠しきれない様子で口々にざわめく。

　蓮れん太た郎ろうは冷静に思考を一歩進める。だとすれば、どこかに水銀を生体内で圧縮して撃ち出す狙そ撃げきガストレアがいたはずなのだ。

「お兄さん、私もその件で一つお兄さんに報告したいことがあります」

「ティナ、もしかしてお前……」

　ティナは一つ頷うなずくと、ティナは袖そでに手を入れ、ビットを空中に放出する。空中に音もなく浮遊したビットは、アジュバントの面々の頭上をゆっくりと旋回していく。

「私も散さん開かいして戦っているとき『光の槍やり』を目撃しました。その時咄とつ嗟さに『シェンフィールド』を射しや出しゆつして、五キロ先にて狙撃ガストレアを補足しましたが、残念ながら遠すぎて私のライフルでも届きませんでした」

「五キロ先ッ？」

　そんな先から、こちらの陣地を狙撃していたというのか。

「どんなガストレアだった？」

　藁わらにもすがる思いで聞くが、ティナは力なく首を振る。

「ごめんなさいお兄さん。『シェンフィールド』は脳にかなりの負担を与えるため、重たい画像などを送信する機能はないんです。私にわかるのは距離や風速や位置座標などだけです。ただ──」

　ティナは遊ゆう弋よくしていたシェンフィールドを招き寄せるように回収すると、両手で抱えてじっと眺める。

「大きさはかなりあります。高さは十メートル程度。たてよこも十メートル程度。おそらくステージⅣです」

　そいつが、民みん警けい陣地を滅め茶ちや苦く茶ちやにした奴やつだ。こいつを排除しない限り、こちらに勝ち目はない。

　だが、どうすれば……。

　その時、戸外から「失礼します！」という大声が聞こえてくる。席を立って窓から外を見ると、見知らぬ男が立っていた。

「こちらに里さと見みリーダーはおりますでしょうか？　我が堂どう団長からお呼びがかかっております。至急仮設本部までお越しください」




　　　　４




　不安げに見送る延えん珠じゆたちを横目に見ながら廃ホテルをあとにした蓮太郎は、我堂の使いの後ろについて仮設本部を目指す。

　民警軍団の仮設本部は中学校の本校舎に置かれていると事前に聞いていたが、訪れるのは初めてだった。

　遠目から見える篝かがり火びが徐々に視界に大きくなり、徐々に闇やみの中から、半廃はい墟きよの中学校が浮かび上がる。

　夏の虫を焼く篝火の前に立つ二人の門番に軽く黙もく礼れいすると、校舎の中に入っていく。

　先導する使いの案内する方向から察するに、どうやら我が堂どうたちは職員室を仮設本部としているようだった。

　中から明かりがともっているところを見ると、少なくとも電気は優先して回されているらしい。

　職務を果たした我堂の使いは、一いち揖ゆうすると去って行く。

　蓮れん太た郎ろうは扉をノックすると、中から声がかかったのを待ってスライドドアを引く。

　中は、闇に慣れた目にはまぶしいほど明るかった。

　職員室にあった余分なスチール机は部屋の隅にまとめられており、我堂以下、彼のアジュバントの面々十数名はコの字型に机を配置している。中央には背もたれのついた一脚の椅い子すがポツンと置かれていた。

　全員が武む者しや鎧よろいに似た外骨格エクサスケルトンを装着しており、彼らの発する熱気のせいで部屋が狭く感じる。

　まるで、これから査問でも始まるような雰ふん囲い気きだ。

　蓮太郎は、上うわ唇くちびるを舐なめ、気をつけろと自分に言い聞かせる。中に充満した張り詰めた空気と敵てき愾がい心しんに満ちた視線から察するに、どうやらあまり楽しい話ではないらしい。

「掛けたまえ」

　上かみ座ざに腰掛けた禿とく頭とう、口ひげ、赤あか鎧よろいの我堂にそう促され、警戒しながらスツールに腰掛ける。正面、我堂を視界に納めた瞬しゆん間かん、蓮太郎の眼めが見開かれる。

　蓮太郎は内心の動揺を必死に沈めると、恐る恐る腕を上げて、彼を指す。

「アンタ、それ……」

「ああ、奴やつと一戦交えた時に、な」

　彼の左ひだり太ふと腿ももから先がなくなっていた。切断して縫ほう合ごうしたのだろう、包帯が巻かれ、その上を濃い血の染しみが覆おおっている。

「奴って……アルデバランのことか？」

　その瞬間、まるで忌いむべき名前を口にしたかのように、彼のチームが動揺し、顔を伏せる。

　やはり噂うわさは本当だったのだ。

　昨日の戦せん闘とうで、こちらの全滅間近に響き渡った苦痛の咆ほう哮こうと、突然のガストレアの退却。

　詳細は蓮太郎たち末端の戦闘員には伏せられていたが、我堂ペアがアルデバランと戦い、引き分けたという情報は民みん警けいたちの間では公然の秘密といってよかった。

　不可解なのは、それ以降我堂が杳ようとして姿を隠していることだったが、現在の彼の尾お羽は打ち枯らした姿を見て、妙に納得する自分に気づく。

　名誉の負傷、というレベルを越えて、いまの我堂の姿を民警軍団の前にさらせば、士気の低下は避けられないだろう。

　沈黙している蓮れん太た郎ろうに気づいたのか、我が堂どうが悪巧みをするような挑戦的な表情で白い歯を見せると、左ひだり膝ひざを叩たたく。

「この足はな、奪われたのではない。あのガストレアにくれてやったのだよ」

「長なが正まさ様、お願いですからご無理はなさらずにお願いします」

　水色のエクサスケルトンを装着した静かな雰ふん囲い気きのイニシエーター・壬み生ぶ朝あさ霞か、彼の足の代わりになろうと甲か斐い甲が斐いしく付き添っているが、我堂はそれをうるさげに手で払って蓮太郎を見る。

「英ひで彦ひこの最さい期ごは？」

「立派に戦ってたよ」

　我堂は深いため息をついた。

「画家の道を諦あきらめさせて民警をやらせたのは私だったのだがな……こんなことになるなら自分の好きなことをさせておくべきだったか」

　蓮太郎は集っている全員の顔を見渡す。

「ここにいる全員でアルデバランと戦ったのか？」

「いや、敵の分厚い密集陣形を抜けられたのは、私と朝霞だけだ。敵のあまりにも水みず際ぎわ立だった動きにいいように翻ほん弄ろうされたよ。皮肉なことに、言葉を解する我々より敵の方がはるかに統率が取れている」

「統率が取れていることに、合理的な理由があるとしたら？」

「どういうことだ？」

「我堂。アルデバランのベースとなっているのは、多分ハチのガストレアだ」

　我堂のアジュバントの面々が今度こそ驚きよう愕がくにざわめきを交わし、我堂が怪け訝げんな表情をする。

「なんの話だ……？」

「我堂、アンタなんで『第二次関東会戦』で快勝した自衛隊が今回の『第三次関東会戦』では、あんなにあっさりやられたのかわかるか？　もう一つ、アンタがアルデバランにダメージを与えたとき、周囲のガストレアは急に動きを止めて、即座に奴やつを守るためにアルデバランの周りに壁を作りながら後退した。これも、よく考えてみれば不思議だよな？」

　我堂は禿とく頭とうをつるりとなで回しながら首をかしげてみせる。

「要領を得んな。君は答えを見つけたというのか？」

「フェロモンだよ」

「フェロモン……というと、異性が惹ひかれ合う時に体から出るアレのことか？」

「それは性フェロモンだな。アルデバランを守るために即座に集合したのは、おそらくアルデバランの放出した集合フェロモンだ。水中で一匹の巨大な魚のように振る舞う魚の群は、集合フェロモンで統率されてるって言われている。他ほかにも『警報フェロモン』とか『味方の識別フェロモン』『気分転換フェロモン』『道しるべフェロモン』とかいろんなフェロモンがある。解明されてるだけで千六百種類以上。

　アルデバランはモグラのガストレアを操って地中から戦車や自走砲などの兵器を効率よく仕留めてるし、迂う回かいさせたトンボのガストレアに奇き襲しゆう用のガストレアを投下させて後こう背はいを突こうとしている。

　タイミングからなにまで完かん璧ぺきすぎるんだ。おそらくアルデバランは既知と未知のフェロモンを使い分けて完璧に群れを統率してるんだ。

　フェロモンは無味無臭だろうから、普通の人間にはまず絶対に感知できないし、これだけのフェロモンを使い分けられるとなると、ハチかなにかのガストレアじゃないかと思ったんだよ。なあ我が堂どう、アンタ、アルデバランを見たんだよな？　だったら奴やつのどこかに退化した翅はねか毒針のようなものがあったんじゃないのか」

「………………」

　我が堂どうは顎あごに手を当てたまま考え込んでしまう。

　どうやら、当たりらしい。

「これがどういうことかわかるか？　つまり頭アルデバランを叩たたけば群れは崩壊するってことだ。崩壊したガストレアは統率が取れなくなって簡単に撃破できるようになる。撃破し続ければ遠からず壊かい乱らんだ。追う必要は無い。やがて代替モノリスが届く。俺おれたちの勝ちだ」

　だが我堂は、蓮れん太た郎ろうの勝利の策を聞いても手をこまねいて沈黙したままだった。

　やがてデスクの上に肘ひじを突くと、その上に顎を乗せ、気のない表情でこちらを見る。

「大変参考になる意見だったよ。では、私も君が知らない情報を一つ君に提供しよう。他ほかでもないアルデバランのことだ──」

「──団長！」

　アジュバント構成員の一人が、椅い子すを鳴らし立ち上がる。どことなく我堂に顔立ちが似た中年の男だ。彼は息子の英ひで彦ひこをアジュバントのメンバーに加えていた。もしかすると我堂は、アジュバントの構成員をすべて自分の血族で固めているのかもしれない。

「私は反対です！　あのことが漏れれば、致命的な士気の低下につながります。こんな末端の戦せん闘とう員いんに教えてやる義理などない！」

　我堂がかぶりを振る。

「問題ない。里さと見みリーダーの序列は三百位。軍団全体で私の次に序列の高い。彼には知る権利がある。なにか問題が起こったら私が責任を持とう」

　そう言うと、我堂は蓮太郎に向き直り、重々しく告げる。

「里見リーダー、アルデバランは不死身のガストレアだ。倒す方法はない」

「え？」

　返答は、間抜けなものになってしまった。

　なにかの聞き間違いだと思った。だがその淡い期待は、次の瞬しゆん間かん木こっ端ぱ微み塵じんに砕かれる。

「もう一度言おう里さと見みリーダー、アルデバランは不死身のガストレアだ。私は昨夜、差し違えるつもりでアルデバランに接近して頭部を斬きりつけた」

　これだ、と言って、我堂は壁に立てかけてあった武器を朝あさ霞かに取りに行かせる。

　彼女がうやうやしく持ってきた武器は、朝霞の身みの丈たけほどもありそうなぞろりとした巨大武器だった。反そりの入った片かた刃ばの黒こく剣けんの柄つかの部分からもう一つ同じ黒剣が生えている。双そう剣けんと呼ばれる特殊剣だ。

「私の剣は過あやまたずガストレアの頭部を断ち割り、返す刃やいばで胸を貫いた。確かに脳と心臓にダメージを与えた手て応ごたえがあったのだが、奴は倒れず、次の瞬間、ゆっくりとだが奴の傷は再生を始めた。私は激しく狼ろう狽ばいし、隙すきが生まれた。おかげで足を食われてこのザマだ」

「そんな、馬ば鹿かな……」

　ガストレアのただ二つの急所、脳と心臓。この部位は基本的に再生は不可能であり、ここを突いて倒す以外では、再生阻そ害がい効果のあるバラニウムの武器でダメージを与えるのが対ガストレア戦の定じよう石せきである。

　我が堂どうの黒双剣の刃は間違いなくバラニウム製だろう。脳と心臓のダメージプラスアルファ再生阻害効果のあるバラニウムの斬撃は、三重の意味でアルデバランに迅速な死をもたらすはずだ。

　その傷が再生するというのは、異常事態である。

　我堂は皮肉げに肩をすくめた。

「ガストレア細胞は末端染色小粒テロメアを修復・再生するから、寿命によって死亡することがない。つまりアルデバランは不死身と言うより『不老不死』といった方が適当か」

　不老不死……。

　脳の奥がしびれて、言葉が出てこない。絶望の闇やみが、じわじわと四よ方もから蓮れん太た郎ろうを押し包む。

　アルデバランの能力はバラニウム侵食液とフェロモンによる一糸乱れぬ軍団統率だけだと思って、幽ゆう霊れいの正体を看かん破ぱしたと早合点していた。

　もう一つあったのだ。

　これがステージⅤゾデイアツク・金牛宮タウルスの右腕と言われたステージⅣガストレア・アルデバランの能力。

「なんで──」

　蓮太郎は喘あえぐように言った。

「なんでだ我堂。アルデバランは過去に何度も目撃されていたはずだ。どうしてこんな能力を持っているのにいままで誰だれも気づかなかったんだよ！」

「色々理由はあるだろうが、一つはタウルスの軍団が強すぎたことが挙げられるだろうな。一年前、現在世界最強のイニシエーターと呼ばれている国籍不明・正体不明の少女がふらりと現れてタウルスを葬ほうむるまで、幾多の都市が奴やつ等らの進撃を阻はばもうと戦ったがすべて『大全滅』の憂うき目めに遭あっている。ほとんどの国が情報を生きて持ち帰れなかったのだ」

　我が堂どうは、朝あさ霞かが差し出した湯飲みを受け取り、ぐいっと呷あおると、がしゃりと鎧よろいを鳴らしながら身を乗り出し、好戦的な瞳ひとみで蓮太郎を見る。

「しかもアルデバラン軍団の切り札はこれだけではない。里さと見みリーダー、君もいま民みん警けいたちの間で噂うわさになっている『光の槍やり』と呼ばれるものの話は聞いているだろう？」

「……例の、五キロ先から高圧水銀を撃ち出すガストレアのことか？」

　我堂の瞳が驚きに目を見開かれる。

「高圧水銀？　撃ち出されたのは水銀なのか？」

　蓮れん太た郎ろうは黙って頷うなずく。

「ウチのアジュバントは優秀な奴やつが多いからな。そっちについても一応の推理はある。多分、テッポウウオのガストレアだろ」

　元々、テッポウウオは、漏ろう斗と状にとがった口の先から圧縮した水を撃ち出して水面近くにいる昆虫を撃ち落とす熱帯魚である。体長は二十センチ前後しかないが、最大射程は一．五メートルにも及ぶ。

「ウチのイニシエーターによると、敵は全長十メートルほどの巨大ガストレアだそうだから、その中で圧縮された水銀がどれくらいの圧力で撃ち出されるのかは、もう想像もつかねぇよ」

「なるほどな……まあとにかく、我々は昨日突とつ如じよ現れた正体不明のガストレアを『ガストレアＸエツクス』と呼んでいたが、今け朝さ方がた、日本国家安全保障会議ＪＮＳＣと協議の上、このガストレアをアルデバランと並ぶ脅威と認定して、金牛宮タウルスの中の中心星団『プレヤデス』のコードネームを冠かんすることに決めた」

「プレヤデス……」

　我堂は懐ふところをあさると、二つの複雑な意匠が彫刻された物体を取り出す。ややもせず、それがチェスのコマ、キングとクイーンだとわかる。

「たしかに君の言うように、アルデバランを倒せばこの戦いゲームは我々の勝ちなのかもしれない。だがキングを倒そうとしても、必ずクイーンが立ちはだかる。このゲームにおいて、クイーンの排除は勝利の絶対条件だ」

　チェスにおいてキングは、言わずと知れたゲームの帰き趨すうを占う最も重要なコマだ。そしてクイーンは全方向に無限の射程を持つ戦場の覇は者しや。言い得て妙である。

「でもチェスじゃなくて将棋だろ？」

「ん？」

「相手の陣営はウィルス感染によって倒したコマを自由に使える。チェスのルールで戦わされているのはむしろこっちの方だ」

　我堂はクッと可お笑かしげに肩をすくめた。

「かもしれんな」

「何人やられた？」

「その説明は一言では不可能だな」

　我が堂どうは、朝あさ霞かの差し出した湯飲みから一口茶を飲むと、両手を組み合わせ、その中に視線を落とす。

「開戦時の敵の総数は二千体ほどだった。だが、前衛を務めていた七千の自衛隊決戦兵力が倒され、ガストレア陣営に五百体の損害を与えたが、代わりに倒された自衛隊員二千人がウィルス感染によってガストレア化してアルデバランの麾き下かに加わったとみられている。膨れあがったガストレア三千五百体と我々五百ペア千人の民みん警けい軍団がぶつかり、相手に九百体の損害を与えたが、こちらも半分のペアが殺され──また、悲しいことに百人相当が敵の麾下に加わったと見られている」

「つまり、現在の戦力比は……」

「ガストレア二千七百体に対して、我々は五百人」

　それだけではないだろう。見かけの数字以上にこちらの被害は甚じん大だいだ。負傷者は勿もち論ろん、十歳という未熟な精神でいきなり過酷極まる戦場に放り込まれた少女たちの中には深刻な心ト的ラ外ウ傷マを負ってふさぎ込んだ者がいたし、相棒の片方を殺されて戦力が半減以下になったペアも多数いる。相棒を失った民警同士が即席の非正規ペアを組んだとしても、阿あ吽うんの呼吸など望むべくもない。実質的な戦力はさらにその三分の一程度、つまり百六十六人程度と見た方が良いだろう。

「絶望的な数字だな」

「それに関しては言葉もないよ。…………その上で、我々は今日、さらに辛つらい決断を下さなければならない」

「なに？」

　じり、と周囲の視線の圧力が一層厚みを増して、強烈なプレッシャーを感じる。

　我堂の眦まなじりが鋭く細められる。

「里さと見みリーダー、君は今日、どうしてここに呼ばれたのかわかっているか？」

「どういう、ことだ……」

「君は今日、アルデバランやプレヤデスの分析を聞くためにここに呼ばれたわけではないということだ。他ほかでもない、君に聞きたいのは作戦行動中に英ひで彦ひこの陣を離れ、アジュバントの単独行動をしたことにある」

　我堂の言わんとすることがわかり、ぞくりと背筋に寒気が走った。

「待ってくれ。俺おれたちは本陣背後に回った奇き襲しゆうガストレアに気づいて、それを迎撃するために──」

「──ガストレアの死体は本陣裏手で確認済みだ。だが建たて前まえは建前、命令違反は命令違反。この二つは分けて考えなければならない」

　我が堂どうの問いただす声には、さきほどと打って変わって冷ややかなものが混じる。

　蓮れん太た郎ろうは雲行きが怪しい方向に向かっているのを悟り、手のひらにかいた汗をズボンの裾すそで強く拭ぬぐう。

「仮にも軍隊の体裁を保っている民みん警けい軍団の中で、一人の命令違反が出ればどういうことになるか、考えが至らない君でもあるまい。君の行動は、事情を知らない他の民警から見れば敵前逃亡に見えたそうだ。ましてや君と君のイニシエーターのＩＰ序列は高位所列者である三百位。君の行動は、震ふるえる膝ひざを懸命にこらえ列についていた他の民警に致命的な動揺を与えた。そのツケは、支払われねばならない」

「だ、だけど──」

　なおも言い募つのろうとする蓮太郎を、我堂はばっさり斬きって捨てる。

「軽率だったな里さと見みリーダー。君のアジュバントを解体し、君を極きよつ刑けいに処する。言い訳は聞かん。上官の命令無視と敵前逃亡は重罪の中の重罪。君を処罰しなければ『命令に背いても罰せられない』という悪あしき前例を残すことになる。規律の緩んだ軍隊はもはや軍隊とは言わん。烏う合ごうの衆しゆうだ。敗戦ムードが高まっているいまこそ、風紀を引き締めなければならない」

　我堂の一言が、ずしんとのしかかりる。




　──極刑。つまり死刑。




「ふ、ふざけんな！」

　椅い子すから立ち上がり我堂に詰め寄ろうとした瞬しゆん間かん、腹に強烈な拳こぶしがめり込み激痛に意識が飛びかける。

「かはっ」

　たまらず膝ひざを折り、激痛に歯を食いしばりながら隣となりを見ると、イニシエーターの朝あさ霞かが、つまらなそうな瞳ひとみで蓮太郎を見下ろしていた。

　──この野郎ッ！

「動けばお命、散らすことになりますよ」

　跪ひざまずかされた蓮太郎の喉のど元もとに、冷たい日本刀の刃やいばが擬ぎせられる。背後で拳けん銃じゆうの撃鉄を起こす音が複数聞こえて、歯を食いしばり我堂を睨にらみ付けると、哀れむような視線がこちらを見下ろしていた。

「里見リーダー、君には個人的に期待していたのだがな。残念だよ」

　──チクショウ。

　蓮太郎は、膝の上で握りしめた拳をぶるぶると震ふるわせながら我が身の迂う闊かつさを呪のろう。

　我堂に呼び出された時点で、どうして危機を察知することが出来なかったのか。こうなることが予測できていれば先んじて対処法を考えられたのに。それをノコノコと──。

　蓮れん太た郎ろうは、自分の浅はかな行動を悔やみ、我が堂どうの言にどこにも論理の綻ほころびを見つけることができない自分を悔やんだ。

　彼の言い分は限りなく正しい。軍団の規律を第一義にするならば、たとえ相手が誰だれだろうと処罰は下されなければならない。逆の立場であれば、蓮太郎は我堂に重罰を科しただろう。

　諦あきらめが、じわじわと蓮太郎を殺していく。胃が鉛のように重くなり、視界がぐるぐると回る。

「……俺おれの──」

　延えん珠じゆの笑顔が脳裏に浮かぶ。

　気分が塞ふたがれて目の前が真っ暗になり、異常な発はつ汗かん。そしてついに、敗北の言葉が蓮太郎の口を突いてでる。

「──俺の…………アジュバントだけには……咎とがが行かないようにしてくれ。あいつらは俺の命令に従っただけなんだ。頼む」

　我堂が鼻から息を吐く。

「ゾディアックガストレア・天蠍宮スコーピオンを倒した救国の英雄がいまや死刑囚か。とことん運命は皮肉に運ぶように出来ているな」

「団長。同情をかける必要などありません。こ奴やつ、この場で処分しましょう！」

　我堂が手を払う動作で部下の提案を一いつ蹴しゆうすると、ため息をついて蓮太郎にまっすぐ視線を据える。そして言った。

「里さと見みリーダー、君はもう一度死んでみる覚悟があるか？」

「え？」

「団長！」

「まあ待て────里見リーダー、知っての通り今回の戦いは、代替モノリス着工まで持ちこたえる防衛戦だ。だがディフェンスばかりに徹していても仕方がないという人間もいてもね。特に現在民みん警けいたちの恐怖の象徴になっているガストレア・プレヤデスを排除できれば、私はこの閉へい塞そくした状況を打開する糸口になるのではないかと思っている。だがなにぶん、精鋭を派遣できるほどの余力がうちの軍団にはない」

　我堂はいったん言葉を切ると、不敵な笑みを浮かべる。

「そこで、君に一つ頼みごとをしたい」

　我堂は杖つえを片手に立ちあがると、しかつめらしい顔を作って、腹から声を出す。

「君に頼むのは、単独敵地潜入と正体不明の長距離狙そ撃げきガストレア・プレヤデスの撃滅だ」

　蓮太郎は側頭部をガツンとやられたような衝撃を受け、咄とつ嗟さには反応できなかった。

「本当はアルデバランを倒してくれと言いたいが、さすがに不死身のガストレアに対して、策もないまま向かわせるのは無謀だろう」

　我堂は「朝あさ霞か」と言って傍らのイニシエーターに下げ知ちを送ると、彼女は従しよう容ようと傍らのＰＤＡ端末を操作。すると、職員室を埋めんばかりの巨大な３Ｄモデリング画像が部屋全体に浮かび上がる。

　広大に広がる平野部と、その傍らにある現在蓮れん太た郎ろうたちが接収している廃はい墟きよの町、森を経由してさらにその後ろには『回帰の炎』記念碑とおぼしき物が見える。

　どうやらモデリングは、蓮太郎たちがいる外周区第四十区の縮尺地図らしい。

　司し馬ば未み織おりの生徒会室にも似たようなものがあったが、さすがに大富豪の娘の物と比べると、精度や彩度はいささか以上に見劣りする。

　蓮太郎から見て奥手側には、粉々になって小山となった白はつ化かモノリス片が見えた。

「現在民みん警けい軍団とガストレアの軍団は、モノリスを挟んで等距離に位置している」

　以い心しん伝でん心しんとでも言うのだろうか、我が堂どうの言葉とタイミングを同期させ、朝あさ霞かがモデリングを回転させて線を引く。

　線は、モノリスの外をしばらく行ったところに広がるいびつな円形の森の中に消えていった。森は広大で、中央を貫くように河が抜けている。樹じゆ冠かんも高く、これならばステージⅣのガストレアの姿を隠すことも可能だろう。

「この森は、ガストレアウィルスのせいで異常な成長と多様な生態系を見せている。この森のどこかに先ほどの二千七百体強のガストレアが拠点を構え休息を取っている」

「アルデバランやプレヤデスが森のどの辺にいるのか、わからないのか？」

「残念ながら不明だ。こればかりは、どんなに高い画素数を持った人工衛星でもわからない。第六世代型の赤外線映像装置サーマルビジヨンを搭載した無人偵察機もあるにはあるが、ＪＮＳＣの閣僚はこれらを飛ばすことに非常に消極的だ」

「プレヤデスか……」

「そうだ。巡航ミサイルや支援戦せん闘とう機きすら撃げき墜ついするほどの生物兵器を、ＪＮＳＣのお偉方は非常に恐れている。彼らは、我々に制空権の確保を約束したのだが、その約束はいまだ果たされていない。おかげで昨日の戦いでは飛行ガストレアにいいようにやられて防戦一方だった。まったく、いい面つらの皮だよ」

　強力なガストレア一体で戦局すら左右しかねない冗談が、現実に起こりうるのだ。

　まだ見ぬ圧縮水銀を撃ちだすプレヤデス。それは、ティナによると全長は十メートルほどもあるらしい。陸上にいたとということは、テッポウウオに陸生の動物因子が混じっているのだろうが、果たしてどんな姿をしているのか。

「里さと見みリーダー……いや元リーダーか。やりたまえ。君に拒否権はない。成功確率は極小だろうが、死ぬ予定の君ならば失っても惜しくはない人材だからな。死んだ英雄というのは、さだめし使い勝手が良いだろうさ」

　憤激が脊せき髄ずいを貫き、蓮太郎は左右を押さえていた男たちを振り払って立ち上がると、他ほかに邪じや魔まをしようとする部下を押しのけてツカツカと我堂に詰め寄る。我堂のスチール机に手のひらを叩たたきつけて、鼻先に頭突きせんばかりに顔を近づける。

「本性を現してきやがったな、タヌキジジイ……ッ」

　我が堂どうは、涼やかな顔を崩さずに笑う。

「だがな里さと見みくん、これは私の偽らざる本音でもある。民みん警けいたちの中には、もうアルデバランは攻めて来ず、あと三日を悠々自適に過ごせるものと誤解している者もいる。残念ながらアルデバランは、私が与えた傷が完治次第、必ずここを再さい襲しゆう撃げきしてくるだろう。いまを除いてこちらから攻める機会はないのだ。里見くん、君がこの任務を引き受けてくれるなら、君のアジュバントの罪は問わないことを約束しよう。だが断れば、君もろとも処罰する。君には、君のことを親のように慕ってくれるイニシエーターと、可愛かわいらしい幼おさな馴な染じみがいるそうだね。彼女たちが苛か烈れつな罰を受けるのは、君としても忍びないだろう」

「延えん珠じゆや木き更さらさんに指一本でも触れてみろ……ブチ殺してやる！」

「ならば決まりだな。道具はこちらで準備しよう。君は今日のうちに仲間にお別れを言いたまえ」

　蓮れん太た郎ろうは目を閉じ息を吐くと、ゆっくりまぶたを持ち上げる。

「最後に聞きたい。アンタ等らはアルデバランを直接その目で見たんだよな。どんな姿をしてたんだ」

　その瞬しゆん間かん、部屋にいたすべての人間がギクリとした表情をする。

　我堂が恐ろしいほど峻しゆん厳げんな表情をして、静かな怒りに細められた眼光からは火を噴き出しそうだった。

「里見くん、残念だがその質問には答えられない。いや、答えたくないのだ。我々は昨夜、あのおぞましい生物と遭遇したせいで一睡も出来なかった。今日とて安眠は叶かなわないだろう。がんばりたまえ、君がアルデバランと遭遇せずにミッションを遂行できることを心から祈っているよ」




　　　　５




「あ、蓮太郎！」

　廃ホテルに帰り着いた蓮太郎を、ツインテールを揺らしながら飛び跳ねる延珠の明るい声が出迎える。

　延珠の声を皮切りに「え、里見くん？」「帰ったのかッ？」などと慌ただしい声が聞こえ、どたどたと蓮太郎の仲間たちが全員が戸口に立ち、総出で出迎える。

　大げさだなとあきれながら時計を確認して、軽く驚おどろく。どうやら三時間以上も我堂たちと話し込んでいたらしい。

　木更が不安そうな表情でこちらを見る。

「やっぱり昨日のことでなにか言われたの？」

　蓮れん太た郎ろうは「中で話すよ」と促すと、一いつ旦たん食堂に戻り、全員が椅い子すに腰を落ち着けるまで待った。どこから話すべきかと口ごもるが、すべて重要だと思い直し、訥とつ々とつと我が堂どうたちとの間にあった顛てん末まつを語る。

　やはり衝撃だったらしく、特にアルデバランの不死身性や傷の再生後の再さい襲しゆう撃げきのくだりはチームの間に無言の絶望を漂ただよわせる結果になってしまった。

　そして蓮太郎は、自分がプレヤデス討伐の任務につかされたことを意図的に伏せた。

「みんなすまない。やっぱり俺おれたちのアジュバントは解散処分になるそうだ。これだけはなんともなりそうにない」

「そ、そんな……ちょっと待ちなよ！」

　視線を泳がせ動揺を露あらわにしたのは弓ゆ月づきだった。

「折せつ角かくティナやんやみんなと仲良くなったのに……さ、里さと見み蓮太郎！　なんとかしろ」

「いや、俺はそれよりも処分が軽すぎることの方が気がかりだ」

　顎あごに手を当てたままつぶやいたのは、いままで沈黙を守っていた彰しよう磨まだった。

「団長は、かねてから命令違反は厳罰に処すると言っていたはずだ。アジュバントの解散だけで済むのは軽すぎないか、里見？」

　さすが彰磨だと蓮太郎は顔に出さずに感心した。

「彰磨さん、それはきっと私たちが立てた戦果を考慮して、団長さんたちの方で罰を軽くしてくれたんですよ」

　翠みどりが笑顔でフォローを入れると、彰磨は釈然としないながらも意見を引っ込める。翠の人の良い推論はまったく的外れだったが、彰磨の追及を受けなかったことにだけは感謝したい気持ちだった。

「じゃあ、私たちはどうなるんですか？」

　表情を曇らせるティナを刺激しないように、蓮太郎は慎重に言葉を選ぶ。

「多分、仲間を失って弱体化したアジュバントに応援に出されるんじゃねぇかと思う。俺も良くはわからない」

「そ、そうですか……」

　湿っぽくなりそうだった空気を察してか、突如延えん珠じゆが拳こぶしを頭上に掲かかげながら鼻息荒く立ち上がる。

「でも妾わらわたちはバラバラになっても、もう会えなくなるわけじゃないぞ！」

「それも……そうよね」

　木き更さらが一拍置いてそう頷うなずくと、玉たま樹きが指の腹でサングラスの下の目を擦こすり鼻をすする。

「そこのバニーガールの言うとおりだ。今夜でお別れっつうのはちっと悲しいが、だからこそオレっちが盛大にお別れパーチーをプロデュースしようじゃねーか！」

　玉樹以外の全員が顔を見合わせ、誰だれともなくにっこり微笑ほほえんだ。

　それからはまるで夢のような時間が流れた。

　配給された都合三日分の食料をふんだんに使ってやけくそのように再度料理を行い、さきほどはいまいち膨らまなかった腹に、苦しくなるほど食料を詰め込まれる。

　部屋には予備の百ひやく匁め蝋ろう燭そくが煌こう々こうと焚たかれ、全員の表情を赤々と照らす。まるで誕生日パーティのような雰ふん囲い気きを醸かもす中、ぼんやりと照らし出される優しい炎が、延えん珠じゆやティナの大きな瞳ひとみの中に映り込みキラキラ輝かがやき、とても可愛かわいらしく見える。

　なかでも木き更さらのやや小ぶりな猫ねこ眼めは虹こう彩さいが光を受けて妖あやしい美しさに、思わずずっと眺めていたい衝動に駆られるが、あまりじろじろ見ているわけにもいかず、視線がぶつかりそうになって慌てて顔を横に向ける。

　女性陣の話題は熱いシャワーに入りたい、という愚ぐ痴ちが大半を占めた。

　対して男性陣の話題は非常に現実的で、焼け残って司令部に備蓄されているという食料の試算。このままだと食糧が尽きてトカゲやカタツムリを捕って食べなければならないという蓮れん太た郎ろうの冗談に、お嬢じよう様さま育ちの木更が半はん眼がんで「最低」とつぶやく。

　地下のワインセラーから失敬したワインを玉たま樹きが持ってきて、成人組の彰しよう磨まと一いつ献こん傾けている。やかましい玉樹と寡か黙もくな彰磨では馬が合わないだろうと思っていたが、どうやらそうでもないらしく、機関銃のようにまくし立てる玉樹に、彰磨が黙って頷いて話を聞いている。

　敗戦ムード漂ただよう鬱うつ屈くつとした空気を吹き払い、しばし戦場のただ中にいるということを忘れさせてくれた。

　蓮太郎も気分が良くなり、時間を気にせず騒さわぎ、時刻が深夜を回ったところで解散し、各々ホテルの部屋に戻る。

　ホテルは小さな三階建てで、窓ガラスがまだ八割方割れずに残っている。屋上にも出てみたが、配水管が詰まったのか屋上は水浸しになっていた。

　三階の蓮太郎と延珠に割り当てられた部屋は、ベッドがサイドテーブルを挟はさんで二つ並んでいる。天井の一部が割れ、断熱材が飛び出している。床には厚い埃ほこりが積もっていたが、ベッドの埃は払われているところを見ると、ティナが掃除してくれたのだろう。十年間部屋で繁殖したカビのにおいはどこか抹まつ香こう臭くさい。

　蓮太郎はベッドに寝転んだまま、燭しよく台だいの明かりが消えるまでずっと延珠と話をした。とりとめもない四よ方も山やま話ばなしに花を咲かせ、延珠が大おお仰ぎような身振りを加えながら話す内容に相づちを打っていく。

　なぜだかその時間がとても尊いもののように思えた。

　やがて延珠が喋しやべり疲れて眠ってしまい、すーすーと延珠の寝息が闇やみに響く。蓮太郎の心は、徐々に冷却されていった。




　──こうして里さと見み蓮太郎は、仲間と過ごす最後の時間が終わりを告げたことを悟った。




　天井の闇やみを見つめたまま、念のためもう十分待って、ゆっくり体を起こす。

　肌に当たる空気は、なぜかさきほどよりもぐっと冷たくなっているような気がする。

　靴を履き、上着を羽は織おり、足音を殺してドアノブに手をかけた時、「蓮れん太た郎ろう」という声がかかってドキッとする。

　振り返り、胸を撫なで下ろす。どうやら寝言のようだ。どんな夢を見ているのかは知れないが、どこか延えん珠じゆの声には寂しさがこもって聞こえた。表情は、布団に隠れてうかがえない。

「すまん、延珠」

　伏し目がちにそう言うと、部屋をあとにする。

　ほかの仲間と遭遇することもなく食堂まで降りると、暖炉の前に我が堂どうの使いが立っていた。

　土足でこちらのにねぐらに上がり込んでいることに気づいて嫌いやな気分になるが、顔には出さないようにした。

　使いが無造作にナップザックを投げ渡す。

　黙って受け取り、ザックをひっくり返すと、テーブルの上にザックの中身がぶちまけられる。まず目についたのが長方形の重たい塊かたまりだった。包装された上から触ってみると柔らかく、粘土状であることに気づく。

　Ｃ─４プラスチック爆弾だ。

　一昔前にニトログリセリンが開発された当初は、ちょっとした衝撃に爆発してしまう不安定性に当時の科学者たちは頭を抱えていたらしいが、現代の爆薬は焚たき火の中に放り込んでも燃え落ちてしまうだけで爆発にまでは至らない安定性を持っている。

　その代わり、信管を介しての起爆を行うと、凄すさまじい爆ばく轟ごうを生みながら燃焼。その燃焼速度は毎秒八〇〇〇メートル以上にも及ぶ驚きよう異い的な殺傷能力を持つ。

　おそらく粉末状にしたバラニウムなどを混ぜて対ガストレア用にカスタムした物だろう。

　他には携帯食料、水筒、コンパス、発光クリスタルベータライトなどの様々なサバイバル用品が出てくる。

　蓮太郎は一いつ旦たん上着を脱ぐと、ポウチやバックホルスターをベルトから吊つるし、腰のＸＤ拳けん銃じゆうを消音器サイレンサーが取り付けできるように小改造。遊底スライドを引いて弾たまを発射可能にすると、ブラックホーク社のカーボンファイバーホルスターに収納。何度か素早く抜き撃ちクイツクドロウの練習をしてホルスターのきつさを確かめる。コンバットナイフも鞘さやごとベルトから吊つるし、上着を羽織り直し、ザックの取っ手を掴つかむ。

　我堂の使いの冷ややかな視線を背に、蓮太郎はホテルの外に出た。

　星の見えない真っ黒な空を見ながら、大きくため息をつく。

　外の空気はさらに冷たくなっており、もはや晩秋といっても信じそうだ。バラニウムの降灰がここまで地表温度を下げるものだとは予想だにしなかった。いまが夏だったのは不幸中の幸いである。

　蓮れん太た郎ろうは倒壊したモノリスを正面に見据えると、静かに歩を進める。

　規則正しいザクザクと地面を踏む音は、蓮太郎を思考の彼方かなたに誘いざなう。

　結局、延えん珠じゆたちに事の次第を打ち明けるタイミングを失ったまま、蓮太郎は出てきてしまった。

　せめて延珠にだけは真実を話して、一緒についてきてもらうという選択肢も当然考えた。だがさんざん迷った末、蓮太郎はこれを自分ひとりの責任で処理するという選択肢を取った。

　理由は、勿もち論ろんある──

「里さと見みくん……」

　蓮太郎は咄とつ嗟さにザックを隠し、恐る恐る声の方に振り返る。

　聞き間違いではなかった。

　肩を丸め、悄しよう然ぜんと立ち尽くす天てん童どう木き更さらがそこにいて愕がく然ぜんとする。

「木更さん、どうして……？」

「トイレに起きたら、里見くんが部屋から出て行く後ろ姿が目に入ったから後を追ったら、使いの人とのやり取りが見えて……」

　木更は顔を上げ、続ける。

「どこに行こうとしてるの？」

　蓮太郎は内心の動揺を押し殺し、できるだけ何気ない調子を装う。

「俺おれもトイレだよ。なんだよ木更さんついてきたいのか？」

「お、お馬ば鹿か！　そんなわけないじゃないッ」

「じゃあついてくんなよ。立ちションついでの散歩だよ」

「モノリスの方に向かって？」

　凍てつくような夏風が蓮太郎と木更の間を吹き過ぎ、蓮太郎の髪と木更のスカートをもてあそぶ。

　木更は強く首を振る。

「あんまりだわ。ねぇ気づいてるの里見くん？　きっと無茶な任務を課せられたんでしょうけど、一人で行くなんて死にに行くようなものなのよ」

　それは、任務の内容を聞いたときから重々承知している。

　これは表立っては、我が堂どうから蓮太郎に託された秘密任務の体裁を取っているが、実態はそうではない。

　蓮太郎は世間的にはゾディアック・スコーピオンを倒した英雄ということになって名前だけは知られているので、その蓮太郎をいかなる理由だとしても処罰すれば、内部から我堂に批判が上がるだろう。

　それは『劣勢の今こそ民みん警けいの結束力を高めたい』我堂からすれば、逆ざやになりかねない。

　つまり我堂は、蓮太郎を処罰してもしなくとも結束力を失う難しい舵かじ取とりを迫られていたのだ。

　そこで一計を案じた我が堂どうは、一いつ旦たん蓮れん太た郎ろうに恩おん赦しやを持ちかけてその条件としてプレヤデスを倒せと送り出すことにしたのだろう。当然生還することなどあり得ない任務だ。始末は森のガストレアがつけてくれるので自分の手は汚さなくてすむし、他ほかの民みん警けいたちへの体面も保つこともできる。

　つまり里さと見み蓮太郎にとってこの任務は、綺き麗れいにデコレーションされた処刑台の十三階段を上らされていることに他ならない。

　延えん珠じゆを連れてこなかった理由もそこに帰結する。

　延珠まで死し出での旅につきあわせることなど、断じて出来はしないのだ。

「どうして里見くんだけなの？　里見くんに従った私たちも同罪じゃない」

　蓮太郎は木き更さらの顔を見ているのが辛つらくなって黙って彼女に背を向ける。

「誰だれかが責任を取らなきゃならない。なら、俺おれが行く」

「逃げましょう」

「どこに？」

　背後からはっと息をのむ声が聞こえて「それは……」と口ごもる。

「もう東京エリアに逃げ場所なんてない。ここで食い止めなきゃどこに逃げても死ぬ。それだけは避けなきゃ。木更さんありがとう。でも俺は行くよ」

　蓮太郎は振り返らず歩を進める。

「ホントにお馬ば鹿かなんだからッ！」
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　背に追いすがる声に後ろ髪引かれる思いを必死で自制して、出来るだけ早足でその場を離れる。

　朝方からずっと黒い雨が降り注いでいたせいで、下草にこすったブーツはすぐに水滴で濡ぬれそぼって気持ちが悪い。鼻び孔こうには雨上がりの強い土の匂におい。

　しばらく進んでいくと、倒壊した三十二号モノリスが視界に大きく迫ってくる。

　モノリス片は倒壊して白い瓦が礫れきの山となり、白はつ化かが行き渡らなかった柱状構造物の骨組みだけがこんもりとした山に突き立って残っている。

　現在の鬼き哭こく啾しゆう々しゆうたるモノリスの倒壊跡は、どこか墓標めいて感じられる。

　蓮太郎が意外の感に打たれたのは、こんなありさまになってもモノリスは、どこか蓮太郎の胸に畏い敬けいの念を持って迫ってきたことだった。

　紫外線にも酸にも衝撃にも強い人知を超えた超巨大構造物。崩れてしまったいまとなってはなんと言えば良いのかわからなかったが、とりあえずお疲れ様が妥当だろうと思い、心の中で弔ちよう意いを捧ささげる。

　蓮太郎はモノリスの墓標を大きく迂う回かいすると、いよいよ未踏査領域に足を踏み入れる。といっても、三十二号モノリスが崩壊してしまったいま、どこからがモノリス内でどこからが未踏査領域か、という区切りすら曖あい昧まいになってしまったのだが。

　海の生物は陸では生きられない。陸の生物は海では生きられない。海の生物と陸の生物は、波打ち際ぎわという厳然たる境界面によって生死が反転する。

　同じことだ。

　人間はモノリスの外では生きられない。ガストレアは強烈なバラニウム磁場に晒さらされる内地では生きられない──そのはずだった。

　その掟おきてがいま公然と侵されているのだ。

　これはアルデバラン軍団と東京エリア全市民との生き残りをかけた闘とう争そうだ。負けるわけにはいかない。

　蓮れん太た郎ろうはまだ見ぬアルデバランの姿を想像しようと試みるが、どうしてもその姿は霞かすみ掛がかったようにぼやけてしまう。

　一番最初に聖せい天てん子しから写真をもらった時も、サーチライトが当てられて写真に鮮明に写っていたのはわずかに口こう器きの部分だけで、他の部位は見えなかった。

　不老不死、バラニウム侵食能力、他種類のフェロモンによるガストレア統率能力。恐るべき能力だけは次々と明らかになっているのに、一向に姿だけが見えてこない。

　そして我が堂どうのアジュバントは、アルデバランと遭遇したせいで今日の安眠すらも脅おびやかされている。

　夜の闇やみが、蓮れん太た郎ろうの想像力をあらぬ方向に掻かき立て、その時視界に端に映った廃はい墟きよのパラボナアンテナのシルエットに、一いつ瞬しゆんぎょっとして立ち止まる。

　蓮太郎はかぶりを振った。しっかりしろ、里さと見み蓮太郎。

　そうこうしている内に、広い平野部を越え、ガストレア戦争で滅め茶ちや苦く茶ちやにされた廃はい墟きよが見えてくる。

　開きっぱなしの踏切の残ざん骸がいを越えたあたりから、蓮太郎はこのあたりは工場街だったのかもしれないと思い始めた。

　放置されたパルプ工場にはいたるところにパルプが張り付いて灰色がかった白になっており、亜鉛合板のトタン葺ぶき屋根はサビで真っ赤。梁はいまにも家屋を支えるのを諦あきらめて崩落を招きそうだ。

　電線が地面にのたうち絡まり合って足を取られそうになる。当然送電は止まっているので感電の危険はないだろうが、どうしても慎重にならざるを得ない。

　隣りん接せつした状態で極度に張り出した家屋は、複雑に絡まり合い、合体して一個の意思ある生物めいて見える。

　足音は極力しないようにかかとからゆっくりと路面を踏み、かすかに聞こえるネズミの鳴き声にも足を止め、耳をそばだてる。

　蓮太郎は発光クリスタルベータライトを使って地図とコンパスの文字を読み、方角を確認しながら歩く。

　目を細めて遠くを見ると、かすかに森のようなものが見える。どうやらこの廃墟を越えた向こうに我が堂どうが言っていたガストレアたちが潜伏する森があるらしい。

　だがこの長い廃墟を直進して抜けていかない限り、たどり着くことは叶かなわないだろう。

　蓮太郎は頭の中で我堂の説明を反はん芻すうする。

　片道で十キロ。往復で二十キロ。蓮太郎の歩幅を時速四キロと仮定すると五時間足らずで戻ってこられる計算になるが、当然、そうは問屋が卸さない。

　現在ですら周囲のガストレアに神経を使ってゆったりとした行軍になっているし、ここを抜けたとしても、首尾良くプレヤデスを探し出し撃破、生還しなければならない。

　どんなに上う手まく事が運んでも、少なくともその三倍は時間が掛かるだろう。

　しかもプレヤデスの容姿は不明。現在わかっているのは十メートルに達する体長と、圧縮水銀を打ちだすために漏ろう斗と状にとがった口こう器きがあるのではないかという推測のみ。あまりにも心こころ許もとないものだった。

　蓮太郎は迷ったが、工場の中に入り、建物の中を縫うように進むことに決めた。どこから監視しているとも知れない飛行ガストレアに捕ほ捉そくされる可能性を少しでも抑えるために必要な処置と断じる。

　覚悟はしていたが、屋内には異様なものが散見され始める。

　なにに使うのか不明な巨大な歯車が錆さび付いており、その下にはなにかの生物の臓ぞう物もつをぶちまけて塗りたくったような血けつ痕こんの跡が引きずられており、廊下の手すりには血の手形がこびりついている。

　よく見ると地面に点々と白い物体が落ちており、大きめのものを拾い上げてマグライトをかざして見る。

　大だい腿たい骨こつの破片はなんらかの動物がかじって肉をこそげ落とした跡がいたるところに残っていた。

　まずいな、と無理矢理恐怖を押さえつけながら考える。この廃はい墟きよ一帯を縄張りにするなんらかのガストレアがいる。おそらく自分はいま、その生物の縄張りのまっただ中にいるのだろう。

　急いでこの場を離脱しなければと思うが、もし森を抜けるまでにガストレアと鉢合わせるようなことになったら、大変なことになる。

　まずはガストレアの正体を掴つかむことが先決だと自分に言い聞かせる。

　マグライトを点つけるまで気づかなかったことだが、足あし下もとにうっすらとだが、泥がついた足跡が見える。

　かなり大きく、一個一個が蓮太郎の掌てのひらほどもある。どうやら、四本足の獣らしい。

　蓮太郎の腰元ほどの高さにある廊下沿いの手すりには、体を擦こすったのかなんらかの動物の白っぽい毛が抜けて張り付いている。

　四つん這ばいになってもこの高さということは、相当な大きさだろう。

　かがみ込んで体毛に鼻を近づけると、かすかに獣くさいにおいが残っている。まだ、そんなに古くない。

　蓮太郎はいくつかの建物を経由してセメント工場らしき建物の中に入ったとき、むっとするほどの獣のにおいを感じて立ち止まった。

　縦じゆう横おう無む尽じんに行き交う配管の廊下を越えて、破断したコンベアの奥に続く錆び付いた鉄てつ扉ぴに慎重に耳を当てる。

　生物の気配がないことを確認し、まずはそろりと引き開ける。途端に隙すき間まから悪臭がして思わず鼻を押さえる。ここだ、と確信した。

　ひどい獣臭と肉が腐ったにおいとカビとサビとその他わけのわからないにおいが渾こん然ぜん一体となって涙が出てくるほど目を苛さいなむ。

　いますぐ踵きびすを返して、工場の外に逃げ出したいという欲望と必至に戦う。

　心の中で落ち着けと何度も唱えて深呼吸をすると、思い切り戸を開け、マグライトの光を差し入れる。

　右から左にスライドさせていくライトの環わが、四十畳ほどの広大な空間におびただしい数のひからびた人骨を闇やみから浮かび上がらせ、やがて消えていく。

　蓮太郎は気づけば口元を押さえながら必死にポケットをまさぐってハンカチを探していた。

　ここでガストレアの饗きよう宴えんが行われたことに、もはや疑いを入れる余地はなくなった。

　まるで密室をこじ開けられたのを厭いとうように、場は不機嫌な沈黙を返してくる。

　意を決して足を踏み入れると、マグライトの明かりがきらきらと舞う埃ほこりを視界に捉とらえる。

　天井から無数の鎖が垂れ下がっており、なにに使うのかわからない大型の機械が配管と連結されている。

　恐る恐る一歩足を踏み入れると、靴がグジっと湿ったものを踏みつけ、老朽化した床板が鳴ってびくりとする。

　あり得ないとわかりつつも、次の瞬しゆん間かん骸がい骨こつたちがゲタゲタと笑い声を上げて立ち上がり、襲おそいかかってくるのではないかという妄想を振り払うことができない。

　かがみ込んで配管をやり過ごすと完全に白骨化していない遺体を見つけて検あらためる。遺体は激しい損壊にあっており、やはりほとんどのものに大小様々な鋭い歯形がある。

　どうも一匹や二匹という雰囲気ではない。

　ここで子供でも飼育していたのだろうか。

　ここを縄張りにしているガストレアには心当たりがついた。もし蓮れん太た郎ろうの予測が当たっているとなれば、一刻も早くここを離れなければならない。

　冷たい板の間に放置された遺体を埋葬してやりたい気持ちがいや増したが、いまはそんな時間はないのだ。いつの日か、国土をガストレアから奪還するまでもう少しだけ我慢してもらうほかない。

　蓮太郎はセメント工場から出ると、凍こごえるように息を切れ切れに吐く。

　プレヤデスがいる森は、もはや目前だった。だが焦燥はさきほどより強く蓮太郎を突き動かす。

　蓮太郎は、漆しつ黒こくの夜道を急ぐ。点つけっぱなしになったマグライトの光が揺れて、沈黙の道が息苦しいものに変わる。

　廃はい墟きよ化した工場街を抜けると、森まで遮しや蔽へい物ぶつも身を隠す建物もない野っぱらが続く。突っ切るほかない。

　その時、通常なら聞き逃してしまいかねないほど小さな音だったが、どこからともなくヒタヒタという足音を捉える。

　蓮太郎は背後を振り返らないようにしながら慎重に耳をそばだてる。一つではない。少なくとも五つ以上。まだ増える。

　自然、脈が速くなり、早足になる。ホルスターから拳けん銃じゆうを抜くと、ワンタッチ着脱式のサイレンサーをつける。

　目前の森まで一〇〇メートル。逃げ込んだところで彼らが追跡を諦あきらめるとも思えなかったが、脱落者が出る望みもある。

　蓮太郎はいますぐ走り出したくなったが、まだ背後を刺激すべきではないと必至に自制する。

　もうその存在をひた隠しにする意図もないらしい、背後から猛獣が喉のどを鳴らす音が聞こえる。

　ＸＤ拳銃の銃じゆう把はを握る手にじっとりと汗をかく。

　蓮れん太た郎ろうは一いつ瞬しゆんだけ背後を見た。

　その姿は闇やみに包まれて見えなかったが、四つ足のシルエットと、肉食獣にしては丸い瞳ひとみが見えた。かすかな明かりを増幅する一いつ対ついの瞳ひとみが剣けん呑のんな光をたたえ、瞳は縦に裂け赤熱した色をしている。目の位置の高さから、一体一体がライオンほどの大きさだと予測。

　どれも規格外の大きさだ。

　蓮太郎は南な無む三さんと唱えた。

　オオカミだ。

　実のところ、ガストレア化した生物の中でわけても民みん警けいを悩ませるのは、グロテスクな容姿をしたガストレアでも、強力な神経毒をもったガストレアでもない。

　本来ならばそれらを食べる最終捕食者、つまり食物連鎖のトップに立つような個体がガストレア化して群れを形成した場合、その脅威の総算は民警にとって最大となる。

　そして、ここ日本において捕食者の頂点の一角を占めるのは、紛まぎれもなくオオカミである。ガストレア化した際の恐ろしさもまた、とてつもない物になる。

　いまは俗に『送り狼おおかみ』と呼ばれる、執しつ拗ように人間の背後を追跡している段階だ。

　通常オオカミは九く分ぶ九く厘りんまで、人間を襲おそうことはない。

　だが、それはすべてガストレア化していなかった場合の話だ。

　セメント工場のあの凄せい惨さんな現場を見たあとで、どうして脳天気にも『オオカミは人を襲わない』などと信じられようか。

　こいつらは、間違いなく人間を殺して食っている。

「オオオオオオオオオォォォォォォン」

　突とつ如じよオオカミの遠とお吠ぼえが夜を震ふるわせ、蓮太郎の体に雷らい撃げきが駆け抜ける──ヤバイ、と思ったときには走りだしていた。

　細く、一見悲しげにさえ聞こえる遠吠えは、他ほかのメンバーとのコミュニケーション。この場合は間違いなく攻撃の命令だ。

　背後から無数の足音。荒い喘ぜん鳴めい。

　蓮太郎は歯を食いしばり、半分振り返りながら発砲。ガツンと肩に来る反動。

　サイレンサーのせいで銃全体が長くなり、取り回しが悪くなって狙ねらいがつけづらい。走りながらのめくら撃ち。着弾も確認せず駆け抜ける。

　蓮太郎は獣けもの道みちと化した私道を突っ走って巨大な森の中を突っ走り、左右が張り出した縄じよう文もん杉すぎの節ふしくれた木々の鬱うつ蒼そうとした森に分け入る。

　柔らかい腐ふ葉よう土どをにじり、水たまりを跳ねちらし、複雑に張り出した木の根を飛び越える。

　マグライトを持つ手でしっかりと地面を照らしながら、気をつけろと自分に言い聞かせる。

　いま足を取られて転倒するようなことになれば、囲まれていいようになぶり殺しにされる。

　足音は、扇状に蓮れん太た郎ろうを包み込むように併走してきている。

　姿は見えねど恐ろしい瞬しゆん発ぱつ力りよくで追走してきているプレッシャーだけは感じる。

　不意に、真正面から荒い呼吸が聞こえてライトをそちらに向けると、大きく開かれた口に生えた牙きばが視界いっぱいに広がって襲おそい掛かってきていた。

　脊せき髄ずい反射で上体をかがめると、たったいま首があった位置をガチンと顎あごが閉じられ巨体が擦さつ過か。ぞっと背筋が凍る。

　──いつの間に正面にッ？

　その時恐怖に足がもつれて、木の根に足を取られる。しまったと思ったときには、上体がかしぎ受け身も取れず恐ろしい速度で木の根が迫ってきていた。

　世界が揺れて脳が打撃される。

　痛みにうめく暇もなく、一匹が右義足に食いつき、猛烈な勢いで首を振る。慌てて義足の痛覚神経をカットオフするが、痛覚神経に激烈な痛みが駆け上り脳髄を突き刺す。

　蓮太郎は倒れたままの無む茶ちやな姿勢からＸＤを照準。トリガーを三回引く。

　四〇口径バラニウム弾は牙きばと顎を粉砕し、一発は眼球にヒット。イヌ科特有の甲かん高だかい悲鳴をあげて後退するオオカミを見て、やったぞと思う。

　だが突とつ如じよ胸に重い衝撃。二百キロはくだらない体重が蓮太郎の上にのしかかってきたのだ。ミシミシと音を立てて胸きよう骨こつが軋きしむ。

　オオカミの前まえ肢あしが面白いように蓮太郎の胸に沈み、蓮太郎の食いしばった歯の隙すき間まからうめきが漏れる。

　マウントを取った別のオオカミが、がっぱりと大きく裂けた口を開き、獣くさい息とヨダレが顔に跳ね飛ぶ。

　捕食される恐怖が脊髄を貫き、死しに物もの狂ぐるいで右腕を跳ね上げオオカミの口の中に突っ込む。

「ハアアアアアアアアッ[image: びっくりまーく]」

　火薬炸さく裂れつ式の義手を撃発。

　刹那、凄すさまじい速度でオオカミの顔が膨満し、次の瞬間爆裂。蓮太郎の顔面に夥おびただしい量の脳のう漿しようと血液が飛散。

　ぐらりと倒れかかる巨体を転がって回避し、跳ね起きると周囲を確認。囲まれている。

　──なら、これならどうだ！

　地面に右拳を突くと、再度右みぎ拳けんを発動する。

　義手内部に仕込まれたストライカーが大口径薬やつ莢きよう底部を叩たたき、撃発。

　バギャンという金属音がして、闇やみを弾はじく黄金色の空薬莢が回転しながらイジェクターに蹴けり出される。

　蓮太郎の足下を中心に小爆発が起きて、猛烈な速度で砂と小石が巻き上がり視界を覆おおう。

　オオカミが動揺し大きく後退。囲みの綻ほころびをめざとく見つけると再び全身全霊をかけて逃走に移る。

　ペース配分を考えない全力疾走はあっという間に蓮れん太た郎ろうの体から体力を奪い、満まん身しん創そう痍いになる。

　視界がかすむ。全身泥だらけで、肩で大きく息をして、脈は荒く、胃の中身が逆流しそうなほど胸が悪い。

　脳の中の冷静な部分が警けい鐘しようを鳴らす。このままじゃ駄目だ。オオカミは匂においで獲物を追う。自分の匂いを除去しない限り追跡は止まらない。どうする？

　縄じよう文もん杉すぎの太い木こ立だちに手を突いて、裏側に回ると不意に視界が開けた。

　蓮太郎は絶望に目め眩まいがした。

　唐とう突とつに道は途切れ、断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきになっている。

　ライトで照らすと、遥はるか下、二〇メートルはあろうという崖がけ下したに川が流れている。朝からの『黒い雨』で増水しており、轟ごう々ごうと逆さか巻まいている。飛び込めば命の保証は無い。

　すぐ背後でグル、といううなり声に驚おどろいて振り返る。弾みで手を滑らせると、ライトを取り落とす。慌てて拾おうとして誤ってライトの尻しりを蹴りつけてしまう。

　その場で独こ楽まのように高速でスピンする点つけっぱなしのライトに、激しく闇ネガと光ポジが反転し合い、闇やみから無数のオオカミの影を切り出し、再びの闇に没していく。

　蓮太郎は驚きよう愕がくで一歩後じさる。

　なんてことだ……。

　十匹や二十匹では利きかない。今いまし方がた闇の隙すき間まから垣かい間ま見た赤く光る目は、どう見積もっても五十匹近くいる。

　絶望にもう一歩後退して、思わず足を取られバランスを崩しそうになる。

　崖がけのもろい部分が崩落して、急きゆう峻しゆんな斜面を転がり落ちていく音がする。

　蓮太郎は固い唾つばを飲み込む。

　前から迫る食肉獣、背後は崖。蓮太郎は目をつぶり、息を吐くとゆっくり開ける。

　右足を軸に体を半回転させオオカミに背を向けると、足あし下もとを見る。

　マグライト無しでは、全く底が見えずただ濁流の流れる激しい音だけが聞こえる。

　正気じゃ無い。

　大きく口を開けた奈な落らくの穴に、意気が萎なえそうになるのを叱しつ咤た。

　背後から獣のうなり声とにじり寄る足音がする。根が張ったような靴の裏を無理矢理引きはがし、覚悟を決めて大きく飛ぶ。

　薄うす気き味み悪い浮遊感と、顔を叩たたく風。猛烈な速度で闇の中に吸い込まれていく。

　手をばたつかせてなんとか足から落ちようと努めるが上う手まくいかない。

　不意に全身をしたたかに叩かれ意識を失いかけるが、まさしく冷水を浴びせかけられ強制的に意識が覚かく醒せいさせられる。増水した河はジェットコースターの如ごとく恐ろしい勢いで蓮太郎の体を連れ去り始めた。

　目を開けても茶色い濁流は一メートル先も見通せない。恐怖に背筋が凍り、蓮れん太た郎ろうは必死に手掛かりを求め両手でもがく。だが平へい衡こう感覚を失い自分が上を向いているのか下を向いているのかわからず、悲鳴も濁った泡と化す。

　不意に、真っ黒い塊かたまりが垣間見え、眼前に迫ってくる。それが川底に突き立つ鋭利な巨岩だと気付いたときには遅すぎた。

　想像したよりも遥はるかに強い衝撃に背骨がみしりと音を立て、肺から大量の空気が泡となり絞り出される。

　流木や岩に何度も激突し、天地の境を失ったまま風に吹き散らされる病葉わくらばのように錐きり揉もみし川底を何回転もする。こぶし大の石が散弾銃のように蓮太郎の体中を殴打。気を失いかける。いま意識の手た綱づなを放せば、もう二度と目覚めることがないと直感で理解した。滅め茶ちや苦く茶ちやに手を振り回す。

　ふと、蓮太郎が右手がなにかを掴つかむ。ざらざらして出っ張りが岩の手掛かりだとわかり、ほぼ一いつ瞬しゆんの判断で左手も伸ばし激流に逆らう。

　肩口から血が噴き出す。歯を食いしばり全身でしがみつき、叫び声をあげながら体を持ち上げた。

　気付けば蓮太郎はごつごつした堤防で仰あお向むけになり、荒く胸きよう郭かくを上下させていた。

　胃に入った水を吐きながら、胃袋をしごきあげられるような悪お寒かんと戦う。

　やがて蓮太郎は青白い顔を上げて辺りを見回した。

　おそらく大戦前はボートの係留所だったのではないだろうか。小さなコンクリの桟さん橋ばしに舫もやい綱づなが寂れるままに放置されて、脇わきには黒茶けた掘っ立て小屋が見える。

　墨を流したような黒い激流を眺めつつ、まだ完全に危機は去ったわけではないと自分に言い聞かせる。

　蓮太郎は汚水を制服からしたたらせ、痛む体を押さえながらよろよろと立ち上がり装備を改める。

　気づけば背負っていたザックは流されており、サイレンサーも外れているが、拳けん銃じゆうだけはホルスターに収納されている。

　食料や水、プレヤデスを倒すための爆薬まで流されてしまったのは手痛い誤算だった。

　ベータライトの弱々しい明かりを頼りに、掘っ立て小屋に入って中を物色してマッチと携帯燃料を確保。酒と食料もあったが、十年以上は放置されていたものなので手は出さない方が賢明だろうと判断する。

　制服は水を吸って重く、意識は擦り切れかけているが、あの恐るべき食肉獣から逃れるために、とにもかくにもこの場を移動する。

　だが、限界は思いの外ほか早く訪れた。

　不意に視界が揺れてがくんと膝ひざが折れ、蓮れん太た郎ろうは膝を突く。喉のどからはひゅうひゅうという喘ぜん鳴めいが漏れ、瘧おこりのように体が震ふるえる。

　顔を上げると、とてつもなく巨大な幹がまっすぐに天を衝ついていた。

　これもガストレアウィルスの恩恵だろうか。優に五百トンを超えそうなジャイアントセコイアがあちこちに生え、幹は外周だけで十メートルに届きそうだ。

　蓮太郎はここと見定めた開けた場所までくると、薪たきぎを集めて固形燃料を配置する。

　マッチは湿っていて、手の震えも災いして何本も駄目にしてしまったが、十本目にしてようやく暖かい炎がともり、慎重に火を移す。

　赤々とした炎が大きくなっていくと、心の底から安あん堵どの吐息が漏れた。

　難儀しながら肌にまとわりつく服を脱ぐと、固く水を絞って羽は織おり直す。

　体は擦すり傷や打ち身だらけだが、こうして無事に動くところを見ると、骨が折れているわけではないようだ。破は傷しよう風ふうやその他の細菌性の感染症が心配になったが、抗生物質の携帯注射器シレツトもザックの中だったことを思い出し苦い表情になる。

　いくらか体も温まってくると、ようやく強こわばっていた緊張の糸がほとびていく。

　──まさにその時を狙ねらい澄すましていたかのように脇わき腹ばらに激痛。

「あっ……ガッ！」

　ライオンほどの大きさの巨影が蓮太郎の脇腹を噛かみちぎり、派手な鮮血が血しぶく。

　痛みよりも驚きよう愕がくがまさった。

　蓮太郎は脇腹を押さえながら、後退。セコイアの木に背を預ける。

「しつこい、奴やつ等らだ」

　切れ切れの息いき継つぎの隙すき間まからなんとかそれだけ絞り出す。

　蓮太郎の言葉を合図に、するすると、音も無くオオカミの群れが木の陰から出現する。焚たき火びの炎を恐れている様子は無い。

　一体どうしてという思いが脳裏でぐるぐると渦うず巻まく。イチかバチか川に飛び込むことによって、匂においが洗い流され、オオカミの際きわだった特徴である嗅きゆう覚かくによる追跡は躱かわしたはずではなかったのか。

　そこまで考えて首を振る。考えるまでもない。彼らは激流に流される蓮太郎を崖がけの上から並走してきたのだ。

　ふとその時、オオカミたちの垣根が割れて、奥の闇やみから巨大なガストレアが歩いてくる。

　丸い瞳どう孔こうとイヌ科の鋭い鼻び梁りよう、シルエットはシャープと言うよりややずんぐりしている。白い体毛は背側に行くにしたがって赤茶色が増していき、四よつん這ばいの状態で二メートル以上高さがあり、いままでのオオカミが子供に見える。

　一九〇五年の目撃を境さかいに絶滅したと言われていたニホンオオカミだ。犬歯が異常に発達して剣歯虎サーベルタイガーめいており、尻尾しつぽは三つに割れ、片方の目が白濁。とこどころ体毛が抜け落ちている。さながら地獄の番犬のような凶きよう相そうだ。

　おそらくステージⅢ。これが群れのリーダー。

　下か肢しが体重を支えきれなくなり、蓮れん太た郎ろうは幹に背を預けたままずるずるとへたり込むと、幹に血けつ痕こんが斜めにかすれて残る。

　脇わき腹ばらの傷を改めると、傷口を押さえた手とシャツは真っ赤になっていた。即刻手当てを必要とする深手。

　蓮太郎は歯を食いしばり天を仰あおぐ。

　今日が、人生最さい期ごの日だったのだろうか。

　じゃあ自分の十六年間の人生はなんだったのだろう。里さと見み蓮太郎というヒト科の個体は、今日この暗い森の奥でガストレアに捕食されるためだけに十六年間も生き長らえてきたのだろうか。

　脳裏を、かけがえのない思い出が流れていき、気づけば澎ほう湃はいと涙が頬ほおを伝う。

　群れのリーダーはせせら笑うように目の前に歩み寄ると、裂けた口を視界いっぱいに開いた。

　蓮太郎が捕食されるその直前、突とつ如じよすべてのオオカミがピンと両耳を立てて一斉に体の向きを変え、前傾姿勢になる。

　彼らはうなり声を上げながら、蓮太郎正面、焚たき火を挟はさんだ向こう側の闇やみを見据えている。

　朦もう朧ろうとした頭で彼らの視線の先を追うが、蓮太郎にはなにも見えない。だが彼らには、蓮太郎には見えないなにかが見えているのだ。

　かと思うや、五〇匹近いオオカミの群れが吠ほえ猛たけりながら闇の中に殺到していく。

　すぐに激しい戦せん闘とう音おんに、きゃいんきゃいんという悲痛な鳴き声が被かぶさる。

　どれくらい経たっただろうか、ふっとすべての音が消え、シンとした静寂しじまが場に満ちる。

　パチパチと薪たきぎがはぜ、フクロウの鳴き声がどこからともなく聞こえてきた。

　──なにが、起こったんだ……。

　蓮太郎は上半身を乗り出して、視界の奥の闇を見据えようと目を凝らす。

　刹せつ那な、隣となりのセコイアの幹に超高速でなにかが叩たたき付けられ、肉を叩いたような音が響く。

　蓮太郎は瞠どう目もくする。

　叩き付けられたのは、果たして突撃していったオオカミの一匹だった。

　異常な力で首がねじり折られており、真っ赤な舌をべろりと出し、腹は真ま一いち文もん字じに切り裂かれ磔はりつけになっている。激突面に血の華が咲いており、絶命しているのは明らかだった。

　腹についた斬ざん撃げき痕こんを見ていると、記憶野がなにかを訴えかける。

　この悪夢のような太た刀ち筋すじ、どこかで……。

　あっと叫び声を上げる。

　これは三日前、延えん珠じゆと一緒に民みん警けいの前線基地で見たものと同じものだ。

　民警の勧誘中に通りで斬きり殺されて発見され、民警同士のいざこざで殺害されたというところまではわかったが、ついに犯人はわからずじまい。折り重なるように倒れていた二人の傷口には、これと同じ太た刀ち筋すじが刻印されていた。

　なぜ、これがここに。

『誰だれか、事件を見ていた奴やつ、いんのかよ？』

『お、お前、もしかしたら里さと見み蓮れん太た郎ろうか？』

　事件現場の目撃者は開口一番こう言った。

『…………だったら、なんだよ？』

『いや……お、おま……。いや──見間違いだ。なんでもねぇ』

『？　なんだよ、一体』

『いや、だ、だから、なんでもねぇよ！』

　苛いら立だった口調で何事か言うと、目撃者は呼び止める間もなく踵きびすを返して去っていったのだ。

　いま思えば、これはおかしな問答だった。なぜ目撃者はわざわざ蓮太郎の名前を念押ししたあと、見間違いだなどと強弁したのだろうか。

　こうは考えられないだろうか。殺害現場に『絶対いるべきはずが無い民みん警けいペア』がいたとしたら。

　それは、公式には蓮太郎・延えん珠じゆペアに倒されたものとして『死亡扱い』になってリストから削除されているペア。だから目撃者は自分の認識を疑ったのだ。死人が歩いているわけがないと。

　いる。一組だけ、こんな鋭い斬ざん撃げきを繰り出すことが出来てさらに、ゾディアック・スコーピオン召しよう還かんの際、蓮太郎たちと激突し死亡したことになっているペアが。

　どうしていままで気づかなかったのだろうか。

　立て続けに、奥の闇やみから三匹のオオカミが吹き飛んできて、セコイアに叩たたき付けられ磔はりつけになる。

　腹は十文字に切り裂かれており、それは死の十字架デツドクロスの紋章を描きながら死にゆく者にあまねく神しん威いを刻みつける。

　蓮太郎は腕を跳ね上げ拳けん銃じゆうを奥の闇に向けると、しばらくしてふらふらと群れのリーダーガストレアが現れる。

　剣けん歯し虎このような歯は二本とも叩き折られており、全身切り傷だらけ。首に深い傷があり、絶えず鮮血をしたたらせ白い毛皮を真っ赤に染め上げている。

　ガストレアはなにかを訴えかけるような悲しげな目で左右に首を振ると、ずちゃ、という音がして首が切断され、地に落ちる。

　体の方は、主を失いしばらく途方に暮れたように歩いていたが、やがて地響きと共に横倒しになると、それきり動かなくなった。




「──パパァ、あいつたしか、延えん珠じゆと一緒にいた奴だ」




「──おやおや」




　ズズ、と音がしてぬばたまの闇やみの中からまず白い手袋をした手が現れ、木の幹をがっちりと掴つかむ。

　次いでシルクハットを被かぶった白はく貌ぼうの仮面マスケラが露あらわになり、焚たき火びのオレンジ色の炎を反射する。深しん紅くの燕えん尾び服ふくに、ホルスターには二に挺ちよう拳けん銃じゆう『スパンキング・ソドミー』と『サイケデリック・ゴスペル』が差されている。

　傍らには、両手に小こ太だ刀ちを持った黒いフリル付きワンピースの少女。

　なんてことだ。

「こんなところで会うとは奇遇だね──我が友よ」

「蛭ひる子こ、影かげ胤たね…………ッ！」

　かつて蓮れん太た郎ろうと生死を競った、最強の魔ま人じんたちが現れた。
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　まさか、この男と焚たき火びを囲むことになろうとは……。

　蓮れん太た郎ろうは油断無く拳けん銃じゆうを構えながら、歯と左手を使って、腹に包帯を巻いていく。

　腹の出血は一応止まったが、無理をすると傷口が開きかねないので、しばらくは派手な動きは出来ない。

　蓮太郎の拳銃は、焚たき火びを挟んで対面に座る連中に向けられていた。

　影かげ胤たねは芝居がかった調子で肩をすくめる。

「そろそろ銃を下ろしてくれんかね」

「断る」

　影胤は枯れ枝を焚き火の中に放る。

「包帯や抗生物質を提供しているのは誰だれなのかもう忘れたのかね？」

「テメェこそ、自分たちがしたことをもう忘れたんじゃねぇだろうなッ？」

　蛭ひる子こ影胤、小こ比ひ奈な。ゾディアック・スコーピオンを召還して、東京エリアを破滅の瀬せ戸と際ぎわに追いやったテロリスト。『天あまの梯はし子ご』と呼ばれるレールガンを使って事なきを得たが、一歩間違えば東京エリアは『大絶滅』の憂き目に遭っていた。

「私が本気になれば、そんな豆鉄砲効きやしないよ」

　蓮太郎は言葉に詰まった。彼が操る斥せき力りよくフィールドは対戦車ライフルをはじき返すほどの絶望的な防御力を発揮するのは、かつて身をもって味わっている。

　蓮太郎は、いまだにこの男の真意がわからなかった。

　影胤は、先ほどの遭遇時「パパ、こいつ斬きって良い？」と盛んにせかす小比奈を黙らせて抗生物質と包帯を投げて寄よ越こした。

　かつて命を取り合ったほどの間柄だ。恨まれる理由は数あれ、助けられる理由などない。

　蓮太郎は緊張は解かずにそっと銃を下ろす。

「どうして未踏査領域ここにいる？　また、菊ジ之ジ丞イの悪巧みに荷か担たんして暗躍してんのか？」

「おっとっと、誘導尋問はやめてもらおうか。ノーコメントだよ」

「…………三日前、民みん警けいの前線基地の通りで民警のペアを斬きったな？」

「はて」

　影胤は顎あごに手を当てると、小比奈を見る。

「覚えているかい、小比奈？」

　傍らのイニシエーター、蛭ひる子こ小比奈は両手で膝ひざを抱えて、その上に顔を埋うずめてじっと上うわ目め遣づかいにこちらを見ている。

「馬ば鹿かだね、あなた。踏んづけたアリンコなんて、いちいち覚えてるわけないじゃない」

　蓮太郎は絶句した。

　あらためて、自分とこの殺さつ戮りく者しやたちの価値観の隔たりを再認識する。

　彼らに道徳を説くことは、きっと宇宙人に説法するよりも虚むなしい試みなのだろう。

　小こ比ひ奈なは蓮れん太た郎ろうの隣となりを一いつ瞬しゆん見て、再び上うわ目め遣づかいでこちらを見る。

「延えん珠じゆは？　死んだの？」

「生きてるよ。別行動中だ」

「そう」

　そっけなく言うが、口元は嬉うれしそうに笑っている。

「延珠……会いたいな、斬きりたいな。会いたいな、斬りたいな。会いたいな、斬りたいな」

　そこで蓮太郎は、小比奈の腰の後ろに回した小こ太だ刀ちの鞘さやが四本に増えていることに気づく。

「里さと見みくん、君こそなぜこんなところにいる」

　素直に答えるかどうか、迷いどころだった。

　せめて近くに仲間がいるとはったりを掛けておいた方が、自分の身は安全なのではないだろうか。

「プレヤデスを倒すため」

「プレヤデス？」

「水銀を撃ち出す正体不明の長距離狙そ撃げきガストレアだよ。この森にいるらしい」

「ああ、そうらしいね」

　蓮太郎は、影かげ胤たねの反応に疑問を覚える。

「まさかお前等らも、昨日の戦列に加わってアルデバランと戦っていたのか？」

　影胤は可お笑かしくて仕方が無いとばかりに仮面を押さえてクツクツと笑う。

「まさか。この辺で一番高い木に登って文字通り高みの見物をしていたんだよ。なぜ私たちが戦わなければならない。そんなことをして何になる？」

「──ッ。戦わないとみんな死ぬんだぞ」

「戦って、ではその先には一体なにがある？」

「平和だ」

「一度として望んだことは無い」

　影胤は仮面の奥から哀れむような目でこちらを見る。

「私は永遠に続く地獄なら耐えよう。この身を五ご分ぶ刻みで解体される苦痛にも耐えよう。だがね、もし平和と幸福が永遠に続くとしたらきっと悲鳴を上げて殺してくれと懇願するよ」

「……お前は、狂ってる」

「今日の今日まで私がまともだったでも？」

　蓮太郎と影胤は無言で睨にらみ合い、パチパチと業ごう炎えんを噴き上げて薪たきぎが一層強く燃えさかる。

　先に視線を外したのは蓮太郎だった。いちいち肚はらに据えかねる男だが、もしいま彼に飛びかかっていっても、ひとたまりもなく殺されてしまうだけだろう。

　影胤は、焚たき火びに仕掛けた飯はんごうの中に調味料のようなものを振り入れ、スプーンでかき混ぜる。

　やがてプラスチックトレイに梅うめ粥がゆが盛られる。あまり食欲をそそられる料理では無かったが、わざわざ粥かゆ状になっているのは、怪け我が人にんの蓮れん太た郎ろうにも食べやすいように配慮されているのだろう。

　ザックを川に流された失っていたので、いま手持ちの食料はゼロだ。ここから先、食料が手に入る見込みは無い。

　まさか毒は入っていないだろうなと思いつつ、二人が口をつけるまで待って、恐る恐るスプーンから一口すする。

　塩が利きいていて、なんらかのダシも入っているのか、味は粥と言うより茶漬けに近いが、市販品のように多量の塩で誤ご魔ま化かしている感じがせず、不思議な後味を残す。

　控えめに言ってかなり美味であることが、蓮太郎を驚おどろかせた。

　当の影かげ胤たねは仮面を跳ね上げてさして美う味まそうでも不ま味ずそうでもなく粥をすすっているが、焚き火の炎が複雑な陰影を作り、ここからではちょうど影になって彼の素顔が見えない。

　あっという間に食べ終えてしまった手持ちぶさたも手伝って、彼の被かぶっている薄うす気き味み悪い仮面を眺め続ける。

「お前、どうして仮面を被ってる？」

　影胤も食べ終わったのか、再び仮面を装着する。

「里さと見みくん、君は仮面を被っていないのかい？」

「……なんのことだ」

「私は君の被っている仮面が見えるよ。君が自分のイニシエーターと相あい対たいするとき被る『保護者としての仮面』、君があの女社長の社員として働く『天てん童どう民みん間かん警けい備び会がい社しや社員としての仮面』、そしていま私と相対している君が被っている『敵対者と向き合う際の仮面』みんな違う里見蓮太郎じゃないか」

　この男は、心理学のペルソナの話をしているのだろうか。

「里見くん、君はいま、私の素顔を見たかい？」

「いや」

「やめておいて正解だ。君はきっと私の素顔を見ると後悔する」

「傷でもあるってのかよ？」

　影胤は小こ馬ば鹿かにしたように首を振ってコツコツと仮面を叩たたいた。

「この仮面の下にあるのはね──君の顔だよ、里見蓮太郎くん」

「……ふざけんなよテメェ」

「私と君は『新人類創造計画』の残党。いわば双子の兄弟だ。君だって本当は気づいてるんだろう？　我々は人をして人を超えた力を持っている。君は気にくわない奴やつを殺したいと思ったことはあるかい？　女を力で犯したいと思ったことは？　その義手は簡単にそれらを可能にするんだよ。

　君は理不尽な暴力に晒さらされたとき心の中で思ったはずだ『俺おれの中にはお前等らを簡単に挽肉にできるほどの力があるんだぞ』とね。私はそれを実行してきた。だから君は私を憎悪するんだ。君は私が羨うらやましいんだよ」

「黙れッ！」

「だがね里さと見みくん、優等生が不良を嫌うように、不良も優等生が嫌いなんだよ。なぜか？　それは、お互いに自分が出来ないことをやっているからさ。君が好きなように殺す私を心の底で羨せん望ぼうしているように、私も君を羨望すると共に激しく憎悪している。私と同じ非人間でありながら光の世界でぬくぬくと生きている君が呪のろわしくてたまらない」

　影かげ胤たねの白はく貌ぼうの面がぬっとこちらに近づいてくるや、蓮れん太た郎ろうの耳元で小さくささやいた。

「私と共に来い、友よ。私たちは同じ『新人類創造計画』の生き残り。特別な存在だ。君に好きなだけ殺す快楽を教えてやろう。女を攫さらって犯して飽きたら一本ずつ手足をもいで殺せば良い。カネの使い方も教えてやる。貧しさ以外のすべてが買える。愛も、尊敬もだ」

「俺おれは、力の使い方を間違えたりはしない」

　太い薪たきぎが炎で崩れ落ちて猛烈な火の粉こを空に吐き出し、蓮太郎と影胤の横顔を、一いつ瞬しゆんまばゆく照らしだす。

　影胤はシルクハットを目ま深ぶかにかぶって視線を隠す。

「予言しよう里見くん、君は必ずこちら側にくる。きっとだ」

「諦あきらめろ。そんなことはあり得ねぇよ」

　傍らの小こ比ひ奈なは、二人のやりとりにまったく頓とん着ちやくした様子を見せず、もくもくと粥かゆをおかわりして一人でほとんど平らげてしまっていた。







　お互い会話が無くなり、薪たきぎが尽きたのを合図に、就寝となった。

　すでに体の疲労は限界に来ており、体全体が重くだるい。いまにもまぶたが落ちそうだった。が、奴やつ等らより先に眠ってしまうわけにはいかない。

　蓮太郎は影胤たちが就寝するまで気を抜かずに、寝たふりをする。

　焚たき火びから、燃えさしの炭の匂においがする。

　体感で一時間ほど経たっただろうか、小比奈の寝息が聞こえ始めるとパチリと目を開けて、ＸＤ拳けん銃じゆうを掴つかみ、気配を殺して影胤たちの枕まくら元もとに中腰で近づく。

　二人は脳天気にも、横向きになっており抱き合うようにして一枚の毛布を共有している。

　蓮太郎は無言で拳銃を影胤の頭部に照準する。

「……なんの真ま似ねだね」

　影胤は、身じろぎもせず問うてきた。

「起きてたのか」

「随ずい分ぶんな扱いだね」

「余裕だな影かげ胤たね。お前のバリアは、この至近距離から俺おれが引き金を引ききる速度に先んじて出せるもんなのか？」

「………………」

　蓮れん太た郎ろうは憎悪を込めて影胤を睨にらむ。

「俺が、情けを掛けられたら泣いて喜んで貴き様さまの仲間になるとでも思ったのか？　恩義を掛けられて矛ほこを収めるとでも？　あいにくだったな。お前は危険だ。お前が生きている限り、必ず次の災さい厄やくを引き起こす。俺は社会秩序を守る民みん間かん警けい備び会がい社しや社員としてお前を抹殺する義務がある」

「……娘も殺すつもりかい？」

　蓮太郎はチラリと視線を移し、すやすやと眠る小こ比ひ奈なを見た。

「こいつは、本当にお前の娘なのか？」

「勿もち論ろんだとも。里さと見みくん、君は蠱こ毒どくの壺つぼを知っているかい？　大量の虫やヘビを同じ壺に入れて共食いをさせて最後に残った最強の一匹が強力な呪のろいを持つとされているやつでね。昔、まだ私が若かった頃ころの話だ、私は攫さらってきた女五人に人工授精を施ほどこすと同時に胎児にガストレアウィルスを投与したことがある」

　蓮太郎は絶句した。つまりそれは人工的に『呪のろわれた子供たち』を作ったということだ。

「そして生まれてきた娘たち五人を別々の地下室に閉じ込めて六年間、殺しのトレーニングと洗脳教育だけをして育てた。そして私はある日、五人を初めて引き合わせて殺し合わせた。生き残ったのが小比奈だ」

「なんのためにそんなことを……ッ？」

『戯ざれ言ごとだ』『冗談に決まっている』──そんな虚むなしい言葉で影胤の狂気を一いつ蹴しゆうして健全な精神を保全することが可能だったのは、蛭ひる子こ影胤という人間を知らなかった頃の自分だけだ。

　彼は行ったのだろう。悪あく魔まの実験を。

「私はこの世のすべてを知りたかった。すべてを支配する真理を見つけ出したかった。果たしてヒトという種のその先にある彼女たちはなんなのか、と」

「外げ道どうめッ。人の命をなんだと思ってる」

「それがわからなかったから私は実験してみたのだよ」

「子供は純粋な存在だッ！　天使にも悪魔にも育つ。お前のせいだ影胤。お前のせいでこの子は悪魔になった」

「然しかり、私は悪魔を作ってみたかった。だが失敗したよ。生まれてきたのは邪悪な天使だった」

　影胤は眠っている小比奈の髪を優しく撫なで、静かに顎あごを持ち上げる。

「見たまえ。この可愛かわいい寝顔を。醜みにくく、おぞましく、愛いとおしい我が怪物少女モンストレス。この子たちは生物種としては強いが、結局どうしようもない弱さも抱えていた」

　その時、ん、という寝言と共に小こ比ひ奈なが身じろぎして、場違いとも思える満足げな寝言がささやかれる。

「パパ、大好き」

　ＸＤの銃口がビクリと震ふるえ、愕がく然ぜんとする。

　なぜだ、なぜなんだ。

　いますぐ小比奈の肩を揺すり起こして、お前は騙だまされているんだと叫び出したくなった。お前は父親に洗脳されているんだぞ、と。

　影かげ胤たねは蓮れん太た郎ろうの反応を横目で見て、仮面の奥から嘲ちよう笑しようを漏らす。

「里さと見みくん、人間の幸せとは何なのだろうね。私はこの子を井戸の底に住まう蛙かえるのように監禁して六年間も生活させた。だがこの子は、井戸の底からただ青き空を仰あおぎ見続けた」

「ふざけるなッ。お前等らのせいで、どれだけの人間が死んだと思ってる。いままで一体何人殺してきたッ？」

　銃を握る手が怒りで震ふるえる。

「やめておきたまえ、同志よ。君では私か小比奈のどちらか片方は殺せても、もう片方を殺す前に君が死ぬ」

　殺やれ、里見蓮太郎。今日この男を殺さなければ、明日再び疫えき病びようのように死をばらまき続ける。それを食い止める絶好のチャンスはいまを置いて他ほかにはないんだ。

　これは影胤のハッタリだ。騙されるな。理性は捨てろ。冷静な思考なんてクソ食らえだ。責務を果たせ。

　だが、いくら念じても引き金にかけた指が凍り付いたように動かない。

　蓮太郎はぎゅっと目ま蓋ぶたを閉じた。

「チクショウ！」

　蓮太郎は銃をしまうと、やけくそのように倒木まで行き、むしゃくしゃしながら腰を下ろす。

「傷の件、感謝はしてんよ。だがテメェ等らは信用できねぇ」

　それだけ言うと、蓮太郎は拳けん銃じゆうの用心金トリガーガードに指を掛けたまま、油断無く焚たき火びの反対側に寝そべる影胤たちを監視する。

　焚き火の炎は、こちらを嘲あざ笑わらうかのようにその身を揺らめかせた。

　絶好のチャンスだった。それをお前はフイにしたんだ、と。
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　土の匂においがする。青臭い草の匂い。目ま蓋ぶたの裏にわずかな光を感じた。

　肩に寒気を感じて毛布を引き寄せる動作をするが、そこで肩に馴な染じみの毛布のなめらかな手触りがないことに気づき、何度か手が宙を掻かいて、そこで急に意識が覚かく醒せいする。

　ハッとして立ち上がると、首を周囲に巡らせる。

　いつの間にか眠ってしまっていたらしい。

　くすぶってまだわずかに温度の残る焚たき火びの痕あとがある。

　服が湿り気を帯びていることに気づき、周囲を見渡してそれもそのはずだと得とく心しんする。薄うすく朝あさ靄もやが掛かっていて空は曇天。いまだバラニウムの灰で覆おおわれた天候は回復の兆きざしが見えない。

　影かげ胤たねたちが眠っていた場所には、彼らの影の形もなかった。

「………………」

　彼らは結局蓮れん太た郎ろうに手出しをせずに去って行ったらしい。チャンスなど、いくらでもあっただろうに。

　時刻を確認すると午前八時。眠ったのが午前の三時か四時くらいだったので、あまり疲れが取れた方でなかったが、この状況ではそれもむべなるかなと思う。

　足の進むに任せて、昨日は暗すぎてよく周囲が見えなかった場所をかき分けていく。

　下草はほとんどなく、代わりにジャイアントセコイアのような巨木ばかりが続く不思議な景観である。

　ある程度縄張りでもあるのか、一定歩数を歩くごとに巨樹がその植生を変えていく。

　足を取られそうなほど張り出した根っこの中心に座している縄文杉は、昨日のオオカミの大群に追われている際蹴け躓つまずいてさんざんな目に遭あった。

　無数の瘤こぶ状じようになって張り出した太い幹の隙すき間まには地ち衣い類るいが密生していて、驚おどろくことに幹に押し包まれるように、粉砕した自動車が幹に抱え上げられ、幹と癒ゆ着ちやくしてしまっている。

　蓮太郎は、しばらくの間その光景を眺め続けた。

　もしわけもわからずこの景色と共に目を覚ましたりしたら、物質文明が崩壊した遠い未来に投げ上げられたような取り返しのつかない絶望と寂せき寥りように駆られただろう。

　ガストレアウィルスが植物にどのような影響を与えるのかはまだ明確にわかっていないが、それでもたかだか戦後十年足らずでここまで大きく木が成長している現実と分けて考えることは出来ないはずだ。

　当然植物は耐環境能力も向上。『蛭ひる子こ影胤テロ事件』の時のように、日本の中にアマゾンのジャングルめいた環境が出現するという不条理も起こりうる。

　蓮太郎がいる環境は、モノリスに近い未踏査領域なので、これでもまだまだ程度としては軽い方である。

　──代替モノリス到着まで残り二日。

「こんなところにいたのかね」

　突とつ如じよかけられた声にぎょっとして振り返る。

「どうしてここにいる？」

　声の主は、果たして蓮れん太た郎ろうの予想通りの人物だった。

　警戒心丸出しでむっつりと押し黙った四本小こ太だ刀ちの少女と、仮面にシルクハットという異相の怪人。

「昨日君に伝え忘れた事が一つあってね」

　影かげ胤たねは仮面を押さえながら言う。

「君たちがプレヤデスと呼んでいる例のガストレア、昨日私たちは一度遭遇した」

「どこでッ？」

　勢い込んで一歩詰め寄ると、すっと影胤が腕を上げる。

「川に沿って上流の方に向かえばいい。そこにガストレアたちの大きなキャンプ地がある。私は直接圧力水銀を撃ち出す現場を見たわけではないが、おそらくあれがプレヤデスで間違いないだろう」

　キャンプ地。やはりガストレアにもキャンプ地があるのか。

　それは昨日森に入ってからの蓮れん太た郎ろうの疑問だった。てっきり森に入った瞬しゆん間かん、あちこちに潜伏しているガストレアと連戦になるものとばかり覚悟していたが、結局昨日一日で遭遇したガストレアはあのオオカミのガストレアだけである。

　つまり我が堂どうが推計した二千七百体のガストレアは、一カ所に固まって休息を取っているということである──まるで人間の軍隊のように。

「どうして俺おれにそのことを教える？」

　かつて目の前の男は、モノリスを崩壊させるためにゾディアック・スコーピオンを呼び寄せるという挙に出たことがある。

　そして彼の犯行動機は、ガストレア戦争が再開すれば再び『新人類創造計画』の存在意義が生まれる──つまり『自分を必要として欲しい』という切実な理由だった。

　その影胤からしてみれば、期せずしてモノリスが倒壊した現在の東京エリアは、彼の熱望していた理想郷そのもののはずだ。

　昨日彼に命を救われつつもついに彼を信じ切れなかった最大の理由は『最悪影胤がガストレア側につく可能性もある』という疑念を捨てきれなかったためである。

　影胤が仮面の奥で目を細めて笑う。

「さて、どうしてだろうね。そういうことは深く考えないんだ」

　どこまで本気で言っているのだろうか。

「強いて言うなら、君が気に入ってるからかね。だが残念ながら、君はこのまま行くと確実に死ぬ」

　不覚にも言葉に詰まる。

「君の様子は昨日からおかしかった。イニシエーターと別行動中だと言うが、君はイニシエーターの様子を心配している素そ振ぶりも見せない。プレヤデスを倒す特別任務だという風を装っているが、周囲に仲間のアジュバントの気配もない。これが正規の任務だとして、完全体のガストレアを暗殺するのにプロモーター単独で行かせるというのはちょっと考えづらいね。つまり君は自分の正義のために部隊を離れているか、なんらかの理由で追放されていると考えるのが妥当だ」

　ぐうの音ねも出ないとはまさにこのことだろう。

　なにか嫌いや味みでも言ってやりたくなったが、プレヤデスの居場所は千金を積んでも買えない貴重なものだと思い直す。

　素直に礼を言うのは癪しやくだったので「フン」と鼻を鳴らして彼らの横を通り過ぎ、ひとまずは川を目指そうと歩き出す。

　だがすぐに蓮れん太た郎ろうのブーツが土を踏む音に、別の靴音が混じっていることに気づく。

「おい、なんのつもりだ」

　立ち止まって半分だけ振り返ると、案の定じよう、十歩後ろをついてきていた影かげ胤たねと小こ比ひ奈ながピタリと足を止める。影胤は肩をすくめて両手を広げた。

「さてなんのことかね。私たちの進行方向に君がいるだけだが？」

「勝手にしろ」

　そう捨すて鉢ばちに言って足早に先を急ぐが、すぐに後ろからの足音も再開する。

　蓮太郎は苛いら立だちと困惑がない交ぜになった不可思議な感情に駆られる。

　送りオオカミの次は送り影胤……。

　あまりにも笑えない冗談に自分の頬ほおが引きつるのを感じる。

「テメェ等らが前を歩け」

「お断りしよう。いきなり背中から撃たれるのはご免だからね」

　蓮太郎はぐしゃぐしゃと頭髪を掻かく。クソ、一体なんなんだこれは。







　しばらく川沿いに進んでから、時刻を確認して一いつ旦たん川を離れると小高い山に登っていく。

　朝から昼になるにつれ温度が上がっていき、暖められた空気によって体臭が上空に運ばれていくため、一いつ旦たんある程度地形の高い場所に上って高度を稼いでから下っていけば、相手のガストレアに匂においで察知される危険性が減るという理由らしい。

　蓮太郎は隣となりを歩く影胤と小比奈を横目で油断なく見る。

　後ろを歩かれるのは落ち着かないし、さりとて影胤は前を歩きたくないということなので折せつ衷ちゆう案あんとしてこうなった。けったいな同伴者たちはもはや当然のような顔をしてこちらに随ずい伴はんしている。

　傍らの小比奈は、影胤が与えた板チョコをわざと大きな音を立ててかみ砕きながら横目でこちらを牽けん制せいし続けている。彼女曰いわく『パパが斬きるなっていうなら、いまは斬らない』らしい。

　板チョコは軽くてかさばらない上に高カロリー食品なのでサバイバルに好適で、自衛隊なども隊員に携帯食料としてチョコを支給していると聞く。昨日の料理の手順を見ていたときから感じていたことだが、ことサバイバルに関しては影胤はこちらの想像を遥はるかに越えて達者なようだ。

　こういう人間が一人パーティにいてくれれば頼もしい──無論それは、彼が味方であればという前提での話だが。

「里さと見みくん、あれを見たまえ」

　隆りゆう起きして出来た切り立った岩肌を上りしばらくした頃ころ、影かげ胤たねが電子双眼鏡を渡してきた。

　蓮太郎はオオカミに噛かまれた傷の具合を確かめながら膝ひざを突き影胤の言う方向に双眼鏡を覗のぞき込む。

　背中に氷ひよう塊かいを入れられたような寒気がして反射的に体を低くすると、影胤を見る。

「見えたかい？」

「あの下に？」

「昨日と同じ場所にいるとすればおそらく、ね」

　もう一度、恐る恐る双眼鏡を覗のぞき込む。

　光学的に拡大された視界の中、無数の鳥型ガストレアの大群が円を描くように一定区画を飛ひ翔しようしており、その下には日光すら差し込まないような濃い葉を茂らせた木々が群生している。

　突とつ如じよドスン、という鈍い音が響き渡り大木が大きく揺すぶられて、止まり木に利用していた鳥たちが慌てて空に飛び立つ。

　梢こずえの葉がざわめき、なにか巨大な生物が森を移動しているのがわかる。

　緊張に脈が速くなる。いる。あの一帯にはなんらかの地上ガストレアが。

「タイミングが良い。そろそろ一雨来るよ」

　驚おどろいて双眼鏡から顔を上げると、影胤は頭上を仰あおぎ見て手をかざしていた。

　つられるように頭上を見る。天候は今日の朝から曇天であり、特段変化が見られない。

　蓮れん太た郎ろうの疑念を察したのか、影胤は続ける。

「音が遠くまでよく響く。これは湿度が上がって空気中に水分が増えているためだ」

　影胤の言葉を裏書きするように、その時雲の中でごろごろと雷らい鳴めいを聞く。

　まるで予言者だな、と思う。

　ともあれ、雨が降るのは渡りに船だ。匂においが雨で流れるのでイヌ科のガストレアの鼻は利かなくなるだろうし、雨音のノイズでこちらの移動する音も察知されにくいだろう。

　しかし──

「またあの『黒い雨』か……」

　蓮太郎も歴史の授業で第二次世界大戦の項目は学んでいるので、どうしても『黒い雨』と原爆を結びつけて考えてしまい、生理的嫌けん悪おを覚える。

　別段バラニウムの降灰物を浴びても人体に悪影響を与えるわけではないし、それどころか、もし白はつ化かモノリスにまだわずかでも磁場発生能力が残っていれば、雨によってガストレアの動きを掣せい肘ちゆう出来るかもしれない。

　だが昨日、初めて『黒い雨』が降り注いだとき、銃じゆう後ごの守りに徹していた一般市民は狂乱に駆られ、ラジオやニュースではしきりにパニックをなだめようと『心配ない』という単語を連呼していた。

　ふと、延えん珠じゆたちはどうしているだろうと考える。

　昨日の夜飛び出してきて半日は経過している。すでに蓮れん太た郎ろうがいないことはアジュバント全員の知るところだろう。

　木き更さらはどのように延珠に事実を伝えているだろうか。生きる見込みのない任務につくために出て行ったとありのままを告げたか、もしくはそのうち戻ってくると希望的観測を吹き込んだか。

　おそらくは後者だろう。自分の身が危ないなどと吹き込めば延珠が蓮太郎の後を追ってこの森に分け入ってきて二次遭難を引き起こす危険性がある。そこに気づかない木更ではあるまい。

　ふと、無性に柔らかい延珠の体を抱きしめて髪の匂においを思い切り吸い込みたい衝動に駆られた。

　ともあれ、すべてはプレヤデスを打倒してからだ。無事任務を果たしたとなれば、我が堂どうもこれ以上難癖をつけてきたりはしないはずだ。

　プレヤデスを倒して大手を振って延珠の元に帰るんだ。

　蓮太郎は、ガストレアのキャンプ地をまっすぐに睨にらんだ。
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　すぐに空が泣きだした。

　昨日に続き辟へき易えきするような雨量である。

　空は機嫌悪くごろごろと鳴っているが、いまだ稲妻は降り注いでこない。

　蓮太郎は沢を登りながら顔の雨滴を拭ぬぐって掌てのひらを見ると、薄うす墨ずみのような雨がまとわりつく。

　しばらく進むと、三段の滝が視界に大きく広がっていた。

　上段が落差三メートルほどで、中段が二メートル、下段が三メートルほど。川幅も広い。

　普ふ段だんはもっと美しい景勝地なのかもしれなかったが、現在川の水は、土ど砂しやと雨で茶ちや褐かつ色しよくに濁っており川は氾はん濫らんしかけている。

　昨日自分はこんな恐ろしい濁流の中に飛び込んだのか。

「今のうちに反対側に跳んだ方がいいね」

「そうだな」

　影かげ胤たねの提案に素直に頷うなずく。

　先ほど斜面の上から見下ろしたガストレアのキャンプ地は川の向こう側にあったはずだ。

「小こ比ひ奈な」

「はいパパ」

　小比奈が力を解放、瞳ひとみが真っ赤になる。影胤が肩を貸すと、一跳びで向こう側に跳ぶ。

　蓮れん太た郎ろうはそれを確認してから一番下の滝たき壺つぼの裏側にキャットウォークほどの細い道を見つけて歩いていく。敵である小比奈の世話になろうとは思えない。

　轟ごう々ごうと、凄すさまじい勢いで流れる滝のしぶきが飛び、足あし下もとはおぼつかず、さらにぬめぬめとするコケが生えているので足あし捌さばきは慎重を要した。

　その時、滝壺の奥に小さな洞窟が続いていることに気づき、手を差し入れてみるが、ひんやりとぬめった岩肌の感触がすぐに帰ってくる。別段映画のように奥に続いていることはなく、すぐに行き止まりのようだ。

　さして興味も湧わかなかったので先を急ごうとしたとき、ズル、という音と共に右足が滑って前方に蹴けり出される。しまったと思ったときには体ごと持って行かれそうになり、咄とつ嗟さに張り出した壁に手をつきなんとか体勢を立て直す。

　ヒヤリとした。

　蓮太郎は今度はことさら慎重に反対側まで渡り歩く。最後の一歩を踏んだ瞬しゆん間かん、思わず安あん堵どの吐息をつく。

　無事渡ってきた蓮太郎を見て、小比奈が小さく舌打ちを漏らした。

　方位磁針を確認しながらさらに北側に向かって進んでいく。

　途中でいよいよ川沿いを離れ、鬱うつ蒼そうとした森の中に突入していく。蓮太郎たちが一夜を過ごした巨樹の森に比べると樹じゆ冠かん自体はたいしたことはないが、植物の密生の具合は比較にならない。

　蓮太郎を先頭に、影胤、小比奈と続く。

　蓮太郎は体を低くして行軍しながら、静かに腰からバラニウム製のサバイバルナイフを抜いた。至近距離での遭遇戦の場合、拳けん銃じゆうを照準して引き金を引くより早い。

　未踏査領域では音を立てずに行動するのが鉄則となる。

　蓮太郎のＸＤ拳銃は濁流に流された際サイレンサーを損失してしまったので、敵の密集している地域に近づいた現在、使用するのは厳禁である。

　足下にはシダ植物が多く、イチョウやアジアンタムが見える。黒い雨が目に入るのを我慢し、サバイバルナイフの刃でゼンマイの羽状複葉をどけた時、思いがけず視界が開けた。

　そこで異様な光景を目にして、後ろに止まるように合図する。

　なんだ、これは。

「かじられてるね。なぁに、これ？」

　ぎゅっとして隣となりを見ると、まるで緊張した様子もなく小こ比ひ奈なが蓮太郎の脇わきをすり抜けていく。

　蓮れん太た郎ろうも周囲を確認してガストレアがいないことを認めてから、彼女の後ろに続く。

　二メートルになる木が大量に自生しているが、奇妙なことに葉よう身しんのほとんどがなんらかの生物にかじられて残っていない。

　無事な葉を見つけると、広葉樹の葉のように平べったかった。

　草食動物にかじられたにしては、周囲の他の草木は無事なのがおかしい。

　──この葉、どこかで。

　脳のう髄ずいを理解が貫いた瞬しゆん間かん、蓮太郎はあっと声を上げる。

「わかるのかい、里さと見みくん？」

　蓮太郎は黙って頷うなずく。

　サバイバルに精通している影かげ胤たねでも、さすがに南米原産の植物を識別する能力までは有していないようである。

「これはコカの葉だ」

「コカというと……」

「コカインの原料となるアルカロイド物質が取れる木だよ」

　影胤が顎あごに手を当てる。

「解げせんね。それがなぜかじられてるんだ。当然これはガストレアがかじっていったものだろう？　一体なんの目的で？」

「きっとガストレアはこれを興奮剤として使ってるんだ」

　アルカロイド物質や各種誘導剤は、中枢神経を興奮させ疲れや痛み、恐怖などを一時的ながら消す。

　蓮太郎は一昨日のガストレアとの初戦を思い出す。小銃で銃撃しても咆ほう哮こうを上げるガストレア初列は倒れず突進してきた。おそらく、興奮作用や痛み止めとして事前にこれをかじっていたのだろう。

　ここまで自分で予想しておいて、蓮太郎自身未いまだに信じられない気持ちが半ばあった。

　知能が発達しているとはいえ、コカの葉を噛かみ潰つぶして戦いに臨むというのは、いくらなんでも通常の虫や獣の範はん疇ちゆうを大きく逸脱している。

　遠からず人語を話すガストレア、などというものも現れるのではないか。

　もちろん、人間の声帯と獣の声帯は大きく構造が異なるので、双方向で会話ができるようになるかどうかは怪しいところだったが。

　よく見ると、周囲の草木が一定方向になぎ倒されており、足跡も複数ある。ここに足あし繁しげくガストレアが通っているのは間違いないようだ。

　その時、明らかに人間のものではない鳴き声が聞こえて一斉にそちらを見る。

　雨の帳とばりの中に二体の影がぬっと直立しているのが見える。

　蓮れん太た郎ろうは鋭く息をのんだ。

　四本の手足が生えたヘビが直立している。爬は虫ちゆう類るいの突きだした細長い顔ではなく、類人猿に似た扁へん平ぺいになった頭が乗っており、体長は五メートル近くある。中国神話の人じん頭とう蛇だ身しんの神、女じよ媧かと伏ふく羲ぎの話が脳裏を去来する。

　永遠のような一いつ瞬しゆん、お互いが咄とつ嗟さに遭遇した敵の存在を認めて、ガストレアが仲間を呼ぼうと大きく息を吸い込む──マズイ。

　蓮太郎が飛び出すより前に、小こ比ひ奈なが高速で小こ太だ刀ちを二本投とう擲てき。

　狙ねらい過あやまたず、一本が右側にいたガストレアの脳を串くし刺ざしにして仲間を呼ぶ間もなく絶命。

　残り一本を、左のガストレアは素早く身をよじりあわやというところで回避。だが完全には避けきれず、胸に小太刀が突き立つ。

　ガストレアの苦く悶もんの悲鳴も意に介さず小比奈がさらに二本の小太刀を鞘さやから抜き、目にもとまらぬ速度で走り込む。タン、という軽やかな音と共に跳躍した小比奈が突き立った小太刀を足場に再跳躍。鼻先が触れあう距離まで舞い上がり、ガストレアの顔面に抱きつくように左右から小太刀を差し入れ脳のう髄ずいを破壊し、速すみやかにガストレアを死に至らしめていた。

　二体が、ズンと重い震動を立てながら崩れ落ちたのはほぼ同時だった。

　蓮太郎は呆ぼう然ぜんとその光景を見る。

「弱いねあなたたち、だから死ぬんだよ」

　冷ややかな一いち瞥べつをくれながら、足でつまらなさそうに死体を小突く小比奈を背筋に走る悪お寒かんと共に見ながら唇くちびるを噛かむ。

　やはり延えん珠じゆとこの少女は絶対に再会させたくない。小比奈の実力は延珠と完全に伯はく仲ちゆうするレベルにある。さらにこの残虐性。本人にまるで悪びれた様子がないところを見ると、そもそも殺人が罪であるということすら認識していないのかもしれない。

　ふと影かげ胤たねが評した『邪悪な天使』という単語を思い出す。

　つくづく、自分はとんでもない連中に命を助けられたものだ。未踏査領域という地獄で出会った鬼たち。するといまいるのは、地獄の二番底ということになるのだろうか。

「さて、里さと見みくん。いよいよ敵の本丸は近いよ」

　蓮太郎も黙って頷うなずく。

　さきほどから雨音とは似ても似つかない恐ろしいうなり声が、林の向こうから聞こえる。

　そしてその予想はほどなく現実のものとなる。

　中腰で林を進んでいた蓮太郎たちは、事前に覚悟を決めていたためそれを見ても無ぶ様ざまに叫びだしたりせずにはすんだ。

「ここが、敵の拠点……」

　視界の向こうは大きく開けており、そこには大小様々なガストレアが見渡す限り存在する。

　カモノハシめいた大きなくちばしを持った生物は背中に甲こう羅らを背負っており、二体の生物がいびつに癒ゆ着ちやくした顔が二つあるネズミはキチン質めいた固い外がい皮ひで覆おおわれている。

　恐竜に酷似するほど肥大したロードランナーについた翅はねは、果たして飛ひ翔しようを可能にしているのだろうか？

　現代日本における百ひやつ鬼き夜や行こうが眼前にぶちまけられていた。

　腐臭にも似た吐息がこちらに漏れて肺が腐りそうになる。

　ステージⅠのガストレアは地球の生き物をスケールアップしただけの生き物なので、同じ生物同士で隊列を作ってじっと伏せているが、その枠に当てはまらないステージⅡ以降はもはや形も大きさもバラバラなので、そこかしこで勝手に休息を取っている。

　小さい生き物もいれば、小山と見紛うほど巨大な生物まで、視界の続く限り連れん綿めんと続いている。

　民みん警けいと自衛隊との戦いで傷ついたのか、片ハネがもげた巨大なハエのガストレアがヨタヨタと歩いて行くのが見えた。

　よく見れば、ガストレアたちは足がなくなっていたり目が白っぽく炭化していたりしているのがわかる。数の上では圧倒的に有利だが、決してガストレアたちとて満足な状態で戦っているわけではないのだ。

　アルデバランもどこかにいるはずだが、あまりにもガストレアの数が多く、見つからない。

「君たちがプレヤデスと呼ぶのは、あのガストレアじゃないのかい？」

　影かげ胤たねの視線を追うと、六、七〇メートルほど向こうに、それはいた。

「あれが……」

　勿もち論ろん、蓮れん太た郎ろうはプレヤデスを見るのは初めてだったが、直感的にあれがそうなのだろうと確信した。

　高さと横幅は目算で一〇メートルほど。ティナの『シェンフィールド』を用いての情報と合致する。

　周囲の生物から頭一つ抜けていて、事前の予想通り口は漏ろう斗と状に尖っている。魚類だった頃の特徴を残しているのか、眼球は草食動物のように離れているが、テッポウウオというよりコウノトリか、さもなくばプテラノドンに似た嘴くちばし状に見える。

　一番目を引くのは膨満した腹だった。気球のように膨れあがっていて、いまにも空中に浮かび上がるのではないかと思うほどパンパンに張っている。胸びれと背びれは退化してしまっているのか存在せず、代わりに人間の手足によく似た五指が生えている。

　蓮太郎はわけがわからなくなった。

　膨らんだ腹に比べて手足が短すぎる。

　あれでは、圧縮水銀を撃ち出して獲物を捕ったとして口に運ぶことも叶かなわなければ、満足に移動することすらままならないはずだ。

　あの生物は、明らかにガストレアウィルスのいびつな進化がもたらした失敗作だ。放っておけば、あっという間に自然淘とう汰たされてしまうだろう。今日まで一体どうやって生き延びてきたのだろうか。

　意外にも、その疑問はすぐさま氷解する。

　サルの妖よう怪かいのようなガストレアがプレヤデスの気球腹に器用に爪つめを立てよじ登っていく。興味をそそられて注視していると、ガストレアは肩をすくめるような動作で総身を振るわせ、喉のどから魚を吐き戻してプレヤデスに与えている。

　ガストレアの相互扶助──自分はいま、貴重なガストレアの生態の一端を目撃しているのではないか。

　不機嫌そうな小こ比ひ奈なが肘ひじで小突いてきた。行くなら早くしろと目で言っている。

　蓮れん太た郎ろうは、小比奈と影かげ胤たねを順番に見て大きく頷うなずくと、林を大回りしてプレヤデスに接近していく。

　ここがアルデバランの拠点であるのは言げんを俟またない。もし敵に発見されて囲まれるようなことになったら……。

　蓮太郎はともすれば震えそうな呼吸を落ち着ける。

　ここが正念場だ。落ち着いて、クールに仕事をこなせ。

　ぬかるんだ道は足を取られそうだし、折からの雨で冷たく凍こごえた手足の末端は、すでに感覚がない。

　睡眠も十分とはいえなかったし、なにより絶え間なく命を脅おびやかされる原始的恐怖が、蓮太郎の精神を摩ま耗もうさせている。

　自分も、食物連鎖の環わに取り込まれている。そのことを、今日ほど自覚したことはなかった。

　その時、蓮太郎のブーツが誤って地面に落ちていた木の枝を踏み折る。

　雨音の中でもはっきりとパキ、という乾いた音が響いた。

　近くで寝ていた爬は虫ちゆう類るい系のうち一体が、うなりながらゆっくりと頭を起こして、左右に首を振る。

　息を止め、動きを止め、目をつぶる。

　祈るような思いだった。

　やがて、ガストレアの首は巻き戻しを掛けているように戻っていく。蓮太郎は大きく嘆息した。

　林を迂う回かいし、首尾良くプレヤデスに接近し、蓮太郎は徐々に首を傾けていく角度を上げる。

　プレヤデスの巨体が視界を覆おおい尽くさんばかりに広がっていき、呼吸のために拡縮する胸とも腹ともつかない部位は、重低音を放ち、鼻息が雨を払う。雨の中、高温のプレヤデスの体から白煙が立ち上っていた。

　改めて巨大なガストレアだと思う。

「君は本来ならここから、どうするつもりだったんだ？」

　声を潜ひそめて聞いてくる影かげ胤たねに、苦い表情で俯うつむく。

「プラスチック爆薬を設置して安全圏まで離れたところで爆破するつもりだったんだよ。川に流されたときに爆薬を入れたリュックごと失っちまったがな」

「じゃあ殺す方法は一つしかないね」

　蓮れん太た郎ろうは露出したブラッククロームの右腕を複雑な表情で見る。

　本来『新人類創造計画』の設立目的は、人をしてガストレアを葬ほうむる人間兵器の製造である。

　そして影胤が所属していたセクション十六の戦術思想は『ガストレアステージⅣの攻撃を止めることが出来る絶対防御』であり、蓮太郎が期せずして施術を受けたセクション二十二の戦術思想は『ガストレアステージⅣの装そう殻かくを破壊出来る絶対攻撃』である。

　つまり、どちらも規格外のガストレアであるステージⅤゾデイアツク以外のすべてのガストレアに対応できるように設計されているのだ。

　木き更さらによると、かつて聖せい天てん子しは蓮太郎と影胤を『最強の矛ほこと盾たて』と称したらしいが、言い得て妙である。

　ならばこの腕の本来の使い方として──プレヤデスを消滅させることも可能なはずだ。

　ふと、隣となりから忍び笑いが聞こえてきて首を巡らすと、仮面を押さえながら陰惨な気を放つ影胤だった。

「いいね、ああいうのと一度戦やってみたかった。私が殺そう」

　蓮太郎はぎょっとした。

「おい待てよ、俺おれが行く」

「君の指図は受けんよ」

　そう言って影胤はさっさと茂みを出て行き一いつ瞬しゆん唖あ然ぜんとするが、すぐに彼の後を追い、肩を押しのける。

「テメェの攻撃力じゃ無理だ。すっ込んでろよ」

　ぐいっと肩が押し返される。

「病人は戻っていたまえ。あれは、私の獲物だ」

「こ、この野郎……ッ」

　その時、そばにいた一匹のガストレアがこちらに気づいた。

　蓮太郎と影胤は同時に舌打ちすると、並んで雨の中を進みでる。蓮太郎は決然と、影胤はシルクハットを押さえながら。

　隠れることを止やめ、覚悟を決めた者の歩み。

　バクバクと心臓が拍動する。

　一撃で決めなければならない。

　蓮太郎の火薬炸さく裂れつ式の義肢も影胤の斥せき力りよくフィールドも無音とはほど遠い技である。

　ガストレアの拠点でそんな技を炸さく裂れつさせれば猛烈な反撃が起こることは想像に難かたくない。

　ゆえにこちらの取るべき方策は、一撃離脱を置いて他ほかにない。

　プレヤデスがこちらに気づく。油膜掛かったような赤目がちの瞳ひとみでこちらを見ているが、アクションを起こす様子はない。

　見たことがある。その目は、すべてを諦あきらめているものの目だ。

　蓮れん太た郎ろうは、己の立場を越えてプレヤデスに同情を禁じ得なかった。

　殺さつ戮りく能力だけに特化した異常進化の果てに、今日まで自由に動き回ることすらできず餌えさを与えられて生かされてきたのだ。

「では殺やろうか」

「ああ」

　不思議な気分だった。かつてこの怪人と何度となく対たい峙じしたときは、お互いが生きて呼吸をしているという事実に我慢がならなかった。蓮太郎の憎悪の混じった正義と、影かげ胤たねの筋の通った悪が激突した時、蓮太郎は影胤の存在を、影胤は蓮太郎の存在を、全ぜん霊れいをもって否定し合うことでしか解決の方法を見いだせなかった。

　なのに、ではなんで──どうしていま自分はこんなにも奴やつを頼もしく感じるのか。この胸を満たす昂こう揚ようは一体なんなのか。

　忽こつ然ぜんと陣地に現れた人間に、周囲のガストレアが盛んにキーキー騒さわぎ立てて仲間に警告を与えているが、もう遅過ぎる。

　ヒパ、と空を切る音も高らかに蓮太郎、影胤共に腕を後ろに引く。

「天てん童どう式戦せん闘とう術じゆつ一の型三番──」

「エンドレス──」

　影胤の手に燐りん光こうが凝集し、鋭い槍やりが形成される。同時に蓮太郎の右腕から三発、黄金色の空から薬やつ莢きようが飛び出し金属音を立てながら地面を跳ねる。

　蓮太郎と影胤、アイコンタクト。

「──『轆轤鹿伏鬼ろくろかぶと・三点撃バースト』ッ」

「──スクリイイイイイムッ」

　懸絶した技の冴さえの乗った右みぎ拳けんと、輝かがやける闇やみの魔ま槍そうが同時にガストレア・プレヤデスの腹部に叩たたき込まれる。

　直後にインパクト音が響き渡り、梢こずえの葉を吹き飛ばし森をうねらせる。爆心地の地面が陥没、岩盤をめくれ上がり後方に吹き飛んでいく。

　回転しながら捻ねじり込まれた腕が強く押し込まれると同時に、腕を振り抜く感触。

　重力に潰つぶれないために強靱化されたプレヤデスの皮膚が裂け、四し散さんする。

　プレヤデスは悲鳴すらあげずにこの世から消滅していた。

　ガストレアたちの驚きよう愕がくの視線の中、蓮太郎は熱された拳こぶしをいたわりながら、『百ひやく載さい無む窮きゆうの構え』を取り、心を調ととのえ、影胤もシルクハットの位置を直す。

　蓮れん太た郎ろうは、ガストレア・プレヤデス撃滅任務が完了したことを知った。

　不意に蓮太郎はうめいた。脇わき腹ばらに激痛が走って、たまらず膝ひざを突いて咳せき込む。

　傷が開いた。

「パパ、早くッ」

　影かげ胤たねは踵きびすを返して走りだす。

　すぐさま背後で怒ど号ごうの雄お叫たけびが連鎖して、大気が震ふるえる。

　二千七百体あまりのガストレアが敵てき襲しゆうを告げ、仲間とコンタクトを取っている。

　鈍い痛みに片頬を引きつらせ、体を駆動させるよう命令を発するが、動きは鈍く、自然と脇腹をかばうような走り方になる。

　視界がかすみ足がもつれ、危うく転倒しそうになる。さきほどの一撃でなけなしの力を使い果たしていた。

「遅い！」

　いきなり肩を脱だつ臼きゆうしそうな勢いで引っ張られると強烈な加速度に体がバラバラになりそうになる。

　叩き付けるような風圧に歯を食いしばりながら目を開けると、小こ比ひ奈なが蓮太郎の肩を取って宙を舞っていた。

「お前、どうして……？」

　小比奈は聞こえないフリをすると、漂ひよう石せきを跳び、木の幹を蹴りつけて跳び、ガクンと視界が揺れる。

　いかにも乱暴運転という感じで縦じゆう横おう無む尽じんに振られ、吐きそうになる。

　振り落とされないように掴つかまる。悲鳴だけは上げないよう歯を食いしばる。

　背後でばらばらに聞こえていた怒号が、束ねられ一つの雄お叫たけびに変わっていく。脳裏で危険信号が鳴り響く。

　浮き足立っていた敵がいよいよ本腰を入れて追跡に掛かってくる。足の速いガストレアの脅威はもとより、飛行ガストレアから追跡を受ければいくら小比奈といえど……。

　蓮太郎の危き惧ぐなどお構いなしに小比奈は颶ぐ風ふうの如ごとき速度で木の幹を飛び移る。危ういところで巨木のわきをかすめ、頬ほおにギザギザの単たん葉ようが当たって切れる。

　不意に向こう側に明かり。小比奈が大きくジャンプ。往路をそのまま逆に駆け抜けたので、森を抜けると曇天の空と小雨と、辿たどってきた沢が眼下に見える。

「あそこだ！　あの滝の裏に小さなくぼみがある！」

　蓮太郎が指差したのは川筋の下流側にある三段滝だった。

　小比奈はこちらに一いち瞥べつもくれないが、こちらの意を汲くんだ証拠に着地衝撃を殺しながら滝の方向に素早く方向転換する。

　たった二跳びで滝まで駆けつけると、なんの前触れもなく蓮太郎を切り離す。

　まったくの予想外の浮遊感に対処できるはずもなく、蓮れん太た郎ろうは空中で無ぶ様ざまに手を振る。直後に高速で走る列車から飛び降りたかの如ごとき激痛が全身を殴打し視界が何回転もする。

　気づけば蓮太郎は頭を下にしてうつぶせになっていた。渓流沿いのごろごろとした石に叩たたき付けられ、ほんの一いつ瞬しゆん気を失ったのかもしれない。

　節ふし々ぶしが痛む。息をするだけで肺も痛い。クソ、殺す気か。

「早く！」

　見れば小こ比ひ奈なが委細構わず手招きしている。

　背後から追撃者たちのどよもす地響きがして、必死で手を突いて体を起こし滝たき壺つぼのキャットウォークを抜け体当たりするように滝壺のくぼみに身を隠す。

　五秒もしないうちに濡ぬれ鼠ねずみの影かげ胤たねも飛び込んでくる。

「ここで本当にやり過ごせるのかね？」

「でもここしかねぇだろ！」

「二人ともうるさい！」

　小比奈の一いつ喝かつにはっとして口をつぐむ。

　それきり会話もなく狭いくぼみに息を潜めて隠れ潜ひそむ。

　浅く短く上下していた自分の肩が落ち着いてくるが、それに伴ってガストレアが引き起こす地盤の震しん動どうがより大きくはっきりと聞こえ、世界が揺れる。

　正面には轟ごう々ごうたる鉄砲水の帳とばり、雨のせいで匂においからは追跡できないはずだ。

　蓮太郎は瞑めい目もくして拳こぶしを硬く握る。

　やがてギャアギャアと鳴く声がはっきりと横手を通過していき、ガストレアの大群がすぐそばを通り抜けていく。生きた心地がしなかった。

　やがて鳴き声がドップラー効果で遠ざかっていく。

　ホッとしかけた時、ズズン、と大きく地面が揺れ、あわや滝壺側に落下しそうになるところを影かげ胤たねに両腕を掴つかまれる。

　再びズズン、という音。体が浮き上がり、足がダンスする。

　冷や汗が吹き出した。今度は途方もなくでかいガストレアがこちら側に歩いてきている。

『我々は昨夜、あのおぞましい生物と遭遇したせいで一睡も出来なかった』

　我が堂どうの言葉が脳裏を駆け抜ける。

　まさか、こいつがそうなのか。

　──敵総大将ガストレア・アルデバラン。

　低い重低音の吐息が空気を振動させて、獣臭が鼻の粘膜を襲おそう。

　いる。姿は見えねど、その圧倒的存在感でわかる。

　蓮太郎たちの隠れている段だん瀑ばくのすぐ上に、巨大なガストレアが鎮座している。一体どんな姿をしているのか？

　どうした？　なにをしてる？　早く行け。なぜ動かないんだ。

　蓮れん太た郎ろうはパニックに陥りそうになった。まさかこちらの位置に気づいているのではないか。

　その時、正面の滝が割れ、巨大ななにかが滝たき壺つぼに刺さる激げき震しん。

　最初、石柱が天から降り注いで来たのかと思った。

　違う、足だ。ガストレアの太く巨大な足のうち一本が偶然滝壺を踏み抜いたのだ。まだ、気づかれたわけではない。

　蓮太郎は限界まで背を洞どう窟くつの奥に寄せた。

　やがて滝壺から巨大な足が引き抜かれると、足音は徐々に遠ざかっていった。

　蓮太郎は、ずるずると洞窟の背にへたり込んだ。




　それから二時間ばかり経過し、断続的にガストレアが接近したが、アルデバランほどのニアミスはなかった。

　どこに行ってしまったのか、いまはもう、濁流の流れすぎる音以外は聞こえてこない。

　だが、一度見つかってしまった以上警戒レベルは上がっているだろうから、今度見つかれば逃げ切れる見込みはずっと低くなるだろう。

　夜が来るまでこの場を動かないということで三人の意見は一致を見ていた。

　さらに二時間待つと、ただでさえ薄うす暗ぐらかった鉛色の空はあっという間に藍あい、濃のう紺こんと変遷していき、いまはもう真まっ暗くら闇やみだった。

　滝壺の裏からではいまいちわかりにくいが、雨も止やんでいるらしい。

　絶えず水しぶきが飛ぶ空洞に身を潜ひそめるのは、傷を負った蓮太郎にとっては過酷な試練となった。

　血が抜けて体が真っ白くなり、吐く息が下がる。体が勝手にぶるぶると震ふるえるのは体温が低下しているからだろう。

　さきほど、痛モみル止ヒめネの携帯注射器シレツトを打ったが、もはや加護が切れつつあるのだろうか。きりきりとした痛みが蓮太郎を襲おそう。

　脇わき腹ばらもさきほど縫合した。サバイバルナイフ底部の裏うら蓋ぶたを開けたときに出てきた救護キットの針と糸で縫ったのだ。何度も激痛で気を失いかけたが、こうして生きているところを見ると、こんな目に遭ってもまだ自分は性しよう懲こりもなく生きたいと見える。

　細胞活性フイブリン剤と呼ばれる生体ノリのパッドで患部を押さえ、その上を包帯で巻いていく。

　モルヒネで頭が朦もう朧ろうとしている間、蓮太郎の脳裏には様々な記憶がとりとめもなく流れていた。

　夕ゆう陽ひが落ちてオレンジ色に照らし出された天てん童どう民みん間かん警けい備び会がい社しやで、木き更さらがぶちぶちと客が来ないことに文句を言い始め、ティナがそれをなだめながらお茶を出す。延えん珠じゆが勝手に冷蔵庫に頭を突っ込んで備蓄していた食料を漁あさり始めて、経理をまかされている蓮太郎は融ゆう通ずうの利きかない会計ソフトとにらめっこしながら必死で数字と格かく闘とうしていた。

　そう遠くない記憶なのに、なぜか思い出はセピア色に退色している。うっすらと涙が滲にじんだ。

　なぜだろうか、日常の何なに気げないシーンがかけがえのないもののように思える。まるでキスシーンだけをつなぎ合わせてラッシュした幸せの映画のように、蓮れん太た郎ろうの胸に迫ってくる。

『蓮太郎』──不意に自分を呼ぶ声がする。

　輪郭はぼやけていたが、徐々に鮮明な像を網もう膜まくに結び始める。

　四角い顔と四角いメガネ。髪は半分以上白くなり、頬ほおが膨らんで深い笑い皺しわを作るのでひどく優しい印象がある。

「父さん」

　里さと見み貴たか春はる。十年前、蓮太郎が六歳の時に逝いってしまった父。

『俺おれと母さんもすぐに行く』──そう言って彼は、満員電車に蓮太郎を押し込み疎開先の天童の名前を告げる。

　行かないで。

　だが蓮太郎はこの先を知っている。彼が東京エリアに逆疎開してくることはない。蓮太郎が次に彼らと対面するのは棺ひつぎになってしまった二人だ。

『蓮太郎』──重ねて父が自分を呼ぶ。

　蓮太郎の頬を涙が伝った。どうして来てくれなかったんだ。すぐに行くって言ったのに。

　嘘うそつき。信じてたのに。大好きだったのに。

「……みくん…………里さと見みくん」

「父さん」

　霞かすみ掛がかった視界に映るのは四角い顔は、いつの間にか冷たい白はく貌ぼうの仮面に変じていた。

　夢と現うつつの通かよい路じが断ち切られ、反射的に跳ね起きる。

「君の父上は仮面でも被かぶっていたのかね」

「う、うっせーなッ」

　熱くなった頬ほおを見られるのを嫌って顔を背けると、すぐに腹部の痛みが返ってきた。ごろごろする眼球を掌てのひらで押さえながら首を振る。

「ここは？」

「まだ滝たき壺つぼの中だよ。だが外の様子がおかしい。ちょっと出てみたまえ」

　頭に泥が詰め込まれたような朦もう朧ろうとした意識のまま中腰になって滝壺から外に出ると、巨大な球状の足跡が地面にうがたれており、その中央をなにかが這はいずったあとがあった。どうやらアルデバランは四よつん這ばいで、歩ほ行こう肢しが少なくとも六本以上ある。

　吹きすぎる風がひどく冷たい。

　最初こそ外のガストレアを警戒してあたりを見渡したが、すぐに影かげ胤たねの言う違和感に気づく。

　静かすぎるのだ。

「もうこの辺にガストレアはいないな……」

「そうだ。先ほど小こ比ひ奈なにキャンプ地の偵察に行かせたらもぬけの殻だった」

　冷水を浴びせかけられたような気持ちになる。

「いなかった？　一匹も？」

「そうだ。どうやらアルデバラン一派は移動を開始したらしいね」

　移動。どこに？　決まっている。民みん警けいの拠点にだ。

　では、アルデバランの傷は快かい癒ゆしたのだ。

　──延えん珠じゆッ。

　弾はじかれたように走り出す。後ろから制止する声がするが構っていられない。

　本来一度敵に見つかっているので、行動は慎重を期さなければならなかったが、気が気ではなかった。

　川を下っていき、方位磁針を頼りに夜よ闇やみを突っ走る。

　森の向こうの空が赤い。戦せん闘とうは始まっているのだ。

　森の中に敵の影も形もなく、全速力で走れるのでかえって好都合だ。

　崖がけを飛び移り、山を越え谷を越えどれくらい走っただろうか。息も絶たえ絶だえになりながらまろび出るようにして森を抜けると、視界が開け火炎と再び焚たかれる照明弾の光に晒さらされ目を眇すがめる。

　奇々怪々なシルエットたちが一塊になって猛もう襲しゆうを掛け、矮わい小しような人間たちを蹴け散ちらしている。

　我が堂どうの軍勢はとうに壊かい乱らんしてもおかしくないほど人数が減っているが、絶望的な奮戦を続けていた。だがそれも長くは持たないのは火を見るより明らかだ。

　あの中に延珠たちもいるのだ。もしやもう──

　時間がない。震ふるえる手で携帯電話を掴み出すと衛星電話モードに切り替えて、番号を呼び出す。

　コールから十回、困惑した様子で相手が出る。

「里さと見みさんいまそれどころでは──ッ」

「聖せい天てん子し様聞いてくれ！　プレヤデスを倒した。これでミサイルも戦せん闘とう機きも使える」

　聖天子は一いつ瞬しゆん息をのむが、判断は素早かった。

「続けてください」

　蓮れん太た郎ろうは敵軍団の位置座標を口頭で告げて、矢や継つぎ早ばやに火力支援を要請。

「じゃあ頼んだぞ」

「あ、ちょっと里さと──」

　電話を切って焦じれるように待つ。蓮太郎は祈った。

　ほどなくして、視認できないほど高速で飛来してきた物体がガストレアの一群後方に突き刺さり、爆発。大量のガストレアを巻き込む。

　対たい艦かんミサイルだ。

　第一陣を皮切りに二発三発と連続して押し寄せる。

　横殴りの熱波と爆熱がここまで押し寄せ、蓮れん太た郎ろうは破片や粉ふん塵じんから顔を守る。

　顔を上げると、夜空に真っ赤な火か焔えんが咲いていた。熱い風が頬ほおをなぶっていく。轟ごう々ごうと煉れん獄ごくの火焔を噴き、空を焼き尽くす黒煙。

　遅れて支援戦せん闘とう機き二機が戦場に到着。

　単発ターボファンエンジンからジェット炎を吹き上げながら音速に迫る勢いで戦場を横一文字に横切り、同時に地上攻撃用の五〇〇ポンド誘導爆弾を切り離す。

　重弾頭を下にしながらガストレアに地上に吸い込まれていき、再び爆炎と爆熱をあたりに振りまく。

　猪ちよ突とつ猛もう進しんだったガストレア軍団の足が初めて鈍り立ち止まると、困惑と恐怖のざわめきを漏らす。そこに再びの通常爆弾の雨が降り注ぎ、前衛が粉砕される。

　敵は完全に浮き足立ち、中には恐怖に駆られて自軍に向かって逆走する者も現れる。

　いいぞ。壊走に至ればしめたものだ。

　蓮太郎は、その時不可思議な現象を見て、息を詰める。

　敵の一角の中でも比較的指揮の取れた箇所に、突とつ如じよ巨大なガストレアが溶明フエードイン。丸みを帯びた背中から細長い触しよく腕わんがでたらめに生えたシルエットを見た瞬しゆん間かんぞっとする。全長は五〇メートルに近い。

　まさか……あれがアルデバランなのか。

　巨大なシルエットは腕部のうち一本を振ると、とにもかくにも逃げ散ろうとしていたガストレアに振り下ろす。

　深々と腕部に貫かれ貫通したガストレアは、なにが起こっているのかわからないのか体をジタバタさせ、やがて断だん末まつ魔まの痙けい攣れんを始める。アルデバランは部下の体を口に持っていき、ばっくりと巨大な口こう器きを開くと躊ちゆう躇ちよなく放り込む。

　本来決して聞こえるはずなどないが、蓮太郎はグシャリと噛かみ砕かれるガストレアの最さい期ごの音をはっきりと聞いた。

　吐き気を催す。仲間のガストレアを食っているのだ。

「ガアアアアアアアアアアアアアアアアアアアッ[image: びっくりまーく]」

　アルデバランが怒り狂って天に吠える。壊走寸前だったガストレアたちが硬直。やがて後じさりながらゆっくりと反転するや、再び民みん警けい軍団に向かっていく。敵も指揮官のアルデバランに怯おびえて死しに物もの狂ぐるいになっている。

　自衛隊の戦闘機もまた、完全にアルデバランに狙ねらいを定めて突撃に掛かっていた。

　迎撃に出た飛行ガストレアが雲うん霞かの如ごとき大群となって襲おそい掛かる。

　二機の戦闘機は空対空ミサイルＡＡＭを切り離す。計四発の科学の槍やりがガストレアの飛行部隊が作る壁に突き刺さり火焔の華となる。長い悲鳴を上げながら無数のガストレアが落下していく身の毛もよだつ光景に、だが蓮れん太た郎ろうは片時も目が離せない。

　しかし敵も然さるもの。数に物を言わせた飛行ガストレア数匹が、火か焔えんの中をくぐり嘶いななきも高らかに戦せん闘とう機きに決死の体当たりをかます。

　避さけきれずに翼よく端たんにかすった一機がバランスを崩し、錐きり揉もみしながら落下。ついに体勢を立て直せずに地面に激突する。

　残り一機は猛然と突撃を掛ける。防御を顧みないクロスカウンターの要領でアルデバランに一ひと太た刀ち浴びせる肚はらなのだ。

　誘導爆弾を切り離す戦闘機と、アルデバランのひときわ長い触しよく腕わんが伸びたのは同時だった。

　合金製のボディがアルデバランの触しよく腕わんに貫かれコクピットを貫通し爆発。パイロットは何が起こったのかもわからずにこの世を去っただろう。

　そして切り離された五〇〇ポンドの誘導爆弾の置き土産はＧＰＳ誘導で落下位置を微調整しながらアルデバランの胴部に吸い込まれていく。

　次の瞬間、大爆発をあげ、アルデバランの長い悲鳴が木霊こだまする。

[image: ]

　爆炎が晴れ視界がクリアになったとき、そこには頭部を完全に損失して腹まで露あらわになったアルデバランのシルエットが佇ちよ立りつしていた。アルデバランは身じろぎもしない。

「やった！」

　その時、我が堂どうの昏くらい声が脳裏をかすめる。

『里さと見みリーダー、アルデバランは不死身のガストレアだ。倒す方法はない』

　アルデバランの体がぴくりと動くと、胴部に収納された翅はねを展開して高速で震しん動どう。その動作を首がないままに行っている。

　蓮れん太た郎ろうは瞠どう目もくする。

　脳が吹き飛んでいるはずだ。アルデバランが核かく酸さんを基礎にしてセントラルドグマを示しながらタンパク質をコードする生命体であるならば、代たい謝しや能力を大幅に奪われ心臓と脈拍が止まり、瞳どう孔こうから対光反射が失われ、逃れられぬ死が待っているはずだ。

「そんな……馬ば鹿かな…………ッ」

　じゃあ本当にアルデバランを倒す方法は存在しないのか？

　呆ぼう然ぜんとしている蓮太郎を尻しり目めに、そこからはかつて見た光景の繰り返しになった。

　すべてのガストレアがピタリと動きを止め、アルデバランを守りながら後退。おそらく先ほどの翅の震動は、フェロモンの拡散のためのもの。

　大挙したアルデバランの軍団がモノリスを出てこちら側に向かってくる。

　咄とつ嗟さに近くの廃はい屋おくに飛び込み床板を外しガストレアたちの大群をやり過ごす。頃ころ合あいを見計らって飛び出し、全速力で民みん警けいの拠点に駆け戻る。

「木き更さらさん！」

　満まん身しん創そう痍いの民警の一群の中に木更の姿を認めると、手を振りながら駆け寄る。

　傍らに延えん珠じゆの姿も認める。延珠もこちらに気づいた。

「蓮太郎！」

「延珠ッ！」

　体当たりするように抱き合った。

　きつく延珠の体を抱きしめ、首に顔を埋うずめる。延珠の腕が腰に回される。

「もう、馬ば鹿かぁッ」

「スマン、延珠。本当に……スマン」

　蓮太郎は心の底から後悔していた。せめて延珠にだけは事情を話すべきだった。離ればなれになった時間がこんなにも苦しいものだとわかったいま、つくづくそう思う。

「どうして妾わらわに黙って出て行っちゃったのだ。心配だったのだぞ」

　言いながら、半泣きでゴスゴスと脇わき腹ばらにパンチしてくる。

「ぐえ痛いてぇやめろ。そこ怪け我がしてんだ触んな」

「里見くん…………？」

　蓮太郎は延珠を無理矢理もぎ離し、声の方を見る。そして息を飲んだ。

　木更の黒髪白はく皙せきの肌は煤すす汚よごれと血で汚れていて、目の上が切れて血で左目がふさがっている。

　よく見れば延珠の服にも、すり切れや破れダメージの残ざん滓しがところどころに存在する。

　それでも木き更さらは涙を視界の端に溜ためたまま、気き丈じように腰に手を当て、キッとこちらを見る。

「もう、遅いわよ！」

「スマン」

　木更はさらに何か言いかけるが、続く言葉はついに出てこなかった。祈るように胸の前で掌てのひらを組み合わせると、俯うつむいてぶるぶると肩を震ふるわせる。

　蓮れん太た郎ろうはひどい罪悪感に駆られ、どう処したらいいものかわかりかねて頭髪を掻かく。

　その時「おいあれ、里さと見み蓮太郎じゃ？」という声に顔を上げると、まるで黄よ泉みからの帰還者を見る目つきで、生き残った民警たちが遠巻きに取り巻いている。

「追放されたって……」「じゃあミサイルが飛んできたのって」「プレヤデスを倒して帰ってきたのかッ？」「嘘うそだろ……」というざわめきが聞こえてくる。

　その反応の様子から、自分がアルデバラン討伐任務に出されたことが彼らにどう伝わっているのかをたちどころに理解する。

　蓮太郎は内心の動揺が表情に出ないように必死に自制する。

　みな外見の怪け我が以上に憔しよう悴すいしているのは、落ちくぼんだ瞳ひとみを見ればわかった。幸いにもティナ、玉たま樹き、弓ゆ月づき、彰しよう磨まの姿は見えるが、第二波が攻め寄せてくる前は五百人いたはずの精強な軍団が六十人近くしか姿が見えないというのは、どういうことなのか。

　なにかの冗談であって欲しかった。次の瞬しゆん間かん、どやどやと残りの民みん警けいたちも現れて『まさか俺おれたちが死んだとでも思ってたのかよ』と笑い飛ばして欲しい。束つかの間ま悔しい気分になるだろうが、きっと幸せに頬ほおがほころぶはずだ。

「他ほかの、連中は……？」

　問い質ただす自分の声は、硬く平へい滑かつに乾いていた。

　木更が袖そでで目元を拭ぬぐうと、しかつめらしい顔を作って蓮太郎を見る。

「里見くん──いえ、里見リーダー」

　木更は敬礼をすると、鋭い視線でこちらを見た。

「我が堂どう団長が戦死されました」

　ガツンと頭部を一撃されたような気分だった。

　死んだ？　我堂が？　序列二百七十五位の歴戦の兵士が？

「民警マニュアル第四十条『アジュバント・システム』の規定により、団長が死亡した場合、次に序列の高い民警に軍団指揮権の移い譲じようが起こります」

「じゃあいま、ここの最高責任者は誰だれなんだ？」

　周囲にいるプロモーターとイニシエーターが、全員こちらを見つめていた。

　まさか……。

　蓮太郎はゆっくりとかぶりを振りながら後じさる。無理だ木更さん、できっこない。

「ここからは、君が軍団を指揮して戦うのよ──里見くんお願い、私たちを導いて」
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　救護所のある学校保健室で傷口に適切な処置をしてもらうと、蓮れん太た郎ろうはようやく人ひと心地ごこちつくことが出来た。

　いざ不断に生命を脅おびやかされた恐怖から解放されてみると、最初に襲おそってきたのは脱力感と虚無感だった。過剰に分泌されていたアドレナリンの興奮作用が切れて、腹部にまたきりきりとした痛みが戻ってきたのだ。

　だが生き残ったという感慨は去り、すぐに別種の緊張に駆られることになる。

　このまませめて一日は寝ているべきだと念押しされたが、そういうわけにもいかない。

　なにしろ自分は、この軍団と呼ぶのもおこがましいほど摩ま耗もうしてしまった民みん警けいを統すべる長おさとなったのだから──気持ちの整理もつかぬままに。

　菫すみれに礼を言って保健室を出ると、夜道を一人歩く。

　団長になったいま、自分には山ほどやることがある。

　だが、他の何を差し置いても確認しておかなければならないことが一つだけあった。

　向かう先は、学校からは少し離れた元保健所建物を接収した施設だった。

　入り口の人間に来意を告げて案内されると、大広間のような場所に通された。

　部屋は広く薄うす暗ぐらく、すすり泣きの声が時折聞こえる。

　そこには整然と並べられている黒い死体袋が五列に分けて並べられている。

　魚市場にマグロが整然と並べられて業者が卸売りしていく映像にそっくりだと思った。

　自分たちは死ぬと、こんな風に扱われるのかというのを、奇妙に冷めた気持ちで見る。

　現在保健所は、戦死した民警たちやバックアップ要員の遺体を集めて保管している保管所となっている。

　本来遺体は速すみやかに後こう送そうして遺族の元に送り届けられるはずだったが、アルデバランの二度にわたる襲しゆう撃げきで完全に後送要員の腰が引けてしまい、いまだ護国の英えい霊れいは引き取り手が来ないまま雑ざ魚こ寝ねさせられている。

　モノリス灰が空を覆っているせいで気温は劇的に下がっているが、仮にもいまは夏場である。死後硬直という名の腐敗現象は死んだ直後から始まっており、充満する酸すっぱいにおいは避けがたいものとなって蓮太郎の鼻を突く。

　リノリウムの床は靴音も高らかに響き、隣となりの部屋で響く発電機の音がかすかに空気を震ふるわせる。

　やがて係の人間に案内されて、一つの死体袋の前に立った。

　係の人間はタグを確認すると一礼して去って行き、蓮太郎はそれを見送ってから膝ひざを突くと、そっと死体袋のジッパーを下ろした。

　どろりと濁った瞳ひとみと半開きの口が蓮れん太た郎ろうを出迎えた。

　恐怖よりも憐れん憫びんが勝って、蓮太郎は無言でしばらく彼と対面する。

　彼は両腕と両足がなくなっており、緋ひ色いろのエクサスケルトンには無残なひび割れが見られ、赤よりも朱あかい血液が飛散している。

「俺おれは……アンタが嫌いじゃなかったよ。我が堂どう」

　聞くところによると、アルデバランの第二波は、最初から団長である我堂を狙ねらって戦術が組まれていたらしい。

　敵の軍勢は、アルデバランを頭にした非常に原始的な構成だが、原始的の度合いで言えば、こちらもそう変わるものではない。

　民みん警けい軍団は、近代戦で必ひつ須すと言われる装備の統一すら行われず、また訓練している時間もなかったので、原始的な構成にならざるを得なかったとも言えるが……。

　メリットとしてはどちらも指揮系統が単純なので、命令が末端の兵士に伝わるまでが早いことである。デメリットも明確で、大将に権力が集中しているので、もし大将が倒された場合、簡単に軍団が総崩れして壊乱に至るということである。

　我堂の部隊は上う手まい具合に誘い込まれ囲まれて、あとはもうどうにもならないほどの絶望的な悪戦の末に、すり潰つぶされるように殺されたらしい。

　それでも民警部隊が壊かい乱らんに至らなかったのは、民警一人一人が、自分たちが東京エリアの最後の砦とりでだと確固として自覚していたからである。

　蓮太郎はしばらく、我堂と無言の対話を交わす。

　仮にも彼の序列は二百七十五位。片足で戦わなければならないハンデがいかほどのものだったのかは想像できないが、完調であれば決して多勢にも後おくれを取ることはなかったはずだ。

　老若男女、賢けん愚ぐ善ぜん悪あくの別なく死んでいく。

　この世界は、残酷なほど公平だ。

　我堂長なが正まさは里さと見み蓮太郎を追放し、死し地ちに追いやった。

　だが彼の行動は、すべてある種の合理性に基づいており、非情ともいえる決断を間かん断だんなく行っていたがゆえのものでもある。彼は彼の論理ロジツクにより、機械的に蓮太郎を斬きり捨てたのだ。だがそんな彼も、ついに命運が尽きた。

　こんな結末を望んでいたわけではなかった。生還不可能な任務から生きて帰ったことを見せつけて、この男をあっと言わせてやりたかった。

　蓮太郎は首を巡らせて、整然と並ぶ死体袋の列を見る。

　現在の戦力比は、ガストレア千八百に対して民警六十人強。増援は来ない。ミサイルや戦闘機も底を突いている。東京エリア全体が摩ま耗もうしており、これは最も早はや戦術以前の問題で負けている必敗の軍と化している。

　アルデバランは来る。必ずもう一度来る。もはや理も論も超越した直感によって、蓮太郎は奴やつとの最終決戦は避けられないものと覚悟していた。

　虚（ニ）無（ヒ）主（リ）義（ス）者（ト）の菫すみれは、よく自分に、人生に意味はなくすべては墓の上の踊りに過ぎないとぶつ。

　ならばいま自分がこの死者の列に並んでいないのはまったくの偶然なのだろうか。自分が我が堂どうの代わりに指揮を執とっていれば未来は変わっていたのだろうか。

　蓮れん太た郎ろうは黙って首を横に振る。そんなことはない。同じだ。なにも変わらない。

　そこで彼が羽は織おっていた外がい套とうが取り外されて畳まれていることに気づく。形見分けというわけではないが、なにかもらっておこうと思い、それを手にとって踵きびすを返す。

　ふと、正面から誰だれか歩いてきたことに気づき足を止めると、すぐにそれが、我堂のイニシエーターだと気づく。

　泥だらけになった両手にヤマユリの花をもった壬み生ぶ朝あさ霞かは、悄しよう然ぜんとうなだれていて足取りも重い。どうやら彼女は生き延びたらしいが、魂たましいをどこかに落としてきたかのような茫ぼうとしたありさまは、果たして素直に『無事』と形容して良いものだろうか。

　朝霞は蓮太郎に気づくと、一礼して我堂の元に向かう。

　再び歩を進めかけたとき、不意に背後からすすり泣きの声が聞こえてきて立ち止まる。

　蓮太郎は固く拳こぶしを握ると、振り返らず走り出した。

　──俺おれに、団長なんて務まらない。
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　突然のしかかった『団長』という重責に、蓮太郎の心は重く塞ふたがれたままだった。自信が無いからやりたくないのか、勝てるわけがないからやりたくないのか、それともその両方なのか、それすら自分で判別することが出来ない。

　一いつ旦たんねぐらのホテルに帰ろうと思って足を引きずるように歩き公園跡地を通りがかったとき、不意に怒ど声せいが聞こえてきて顔を上げる。

　目を凝こらして見ると、離れたところに民みん警けいの人垣。蜂はちの巣すをつついたような殺気だった様子で何事かがなっている。玉たま樹き、弓ゆ月づき、延えん珠じゆ、彰しよう磨まの姿が見える。

　そして騒そう動どうの渦中にいるのはひときわ背の高い、仮面の男と黒ドレスの少女だった。

　しまったと思った瞬しゆん間かん、蓮太郎は駆け出していた。彼らは蓮太郎を追って民警の前線基地に降りてきていたのだ。どうやら蓮太郎に遭遇するより先に、他の民警に発見され大おお騒さわぎになってしまったらしい。

「影かげ胤たね、小こ比ひ奈な！」

　二人はこちらに気づくと、影胤が鷹おう揚ように手を広げる。

「そこにいたか、我が同志よ。探したよ」

　延えん珠じゆはぎょっとして蓮れん太た郎ろうを見る。

「蓮太郎！　探してたってどういうことだ？」

「説明は後だが、助けられた」

「助けられた!?」

　延珠の声が裏返りかける。

　その時、小こ比ひ奈なが目を細め頬ほおを紅潮させながら一歩進み出る。

「延珠、会いたかった」

　バラニウムブラックの小こ太だ刀ちを抜き放つと、刀とう身しんを舌で舐なめあげる。

「斬きり合おう、延珠。ね？」

　その時、小比奈の小太刀の一つにキラキラとした糸が巻き付き、小比奈の動きを掣せい肘ちゆう。束つかの間ま彼女は驚おどろいたような顔をする。

「待ちなよ、アンタ」

　腕組みして憤然と前に出てきたのは、誰だれあろう片かた桐ぎり弓ゆ月づきである。

「アンタたちは、あたしら民みん警けい全員の敵なのよね！　生きてるとわかった以上、タダで帰すわけにはいかないわ」

　小比奈は横目でつまらなそうに弓月を見ると、今度は影かげ胤たねの燕えん尾び服ふくの裾すそを引っ張る。

「パパ、こいつら邪じや魔まだね。斬って良い？」

　蓮太郎は恐怖に総そう毛け立だつ思いだった。もしこの連中がここで暴れ出したら大変なことになる。

　だが、さすがの影胤とて、四し面めん楚そ歌かのこの状況でこの数の民警を相手に大立ち回りを演じることはないはずだ──そんな蓮太郎の予想を彼はあっさりと裏切り、パチンと指を弾はじく。

「小比奈、半分殺していいよ」

　土つち埃ぼこりが立ち小比奈の姿が掻き消えたかと思うや、次の瞬しゆん間かん弓月の眼前に出現する。

「なッ！」

「あなたさ、そこそこ強いけど──」

　咄とつ嗟さに防御に出した手ごと、弓月の脇わき腹ばらを小比奈の小太刀が刺し貫く。そのまま体当たりするように足払いを掛け、転倒した弓月の腹部を足で踏み抜く。

　ミシリと音がして、地面に放射状のひびが入り、空気が絞り出される音と共に弓月が血を吐く。

「ガッ……ッ！」

「──まだまだだね」

　序列千八百五十位のイニシエーターが秒殺。だが驚きよう愕がくする暇もなく小比奈の左右から二人のイニシエーターが打ちかかる。

　小比奈は竜巻の速度で一回転すると、左のイニシエーターの腹を、右のイニシエーターの腱けんを斬りつけ、そのまま二人を蹴けり飛ばす。

　二人が地面をバウンドし人垣の外にはじき飛ばされる。凄すさまじい強さ。

「弓ゆ月づきを離せやコラアアアアアアッ」

　飛び出した玉たま樹きが大型リボルバーの引き金を引く。

「無駄だッ。『イマジナリー・ギミック』！」

　間を詰めていた影かげ胤たねを中心に斥せき力りよくフィールドが発生。玉樹の放った弾丸がドーム状のフィールドにぶち当たり、雷らい鳴めい音おんと共に弾道を逸そらされる。

　玉樹の銃を持つ手が震ふるえる。

「ふ、ふざけんな……マグナム四五四カスール弾だぞ！」

「ヒヒヒヒヒッ！　ざーんねん！」

　マズい。このままじゃ……。

　蓮れん太た郎ろうが色をなして飛び出しかけた時、不意にどこからか凄まじい殺気が立ち上った。

「そこをどいてください」という押し殺した声がかかり、ピタリと民みん警けいの動きが止まる。

　ざわめきと共に人垣が割れ、一人のイニシエーターがこちらに歩いてくる。手には第六世代型のフルオート・グロック拳けん銃じゆうを二に挺ちよう拳銃で持っており、美しいプラチナブロンドは半分逆さか立だっている。

「いますぐ弓月さんを離してください。私、いま怒ってます……ッ」

「ティナ！」

　ただならぬ気配を察してか、小こ比ひ奈なが弓月から足をどける。

「へぇ、あなた強そうだね。序列いくつ？」

　ティナは、小比奈にだけ聞こえるようにそっと序列を口にする。

　それを聞いた瞬しゆん間かん、小比奈の瞳ひとみが爛らん々らんと見開かれ「面白い」と小さく呟つぶやく。

「パパ斬きるからッ！　絶対斬るから！　駄目って言われてもアイツ斬るからッ！」

　小比奈が糸巻きになった方の刀を捨て、新たに一刀腰から抜くと、十字交差させ、腰を落とす。

　同時にティナの裾すそから二つ『シェンフィールド』がこぼれ落ち、空中を舞う。

「あなた、近距離型イニシエーターじゃないでしょ」

「だとしたらなんです？」

「勝てないよ、あなたじゃ」

　ティナが面食らったような顔をするが、すぐに首を振る。

「戯ざれ言ごとです」

「じゃあ、試してみよっか」

　濃密な殺気と闘とう気きがぶつかり、一触即発の空気を帯びる。

　しまったと思った。もはや自分が飛び出していっても絶対に止められない。

　だが、まさかそこに第二の闖ちん入にゆう者しやが現れようとは予想だにしなかった。

　シャン、という鞘さや鳴なりの音が聞こえ、ふわりとスカートの裾すそが舞い上がる。

「──そこまでよ」

　木き更さらが影かげ胤たねと小こ比ひ奈なの間に忽こつ然ぜんと現れ、なびく長髪をパッと掻かき上げる。先だっての戦せん闘とうで切った目を保護するためか、彼女の左目は眼帯で覆おおわれていた。

「これ以上暴れるつもりなら、私も戦闘に介入します」

　影胤が拳けん銃じゆうをホルスターからドロウして木更の眉み間けんに据える。

「おっとと、可愛かわいらしい社長さん。私を覚えているかね？」

「ええ、勿もち論ろんよ。久しぶりね蛭ひる子こ影胤」

　影胤は仮面を押さえながらクツクツと笑う。

「しかし君の冗談は笑えんね。君が戦闘に介入？　だとしたらなんだというのだね。私は世界を滅ぼす者。誰にも私を止めることは出来ない」

　影胤がベレッタ拳銃の引き金に指を掛けたその時、ハッとした小比奈が血相を変えて叫ぶ。

「パパ駄目。そいつ、この中で一番ヤバい！」

　影胤が意外そうな顔で小比奈を見たあと、木更に視線を戻す。

　拳銃を構えた影胤と、刀の鞘さやに手をかけたまま構える木更の間で、激しく不可視の火花を散らす。

　一体木更の実力をどう評価したのか、先に矛ほこを収めたのは驚おどろくべき事に影胤だった。小比奈も名な残ごり惜しげに延えん珠じゆとティナを見た後、小こ太だ刀ちを鞘に収める。

　蓮太郎は訳がわからなくなった。

　小比奈は、ティナの序列を知ってなお挑みかかろうとしていたのに、木更が介入してきた途と端たんに狼ろう狽ばいを露あらわにした…………。

　待ってくれ、じゃあ──

「我が友よ」

　思考を断ち切られて顔を上げると、影胤が仮面を押さえながら小さく笑う。

「君のアジュバントの力を確かめてみたくてね。すまないね。ヒヒッ」

「………………」

　蓮太郎は瞑めい目もくしたまま歯は噛がみする。

　森で遭遇し曲がりなりにも協力してプレヤデスを倒したときは、よもや影胤のような人間にも更正の余地はあるのではと期待した。だが結局このペアは、アルデバランが迫って東京エリアが破滅の瀬せ戸と際ぎわに立たされている時でさえ、どちらの実力が上かという病的な考えに取り憑つかれた手合いなのだ。

　無言で影胤を睨にらんだあと、玉たま樹きと視線を交わし一度頷うなずく。彼は妹の弓ゆ月づきに肩を貸すと、急いで救護班の元に運んでいく。

　延珠も蓮太郎も、そして傍らの白コートの彰しよう磨まも、ついに戦闘に参加する機会を見つけられなかった。

　──ん？

　違和感を感じて周囲に視線を巡らせると、先ほどから姿が見えないイニシエーターがいることに気づいた。

　なんの気なしに周囲を窺うかがいながら彰しよう磨まの元まで行く。

「彰磨兄にぃ、翠みどりはどうしたんだ？」

　ギクリとした緊張がアジュバントの面々の顔に浮かび、その不可解な応答に、蓮れん太た郎ろうは居心地の悪さを感じる。

「延えん珠じゆ、なにか……あったのか？」

　延珠は、俯うつむいて蓮太郎から視線を逸そらした。

「里さと見み、話がある」

　しかつめらしい顔をした彰磨が、重く閉ざした口をゆっくり開け、語り始める。そして蓮太郎は延珠の沈黙の意味を知った。

「そんな……‌」

　木き更さらが沈ちん鬱うつそうに首を振った。

「とにかく、会いに行ってあげて。まだ、間に合うから。あの子、里見くんが来るのを待ってるから」




　　　　３




　蓮太郎は鬱うつ蒼そうとした林を越えて再び『センチュリーハイツホテル』に立つと、注意しながら天井が崩壊したエントランスをくぐり、螺ら旋せん交差した鉄階段を上って二階に行く。

　記憶を頼りに『２０１』の部屋の前に立つが、ふとノックしかけた手を止める。

　蓮太郎はまだ、気持ちの整理がついていない自分に気づいていた。

　一体どの面つら下げて彼女に会えば良いのだろうか。肝心なときに不在だったアジュバントリーダーなど、益やく体たいもないことこの上ない。恨まれていたって文句は言えないだろう。

「そこに、誰だれかいるんですか？」

　か細い声が扉越しに聞こえてくる。蓮太郎は観念して鼻から息を吐いたあと、ドアノブを倒してそっと中に入った。錆さびた蝶ちよう番つがいの悲鳴が聞こえて、部屋の中の沈滞した空気をかき混ぜる。

　音もなく燃えるランタンの橙だいだい色いろの明かりの中、右のベッドに布ふ施せ翠が寝ているのが見えた。傍らには水差しとコップ。彼女はこちらを見ると、慌ててサイドテーブルに置いてあったトンガリ帽子を被かぶってネコ耳を隠す。

　反面だけ照らしだされる横顔は発はつ汗かんがひどく、頬ほおは紅潮して一見すると風か邪ぜで伏せっているように見えるが、イニシエーターは体内侵食率という寿命の枷かせが嵌はまっている代わりにあらゆる病気や障害にかからないという前提がある以上、当然そういうわけではない。

　蓮れん太た郎ろうは鏡台の前のスツールを持ってきて翠みどりの横に腰掛ける。

「具合はどうだ」

「まあまあです、リーダー」

　体を起こして、慇いん懃ぎんにも頭を下げようとする翠を、蓮太郎は慌てて押し止める。

　抱いた肩は小さく上下し、呼吸が荒く、高温で脈打っている。いまの彼女には、それすらも難儀な動作なのだ。

「それよりお前は、本当に……」

　再び彼女を寝かしつけながら問うと、彼女は薄うすく微笑ほほえみ、まるで今日の天気を聞かれたようにつらつらと答えた。

「ええ、すみません。後おれれを取ってしまいました。私はガストレアにやられてしまって体が思うに任せません」

　彼女が戦せん闘とう中陥った状況は、同情を禁じ得ないものだった。

　孤立無援で四し方ほう八はつ方ぽうから押し寄せる敵は、だが彰しよう磨まと翠で連携を崩さず防御に徹すれば、決して凌しのぎきれないものではなかったらしい。

　だが彼女は、戦闘中にピンチに陥ったイニシエーターの少女を見かけてしまった。

　キャンプ地で鉢合わせた際黙もく礼れいを交わす程度で、お互い人見知りが災いして一度も会話を交わしたことはなかったらしい。

　だがそんな彼女が、プロモーターとはぐれ両足を失った状態で戦場のただ中に放置されていると知れば、翠が物事の前後を見失って彼女を救助に飛び出すのも無理からぬことであろうと思う。

　驚きよう嘆たんすべきはガストレアの巧こう緻ち極まる戦術である。

　少なくともガストレアの脳は、『仕し留とめた獲物をすぐには殺さずに、それを救助に来た別の獲物も両取りする』というレベルの損得勘定を行えるまでに発達していたらしい。

　翠が名前もわからない少女に駆け寄りもう大丈夫と慰めの言葉をかけると同時に、砂状の地面が陥没し足を取られ、見る間に漏ろう斗と状に抉えぐれると、逆ぎやく円えん錐すいの終端に強い顎あごを持つおぞましいガストレアが姿を現す。

　恐らくはアリジゴクのガストレアではないかと思われるが、姿が変形しすぎていたので、彼女にも確信はないという。

　──一分間。

　手足を砂に取られ滑かつ落らくした翠が、神経毒で動きを止められながらガストレアウィルスを注入されていた時間である。

　ガストレア化した生物は体のどこかにウィルス嚢のうと呼ばれるウィルスの詰まった部位が発達し、それをなんらかの方法によって相手に注入して仲間を増やす。

　ウィルス嚢のうに詰まったガストレアウィルスは、平均で一ミリリットルに二億匹以上。一般人ならひとたまりもなくガストレア化するレベルだが、翠みどりとて彰しよう磨まの助けがあとわずかでも遅れればどうなっていたかわからない。

　彼女が助けようとしたイニシエーターは、戦場跡から食べカスらしきものが発見されただけで、その行方ゆくえは杳ようとして知れない。

　さらに菫すみれによって精密検査された翠の体内侵食率は、口にするのも憚はばかられるような絶望的な数字をはじき出していた。

　そしてそのことを、翠本人は知らない。

「リーダー、私、すぐ良くなってまた戦えますよね？」

　蓮れん太た郎ろうは彼女の顔を正視できずに俯うつむく。

『その子を殺したまえ』

　不意に仮面男のバリトンの声が脳裏をよぎる。

　先だっての翠の陥った顛てん末まつを立ち聞きしていた影かげ胤たねが発した言葉がそれだった。

『もうその子は駄目だ。いても足手まといになるだけだ。いや、明確に邪じや魔まだ。ガストレア化する前に速すみやかに送ってやるのが新団長たる君の初任務だ』

　影胤がそう呟つぶやくと、猛然と木き更さらが食ってかかった。

『駄目よ、反対だわ。翠ちゃんはきちんと安静にしていれば……良ければ、一ヶ月は生きられるわ』

　影胤はあきれたと言わんばかりに首を振った。

『馬ば鹿か馬ば鹿かしい。そんな寝言めいた仲間ごっこの幻想を持ったままアルデバランの軍勢に向かうのかね』

　木更は一転してキッとこちらを睨にらみ付ける。

『里さと見みくん、絶対にこんな奴やつの言うことを聞いちゃ駄目よ。もし翠ちゃんを殺したりしたら、私、里見くんのことを一生軽けい蔑べつするから』

『里見くん、殺したまえ。かつて私は世界を混こん沌とんに変えるために、君は世界の秩序を維持するために戦った。君は勝った。これが君の望んだ世界だ。君が始末をつけろ』

　蓮太郎は二人の視線に射すくめられて、激しい葛かつ藤とうに駆られ後じさった。

　──俺おれは、俺は…………。







「どうしたんですか、リーダー？」

　翠の声に我に返ると、力なく首を振る。

「なんでも…………ないんだ」

　蓮太郎は、腰の後ろに手を回して、ＸＤ拳けん銃じゆうの位置を確かめた。

　蓮れん太た郎ろうの心しん中ちゆうなど知るよしも無く、翠みどりは水差しからコップに水を注ぎ、汗を掻かいたコップの縁をつるりと撫なでた。

「リーダー、ちょっとお願いがあるんです」

「お願い？」

「はい、ちょっと末端の感覚が薄うすくって……つきあってもらえませんか？」

　そう言うと、こちらの返答も聞かずに寝そべったまま腕を水平に投げ出してきた。

　そしてゆっくりと目ま蓋ぶたを閉じる。

「リーダー、好きな指を握ってください」

　蓮太郎は、投げ出された手を胡う乱ろんげに眺めてから、そっと中指を握る。
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「いま、リーダーは、親指に…………触れて、ますか？」

　蓮太郎はハッとした。

　ガストレアウィルスによって体内侵食率が臨界点マージナルラインに至ったときのイニシエーターの症状は一定していない。

　深い昏こん睡すい状態に至ったままガストレア化する者がいる一方で、激しい痛みの中、狂乱で情動を欠損したままガストレア化する者もいる。

　かつて蓮太郎が介かい錯しやくした千せん寿じゆ夏か世よという少女は、意識は明めい晰せきなまま自分がガストレアに変化していく様さまをなすすべもなく眺めているより他ほかになかった不幸な症例だった。

　蓮れん太た郎ろうは瞑めい目もくして「神様」と呟つぶやいた。

　──翠みどりは、末端の感覚から蚕さん食しよくされていく最も悲惨なパターンだ。

　そしておそらく、夏か世よと同じように意識の混濁も見られないまま脳は筋肉を制御できなくなり、運動ニューロンが死滅。全身麻ま痺ひに陥り、だが大脳機能は明めい瞭りようなまま自分の体が病み衰えていく様さまを直視することになる。

　一度こうなってしまうと、もう彼女を救う手立てはない。あとはもう力を使わずともガストレアウィルスは緩やかに進行し、ゴールのない介護の末、最後にはガストレア化する。

　ガストレアウィルスが現代医療の介入を許さない無敵のウィルスと言われるがゆえの、逃れようのない絶対死である。

　蓮太郎は、翠に気け取どられぬようにそっと親指を握り直す。

「当たってんよ」

　翠がうっすらと目蓋を開けて、首を傾けると苦笑する。

「本当、ですか？」

「え？」

「本当ですか？　いまリーダー、ズルしませんでしたか？」

　一いつ瞬しゆん激しく狼ろう狽ばい。視線が泳ぐのを必死で自制して「ズルなんてしてねーよ」と絞り出す。

　翠は、痛みの色を浮かべた瞳ひとみをそっと伏せた。

　それからおもむろに、帽子を取って、ガストレア因子によって頭部に生えたネコ科の耳を露ろ出しゆつさせる。

「私、この耳のせいでいままで誰だれからも必要とされてきませんでした。私を産んでくれた母親でさえ」

「『ガストレアショック』か……」

「はい」

　予測できていたので特段驚おどろかなかった。

　子供の人格形成は、周囲の環境に大きく依存すると言われている。

　抑圧されて育てられた子供は、強く反発するようにする。無視されて育てられた子供は、悪いことをしてでも目立とうとする。翠の自信の無い臆病な性格は、周囲から徹底的な人格否定をされて育てられてきたがゆえのものだろう。

「でも、そんな私を彰しよう磨まさんは必要としてくれた。それにあなたも……」

　翠は一いつ旦たん言葉を切って凜りんとして蓮太郎を見上げた。

「私、まだ戦えます。戦わせてください」

　蓮太郎は黙ってかぶりを振る。

「お前がいま寝て早く回復してくれることが、俺おれと彰磨兄にぃにとって一番嬉うれしいよ」

　翠は、なぜかいままでで一番悲しそうな、泣き笑いのような表情をした。

「聞きました。団長に昇進したそうですね。おめでとうございます、リーダー」

　蓮れん太た郎ろうは俯うつむいて膝ひざの上に視線を落とした。

「…………俺おれには、無理だ」

　延えん珠じゆにすら告白できなかったことが、翠みどりの前だと不思議と素直に出てきた。

「俺には務まらない。誰だれも俺の意見になんか従わねぇよ」

「リーダーがまだ若いからですか？」

　蓮太郎は頷うなずくと、翠がうっすらと破は顔がんした。

「じゃあやっぱりリーダーは団長をやるべきです。リーダーはきっと喜ぶべきなんですよ」

「喜ぶべき？」

「はい。年齢の点だけが強調されるなら、リーダーは年齢以外のすべての要素を満たしているとも言えるんですから」

「買いかぶりだ。俺は、お前が思ってるような人間じゃない」

　そう、いまこの瞬しゆん間かんも逃げたいと思ってる。誰かに団長を押しつけたいと思ってる。

　一いつ旦たん言葉にすると、心の中に蟠わだかまっていた不誠実な声が次々と噴出してきて、もうとめどめもなかった。

　膝の上で握った拳こぶしがわずかに震ふるえる。その掌てのひらの上にそっと温かい手が被さる。

　驚おどろいて彼女を見ると、まっすぐこちらを見る瞳ひとみとぶつかる。

　不思議な少女だった。落ち着いて話をしたことがなかったが、案外一方的に彰しよう磨まに依存しているだけのイニシエーターというわけでもないのかもしれない。

「なあお前、初対面のとき言ってた『匂におい占い』ってなんなんだ？」

「え？」

「言ってたろ。自己紹介の時、『特技は匂い占いです』って。あれ、なんなんだ？」

　翠は得とく心しんがいったように胸の前に手を置き撫なで下ろす動作をする。

「ああ、私、ネコだから。ちょっとだけ鼻が利きくんです」

　翠は目を閉じると、鼻をひくひくと動かして見せた。

「いろんな人の匂いをかいでいると、その人独特の匂いみたいなのがわかるんです。だからそれで占いみたいなの始めたら、予想外に周りの人の受けが良くって」

「へぇ、じゃあ俺おれはどんな匂いなんだ？」

　なぜか翠は気き後おくれした上うわ目め遣づかいにこちらを見る。

「怒りませんか？」

「別に、構わねぇよ」

「里さと見みリーダーからは『滅びの匂い』がします」

　ドキン、と心臓が跳ねた。

「滅びの……匂い？　滅びに匂いなんてあるのか？」

　翠みどりも困惑したように首を振る。

「わからないんです。これは直感的なものなので、考えて言ってるんじゃないんです」

　沈黙が降りる。翠はグラスの水を一杯呷あおる。カラリと音を立ててグラスの中で氷が滑った。

「もう一つ、天てん童どうさんについてなんですけど……」

「木き更さらさん？」

　翠は、意を決したような顔をしてこちらを見る。

「気をつけてくださいリーダー、あの人からは強い滅びの匂いがします。あの人はきっと、闇やみに惹ひかれやすい」

　蓮れん太た郎ろうは絶句した。

「それは、どういう……？」

「でも、里さと見みリーダーが団長なら安心です。上う手まく、やってくれると思います。私、安心しました」

　会話が微妙に噛かみ合っていない状態で、だが翠は無理矢理体を起こして、帽子を被かぶり直すと靴に足を突っかける。

「お、おい」

「ちょっと出てきます。お手洗いです。まさかついてこないですよね？」

「ぐっ……」

　翠ははにかんで笑うと、扉に手をかけ背を見せる。

　だがその手をふと止め、突然切迫した表情で振り返った。

「リーダー！　あの、私……ッ」

　だが、その続きはいつまで待っても発せられることは無かった。

　彼女は痛みに耐えるように無理矢理感情を飲み込と、あとには平素と変わらぬ物静かな様子に戻っていた。その横顔には静かな諦てい観かんがあった。

「お手洗い、少しだけ、遅くなるかもしれません」

　そう言って彼女は出て行った。

　そして二度と戻ってくることはなかった。







「おーい、みーどーりー！」

「翠ちゃーん！」

　煌こう々こうと焚たかれた懐かい中ちゆう電でん灯とうの光が幾筋もの細い帯となって闇やみを切り裂き、起伏に富んだ地形を暴き出す。

　延えん珠じゆや木更の懸命の呼びかけにも、だが応こたえる声は無い。

　湿った土がぬかるんで足がわずかに埋まる感覚を足の裏に感じながら、蓮太郎もいずこにいるとも知れぬ翠みどりを呼ぶ。

「本当にこんなところにいるのッ？」

　木き更さらがじれったい表情で蓮れん太た郎ろうに語りかける。

「でも、もうここしか探していない場所が無い」

　蓮太郎は時計を確認して毒づく。

　午後の十一時。すでに捜索を初めて一時間は経過している。

　声とライトはあちこちで見えた。ほとんど山狩りに近い。

　こんな森に彼女がいるとは思えなかったが、消去法でここしかない以上、藁わらにも縋すがる思いだった。

　正面の闇の中に三さん叉さ路ろが浮かび上がる。

「延えん珠じゆは左、木更さんは右に行ってくれ」

　うなずき合うと、蓮太郎は正面の道を行く。

　すでに力を解放した彼女は、こちらの捜索できる範囲を越えて遠くに行ってしまったのかもしれない。だが一体なんのために？

　蓮太郎は訳もわからぬまま言い知らぬ焦りと恐怖に駆られ、ほとんど小走りになりながら闇に呼びかけるが、すぐに声は闇やみに吸い込まれてしまう。

　徒労感がいや増して、脇わき腹ばらが痛みとは別の不吉の予感にうずく。

　深い木こ立だちをかき分け濡ぬれた山肌の斜面を登っている途中、思いがけずにずるりと靴が滑った。

　しまったと思った時は視界が回転し、手を伸ばしてなんとか滑かつ落らくを止めようとあがく。

　土つち塊くれと一緒に落下しながらようやく回転が止まり、口に入った泥を吐き出しながら立ち上がりあたりを見渡す。すり鉢状に抉えぐれた窪くぼ地ちに落ち込んだらしく、そこには薄うすい靄もやが掛かっていた。

　そして、そこにいた。

「翠ッ！」

　駆け寄ろうとして、すぐに様子がおかしいことに気づき足を止める。

　靄の向こうに見える彼女はシラカバの木に背を預けて座り込んでいる。

　深くうなだれており、こちらの声に反応を示さない。眠っている、というわけでもなさそうだ。

　彼女があれだけ他人に見せることにコンプレックスを感じていたネコ科の耳が露ろ出しゆつし、とんがり帽子は吹き飛んでいた。

　さらにもう一歩進むと、背後が背を預けているシラカバの木に、真っ赤なものが飛散し付着していることに気づく。

「みど、り……？」

　返答は無い。

　ぶるぶると、手足が勝手に震ふるえ始めた。

　見たくない、知りたくないという思いと必死に戦いながらだが足だけは別の生き物のように彼女の元に歩み寄る。

　そして、彼女の前まで来ると、足を止めた。

　眠そうに細められた半はん眼がんはもはやこの世のなにも映していなかった。視線が据わり、ライトの光を当てても、瞳どう孔こうからは生物の証あかしである対光反射が見られない。

　彼女の口からは赤い血が唾だ液えきと混じって長い糸を引いて錘おもりのように落ちる。口から背側の延えん髄ずいにかけて丸くて小さな穴が抜けている。

　変わり果てた彼女のインパクトからすれば、傍らに転がっている自動拳けん銃じゆうの印象など、かすんでしまうほど小さく見えた。

　傍らには『お荷物になりたくないので死にます。東京エリアをお願いします』と書かれた紙切れが落ちていた。

　蓮れん太た郎ろうは瞳ひとみを見開いたまま、膝ひざを突いた。

「俺おれの、せいだ……」

『本当ですか？　いまリーダー、ズルしませんでしたか？』

　彼女の指を握って彼女が左手の感覚を喪失していると知ったとき、蓮太郎は咄とつ嗟さに嘘うそをついた。だが彼女に問われたとき、蓮太郎は一いつ瞬しゆん激しく狼ろう狽ばいしてしまった。

　その時彼女は、蓮太郎の反応から自分がもう助からないことを悟り、死への思いを牢ろう固こたるものとしたのだろう。

　なにが『お前がいま寝て早く回復してくれることが、俺おれと彰しよう磨ま兄にぃにとって一番嬉うれしいよ』だ。彼女は蓮太郎の虚むなしい空そら言ごとを見抜いていたのだ。だからあんな泣き笑いのような悲しい顔をして見せたのだ。

　八人でキャンプファイアを囲んで生還を誓い合った情景が脳裏に浮かぶ。まるで遥はるか遠い過去の出来事のようだ。

　彼女が部屋を去り際ぎわ、なにかを言いかけて振り返ったが、結局なにも言わずに去ってしまっていた。彼女は一体なにを言いたかったのか？　もう二度とその答えを聞くことは出来ない。

　──ホラ、笑えよ里さと見み蓮太郎。

　お前はこれで、自分の手を汚さずにアジュバントの邪じや魔まなお荷物を処分出来たのだ。

　これで翠みどりを始末して木き更さらから軽けい蔑べつされることもなければ、始末出来ずに影かげ胤たねから失笑を買うこともなくなった。

　最高の結末じゃないか。ホラ、笑えよ。

　蓮太郎は力の限り拳こぶしを幹に叩たたき付け、天を仰あおいだ。




「チクッッッショオオオオオオオオオオオオオッ[image: びっくりまーく]」







「………………」

　彰しよう磨まは、しばらくかがみ込んで彼女の様子を見たあと、そっと彼女の目ま蓋ぶたを下ろし、帽子を頭に乗せて表情を隠した。

　彰磨は首を傾けて空を見上げ、目め頭がしらを手で押さえた。

「……俺おれは空っぽだった。翠みどりと出会った時、この子も空っぽだった。似たもの同士だった。だから一緒にやっていた。互いの孤独を埋め合う契約だった」

　蓮れん太た郎ろうは居たたまれなさに目を伏せる。

　アジュバント内に彼女の死を公表するべきか否いなか、蓮太郎は迷った。だがとにもかくにも、彼女のプロモーターにだけは真実を伝えなければと思い立ち、彰磨を連れてきた。

　彰磨はこちらを振り返る。

「里さと見み、翠は逃げたことにして彼女の死は伏せておこう。みんな動揺する」

「彰磨兄にぃ……」

　どのような叱しつ責せきでも受けるつもりだった。

　なのにこの彰磨の対応はなんなのか。いっそ力一杯なじってくれればもっと心が晴れたかもしれない。もしここで変わり果てた姿になっているのが延えん珠じゆだったら、それがひどい八つ当たりだとしても、蓮太郎は相手を殺すだろう。

　だが彰磨は違うと首を振る。

「本当は、俺おれが彼女の介かい錯しやくをやるべきだったんだ。彼女の相棒である俺が……」

「彰磨兄ぃ、さっき彰磨兄ぃが言ってた『空っぽだった』って……？」

　彰磨は沈痛そうに俯うつむく。

「俺はな、天てん童どう流をやめたんじゃない。破門されたんだ」

　蓮太郎は愕がく然ぜんとした。破門？　かつて俺と木き更さらさんが揃そろってあこがれた秀才が破門？

「里さと見み、お前も見ただろう。木更が不覚を取ってガストレアの攻撃を許した時、咄とつ嗟さに俺が助けに入った時のことを」

「……ああ」

　彼が使った『轆ろく轤ろ鹿か伏ぶ鬼と』はダンゴムシ型のガストレアを殺すばかりか、相手の体を炸さく裂れつ、四し散さんさせた。

　天童流の本質は、剄けい力りよくを用いての相手を打倒・無力化することにあって、内部破壊などの残酷な技は慮りよ外がいとされる。

　だが彰磨の使った技は明らかに彰磨なりのアレンジが加えられた殺し技だった。

「俺は道を違たがえた。だから破門された。俺は信じていた天童流に裏切られ、路頭に迷った。民警に身を窶やつしたのもそういう理由からだ」

「………………」

「助すけ喜き与よ師範に言わせると、このまま行けば俺おれはこの力を悪事に使うそうだ。だから本当は、天童の技を振るうことそのものを禁じられている」

「馬ば鹿か馬ば鹿かしい。彰しよう磨ま兄にぃがそんな人間じゃねぇのは、俺も木き更さらさんも知ってる」

　彰磨は口の端を少しだけ持ち上げて、嬉うれしそうな表情をする。

「未来のことはわからん。きっと神にも」

「彰磨兄ぃすまない………………。俺のせいだ」

「翠みどりを殺したのはお前ではなくガストレアだ。もしこいつの死を悼いたんでくれるならアルデバランを倒し、東京エリアを救うと、いまここで誓ってくれ」

　彰磨は黙ってこちらに腕を差し出す。

「立て里さと見み、団長のお前がやらなければ、次は東京エリアの番だ。翠のことは先触れに過ぎない。もっとむごたらしい死がばらまかれる。東京エリアが血の海に沈むのを食い止めなきゃならん。お前がやるんだ」

　蓮れん太た郎ろうは魂たましいが震ふるえた。

　彰磨は、自分の半はん身しんとも言えるイニシエーターを失った直後だというのに、恨みや悲しみにとらわれるでもなく、ただなすべき事をなせと言ってくれる。

　やはり彼こそが、天てん童どう式戦せん闘とう術じゆつの正当な後継者なのだ。

　目を閉じ、大きく息を吸い、吐く。そしてゆっくりと目を開けると、差し出された彼の手をがっちりと掴つかむ。

　心は決まっていた。

　時計を確認すると、いつのまにか日本は日付を跨またいでいた。

　明日には新しいモノリスの着工が始まる。だが、モノリスが構築されても再びアルデバランが倒壊させる危険がある以上、やはりアルデバランは自分の手で倒しておく必要がある。

　始まる。最後の一日が。最終決戦の日が。

　蓮太郎は最後にもう一度翠を見てから、もう二度と振り返らずに歩き出した。

　また一人、『第三次関東会戦』に新たな犠牲が積まれた。

　もうこれ以上の犠牲はたくさんだ。




　　　　４




　一夜明けて早朝。

　蓮太郎は薄うす暗ぐらい公衆トイレの洗面台に両手を突き、曇りかけた鏡面をじっと見つめた。

　鏡面に入った無数のヒビの中に、いくつもの険しい表情の蓮太郎が映り込む。

　一昨日、森の中で蛭ひる子こ影かげ胤たねが言った言葉が脳裏をよぎる。

『私は君の被かぶっている仮面が見えるよ。君が自分のイニシエーターと相対するとき被る〝保護者としての仮面〟、君があの女社長の社員として働く〝天てん童どう民みん間かん警けい備び会がい社しや社員としての仮面〟、そしていま私と相あい対たいしている君がかぶっている〝敵対者と向き合う際の仮面〟みんな違う里さと見み蓮れん太た郎ろうじゃないか』

　世界には、人種や民族の垣根を越えて仮面を被って儀式や祭さい祀しを取り行うものが多数ある。

　仮面を被ると人間は、現実と幻想、神と人、生との死の境が曖あい昧まいになり自分ではない何者かになれると信じていたのだ。

　──ならば、俺おれはいまから『民みん警けい軍団団長の里見蓮太郎』になろう。

　鏡の中の自分にそう何度も言い聞かせ、冷たい仮面を被せるイメージを作り上げた。

「里見くん、時間よ」

　声の方を見ると、トイレの入り口に木き更さらが立っていた。

「頼んでた物は？」

　木更は小こ脇わきに抱えた改造した蓮太郎の上着を一いち瞥べつしてから不安げな表情をする。

「本当にやるの？」

「もちろんだ。木更さんは俺おれの脇わきについててくれ」

　よし、じゃあ行こうと言って木更を促して外に出ようとするが、木更はどうしても気になることがあるらしく、立ち止まり、上うわ目め遣づかいにこちらを見る。

「あの、ねぇ里見くん？」

「ん？」

「里見くん気づいてる？　いまの君、なんだかすごく怖い顔してる」







　朝っぱらから理由も説明せず呼び集められ待ちぼうけを食っている民みん警けいたちは、露ろ骨こつな苛いら立だちを表していた。

　そしてそれは、蓮太郎とその後ろに付き従う木き更さらが登とう壇だんしたときに最高潮に達した。

「おいあれ……」「あれは我が堂どう団長の」「ふざけんな」──そんな声がパラパラと聞こえる。

　蓮太郎は我堂の羽は織おっていた軍団の紋章の入った外がい套とうを閃ひらめかせて肩で風を切って彼らの前を横切ると壇に立った。

　蓮太郎は集った民警たちを睥へい睨げいしながら、顔に出さないように嘆息した。

　まばらな人影と、怒り以上に疲れ切った容貌。六十人強しかいないとは事前に聞いてみたが、その彼らをしてほとんど無傷の者はいない。心はバラバラ、結束とはほど遠く、やる方のない怒りの捌はけ口を何でも良いので近くに求めている顔だ。勝利を達成する意欲すら見えない。なるほどこれは必敗の軍である。

　見れば、延えん珠じゆや片かた桐ぎり兄妹きようだいが不安げな表情でこちらを見守っている。

「戦死した我が堂どう団長の代わりに団長を務めることになった里さと見み蓮れん太た郎ろうだ」

　途と端たんに、聞くに堪たえない猛烈なヤジと怒ど声せい、罵ば声せいが飛び交った。「お前に我堂団長の代わりが務まるはずがない」「ひっこめよ！」「テメェが頭を張るんなら俺おれは降りる」そんな声が聞こえる。

　その時、ひときわ大きな声で「おいみんな！」と叫ぶ人間が現れた。

　三十代半なかばぐらいのプロモーターだ。ほとんど傷がない。おそらく、戦せん闘とうになる度たびに逃げ出してロクに戦ってこなかったような手合いだろう。顔は鼻も含めて扁へん平ぺいになっていて、頭が後ろに張り出しているせいで、逆三角形のようになっている。こういうのを、のっぺりとした顔というのだろうか。つまらない顔をした、つまらない男である。

　彼はサルのように顔を真っ赤にして囃はやし立てていた。

「こんな奴やつに従うことなんかんねぇ。もう東京エリアは終わりだよ、終わり。どうせなら、最後は自分の家族や恋人に戻って死にたいよなぁみんなー」

　男が扇ア動ジると、他の民警たちも賛意を表すようにざわめく。

　確かに、男の言うことも一理あった。連日の報道で、もう東京エリアの敗戦は全世界の知るところになっていた。東京エリア株式市場の全銘柄は紙くず同然まで値が下がっており、国債の利率急上昇と、その上ブレを修正するように動く急激な円安が発生している。これでも『第三次関東会戦』以前は、豊富なバラニウム産出国として、また、ゾディアック・スコーピオンを倒した実績のある強国として通貨避難国となっていたのだが。

　金持ちや有名人はとっくに飛行機で他エリアや外国に逃げ出しており、世界中誰だれも民みん警けいが勝つとは思っていない。確かに希望を持てというのは酷な状況だろう。

　男はなおもわめく。

「おい、みんなで一緒にフケちまおうぜ。大丈夫だ。どうせ止められる奴やつなんていやしねぇ。新団長はブルって声も出ないらしいからな」

　男はこちらに中指を立てて見せた。

「おいテメェ、なんか言ってみろや」

「黙れ」

「は？」

　男は最初あっけにとられたような顔をしたが、次の瞬しゆん間かん周囲の賛同者を見ながら小こ馬ば鹿かにしたように笑い始めた。

「おい聞いたかよ。『黙れ』と来たよヘッヘ」

「木き更さらさん、借りる」

　そう言って返事も聞かずに彼女の腰に差された『殺せつ人にん刀とう・雪ゆき影かげ』を抜き取ると「あ、ちょっと」と言う木更の声を背に壇だん上じようを降りて男に近づく。

　ざっと人垣が割れて、男が鼻を鳴らす。

「なんだよやるならやってみろよ腰抜け野や──」

　言い終わる前に、蓮れん太た郎ろうは無造作に男の肩口に日本刀を突き立てた。

　周囲の空気が凍結。ひっと息をのむ声がする。

　凍り付いていた男は恐る恐る首を回し、信じられないような目で肩口に突き刺さった白はく刃じんを見る。

「ぎゃあああああああああああああ[image: びっくりまーく]」

　地面を転げ回る男を、蓮太郎は冷めた視線で見下ろしたあと、ゆっくりと周囲を見渡す。

「他ほかに、何か質問のある奴やつは？」

　人垣がどよめきと共に後退。嘲ちよう笑しようを漏らす声が止やむ。

　冷たく乾いた声を出す蓮太郎の豹ひよう変へんに、延えん珠じゆでさえも目を剥むいている。

　バンダナを巻いたプロモーターが泣きそうな声で哀あい切せつする。

「どうして俺おれたちなんだよ！」

「俺たちしかいないからだ」

「こんな少人数で足りるわけねぇだろうがよ！」

「手が足りないなら、少し増員してもいい」

　男が無理に笑おうとして引きつった笑みを寄よ越こす。

「どこにそんな人間がいるんだよ？　まさか派遣された医師団や補給の連中を駆りだそうってのか？」

「いるだろ、あそこに」

　そう言って顎あごをしゃくると、全員がそちらの方を見た。そしてあちこちで驚きよう愕がくのうめきを漏らした。

「おいまさか、お前──」

　体育館からこちらに顔を戻した男の顔は、蒼そう白はくだった。

「そうだ。負傷者だ」

「馬ば鹿か言うな！　耳たぶや手足がぶっ飛んだ連中だっているんだぞ」

「だが死んでない。この戦いに負けたらどうせ全員死ぬ。それに、戦いたくないから詐さ病びようで通してる奴やつもいる。そういうのを全部引っ張ってきてさらに四十人確保してやる」

　男の顔にびっしょりと玉の汗が浮かんでいた。

「びょ、ビョーキだよお前。正気じゃねぇよ！　おいみんな、どうして黙ってるんだ。新団長は頭がおかしくなってるんだぞ！」

　その時男が、蓮太郎の背後を見てニヤリと笑み浮かべる。

「千ち風かぜ！　殺やっちまえええええッ」

　反射的に振り返ると、カラシニコフ突撃銃の銃口と目が合う。

　少女は引き金を絞り、派手な銃口炎を上げて七．六二ミリ弾のフルオート掃そう射しやが蓮太郎に殺到する。

　その直前、雷らい鳴めい音おんと共に、青白い燐りん光こうが銃弾をすべて明後日あさつての方向にはじき飛ばす。

　蓮れん太た郎ろうは強烈な風圧に顔を防御しながら、薄うす目めを開ける。

「影かげ胤たねか」

　蓮太郎の前に立ちはだかっていた仮面の怪人の燕えん尾び服ふくの尻尾しつぽが、風ではためく。

　ガチャリ、と突撃銃が地面に落ちる音がして、千ち風かぜと呼ばれた少女が両手を上げてホールドアップした。少女の首には、薄く首の皮を切り裂いて小こ比ひ奈なの小こ太だ刀ちが据えられていた。

　凍り付く観衆の中、影胤はゆっくりフィールドを消して芝居がかった調子で両手を広げた。

「私と小比奈も里さと見みくんの指揮下に入ろう。これでもまだ戦力不足かね？」

　戦せん慄りつが駆ける。「嘘うそだろあのテロリストが……」「元序列百三十四位だぞ……」

　蓮太郎は凶眼で影胤を睨にらむ。

「どういう風の吹き回しだ」

「私の助けが必要じゃないかね、我が同類」

　仮面を押さえながらクツクツ笑う影胤を、蓮太郎は冷めた横目で眺めた。

「信じて良いんだな？　死神ジヨーカー」

「任せたまえＯＫ、王様キング」

　蓮太郎は一つ頷うなずいて、なお一層冷ややかな視線を周囲に民みん警けいに投げる。

「そういうことだ。逃げようとしたり、集団の和を乱そうとした奴やつは排除する。俺おれに刃向かった奴も次からは排除する。俺は我が堂どうほど甘っちょろくないぞ。指示は追って出す。以上、解散」

　蓮太郎は外がい套とうを翻ひるがえしてその場をあとにする。

「ちょっと里さと見みくん！」

　しばらく行ってから振り返ると、案あんの定じようこちらを見ていたのは木き更さらだった。彼女の憤然とした瞳ひとみから、こちらに好意的印象を抱いていないのは火を見るより明らかだ。

「どうしてあんな事したの？　あんな暴力的な方法で従わせようとして。みんな怖がってたじゃない」

「それでいいんだ」

「えッ？」

　蓮太郎は木更に再び背を向けると、黙って目を閉じる。

「木更さんも見ただろ。みんな疲れ果てて、それ以上にガストレアの恐怖に膝ひざを屈しかけてた。このままじゃあいつらは戦えない。だからこれから先は、あいつらが恐怖するのはガストレアじゃなくて俺にする」

　木更がぶるりと体を震ふるわせたのがわかった。

「まさか、里見くん……じゃああれは全部パフォーマンスなの…………？」

「………………」

　木き更さらがきゅっと拳こぶしを握る音が聞こえる。

「みんなに忌いまれてッ、嫌われてッ、じゃあ里さと見みくんの味方は誰だれもいないじゃない！」

「いらねぇよ。少なくともいまは」

　昨日翠みどりの死体に直面して蓮れん太た郎ろうの出した結論だった。これ以上の犠牲者を出さないために最善を尽くすならば、人間としてのまともな感覚は放棄しなければならない。

　人がましい感情に身をゆだねる贅ぜい沢たくは、この戦いが終わってまだ呼吸をしていた時に考えればいい。

　その時、不意打ち気味に背後から抱きすくめられて、蓮太郎の体が強こわばった。

「お馬ば鹿か」

　背後から回された手には力が込められ、暖かい体温が蓮太郎の冷え切った体に浸透する。

「木更さん……」

　心の中がじんわりと暖かくなっていくのを感じた。

　木更が拗すねたような声を出す。

「次は、事前に社長の私に相談するのよ。里見くんは、私のものよ。息をするのだって、私の許可がいるんだからね」

「ハハ……そりゃ物ぶつ騒そうだな」

「お馬鹿」

「……スマン」

「お馬鹿」

　その時、木更の背後から、静かなたたずまいの少女が一人、こちらに歩いてきたことに気づいて、ゆっくりと木更と体を離し、再び表情を引き締める。

「ご立派な演説、聞かせていただきました」

　水色の武む者しや鎧よろいを身につけた壬み生ぶ朝あさ霞かが、閉じられていた瞳ひとみをほんのわずかに開ける。

「ですが率直に言わせてください。あなたは団長の器うつわではありません」

　木更が色をなしかけたが、蓮太郎はそれを手で制して彼女に続けさせる。

「長なが正まさ様なら、もっと上手に兵をまとめあげ、なおかつ上手に運用します。単純な人たちはいざ知らず、私は騙だまされません。あなたのやり口は独裁者のそれです」

　蓮太郎は、冷めた視線で朝霞を見下ろした。

「我が堂どうはもういない。それに俺おれは我堂じゃない。奴やつのやり方は破は綻たんしていた。奴のやり方が間違っていたから、過去二回の戦いは負け戦いくさになったんじゃないのか？」

　朝霞ははっきりと怒ど気きを滲ませて腰を落とし、太た刀ちを鞘さやから払う。

「長正様を侮辱するかッ、下げ郎ろう！」

　次の瞬しゆん間かん、朝霞の姿が掻かき消えたかと思うや、残像を残して恐ろしい速度でこちらに突っ込んでくる。

　彼女の振り抜いた太た刀ちが弧を描きながらあわや蓮れん太た郎ろうの喉のど元もとに届かんとしたとき、不意に横合いから伸びてきた手が、朝あさ霞かの腕をねじり上げる。

「ッ!?」

　彼女の体がぐるりと一回転して背中から地面に叩たたき付けられ、地面が陥没、矮わい躯くが激しく痙けい攣れんする。

　朝霞は目を見開いたまま宙を見て、目を白黒させていた。

「不思議か？　ただの人間に投げられたことが」

　長身ロングコートの男は、バイザー越しに感情を交えない視線を投げかける。

「まるで火の玉みたいな突進だな。落ち着いているのは雰ふん囲い気きだけか？　それとも我が堂どう団長を馬ば鹿かにされて頭に血が上ったか？」

　朝霞は弾はじかれたように飛び退しさると、歯をむいて尋ねる。

「何者です！　名乗りなさい」

「薙なぎ沢さわ彰しよう磨ま。俺おれも実はイニシエーターがいなくなってな、ちょうど強いイニシエーターを探していた。俺と一緒に組まないか？」

「二じ君くんには仕つかえません」

「勘違いするな。俺も翠みどりの代わりを取るつもりなどない。ただ、お互い一人で戦うより仮かり初そめにもペアがいた方が効率的にガストレアと戦えるとは思わないか、と提案している」

「…………アルデバラン戦が終わるまでの非正規ペア、ということですか？」

　彰しよう磨まが黙って頷うなずく。

「お前だって本当は、里さと見みに当たり散らすことがいかに的まと外はずれであるか気づいているはずだ。お前のプロモーターを殺したのは里見じゃない、ガストレアだ。その恨みは、戦場でアルデバランに向けて晴らせ。憎ぞう悪おの方向をはき違えるな」

　朝あさ霞かはしばらく、考え込むように沈黙する。

　だがやがて膝ひざをつくと、恭うやうやしく両手で刀を彰磨に捧ささげる。朝霞のような武人気質かたぎな人間にとって刀を捧げるということは即すなわち、相手への信頼と恭きよう順じゆんを意味している。

「私の力、一時的にあなたにお預けいたします。ご自由にお使いください、我が主あるじ」
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　彰磨と顔を見合わせ、頷うなずく。

　朝霞と彰磨は、他人を寄せ付けない雰ふん囲い気きといい、寡か黙もくで謹きん厳げん実じつ直ちよくな性格といい、共通点が多いように思う。即席のペアだが、良いペアになるだろう。

　内心で、カッとマグマのような感情が燃え上がった。

　ついに蓮れん太た郎ろうは、すべての手札を揃そろえたのだ。




　キング──里見蓮太郎、藍あい原はら延えん珠じゆ。

　クイーン──天てん童どう木き更さら、ティナ・スプラウト。

　ジャック──片かた桐ぎり玉たま樹き、片かた桐ぎり弓ゆ月づき。

　エース──薙なぎ沢さわ彰磨、壬み生ぶ朝霞。




　そしていま、蓮太郎の手札には最強のワイルドカードがある。




　ジョーカー──蛭ひる子こ影かげ胤たね、蛭子小こ比ひ奈な。




　当初より唱えていた五組十人のアジュバント構想は、土ど壇たん場ばで──成った。

　考え得うる限り最強のパーティである。

　蓮太郎は崩壊したモノリスの墓標の向こうにいる、宿敵アルデバランを睨にらみ据えた。

　──この戦い、まだ俺おれたちの負けと決まったわけじゃねぇぞ。




　　　　５




　その時、遠くから空を叩たたく大量のローター音が聞こえてきてそちらに目をやる。

　少なく見積もって二十機以上の輸送機とヘリが編隊を組んでこちらに向かってきている。

　見る見る大きくなっていく輸送機が蓮太郎の頭上を通過していったとき、たしかに機の側面に司し馬ば重工のエンブレムがプリントされているのを確認した。

　どうやら、頼んでいたものがきたようである。

　突とつ如じよ現れた空中部隊の大群に騒そう然ぜんとしている民みん警けいたちをかき分けていくと、いままさにヘリの一機から懸けん垂すい下降用のエクストラクションロープが地面に垂らされ、機上から長い振ふり袖そでをまとった少女が大きく手を振りながら投げキッスをこちらに寄よ越こしている。

「サットミちゃ～ん！　いま行くで～──キャッ」

　危なっかしい足取りで空中に身を躍らせた司馬未み織おりは、だがこちらの予想を裏切らず空中でロープと振り袖を絡ませ、体勢を崩す。

　蓮れん太た郎ろうは矢も楯たてもたまらず人垣を押しのけ飛び出すと、スライディングで落下する未織を抱き留める。直後、肺から空気が絞り出され、内臓まで響くズシンという震しん動どうに意識を失いかける。

　見れば、仰ぎよう臥がする蓮太郎の腹の上に、未織が恥ずかしげに紅潮した頬ほおで尻しりを乗せていた。

「アイタタタ。久しぶりやね、里さと見みちゃん。ウフ、なんかえっちな格好やねこれ」

「おいアホ！　振り袖とゲタで懸垂下降すんなよな」

「だって～、ウチ里見ちゃんに一秒でも早く会いたかったんやもん」

　妙なしなを作りながら、巨大兵器会社の社長令れい嬢じようは蓮太郎の首に両手を回しそっと耳打ちする。

「里見ちゃんなら助けに来てくれると思うとったわ。ウチ足くじいてもうたかも。お姫様抱っこで近くのテントまで運んで欲しいなぁ。お礼に、ウチのこと里見ちゃんの好きなように看病してくれてええんよ？」

　黒地の生地に、染めと刺し繍しゆうで模様が入ったあでやかな振り袖。長くつややかなウェーブのかかった黒髪と白くて鼻筋の通った美人の顔が直近にあって、蓮太郎はどぎまぎする。

「お、おい未織……」

「サ・ト・ミちゃん……ウフ」

　ふと、鋭い舌打ちが蓮太郎の背後から聞こえてくる。

「残念ね。落下して首の骨が折れれば愉快だったのにね」

　ぎょっとして跳ね起きると、案あんの定じよう、木き更さらが胸の前で腕組みしてイライラと足踏みしていた。

「なんの用？　用件を済ませてとっとと帰って欲しいんだけど」

「あーら木更久しぶりやねぇ、しばらく見ない間にまた乳がブクブク膨満したんちゃう？」

「この前会ったばかりじゃない！　そんな急におっきくなるわけないでしょ！」

　未織が胸元から扇せん子すを取り出して広げると、口元を隠しながら眼めを細め、妖よう艶えんに笑う。

「残念やけど、ウチは今日、里見ちゃんから戦術顧問として正式に雇用されて来とるの。アンタの指図は受けんで」

「はぁッ？」

　木き更さらはキッとこちらを睨にらみ付けた。

「ちょっと里さと見みくん、どういうことよッ」

　ようやく発言権が与えられたかと思いながら、蓮れん太た郎ろうは二人の間に割って入った。

「未み織おりに俺おれから頼んだのは本当だ。アルデバランを倒すためには、やっぱりどう考えても兵器関連のスペシャリストの協力が必要だ」







　未織が設営した幕ばく僚りようテントの中に粗末な机が置かれて、天井から吊つり下げられた笠のついた電球に机上だけがまばゆく照らされている。その周りを蓮太郎のアジュバントの面々プラスアルファ未織が囲む。

　未織は机上に手を突くと、いつになくしかつめらしい顔で全員を見渡した。

「アルデバランのことは大体里見ちゃんから聞いとる。不死身のガストレアなんてタチの悪い冗談やわ。みんなよー頑張った。ウチ等ら司し馬ば重工は、アンタたち民みん警けいを全面的にバックアップさせてもらうで」

　蓮太郎は頷うなずく。

「助かる。心強いよ」

「ねぇ……未織」

　胸の前で腕組みしていた木更が、顎あごに手を当て不安げな表情で未織を見る。

「別にあなたたちが不満ってわけじゃないんだけど、司馬重工以外にはもう追加のバックアップはないの？」

　何を言わんとするのか察したか、未織も頷く。

「木更、アンタはずっと前線基地におるからいまいち東京エリアの空気に疎うといかもしれへんから言っとくけど、いま内地はひどいもんや。元々三ヶ月前の『蛭ひる子こ影かげ胤たねテロ事件』で出てきたゾディアック・スコーピオンの進撃を阻はばむのに、東京エリアの陸海空の自衛隊が壊滅的な打撃を受けてたのに、その舌の根も乾かぬうちに今度はアルデバランと来てる。もう東京エリアの防御システムは死しに体ていなんよ。もし奇跡が起こってアルデバランを倒せても、東京エリアが以前の水準まで国力を回復するのは何年もかかる。きっと聖せい天てん子し様は歴代聖天子の中でも一番難しい国難に対応しなきゃならん国家元首になるんやろうね」

　抜き難い非難の視線がテントの隅にいたテロリストに集まるが、影胤は悪びれる様子もなく肩をすくめただけだった。

　木更が続ける。

「国外や他のエリアからの支援は？」

「それも厳しい。各国で色々な思惑があるんやろうけど、とどのつまりは対岸の火事だと思っとるんよ」

　未み織おりは指を一本立ててこちらを見る。

「もう一個、悪い知らせがある。司し馬ば重工の人工衛星経由の情報なんやけど、ついにアルデバランの軍勢が動きだしたで」

　テント内に緊張が走る。

「到着予想時刻は？」

「午後の十一時」

　慌てて時刻を確認。あと半日と少し。蓮れん太た郎ろうは内心の緊張を押し殺して、努めて冷静に未織に問う。

「それで未織、アルデバランを倒す方法は、あるのか？」

　みんなの縋すがるような眼まな差ざしの中、未織は含み笑いしていた鉄てつ扇せんで口元を隠す。

「ウチを誰だれや思とるの？　当然考えてきたよ」

　未織は足あし下もとにある小型のケースを机上に乗せてから開くと、中から円筒状の物体を出す。

　黒光りする表面の金属はバラニウムだろう。赤いセンサー状のものが埋め込まれていてソリッドな印象。電球の明かりを跳ね返してキラキラと輝いている。表面を撫なでるとひんやりと冷たく、持ってみると、見た目からは想像できないほどずっしりと重い。太さはちょうど茶筒ほど。蓮太郎の五ご指しでも問題なく片手でつかめる大きさだ。

　どんな物が出てくるのかと身構えていただけに、蓮太郎は拍子抜けしてしまった。そしてそう思ったのは蓮太郎だけではないらしい。

「あら、未織お嬢じよう様さま自らお茶でもいれてくださるのかしら？」

　未織は木き更さらの嫌いや味みに取り合わず、真剣な表情で全員を見渡す。

「これはウチの技術開発陣が作った特殊爆弾で、開発コードは『エキピロティック・ボム』、長いからみんなＥＰ爆弾って呼んどる。ごく狭い範囲内に強烈な爆熱ダメージを与えるもんで、自衛隊がアルデバランに落としていった五〇〇ポンド爆弾の二十倍の威力があるから取り扱いには気をつけるように」

　蓮太郎は危うく、爆弾を取り落としそうになった。

　それを見て未織がくすくすと笑いながら蓮太郎の手から缶を受け取る。

「つまり未織、お前は──」

　未織は頷うなずく。

「このＥＰ爆弾を使って、チリも残さずアルデバランを完全消滅させる。それ以外にウチ等らに勝つ手立てはない」

　蓮太郎は、円筒型の小型爆弾をじっと眺めた。どうやらスペアはなさそうである。文字通りこの小さな爆弾一個が、東京エリアの命運を左右するわけだ。

「ただな里さと見みちゃん、このままＥＰ爆弾をアルデバランにぶつけても倒しきるまではいかないんよ」

　蓮れん太た郎ろうは首をかしげた。

「どういうことだ」

　未み織おりは含みのある笑いをして続ける。

「言葉の通りの意味や。このままじゃまだ火力に不安が残る。だからこれをアルデバランの体内で炸さく裂れつさせて初めて、撃滅まで持って行けるとウチの技術班は分析結果を出しとる」

　木き更さら、ティナ、彰しよう磨まがハッとした表情をするが、蓮太郎にはまだぴんと来ない。

「里さと見みちゃん、火薬ってそのまま爆発させるより硬い容器からの密封状態で爆発した場合の方が威力が上がるって知っとる？　爆ばく竹ちくを掌てのひらに乗せて爆発させると手が火傷やけどするだけやけど、爆竹を硬く握り込んだ状態で爆発させると手が吹っ飛ぶって解説してる映画があるけど、まさにそれや。ＥＰ爆弾も爆縮反応による高圧状態で爆発させるすんごい爆弾なんやけど、まだアルデバラン完全消滅までは持って行けない。だからもう一層、外側に密閉状態を完成させた状態で爆発まで持っていきたい」

　そこまで言われて、ようやく蓮太郎にも話の流れが見えてきた。

「つまり未織、お前はアルデバランにダメージを与えてから、再生する前に傷口にＥＰ爆弾を放り込んで、傷口が完全にふさがるのを待ってから起爆させると、こう言いたいのか？」

　巨大なガストレアは漏れなく、重力で体が潰つぶれないように外がい殻かくが死ぬほど硬い。一いつ旦たんダメージを与えてアルデバランの爆弾を放り込んでから再生を待つ。すると、爆弾はガストレアの体内に取り込まれて、完全な密封状態が完成するだろう。

　その状態で時限信管に起爆すれば、確かに恐ろしい爆ばく轟ごうが発生し得る。つまり未織は、ガストレアの体すらも爆弾の爆発力を上げるための容器として利用しようと考えているのだ。

　未織は茶筒状の爆弾中央の切スれリ込ツみトを指差す。目をこらすとスリット部に赤い目盛りが刻まれていることに気づいた。

「この目盛りまでＥＰ爆弾本体を捻ひねると三分後爆発する。衝撃にも弱くなるから、缶をひねったあとは、絶対に強い衝撃を与えないこと」

　あまりに大胆不敵な作戦に蓮太郎は唖あ然ぜんとしてしまった。だが、これならば確かにアルデバランを殺し切れるかもしれない。

　だが、疑問がすべて氷解したわけではない。

「未織、どうやってアルデバランに風穴を開けるつもりなんだ？　もう俺おれたちにはそんな武器は残ってねぇぞ」

　戦せん闘とう機きから落とされた五百ポンド爆弾は、重力加速度もプラスアルファされたもはや巨大な戦せん槌ついもかくやという一撃だったし、一度目の襲しゆう撃げきでアルデバランにダメージを与えた我が堂どうは、エクサスケルトンという最新鋭のパワードスーツをまとっての会心の一撃だったはずだ。

　だがアルデバランの体内奥深くまでＥＰ爆弾を放り込むとなれば、より強大な衝撃力と貫通力を兼ね備えた武器が必要とされるはずだ。

　もはや戦車砲やバンカーバスター爆弾ですら役不足ではないか、蓮れん太た郎ろうはそうまくしたてる。

「あるよ。たった一つだけ。戦車砲よりも衝撃力も貫通力もありそうで、故障してもいなければ信頼性にも足るウチ等らの最大にして最後の武器が」

「どこに？」

　勢い込んで聞いたその時、テント内の全員の視線が自分に向いていることに気づいた──正確には、蓮太郎の手足に。

　連日の戦せん闘とうで人工皮膚は剥はがれっぱなしで化粧直ししている時間もない。制服は破れやほつれが見える。外がい套とうも我が堂どうのお古なので裾すそは擦すり切れてボロボロだが、かえって使ビいン込テんーだジ風のおかしな風格があった。

　そして、かつて防衛省から依頼された『新人類創造計画』の個人兵装としての要求スペックは『ガストレアステージⅣを確実に倒しきるレベルの攻撃力』である。

　蓮太郎は自分を指さす。

「お、俺おれか？」

　未織はにこにこしながら頷うなずく。

「そ、ウチ等の最後の武器は里さと見みちゃんを置いて他ほかにないんよ」

　蓮太郎は、自分の右腕をじっと見た。

　確かに影かげ胤たねの超絶的なバリア『イマジナリー・ギミック』を破るほどの攻撃力を持つ者がこの中にいるとすれば、間違いなく自分だろう。

　だが、アルデバランはステージⅤでこそないものの、ステージⅣの中では飛び抜けて巨体で、等級で言うならⅣとⅤの中間ほど。果たして自分の力で撃滅まで持って行けるだろうか。

　蓮太郎は首を振る。駄目だ、やらなきゃ。

「わかった。俺がやんよ」

　未織は自分の耳のそばに掌てのひらを持ってきてパンパン叩たたく。

「はい注目、みんなに確認するで。アルデバランは極めて不死身に近いガストレアやけど、他のガストレアをフェロモンで統御してるんで、こいつさえ倒し切れればウチ等の勝ちや。

　この戦いでのウチ等の勝利条件は、一つ、敵軍団の中からいち早くアルデバランを探し出すこと。これはウチに策がある。二つ、残りの全員が一丸となって里見ちゃんを守りながら敵陣を突っ切って、里見ちゃんをアルデバランの元まで送り込むこと。そして三つ目は里見ちゃんがアルデバランと戦ってダメージを与えた状態で、ＥＰ爆弾の起爆缶をひねってアルデバランの中に放り込んで脱出すること。

　もしアルデバランを見つけるのが遅れればゲームオーバー、里見ちゃんが倒れたらゲームオーバー、里見ちゃんが埋め込んだ爆弾の深度が浅すぎてアルデバランを完全消滅させられなければゲームオーバー」

「シビアだな」

　忌き憚たんのない感想を漏らす。

「でもこれ以外にもう策がない」

「成功確率は？」

「神のみぞ知る」

「絶望的じゃねぇかよ」

　未み織おりはにっと笑うと、バシンと机を叩たたき、全員を見渡す。

「本作戦は以後、『レイピア・スラスト』と呼ぶことにする」

『レイピア・スラスト』──文字通り、細剣レイピアの刺し突とつのように敵陣を縦に切り裂いて突撃する防御度外視の突貫作戦だ。

　そこで未織は、にこにこしながら懐ふところから携帯電話を出してリダイヤルボタンを押す。

「もう一人、ここには来られへんかったけど、是非里さと見みちゃんを応援したいって言う方がおられるからいま紹介しとこか」

　投げられた携帯電話をキャッチして耳に当てる。未織の丁てい寧ねいな言葉遣いから、蓮太郎は薄うす々うす、電話口に出る人物が予測できた。

『里見さん、私です』

　思わず背筋が伸びるような凜りんとした声が聞こえてきた。

「やっぱりアンタか、聖せい天てん子し様」

『はい、本当は私もそちらに赴きたかったのですが、私の方でも避難民の誘導諸もろ々もろの仕事をぎりぎりまで行いたくて、どうしてもそちらには行けません。だからせめて声だけでもと思い、ご連絡しました』

　蓮太郎はぎょっとした。

「アンタ、シェルターに入ってないのか？」

『わたくしがシェルターに入るのは、東京エリア市民の最後の一人の安全が確認されたときだけです』

　蓮太郎はあきれてしまった。

　シェルターに入ってくれと懇願する側近を突っぱねて現場に残り続ける聖天子の姿が容易に想像でき、彼女の側近の苦労が忍ばれるようだった。

『里見団長、多くは申し上げられませんが、ご武運を。わたくしは里見さんが団長になったのはなにかの運命だと思っております』

　大おお袈げ裟さな物言いだったが、なぜか茶ちや化かす気にはなれなかった。

「ああ、わかった。ありがとうな」

　通話を切って携帯電話を投げ返すと、未織がキャッチ。さらに彼女は全員を見渡しながら続ける。

「これからウチ等らは、ここを放棄してここよりさらに後方に陣地を構えて、そこでアルデバランを迎え撃つ」

　木き更さらが慌てて割って入る。

「ここの後方？　そんな、でも陣地構築に好都合な場所なんて……」

　蓮れん太た郎ろうと未み織おりは顔を見合わせ、頷うなずく。未織は机の上に地図を広げたあと自分たちがいる場所を指で差し示し、そこからまっすぐ後方に持っていく。

　木更があっと声をあげた。

　蓮太郎はゆっくりと頷く。

「最終決戦の場所は『回帰の炎』だ」




　　　　６




「オーライ！　オーライ！」

　輸送機の立てるプロペラ音と衝撃波に負けじと声を張り上げながら、手信号で指示を出す司し馬ば重工社員を、蓮太郎は少し離れたところから眺める。

　輸送機の下部にくくりつけられていた投光器サーチライトがゆっくりと床面に下ろされて、無事着地したのを待ち構えていたかのように別の社員四人がサーチライト四隅にボルトを打ち込んで床面に固定する作業を行っていく。

　隣となりに並んで立っている未織は、その作業を楽しげに扇せん子すを仰あおぎながら眺めていた。

　凄すさまじい風がビュオッと吹き付け、蓮太郎は髪を押さえながら振り返り眼下の光景を見渡す。

　東京エリア第四十区・『回帰の炎』記念碑を取り囲むようにして立っている七本のインテリジェントビルの内一本、その屋上に、蓮太郎はいた。

　前回訪れた時は風光明媚な観光地という印象で、森から眼めにもまぶしい木こ漏もれ日びが差し込み、遺構と化した廃ビルは野鳥の営巣地となっていたのを思い出す。だが、現在は天候も悪ければ、鳥類の影も形もない。もはや野鳥でさえ、野生の勘で東京エリアを見限ったということなのだろうか。

　蓮太郎は空を見上げる。

　雲は今日も不吉な鉛色をしており、流れが速い。風雲急を告げる、という言葉が頭の中に浮かんできて、蓮太郎は慌ててその考えを打ち消す。

「なんとか日が落ちるまでには作業が終わりそうで良かったなぁ」

　正面の作業を眺めたまま、未織が明るい声でそう言うのを、蓮太郎はしばらく眺める。

「すまねぇな、未織」

「うん？」

　未織の大きな瞳ひとみが蓮太郎を見上げる。

「これだけの装備提供してもらって。ただでさえお前等らの会社って、非常事態だからって色々武器を自衛隊とかに軍ぶ事ん徴ど発りされてるんだろ」

「あら里さと見みちゃん、心配してくれるの？」

「別に、そんなんじゃねぇけどよ」

　未み織おりは腕を組むと空に向かって伸びをする。

「まあこんだけのもんタダで提供したら、さすがにウチの会社といえども大損やね」

　蓮れん太た郎ろうは申し訳ない気持ちになって後ろ髪をくしゃくしゃと掻かく。

「いくらくらいなんだ？」

「無理無理。里見ちゃんのお給料じゃ一生掛かっても払いきれんで」

　未織はそう言って顔の前で手を振ってから、おもむろにサーチライトに手を置く。

「でもま、これであとは、バッテリーの到着待ちやな」

「バッテリー？　あのサーチライトにはバッテリーは入ってないのか？」

「うん、空経由で運ぶとバッテリーに腐食の危険があるから、いま陸路で運んできてるところ。自衛隊の人手が余ってるらしいから貸してもらうことにしたんよ」

「そうか……」

　蓮太郎はなぜか胸むな騒さわぎがしたが、作業のため急いで立ち働いて指示を出していると、いつの間にか疑念は消えていた。

　蓮太郎たちは残りの民みん警けいたちを集めると、作戦の内容を説明して配置につかせる。

　仮にも『第二次関東会戦』の終結記念碑で戦せん闘とうを行おうということに必ずしも民警たちは良い顔をしなかったが、そこは強気に押し切る他ほかなかった。

　未織からは全員に小型の無線機が配られて、装備が点検される。

　蓮太郎も拳けん銃じゆう弾だんの予備弾倉を持って、義ぎ肢しの中の特殊大口径カートリッジの弾薬を補給。その他必要になりそうなものをありったけ持つ。

『回帰の炎』周辺を要塞化する作業は夜までかかった。

　蓮太郎はポケットから携帯電話を取りだして時刻を確認。残り──三時間を切っている。

　今度こそ、泣いても笑っても最後だ。そう思うと、否いや応おうなく鼓動が早くなる。何度落ち着こうと努力しても、緊張の波は去らないどころか一層強くなっていく。

　携帯電話から顔を上げると、正面には火が焚たかれており、それを取り囲むように蓮太郎のアジュバント五組十人に、未織と菫すみれが加わっていた。翠みどりが抜けたことによる動揺も、誤差の範囲内で済んでいる。

　周囲は濃密な闇やみ。まるで、世界には自分たちしか残っていないかのようだった。

「そろそろ配置につかなきゃならねぇけど、みんなアルデバランを倒して必ず生き残って再会しよう。だから俺おれをアルデバランの元まで送り届けてくれ。代わりに必ず勝利を掴つかんで見せる」

　全員が大きく頷うなずいた。

　蓮れん太た郎ろうはいつぞやの再演のごとく、自分の右腕ごとＸＤ拳けん銃じゆうを上げ、頭の上に持ってくる。

　全員が武器、あるいは手を頭上に掲げる。影かげ胤たねと小こ比ひ奈なも面倒くさそうに従う。

　だが蓮太郎はそこで、一人だけ俯うつむいたままの人物がいることに気がついた。

「どう……したんだよ、延えん珠じゆ？」

　延珠は一いつ瞬しゆん肩をビクリと震ふるわせ、さらに深く俯いてしまう。

「………………」

　彼女の不可解な様子に、蓮太郎もつられて緊張する。

「延珠？」

「………………ッ」

　延珠は突然、何かに耐えかねたかのように踵きびすを返すと、その場から走り去っていく。

　しばし事態の流れを見失って呆ぼう然ぜんとした。だがすぐに、これが尋常ならざる事態の前触れであることに気づき気を引き締める。蓮太郎は、仲間に一いち瞥べつをくれてから彼女の後を追う。

　今日も信じられないほど気温が下がっており、吐く息には白さが混じっている。延珠の背は、見えない。

　蓮太郎は必死に思考を回転させる。

　彼女の辛つらそうな表情に心当たりを探すとすれば、いま蓮太郎たちがいるこの場所だ。

『回帰の炎』はかつて、先生だった蓮太郎が外周区の子供たちを引率して社会科見学に来た、あまりにも楽しい記憶の詰まった場所だった。

　そして彼女たちクラスメイトはもういない。彼女たちが怒れる民衆に殺された現在、楽しかった記憶は一いつ遍ぺんに逆流して彼女を責め苛さいなんでいるのではないか。

　菫すみれがもう大丈夫と太たい鼓こ判ばんを押していたので、蓮太郎はもしやと思いつつもその可能性を考慮してこなかった。

　だがもし菫の見込みが外れていたら？　延珠はニコニコと笑みこぼれて蓮太郎の気持ちを明るくし続けていてくれていたその裏で、涙の谷で疼うずきに耐え、絶望の淵ふちで悲鳴を上げていたとしたら？

　知らず、歩みは速くなっていた。

　ほどなくして、延珠は見つかった。焚たき火びから離れて五〇メートルほどいったところで彼女はこちらに背を見せており、肩を震ふるわせて自分を掻かき抱いている。

「蓮太郎どうしよう。妾わらわ、戦いたく、ない」

　途方に暮れ、消え入るような声。だが蓮太郎は予測していたので、なんとかうろたえずに済む。

　彼女の中に強烈な葛かつ藤とうが渦うず巻まいているのは、その短い発言の中に容易に見て取れた。

　東京エリアを救えば、多くの無む辜この民を救える一方で、延珠たちを虐げ、また彼女のクラスメイトを爆殺した連中すらも利することになる。

　正義を遂げたいと思う正しい感情の奔流が、彼女のなかに燻くすぶる憎悪、怨えん嗟さと衝突して、もはや自分の感情すら思うに任せないのだろう。

「もうわからない。わからないよ蓮太郎ぉ。蓮太郎たち奪われた世代は、どうして妾たち呪われた子供たちにひどいことをするのッ？」

　続く声は、悲鳴のようだった。

「妾わらわたちは、この世界に居場所が欲しいだけなのに！」

　蓮れん太た郎ろうは目を閉じ、深呼吸をした。

　気をつけろ、と自分に言い聞かせる。

　いまこの場が、アルデバラン戦に勝るとも劣らない究極の正念場だ。

「延えん珠じゆ、人間が嫌いか？」

「………………」

「俺たち奪われた世代が、憎いか？」

　延珠は俯うつむいたまま顔を上げない。

　蓮太郎は首を傾け、しばらく黒い空を見たあと、延珠に視線を戻す。

「延珠、民みん間かん警けい備び会がい社しやは、他人の『ありがとう』や『助かりました』のために死ぬことが出来る唯一の職業だと、俺おれは思ってる」

　延珠は噛かみ付くように反撃してきた。

「街でみんなが言ってたのを聞いた！　民みん警けいシステムはガストレアとガストレアウィルスを持った子供を殺し合わせる、体の良いゴミ処理だって！」

　蓮太郎はショックを受けた。

　──延珠、お前……。

「ずっと…………そう思ってたのか？　俺と一緒にガストレアを倒すために走り回ってたと時も、お前はずっとゴミ処理をさせられてると思ってたのか？」

「………………」

「お前はどっちを信じたい？」

　延珠がハッと顔を上げ、こちらを見た。

「延珠、俺の意見と、そのゴミ処理だっていう意見、どっちを信じたいんだ」

　延珠が途方に暮れたような表情をする。延珠の瞳ひとみの端に涙がにじみ、それを袖そでで拭ぬぐう。だが、拭っても拭っても彼女の瞳からは涙が溢あふれてくる。

「蓮太郎」

　彼女がポツリと言った。すると堰せきを切ったように言葉が溢れてくる。

「蓮太郎……蓮太郎。蓮太郎。蓮太郎蓮太郎蓮太郎！」

「馬ば鹿か」

　延珠に駆け寄ると、膝ひざをついて抱きしめる。

　彼女の震ふるえと嗚お咽えつが胸の中で聞こえ、蓮れん太た郎ろうの制服にぐっしょりと染しみを広げていく。

　可哀かわい想そうに、彼女の体は冷え切っていた。

「延えん珠じゆ、俺おれを信じるなら、どうすればいいのかわかるな？　いま俺たちが東京エリアを救わなきゃ、結論を下す間もなく東京エリアは終わる。いま結論を出す必要はない。けど、お前がこの世界を本気で救っても良いと考えるまでの時間を作るためにも、世界を存続させなきゃ駄目だ」

　延珠は胸の中で何度も頷うなずいた。鼻をすする音が聞こえる。

　蓮太郎は彼女の背をさすりながら、しばし彼女に泣かせてやる。

　いつまでもこうしてやりたいのは山々だが、作戦開始時刻は刻一刻と迫っている。

　やがて頃ころ合あいを見計らって「いけそうか？」と問うと、延珠はウサギのように目を真っ赤にさせて鼻をすすり、大きく頷いた。

「よし」と言って蓮太郎は延珠の頭に手を乗せて、撫なでると立ち上がる。

「さあ、そろそろ帰ろうぜ。みんな心配してんぜきっと」

　延珠は目元をごしごし擦こすって無理矢理笑みを作ると、嗚咽に震える声を押して蓮太郎を見上げた。

「れ、蓮太郎は大人だな」

「ん？」

「蓮太郎は妾わらわと六つしか年が離れてないのに、お、大人だな」

　蓮太郎はゆっくりとかぶりを振る。

「お前の前でだけは大人でありたいから、俺はお前の前でそう振る舞える。歳としの問題じゃない。お前、俺がどうして戦ってるかわかるか？」

　しばらく考え込んだあと、首を横に振った。

「俺がこの腐った世界でまだ生きていたいと思うのは──お前がいるからだよ、延珠」







「あっ、帰ってきた！」

　木き更さらが蓮太郎の姿を見つけ手を振ってくると、傍らのティナが我慢できずに駆け出してきた。そしてぎょっとして立ち止まる。

「ど、どうしたんですか？　これ」

　これ、とはにこにこしながら蓮太郎の脇わき腹ばらに両手と両足を回して抱きついている延珠のことを指しているのだろう。

　蓮太郎はぐしゃぐしゃと頭髪を掻かく。

「わからん、取れないんだ」

　重くて歩きづらいことこの上ないので早く離れて欲しいのだが、彼女はいっかな聞き入れない。

　難儀しながら焚たき火びまで戻ると、延えん珠じゆがその場にすたっと降りて喜色満面で垂直に手を上げた。

「みんな心配かけたのだ。妾わらわはもう大丈夫だ」

「そう……みてぇだな」

　延珠のころっとした態度の切り替えの早さに、玉たま樹きが困惑げに答える。

　見れば、延珠がにこにこと手招きしている。里さと見み家ではこれは、話があるからもっと顔を寄せろという合図である。

　なんだよと思いながら、膝ひざをかがめて彼女に視線の高さを合わせる。

　突然唇くちびるに柔らかい物が押し当てられ、蓮れん太た郎ろうの瞳ひとみが見開かれる。視界いっぱいに広がった延珠の閉じられた瞳。彼女の頬ほおは赤らんでいた。

　慌てて離れると、延珠がはにかんだ様子で瞳を開ける。

「おい馬ば鹿か！　いきなり何するんだよ！　お前は大体いつも唐とう突とつに──」

　延珠は木き更さらの方を見ながら勝ち誇った笑みを浮かべる。

「やっぱり妾と蓮太郎は両思いだったのだ。蓮太郎が生きていたいのは妾がいるからだって。おっぱいの大きさは関係ないって！」

「ちょっと里さと見みくん！　なにやってるのよこのお馬ば鹿か！　変態！」

　いきり立つ木更に、延珠が調子に乗って囃はやし立てる。

「木更悔しがってる～ッ」

「悔しくなんかないもんッ！」

　──もん？

「延珠さんはただでさえ同居しているというメリットがあるのですから、もう少しお兄さんとの関係をわきまえてください！」

　ティナの諫かん言げんに、だが延珠は両手の腰に手を当てて「ヤダ、わきまえないのだ」と嬉うれしそうに返す。

「里見ちゃ～ん。ウチともちゅっちゅしよ～」

　さらに未み織おりまで介入してきて、事態の収拾が困難になる。朝あさ霞かが軽けい蔑べつしたような目でこっちを見た。

「女性四人と同時に関係を持っているんですか……ケダモノですね」

　なんだかややこしくなってきたと思いつつも、延珠が本調子になると一気に場が華やいだのを感じる。

　蓮太郎は背後の夜空を見る。

　──これで、こちらの準備はすべて整ったぞ、アルデバラン。

　あとはサーチライトのバッテリーの到着を待つばかりなのだが……。
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　石を跳ねて車が揺れ、防水シートがかけられた荷台の荷物がぐらぐらと音を立てる。

「クソッ、一体なんでこんなことをやらされなきゃならねぇんだ」

　助手席で足を投げ出し悪態をつく相棒を見み遣やりながら、城じようヶが崎さき大だい湖ごもまた、ハンドルを握る手は重かった。

「え？　大湖、俺おれたちは一体なんだってこんなことやらなきゃいけねぇんだよ。え？」

　大分酔っているなと思った。さきほどからこんな調子で何回も繰くり言ごとをぼやき続けている。

　まあ、無理もない。

「俺だって、やりたくなんかない。なんだってバッテリー運びなんか……」

「そうじゃねぇ、俺が言いたいのは、どうしてこれから俺たちが行くのが、よりにもよってあの里さと見み蓮太郎が頭を張ってる民みん警けい軍団かってことだよッ」

　里見蓮太郎──その名前を聞くと、大湖も心中穏やかではいられない。

「俺たちは、エリートだぞ！　俺たちを敬え！　クソ！」

　相棒の芦あし名な辰たつ巳みは焼しよう酎ちゆうのワンカップを持ったまま喚わめくと、足でダッシュボードを蹴け飛とばす。留め具が壊れて馬ば鹿かになった口から地図帳がざらざらと足あし下もとにこぼれ落ちた。

「くそう」と言ってふさぎ込むと、悔しげな歯ぎしりとすすり泣きが聞こえた。着慣れない自衛官の迷彩服がまったく似合っていない男である。

　大湖もまた、我が身の凋ちよう落らくを顧かえりみずにはいられなかった。

　そう、彼の言う通り自分たちはエリートだったのだ。

　防衛大学校の一年先輩にして首席卒業の秀才・保やす脇わき卓たく人とに誘いを掛けられた時は半信半疑だったし、辰巳とはひねもす話し合って、自分たちのこれからについて真剣に話し合ったものだった。

　そして、結果的に彼についていったのは大正解だった。

　なんと保脇は若くして狭き門である聖室護衛官の護衛隊長に抜ばつ擢てきされるに至り、彼の口くち利ききで自分たちも彼の部下として宮みや勤づとめと相成ったのである。

　聖せい居きよの連中はひどい腰抜けばかりで好きなだけ威張り散らせたし、任務は楽で高給取り。暇なときは私服に着替えて外周区に出かけて『呪のろわれた子供たち』で射的をする。

　逃げられないように強いワイヤで何重にも縛しばり付けて遠くから交代で撃っていく。生きて悲鳴を上げる人形は本当に撃っていて楽しかったし、どうせ税金も納めていなければ戸籍もないような連中なので、むしろ自分たちはエリア内の美化・清掃に一役買っていたと自負しているくらいだ。

　保脇とはよく一緒に射的をしながら夢を語ったものである。

　聖せい天てん子しにはまだ世継ぎがおらず、彼女は聖せい室しつの人間にしきりに結婚をすすめられていた。保脇は将来的には、夢見がちなお姫様の白馬の騎士になって、国の政治的な地位も手に入れ、東京エリアを裏から操ろうとしていたらしい。

　保やす脇わきは言った。「当然、お前たちも一緒に連れて行ってやる」と。

　信じていた。自分の輝かがやかしい未来を信じて疑わなかった。

　だが、陥かん穽せいは思わぬ場所で口を開けていた。

『聖天子狙そ撃げき事件』──巷ちまたではあの事件はそう呼ばれているらしい。

　聖天子が独断で雇ってきた黒っぽい服装の痩やせた民みん警けいが、すべてを一変させてしまった。

　大だい湖ごのハンドルを握る手が、怒りで軋きしむ。

「……保脇隊長は、いまどうしてるんだろうな」

　隣となりでふさぎ込んでいた辰たつ巳みは、だが酔いが回っても耳ざとくこちらのつぶやきをキャッチしていた。

「あの馬ば鹿か野郎を隊長だなんて呼ぶなッ。噂うわさじゃいまは頭の病院に入院してるらしい。よっぽどあのガキが怖かったんだろうな、頭髪は真っ白だって話だ」

『失うせろ、そして二度とティナに近づくな。拒否するならば、上官反逆罪により貴官をこの場で射殺する』

　思い出すだけで、背筋も凍るような声だった。保脇が失脚したその場に、当然ながら部下の大湖と辰巳も居合わせていたが、威圧されてまったく動けなかった。

　保脇には同情しないでもないが、彼のとばっちりで事件の責任を問われた大湖と辰巳もまた、積み上げたキャリアを無に帰して自衛隊の輸送部隊という地味な仕事に回されている。

　きっとこれから一生自分たちはこの仕事をし続けるのだろう。昇進の当てもなく延々と……。もっともいまは、アルデバランに殺される方が早そうだが。

「止めろ」

　反射的にブレーキを踏んでつんのめる。

「ど、どうしたんだ？」

　辰巳は、こちらの問いに答えずに車から降りる。小さな湖のほとりまで来ていた。

　不審に思って彼を追って輸送車両の尻しり側に回ると、彼は無断で後部の扉を開け、中から一抱えもあるバッテリーを一つ抱え上げるとると、運び出す。

「おい、お前何して──ッ」

「こうするんだよ──ッ」

　そう言うと、彼はあろうことか湖に向かってバッテリーを投げ捨てる。斜面をゆっくり転がり落ちたバッテリーは、やがてハデな水音を上げて沈んでいく。

　大湖は悲鳴をあげそうになって辰巳の肩につかみかかる。

「なにしてんだお前！　バレたら厳罰だぞ」

　辰たつ巳みの酔すい眼がんの中には、決して泥酔からではない理知的な瞳ひとみが光っていた。

「バレることなんてねぇよ大だい湖ご、よく考えてみろ」

「え」

　辰巳は、ポケットを漁あさると二枚の航空券を取り出した。

「これは大阪エリア行きの最後便だ。冗談みたいな額まで暴騰してたから、お前のカネも使い込んじまって文無しだが、これで俺おれたちは生き残れる。命あっての物もの種だねだ。どのみち東京エリアはもうおしまいだ」

　命令無視に脱走。たしかに捕まれば厳罰は免れられないだろう──無論、これは東京エリアが存続した場合の前提である。

　辰巳の両手が、がっしと自分の肩をつかんだ。彼の瞳ひとみは炯けい々けいと輝かがやき、口元には邪悪な笑みが張り付いている。

「全財産はたいた上に俺たちは晴れて犯罪者。ここまでやったんだ、非常に残念だが東京エリアには消滅してもらわなければ困るよなぁ？」

　消滅してもらわなければ困る……。確かにその通りだ。

　だがさすがの大湖も、わずかに残った良心が痛む。本当にここまでする必要があるのか。民みん警けい軍団とガストレアの戦いに一切関知しないというならまだしも、わざわざガストレア側に与くみするような行為は……。

　ふとその時、辰巳の真っ黒い双そう眸ぼうがこちらをじっと覗のぞき込んでいるのを知って、背筋が粟あわ立だつ。

「まさかお前、ここまで俺にやらせて自分は良い子ちゃんぶろうなんて思ってないよな」

「ま、まさかッ。冗談言うなよ。里さと見み蓮れん太た郎ろうは、普通に殺したんじゃ殺し足りない」

「じゃあ、やることはわかってるよな？　あいつらは、俺たちを破滅させたんだ。今度はあいつらに、その罪を償ってもらう番だ」

　否いや応おうなど、なかった。

　それからすべてのバッテリーを湖に放り捨て、辰巳が『偶然持ってきていた』ガソリン缶を逆さにして中身をぶちまける。

　ライターを放り投げると、湖から火の手が上がる。

　辰巳は炎と一緒に躍り上がって快かい哉さいを叫んだ。

「ヒャハハハハハハッ。ざまぁみろ！　これであいつらはおしまいだッ！」

　躁そうめいた笑いを浮かべる相棒を横目で見ながら、大湖は手のひらにかいた汗をそっとズボンの裾すそで拭ぬぐう。

　まるで保やす脇わき隊長が乗り移ったみたいだという言葉を、必死に飲み込んだ。
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　苛いら立だちに任せて傍らの一いつ斗と缶かんを蹴けりつける。一斗缶は金属音を立てて吹き飛ぶと、ビルの屋上から落下、風で真横に流れて視界から消えていく。

　蓮れん太た郎ろうはぐしゃぐしゃと頭髪を掻かき、ビルの給水施設脇わきの壁を拳こぶしで何度も叩たたく。

「どうしてだッ。どうしてバッテリーが来ない！」

「蓮太郎」

　延えん珠じゆが心細げな声を出す。

　壁に両手を突いて荒い息を落ち着けると、笛の音のようなビル風の吹きすぎる音が耳に聞こえ、蓮太郎と延珠の服を激しくはためかせる。

　蓮太郎は時刻を確認して、絶望的な気分になって歯を食いしばった。

　午後十時五十分。アルデバランの到着予想時刻まであと十分しかない。

　ふらふらとビル屋上の縁へりまで行き、遠く暗くら闇やみを見据える。

　外周区には電気が来ていないので街灯は存在しない。モノリスの降灰によって厚く覆おおわれた雲が月を遮さえぎるので月明かりも望めない。

　闇に眼が慣れているので一いつ寸すん先さきも見えないというわけではないが、ほぼ視界が利かないと言って間違いではない。この中を自在に動き回れるのは、ティナのような夜よ目め遠とお目めの能力を発現した数少ないイニシエーターだけだろう。

　そして闇の向こうから、聞こえる。無数の歩ほ行こう肢しで岩盤を踏み砕き、怒ど濤とうの勢いで突進するガストレアの鯨げい波はの声。

　姿は見えねど、いるのだ。

　握った拳こぶしに爪つめを立てる。

　未み織おりとの手はずでは、回帰の炎を取り囲むビル七カ所の屋上に設置したサーチライトの強烈な光でいち早くアルデバランの位置を掴つかみ、総出で突撃することになっていた。

　だが、バッテリー不着の現状ではサーチライトは当然のように無む用ようの長ちよう物ぶつと化す。するとアルデバランの位置を特定するという初手の段階から作戦は瓦が解かいすることになる。

　すでに民みん警けい部隊はビルの下に隠れ潜ひそみながら全員が配置についている。いまからでは、撤退命令を出すには遅すぎる。

　照明弾を補充しておかなかったことが、いまになって悔やまれる。

　このまま破れかぶれにでも突貫して、少しでも敵の数を減らすか？　しかし勝ち目のない戦いだ。一いつ旦たん内地に踏み込まれてパンデミックに至ったが最後、もうどうやっても東京エリアに広がった病びよう巣そうを取り除くことは出来ない。

　蓮太郎はぎゅっと目をつぶった。

　自分は、たとえ必敗とわかっていようと民みん警けい軍団の長としての責務を果たさなければならない。

　もう、これしか方法がないのだ。

　蓮れん太た郎ろうは無線機を取って、大きく息を吸い込む。

「総員、突撃に────」

　その時、延えん珠じゆに袖そでを引かれる。

「────蓮太郎、あれ」

「なんだこんな時に」

　蓮太郎は苛いら立だちながら問うが、延珠は答えなかった。

　延珠は宙の一点を指差したまま呆ぼう然ぜんとしている。

　ふと背中に柔らかい光を感じて違和感を覚え、延珠の視線を追うように振り返る。そして暗順じゆん応のうした目が強烈な光に射られて、手をかざし眇すがめ見る。

　唖あ然ぜんとした。

　東京エリアの空全体が目も眩くらむほど光り輝かがやいている。すぐに光源が夥おびただしい数のサッカーボール大の熱気球であることに気づく。球状の袋の下に油紙を染しみこませた燃焼物が燃え盛っており、暖められた空気によって袋はゆらゆらと左右に揺れながら上昇していく。

　凄すさまじいのはその数だった。天を埋うめんばかりの幾千幾万の気球が、綿毛のように空中を乱舞しぶつかり合い上昇していく。こうしている間にもまだ増え、光は二倍三倍の明るさになっていく。

　この世ならざる光景に、蓮れん太た郎ろうも心を奪われ、小さく口を開ける。
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「『幻げん庵あん祭さい』だ。今日だったのか……」

　不意に、かつての生徒たちとの会話が蘇よみがえる。

『ガストレア戦争で亡くなった英えい霊れいに感謝を捧ささげるっていうんで、〝第二次関東会戦〟後、行われるようになった祭りだよ』

『蓮太郎先生……私たち、死ぬのかな？　生きて次の〝幻庵祭〟……見ること、できるのかなぁ？』

　しかし毎年の『幻庵祭』は、『回帰の炎』記念碑周辺でひっそりと行われるものだったはずだ。過去十年、ここまで大規模な祭りは行われたことがない。

　それにここまで明るいとなると、膨大な数の人間と気球が必要になるはず……一体誰だれがこんな大がかりなことを。

　その時、蓮太郎の携帯電話が震ふるえた。

『里さと見みさん、私です』

　蓮太郎はハッとして携帯電話を握り直す。

「聖せい天てん子し様……そうか、アンタが…………ッ」

　聖天子が居住まいを正した声で、告げる。

『里見さん、あの気球一つ一つは東京エリア市民の希望、祈り、そして生きたいという意志です。あなたにそれが見えますか？　この戦いに勝てばガストレアの破滅。負ければ私たちの破滅です。東京エリアの未来、あなたに託します。さあゆきなさい、どんな戦いの中でも諦あきらめず勝つ勇気を持ってッ』

　蓮太郎は目を閉じ、ゆっくりと開けた。

「安心しろ聖天子様。必ず、勝利を手にしてみせるよ」

　通話を切ると、蓮太郎はそっと延えん珠じゆの手を握って、特等席から光の世界を一緒に見上げた。

　提ちよう灯ちんめいた温かい光が袋を透かして見え、オレンジ色の群れは、寄り添い、触れ合い、時に衝突しながらも夥おびただしい数がゆっくりと上昇していく。

　繋つないだ手に、痛いほどの力が込められる。

　隣となりを見ると、延珠はしっかと天を仰あおいだまま涙を流していた。

「延珠、たしかに俺たち『奪われた世代』はお前のクラスメイトを殺した。でもこの美しい光景を作り上げているのも、どういうわけか『奪われた世代』なんだ。人間には多分二つの顔がある。光と闇──これは光の顔だ。あの気球一つ一つに込められた祈りと希望がお前にも見えるなら──戦おう」

　延珠が素早く袖そでで涙を拭ふいて、凜りんとしてこちらを見上げ力強く頷いた。

「当然だ！　みんなを助けなきゃ」

　延えん珠じゆと気持ちが一つになったのを感じた。得も言われぬ一体感。

　不思議だ。状況が好転したわけではない。むしろ圧倒的なほど絶望的状況下にある。

　だというのに、この胸を突き上げる感情はなんだというのか。どうして自分はいま、こんなに安らかな気持ちになっているのか。

　硬く強こわばった緊張が溶け、ほとびていく。

　さきほどまで、あれほど勝てるか否いなか不安だったのに、それがない。

　いや、明確に勝てるとわかる。負けるはずがない。

　蓮れん太た郎ろうは眦まなじりを決して振り返る。

　そして驚おどろきに立ちすくんだ。

　見える。十じゆう全ぜんに見える。

　東京エリア全体を光り輝かがやかせている無数の光がサーチライトの代わりとなって夜や天てんを吹き飛ばし、闇やみの軍勢の姿を白はく日じつの下もとに暴き立てている。

　アルデバランの姿が苦もなく見つかる。敵中央後方──ハレルヤ。

　延珠が大地を踏みしめ、黒かった瞳ひとみが真っ赤に燃える。

　蓮太郎もピンと右腕を伸ばし、義手と義足を再駆動。左目内部に幾何学的な模様が浮かび上がり、グラフェン・トランジスタ仕様のナノコアプロセッサが励れい起きする。

　口の中にピリッとした電気の味が広がり、義眼の黒目内部が回転。片方しか見えていなかった眼めが両眼共に見えるようになり、視野が拡張。三次元的に物体を捉とらえられるようになる。

　蓮太郎は無線機に口をつけ、大きく息を吸い込む。

「これよりオペレーション『レイピア・スラスト』を開始する。繰り返す、これよりオペレーション『レイピア・スラスト』を開始する──ティナ、いまだやれ」

　声と同時に思わず首をすくめるほどの爆発音。

　記念碑を囲んでいる七つのビルの内、蓮太郎と延珠のいるビル屋上以外の六つのビルが同時に爆発した──いや、爆発したように感じた。

　ビル屋上に設置した二〇ミリバルカン砲、三〇ミリチェーンガン、一二七ミリ砲、一五五ミリ榴りゆう弾だん砲ほうなどの対空火器が一斉に火を噴いたのだ。蓮太郎にとってはもはや火山噴火も同然の爆ばく轟ごうと震しん動どうに、耳がおかしくなりそうになる。

　射しや手しゆの姿は見えない。すべてティナの仕込んだ遠隔操作モジュールによって無人で駆動しているのだ。

　そしてそれを統御しているのは、ティナの脳内に埋め込まれたニューロチップ。

　その精度の恐るべきは、かつて対戦車ライフルに同時に六カ所から撃ちかかられた蓮太郎が身をもって知っている。

　火線がガストレアの空中部隊に殺到し、次の瞬しゆん間かん、爆発。熱線を伴う爆発衝撃波が押し寄せ、目も開けていられない。

　転てん瞬しゆん、煉れん獄ごく火か焔えんが空中に具現し視界を覆おおう。

　飛行ガストレアが翼をもがれ、翅はねを焼かれ、脳を吹き飛ばされて次々と墜つい落らくしていく。

　まるで個人をして要よう塞さい砲ほうのような無む謬びゆうの一撃。必滅の火線は高精度コンピュータをも凌しのぐ精度で相手陣営急所で時限信管を炸裂せしめ、群れに最大効率の打撃を与えたのだ。

　蓮れん太た郎ろうは息をのんだ。

　これが元序列九十八位、ティナ・スプラウトの真の実力。しかるべき兵器をハックしてニューロチップによって統合・制御できれば、もはや個人をして航こう空くう母ぼ艦かんクラスの火力を現出せしめることも可能なのではないか。

　ティナ一人で、すべての飛行ガストレアを倒しきってしまうかもしれない。

　蓮太郎も深呼吸。

「総員、突撃に移れ！」

　階下から雄お叫たけびが聞こえ、各々民みん警けいがアジュバント単位で決死の突撃をかける。

「よし、延えん珠じゆ。俺おれたちも行こう」

　延珠と頷うなずき合い、階段を駆け下りる。

　その時、無線から悲鳴が聞こえる。

『巨大ガストレア一体、まっすぐこっちに突っ込んできます！』

　階段を駆け下りる足を止めて、フロアを走り抜けると窓ガラスに体当たりするように突っ込む。

「なんだ、あれは……ッ」

　地上で巨大ガストレアがのたうっている。

　蛇、ワーム、ミミズともつかないような細長い巨体。胴周りは地下鉄トンネルほどもあり、全長は小さなビルにも及ぶ。

　ヨルムンガンド──北欧神話に登場する邪神ロキが産んだ巨蛇の名前が脳裏を去来する。

　おそらくステージⅢ。敵陣には、まだあんな隠し球があったのか。

　巨蛇が地面をのたうち木々をなぎ倒し廃車を巻き上げまっすぐこちらのビルに突っ込んでくる。

　狙ねらいが自分たちであることに気づいたときには遅すぎた。巨蛇は伸び上がりビルに巻きつくと、驚おどろくべきことにビル基部をぎりぎりと締め上げ始める。

　鉄骨が捻ねじ曲がり、臨界点を超えた窓ガラスがパリンパリンと音を立て次々破砕。

　──おい、冗談じゃ……ッ。

　不意にがくん、と視界がかしぎ、たたらを踏む。床が斜めになったと思ったときには遅すぎた。

　吐き気をもよおすほどの不快な倒壊音を奏でながらなすすべもなくビル上部が折れ、立っていられないほど床が斜めになる。錆さびたスチール製の机や椅い子すと共に床を転げ落ち、さきほどまで壁だった床に背中から叩たたき付けられる。背中の穴が空いたかと錯覚するような激痛に肺から空気が絞り出される。

　突如別種の震しん動どうに腰が浮く。片目を開けると、蓮れん太た郎ろうがいたビルは、お辞儀するように隣となりのビルにもたれかかり、なんとか地面への激突を免れていた。

　縦が横になった奇妙な視界の中、息つく暇もなく延えん珠じゆがガラス片と一緒にこちらに転がり落ちてくる。

　延珠の落下予測位置を見て背筋が凍った。このままだと窓ガラスを突き破って地面に叩たたき付けられる。

「延ッッッ、珠うううううううううッ！」

　咄とつ嗟さに手が伸びる。延珠も手を伸ばす。

　甲かん高だかい音を立てて延珠の体が窓ガラスが突き破る。

「ガッ」

　右肩が脱だつ臼きゆうしそうなほど引っ張られる重い衝撃。

　薄うす目めを開けると、間一髪、蓮太郎の腕の先に延珠が宙づりになっていた。

「蓮太郎！」

　延珠が、悲痛な声を上げた。

　背筋にずきずきとした痛み。鏡を出して確認するまでもなく、延珠と一緒に転がり落ちてきた無数のガラス片が背に突き刺さっている。

　延珠の驚異的跳躍力とて、硬く踏みしめられる床があって初めて発揮されるものであって、なにも空気を踏んで跳べるわけではない。この高度からの落下は絶対に避けなければならない。

「待ってろ延珠、いま、引っ張り上げてやるから」

　激痛を押して歯を食いしばり、腕に力を込める。

　その時、背中に圧倒的なプレッシャーと熱量を感じて首だけ振り返ると、巨蛇のガストレアが赤い舌をチロチロ出し入れしながら巨大な頭部を音もなくビル内部に差し込んできた。

　吐き出される熱い息は、卵が腐ったようなひどいにおい。細長い鼻面と二本の角だけ見るならまるきりドラゴンである。

　延珠の手を離せない以上、蓮太郎は巨蛇の攻撃を避ける術はない。絶望に血の気が引いた。

　やにわに、巨蛇ががっぱりと口を大きく開く。

『里さと見みくん、いま行くわ』

　不意に、無線機からたおやかな声が響く。

　──木き更さらさん、どこから？

　首を巡らして、蓮太郎は「あっ」と叫んだ。

　お辞儀して寄りかかった先のビルの屋上から木更がこちらのビルに乗り移ってくる。

　仰ぎよう角かく四十五度はくだらない急斜面を、木き更さらが落下も同然の速度で駆け下りてくる。

　無む茶ちやだ、彼女はイニシエーターすら伴っていない。

　異常に気づいた巨蛇は、鎌かま首くびをもたげ、木更を真っ向から迎え撃つ。

　ふっと鋭い呼気。

「天てん童どう式抜ばつ刀とう術じゆつ一の型六番──」

　ヒィン、という空気が凍り、雷らい撃げきの速度で木更の腰の剣が鞘さや走ばしる。

「──『彌み陀だ永えい垂すい剣けん』」

　無数の巨大な斬ざん線せんが空中に飛び散り、ガストレアと木更が交錯。速すぎてなにが起こったのかまるでわからない。

　木更が靴のかかとで急制動をかけ、大きく息を吐きながら抜き放った白はく刃じんを、鞘にゆっくり収納。根元まで剣が収まったところで、硬直していた巨蛇の頭部全体が血を噴き、さいの目状に切り落とされた肉片がバラバラと落下していく。

　頭部を失った体が糸が切れたように身をくねらせると、ビルから落下。地鳴りを伴う轟ごう音おんと共に、濛もう々もうたる粉塵を上げる。

　敵の将官クラスのガストレアを討ち取ったことに、眼下の民みん警けいがわっと歓呼の声を上げる。

　蓮れん太た郎ろうは小さく口を開けてその光景を見ていた。

　イニシエーターでもなければ機械化兵士能力者でもないただの人間が、ステージⅢガストレアを一撃で倒したというのか。ステージⅢを、一撃。

　木更がこちらに飛び降りて髪を掻かき上げる動作をする。

「里さと見みくん。延えん珠じゆちゃんを引っ張り上げるわよ」

「あ、ああ」

　木更も手を貸して、ようやく延珠を引っ張り上げることに成功。だが、背中に突き刺さったガラス片を取り除く間もなく、再び視界ががくんと揺れ、膝ひざを突く。

　薄うす目めを開けると、さらに床が水平に近くなっていた。パラパラと建物がセメントの粉を吹き、ひびが入る。

　冷や汗が吹き出す。ビルがさらに傾いたのだ。このままじゃ数分と保もたない。ここに留とどまればビルもろとも心中する羽目になる。

「延珠！」

　延珠が一つ頷うなずくと、右手で蓮太郎の腰を、左手で木更の腰に手を回す。

「行くぞ」

　延珠が足を大きくたわめて跳躍。次の瞬しゆん間かん、巨人の手に押し潰つぶされたような衝撃に目も開けていられない。隣となりの木更も小さく悲鳴を上げる。

　服が風でなびく音と共にうっすら目を開けると、そこはもう夜の空だった。

　紅ぐ蓮れんの空、背後は熱気球でライトアップされた光の空に挟はさまれるこの世ならざる状況下、眼下の森で厚い密集陣形を取るガストレア軍団に、米粒大の民みん警けいたちが、レイピアの剣けん閃せんの如ごとく突撃を敢行している。

　延えん珠じゆの肩を二回叩たたき、眼下の激戦区中央を指差す。あそこに降りてくれと指示。

　延珠は大きく頷うなずくと、ビルを三角飛びの要領で二回蹴ける。思わずうめくほど強力な横殴りのＧ。そして延珠の大跳躍。

　風を切り裂き一〇〇メートル以上も伸び上がったかと思うと、ピタリと慣性力と重力が打ち消し合い、次の瞬しゆん間かん自由落下の軌道を描き、見る見る茶色い地面が大きく迫ってくる。

　あわや地面にぶつかる直前、蓮れん太た郎ろうと木き更さらは体を丸め着地と同時に前転し落下ダメージを逃がす。何度も視界が回転しながらも素早く立ち上がる。地面は折からの雨でひどくぬかるんでおり、蓮太郎の制服は一瞬で泥だらけになる。だが委細構わず周囲を確認。

　そこはもう剣けん戟げき音おんと地鳴りと跳ね飛ぶ泥をにじっての森の合戦場の直中だった。

「走ってッ、里さと見みくん」

　渾こん身しんの木更の叫びすら、周囲の大だい喝かつと雄お叫たけびでほとんど聞き取れない。

　延珠と頷き合い、泥土を跳ね飛ばし戦場を駆け抜ける。

　蓮太郎が到着したことに気づいて、周囲の民警が爆発したような雄叫びが上がり空気を震わせる。士気向上。突撃が一層激しさを増す。

　突っ走る蓮太郎と延珠を取り囲み防御円を形作りながら、露つゆ払はらいを担った民警たちが果敢に色も形も様々なガストレアに突貫していく。

　小こ比ひ奈ながムササビの如ごとく樹木を飛び移りながら周囲のガストレアの首だけを正確に斬きり落としていく姿が見えた。

　小型ガストレアの姿がまとめて弓ゆ月づきの不可視の糸に捕らわれ、そこに玉たま樹きのバラニウムチェーンソーの拳けん打だや回し蹴げりが炸さく裂れつし、空中に血ち飛沫しぶきが上がる。

　出し抜けに後ろから悲鳴が上がり、疾駆しながらも背後を見ると、顔中に角つのが生えた巨大サイのガストレアが周囲の民警を蹴散らしながら突進してくる。

「先に行っててッ」

　木更が足に急制動をかけ反転すると、朝あさ霞かの隣となりに並んで剣士同士で頷き合い、剣を構える。

　戦いの帰き趨すうを見届けたい気持ちが働いたが、無理矢理首を前方に戻し走る。すぐに後ろから怪物の甲かん高だかい断だん末まつ魔まの悲鳴が聞こえる。

　こちらにも一体。同型のガストレアが接近。挟み撃ちにする手はずだったのだ。

「いくぞ、里見」

　不意に耳元で兄あに弟で子しの頼もしい声が聞こえ、力がみなぎる。

　靴の裏で泥をにじって立ち止まり、息を吸い、丹たん田でんに気を巡らせる。突進するガストレアに右みぎ拳けんを後ろに引き、薬やつ莢きようを炸さく裂れつ。鼻び孔こうを硝しよう煙えんのにおいが焼く。隣の彰しよう磨まも同型の技を使用。

　地をどよもし迫るサイ。その体重の乗った突撃の威力、もはやブルトーザー級。

　天てん童どう式戦せん闘とう術じゆつ一の型八番────

「「──『焔ほむら火か扇せん』[image: びっくりまーく]」」

　突き込まれた二発の正拳が突撃していたサイの角つのに正面から炸さく裂れつ。蓮れん太た郎ろうと彰しよう磨まも敵のっ突進力に押され、靴底を引きながら後退。

　重戦車の突撃力を持ったガストレアは角を砕かれ鼻び梁りように拳こぶしが炸裂し、顔面を木こっ端ぱ微み塵じんに爆砕。あらぬ方向に逸それたサイの体は、しばらく頭部を粉砕されたことに気づかなかったのだろう──不意に足を崩し、どうと倒れ、泥の上を十メートル以上も滑ってついに動かなくなった。

「行け里さと見み！」

　彰磨が言い終わるか終わらないかのうちに再疾走する。だが、巨樹の横を走り抜け、その裏側で待ち伏せしていたガストレアに気づいたときには、もうなにもかもが遅かった。大きな鋏はさみを持った甲殻類のガストレアが、異様に膨らんだ鉄てつ槌ついの如ごとき腕を振り下ろしてくる。巨大な影が蓮太郎を覆おおう。

　あわや押し潰つぶされんとしたとき、雷らい鳴めい音おんがして、鋏が止まる。

「影かげ胤たね！」

　蓮太郎の前に躍りでた影胤が斥力フィールドを展開して蓮太郎を守っていた。

　あまりの大質量の攻撃ゆえに、斥せき力りよくフィールドが軋きしみを上げ、地面が陥かん没ぼつし岩盤がめくれ上がる。フィールドがダメージを殺しきれず影胤の体の毛細血管が破裂し、血液が蓮太郎の顔面に跳ね飛ぶ。

　だが影胤は、死と隣となり合わせの状況の中、体を仰のけ反らせけたたましい哄こう笑しようを上げていた。

「そうだッ！　この命のやり取りッ。この興奮ッ。これが死！　これが戦争！　素晴らしいッ！」

　延えん珠じゆがカニ型ガストレアの胴部に潜り、胴部を支えている六本の足を次々の蹴けりで破壊。ぐらりと崩れてきた胴体に、足を跳ね上げ直上に蹴りをたたき込む。甲殻類の鎧よろいが粉砕され、巨大ガストレアが宙を舞い、地面に叩き付けられ口から泡を吹いて絶命。

　フィールドを消して片かた膝ひざを突く影胤に駆け寄ろうとしたとき、影胤の首がぐるんとこちらを振り返り手を伸ばす。仮面の奥から昏くらいしゃがれた声。

「『ネームレス・リーパー』」

　まさかの技わざ名めい発動に驚きよう愕がくする間もなく、残像を残しながら鋭い鎌かま状じようになった放たれ蓮太郎に向かってくる。

　ザクリ、と音がして蓮太郎の肩が震ふるえる。わけもわからず瞳ひとみを見開いていると、背後からどうと何かが倒れる音がした。

　見れば蓮太郎の頬ほおをかすって伸びた鎌は、背後から近づいてきていたステージⅠのガストレアの首を落とし、次の瞬しゆん間かん、間かん欠けつ泉せんのように血液が上空に噴き上がる。

　影胤の白はく貌ぼうの仮面に血の飛沫しぶきが飛ぶ。

　助けられた、と気づくまで随ずい分ぶん時間が掛かった。

　影かげ胤たねは立ち上がり、手を水平に払う。

「ゆけッ、私のことを気にしている場合かね」

　蓮れん太た郎ろうは礼もそこそこに頷うなずくと、再び疾駆。

　すでにこちらの被害も相当なもの。民みん警けいはかなりの脱落者を生んでおり、敵陣を切り裂くレイピアの剣先も刃こぼれが生まれ始めている。

　そんな中でも蓮太郎のアジュバントの強さは群を抜いていた。

　小こ比ひ奈なが敵の攻撃に押され空中に吹き飛ばされるが、そこには綱渡りの綱よろしく糸を張り巡らせて待ち構えていた弓ゆ月づきがいた。彼女は足に糸を巻き付けたまま天地を反転させ、まるでサーカスの空中ブランコよろしく小比奈を空中キャッチすると、橋はし糸いとを支点にぐるぐると体を大回転させ、加速度をつけて真下に小比奈を投げ飛ばす。

　小比奈の上空からの奇き襲しゆう攻撃が、玉たま樹きに背後から忍び寄っていたガストレアの頭部を貫き、絶命させる。

　蓮太郎は胸の奥が熱くなるのを感じた。五組十人のアジュバントが、仲間同士でペアを次々とスイッチしながら怒ど濤とうのような連環攻撃を繰り広げ、死角をなくしているのだ。

　ついにアジュバントの猛攻に屈するようにガストレアがたじろぎ、敵陣に綻ほころびが生まれる。

　並走する延えん珠じゆに指で指示。延珠は大きく頷く。

　脚部カートリッジが炸さく裂れつし、吐き出された空から薬やつ莢きようが後方に流れていく。

「ハアアアアアアアアッ」

　地を蹴ける。超加速する延珠と蓮太郎は、一いつ塊かいの弾丸となって敵の足の隙すき間まを通り抜け、厚い敵の密集陣形を抜ける。森を抜け視界が開けた。

　だが無理な体勢が災いし、着地に失敗しぬかるんだ土の上を激しく何度もバウンド。

　ようやく止まってから両手を突いて上半身を起こすと、口の中がじゃりじゃりして泥を吐き出す。

　どうやら、テントを設営していた平野部まで飛び出たらしい。

　見れば、隣となりの延珠は立ったままポカンと斜め上を見上げていた。

　立ち上がりながら彼女の視線の先を追うと、蓮太郎の体も硬直した。

「これが……」

　蓮太郎の首の位置は斜め四十五度になって闇やみの中に佇ちよ立りつする怪物に据えられている。

「これが、アルデバラン……」

　小山かと見紛うような巨体がそこにあった。

　長い尻尾しつぽ。四よつん這ばいになった背側にはアルマジロのような硬い甲こう羅らがあり、石柱の如ごとき太く短い足が八本、巨体を支えている。甲羅を割って無数の触腕が伸びている。一本一本が独立して八や岐またの大蛇おろちのようだ。甲羅の横手には無数の穴が開いており、おそらくあそこからフェロモンを放出させて甲こう羅らの裏に収納された羽で高速拡散させるのだろう。

　顔には目も鼻もなかった。口のような巨大な虚が一つあいており、無む窮きゆうの闇やみの奥からひゅうひゅうと呼吸音と共に、緑色の粘液を絶えずしたたらせている。カメ、ないしはアルマジロの怪物に見える。

　思えば、遠くからシルエットを見たり、対たい峙じした人間の話を聞いたりはしていたが、直接目にするのはこれが初めてだった。

　吐く息は熱く、そこに存在するだけで凄すさまじいプレッシャーを放ち、歩く度たびに大きく地が揺れる。

　緊張で胃が縮み上がり、吐きそうだ。

　──だが、こいつさえ倒せば。

　すでにアルデバランはこちらに気づいており、森の中で起こっている戦せん闘とうに目もくれず、触腕の矛ほこ先さきをすべてこちらに向けて立てている。

　もしかするとアルデバランもまた、蓮れん太た郎ろうと延えん珠じゆが大将だと気づいているのかもしれない。

　期せずして訪れた大将戦。他の団員は上う手まくやってくれているが、長くは保もたない。

　ここでやり遂げなければ、いままでのすべての努力は水すい泡ほうに帰する。

　延珠が警戒したまま蓮太郎の元に身を寄せる。

「時間がないぞ蓮太郎」

「わかってる、長期戦は不利だ。最初からフルパワーで行く」

　蓮太郎は息を吐き脱力したあと、ピンと四し肢しを張り詰めながら腰を落とし、構える。

　天てん童どう式戦せん闘とう術じゆつ『水すい天てん一いつ碧ぺきの構え』

「戦闘開始、これより敵を排除する」

「ヒュルルルルオオオオオオオオオオオオオオオ[image: びっくりまーく]」

　先に仕掛けてきたのはアルデバランだった。怒り狂った雄牛の如ごとき雄お叫たけびを上げ体をくねらせると、鞭のような高速の尻尾しつぽが凄すさまじい速度で地面を擦こすりながらこちらに向かってくる。

　延珠の手が腹に回され、次の瞬しゆん間かん、蓮太郎と延珠は空中にいた。

　だが初撃が躱かわされるのは敵も折り込み済み。

　こちらが宙に跳んで方向転換が不可能なのを見越して、触腕の一本が風を巻いて縦に振り下ろされる。

　蓮太郎と延珠は靴の裏を合わせると、お互いを足場にして蹴けり離す。空中で分離。

　恐ろしい風かざ切きり音おんがして、瞬刻前まで蓮太郎たちがいた空間を巨大な触しよく腕わんが擦さつ過か。

　義眼を作動させ、黒目内部が高速回転。演算で触腕の予測攻撃位置を算出。

　蓮太郎は脚部スラスターをアルデバランの方に向けると、カートリッジを一発撃発させて、方向転換。

　視界が狭まり急激な加速で体がバラバラになりそうになる。

　波打ちながら襲おそい来る触腕の群れを紙かみ一重ひとえの体たい捌さばきで連続で避けながら、上空からアルデバランの甲こう羅ら中央に向かって降り注ぐ。

「はぁぁぁッッ！」

　右義足からの跳び蹴げりを放つ。

　超バラニウムと硬質皮膚。超硬度の物質二つが打ち合わされ、甲羅にひびが入り、脚部がわずかに肉に埋まる感触。が、致命傷にはほど遠い。

　アルデバランが痛みに叫びながら猛烈な速度で身を揺する。

　広こう大だい無む辺へんな甲羅の上が直下型地震もかくやと揺れ、情けなくも掴つかまっているのが精一杯。振り落とされればたちまち太い足で踏みつぶしに掛かってくるに違いない。

「延えん珠じゆッ！　頭を狙ねらえ」

　縦じゆう横おう無む尽じんに襲い来る触腕に飛び移り空中戦を続けていた延珠が、触腕の一つに乗るとツインテールの尾を引きながら肉の道を駆け下りアルデバラン本体に迫る。

　延珠が触腕を蹴って、上空から蓮れん太た郎ろうに続き二撃目の跳び蹴りを放つ。

　流星の速度でアルデバラン頭部に炸さく裂れつした蹴りが、アルデバランの顔面を地に叩たたき付け、束の間、揺れから解放される。

「蓮太郎！」

　こちらに跳んできた延珠に救出され、共にアルデバラン本体下から胴部に潜り込む。

　二メートルほど天井に脈打つ甲こう殻かくは熱い体温を発しており、八本の歩ほ行こう肢しが天井を支える柱の役目を果たしてる。

　まずは奴やつの動きを止めなければ。

「このお化け亀がめをひっくり返そう」

　延珠が目を丸くする。だがすぐに、大きく頷うなずく。

「わかった」

「よし」

　覚悟を決め、天井、脈動する硬い腹を睨にらむ。

　延珠と共に共に大きく跳び、脚部カートリッジ底部を、ストライカーが打撃。足が猛烈な速度で跳ね上がる。延珠とアイコンタクト。

「『隠いん禅ぜん　哭こく汀てい・全弾撃発アンリミテツドバースト[image: びっくりまーく]』

「ハアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアッ[image: びっくりまーく]」

　オーバーヘッドキックの要領で繰り出された死力を尽くした二撃がアルデバランの腹部中央に激突。衝撃波が地を割り大気を吹き飛ばす。

　冷や汗をこらえ、歯を食いしばる。

　硬い。蹴けりの威力が足りずにはじき飛ばされたら、地面に激突して首の骨が折れるかもしれない。その焦りがつま先に全霊の力を込めさせる。

　人知を超えた威力の蹴けりと超級ガストレアの質量。鍔つば迫ぜり合っていた二つの境界面の均きん衡こうが、その時崩れる。

　アルデバランの腹部が大きく陥没し、直後にふわりと巨きよ躯くが浮き上がった。

　何トンあるのか想像すらつかない怪物が何かの冗談のように宙を舞い、二〇メートルも上空を舞う。アルデバランもなにが起こったのかわからないのか体をジタバタさせている。

　直後、廃ビルに背中から激突し、ビルは倒壊。煤ばい煙えんを噴き上げアルデバランに向かって崩れ落ちる。

　背中からビルに打ち付けられ腹を見せた状態のアルデバランは、まさにひっくり返された亀だ。

　だが、動きが止まっていたアルデバランの歩ほ行こう肢しがもぞりと動き、ジタバタと動きを再開。腹部が徐々に再生しつつある。

　普通のガストレアなら即死して然るべきダメージのはずだが、やはりそうは問屋が卸さないらしい。

　蓮れん太た郎ろうは腰のベルトからカラビナを経由して吊つっていたＥＰ爆弾に手を掛け、冷たいバラニウムの手触りに救いを求めながら硬く握る。

「延えん珠じゆ、終わらせるぞ」

　みなまで作戦を説明する必要はなかった。延珠は蓮太郎の腰に手を回してジャンプ。視野が狭まるほどの強烈なＧに頭を押さえられながらアルデバランを見下ろせる高度五〇メートルまでジャンプ。

　蓮太郎は眼下のアルデバランをロックオンすると、多段ロケットのように空中で延珠の体を蹴り離し、頭を下にしながら突貫。

　同時に義手内部のカートリッジを撃発。再びの全弾撃発アンリミテツドバースト。

　エキストラクターが残った空から薬やつ莢きようを連続で掴つかみだし、イジェクターがすべて背後に蹴っ飛ばす。

　空中で体に遠心力をかけながら旋せん転てんし、急降下爆撃のような拳こぶしを振り抜く。

「いっけえええええええええええええええええええッ！」

　アルデバラン腹部に、蓮太郎の拳が突き刺さる。直後、より一層深くアルデバランの巨体が陥没。地面が割れ飛びクモの巣状にひびが入る。

　熱い返り血が夥おびただしい量浴びせかけられ、蓮太郎の全身を真っ赤に染める。アルデバランの声帯から悲鳴。蓮太郎の鼓膜を叩く。

　果たしてＥＰ爆弾を持った腕は、アルデバラン腹部に埋まりながらまだ強烈な推進力を発し暴れ狂っている。

　内臓の手て応ごたえを感じながら、指の先でＥＰ爆弾の起爆缶をひねり、時限信管を作動させる。

　同時に左手で義手上腕骨の裏を探り、ボタンを押し込むと、そのまま半時計周りに回転させ、両足を突っ張る。

　不意にパシンと音がして、義手と生なま身みの連結が切パりー離ジされる。推進力の塊かたまりとなった義手は、蓮れん太た郎ろうの意思を離れてなおアルデバランの肉を裂き、骨を削りながら体内中心部に向かって深く潜航。

　すぐに義手の通り道と化した空洞が盛り上がり癒ゆ着ちやくしながら治癒していく。

　蓮太郎は消えていった義手の打撃箇所を、しばらくの間見つめていた。

　やがて目を閉じ、大きく息を吸い込むと、無線に向かって叫ぶ。

「アルデバランにＥＰ爆弾をセット完了。三分後爆発する。全員速やかに爆風圏外まで離脱せよ！」

　素早く延えん珠じゆに向き直る。

「延珠、頼む」

　延珠に脇わきを抱きかかえられて、短く何度もジャンプ。あっという間に数十メートル離れたところにあった巨岩の裏まで回る。

　時刻を確認する。残り三十秒。

　岩陰から顔を覗のぞかせると、アルデバランの傷は白煙を上げて治癒したが、打撃箇所が瘢はん痕こんになって残り、爆弾を埋めた箇所の目印マーカーになっている。

　残り十秒を切ったところで、巨岩に背をピッタリつける。

　バクバクと心臓が全身に血を送る。緊張で口から心臓が飛び出そうだ。

　爆発衝撃に耐えるため硬く目をつぶり両手で耳を押さえ、歯を食いしばった。

　三、二、一──〇………………。

「え？」

　はっと、目を見開き、慌てて時刻を確認。




　──そして。




　──あまりにもあっさりと、起爆予想時刻は経過していた。




　激しい狼ろう狽ばいに駆られる。

　遅延爆発？　未み織おりから爆発時刻を聞き間違った？　それともなにか他ほかの──

　様々な可能性が脳裏を去来するが、蓮太郎はすぐに、自分が一番あり得る可能性を認めたくないがために思考を遠回りさせているだけだと気づく。




　──不発。ここに来て、不発。




　下か肢しから力を抜け、瞳ひとみを見開いたまま膝ひざからくずおれた。

　巨岩から顔を覗のぞかせると、ジタバタと暴れていたアルデバランが体を起こし、首を振りながら蓮れん太た郎ろうたちを探している。

　もうおしまいだ。東京エリアは蹂じゆう躙りんされる。みんな死ぬ。

「蓮太郎」

　力なく首を傾けると、延えん珠じゆが不安げに胸の前で手を組んでいた。

　彼女から視線を逸そらし、俯うつむく。

　作戦は失敗した。そのことを彼女に告げることが、どうしてもできない。

　胸を引き裂かれるような気持ちになる。

　敗北の許されない戦いだった。彼女と誓ったのに。東京エリアを救うと。

　その時突とつ如じよ、雷らい撃げきに打たれたような思考が駆け抜ける。

　いや、ある。たった一つだけ方法が。

　未織はＥＰ爆弾の取り扱い説明時になんと言ったか。

『この目盛りまで本体をひねると三分後爆発する。衝撃にも弱くなるから、缶をひねったあとは、絶対に強い衝撃を与えないこと』

　そう、強い衝撃。

　本体は、時限信管以外にも起爆方法があるのだ。

　だが、時限信管と違って衝撃爆発の場合はノータイムで爆発する。直ちよつ近きんで作業をする必要がある以上、爆発から逃れる術すべはない。

　この作業には生いけ贄にえが一人、どうしても必要とされているのだ。

　知らず口から「嗚あ呼あ」という、諦あきらめにも吐息が漏れ、蓮太郎の心はこんな状況にもかかわらずどんどんとクールダウンされていった。

　蓮太郎はゆっくりと瞑めい目もくし、長い息を吐く。

　覚悟は、信じられないほど早く終わった。

　周囲は火か焔えんの燃え盛る音。剣けん戟げき音おん。生き物が焼ける異臭。息を吸う度に肺が焼け付くような空気。喉のどはカラカラだった。なぜかこれらすべてが、かけがえのないもののように愛いとおしく感じられる。

　蓮太郎は膝ひざを突いて延珠に視線の高さを合わせると、彼女を抱きしめ、彼女の肩の上に顎あごを乗せる。そっと彼女の耳元でささやいた。

「延珠、お別れだ」

「どうして？」

「ずっと、お前にふさわしい人間になりたいと思ってた。お前を預かってからというもの、子供の育て方なんてわからなかったから、もう無我夢中だった。わからないことだらけだったけど、いまなら言えるよ──楽しかった」

　肩に回された延えん珠じゆの腕が、蓮れん太た郎ろうの制服を強く掴つかんでくしゃくしゃになる。きっと彼女も気づいた。

「なんでいま、そんなこと言うの？」

「お前と会ってこの一年間、俺おれは幸せだった。大嫌いだった自分の義肢ちからが好きになれそうなんだ。お前と出会えて、本当に良かった」

　蓮太郎の胸の中で小さくかぶりが振られ、か細く声が絞り出される。延珠は泣いていた。

「行かないで」

「天てん童どう式戦せん闘とう術じゆつ一の型十二番──」

「やめてぇ」

「────『閃せん空くう瀲れん灔えん』」

　ドスンという鈍い音がして延珠の体が浮き上がった。密着した状態で打ち込まれた蓮太郎の拳の剄けい力りよくは、その衝撃を余すところなく伝えた。延珠の深しん紅くだった瞳ひとみが黒くなり、なにかを訴えかけるように揺れた。彼女の膝が折れ、蓮太郎にもたれかかった。

　蓮太郎は、気絶した延珠の後頭部に手を当てると、頭を打たないようにゆっくりと延珠を地面に寝かせ、立ち上がる。

　蓮太郎は顔を上げ、業ごう火かの戦場で暴れ狂うアルデバランをまんじりともせず見る。

　時限信管は作動しなかった。

　残る方法は、衝撃爆発による起爆のみである。




　──ステージⅣガストレア・アルデバラン撃滅は、序列三百位、里さと見み蓮太郎の自爆と共に完遂しなければならない。




　幸いにもこの作業は一人で事足りる。二人は必要ではない。

　蓮太郎は気絶した延珠を一いち瞥べつしてから、決然とアルデバランに向かって歩を進める。風が吹き、ボロボロになった外がい套とうが翻ひるがえる。

　いつか、こんな日が来るとは思っていた。こんな因果な稼業を続けている以上、いつしか死しに神がみの長い手に捕まるときがくるものと、観念していた。

　その時が来たのだ。義務を果たせ、里見蓮太郎。

　爆弾が埋まっている位置には、黒焦げた瘢はん痕こんが良い目印になる。だが敵体内深くに潜り込んだＥＰ爆弾に衝撃を与えるには、かなり強烈な一撃をお見舞いしなければいけない。

　右義手損失。脚部カートリッジ残数ゼロ。満まん身しん創そう痍い。全身に負傷多数。運動能力は著しく減衰。

　だが、やるしかないのだ。

　靴の裏に砂を噛かむ感触を感じながら立ち止まる。痛む肺に、火焔のような戦場の熱気を吸い込む。

「俺おれは、ここだ」

　アルデバランがこちらに気づく。目標三〇メートル手前。アルデバランが激げき震しんを生む雄お叫たけびを上げると、背についた触しよく腕わんを死に物狂いで振るう。

　同時に蓮れん太た郎ろうも死力を尽くした疾走を開始する。

　超巨大ガストレアの持つ音速を凌しのぐ触腕が、上空から隕石もかくやという速度で振るわれる。

　最初の一撃を横に跳んで回避。しかしこちらの回避予測位置を読んでさらに二発降り注いでいた。

　獣じみた声をあげて走り抜け、間一髪のところで回避。剥はがれ飛んだ岩盤が側頭部に激突して視界が激しく揺れる。激痛に気を失いかけるが、奥歯を食いしばって意識を繋つなぎ止める。

　しかし、それらはすべて目くらましだった。

　触腕の帳とばりが晴れ視界が開けた時、アルデバランの頭部に空いた口こう器きから緑色の粘液が吐きつけられる。

　背筋に悪お寒かん。咄とつ嗟さに腕を上げ顔を防御するが、蓮太郎は防ぐ場所を間違えた。

　粘液を浴びた右義足が白煙を上げて徐々に白はつ化かしていく。何事かと目を見張ったが、蓮太郎はすぐにその正体に気づき、痛恨のミスに歯は噛がみする。

　バラニウム侵食液だ。

　ならば、侵食が完了する前にと思って再び猛ダッシュ。見る見るアルデバランの巨体が眼前に迫ってくる。

　石柱のような短く太い八本足の向こう、打撃を与えた瘢はん痕こんが見えた。あそこに強烈な衝撃を与えれば、起爆に至るだろう。

　アルデバランとの距離が一〇メートルを切る。

　もうちょっとだ。奴やつは胴部に潜り込まれると攻撃が出来ない。あそこまでたどり着くことが出来れば。

　だが、突とつ如じよ蓮太郎の重心が崩れ、何もない空間で躓つまずく。

　──え？

　訳もわからぬままに地面が迫ってきて顔面からしたたかに泥に叩たたき付けられ、うめく。

　蓮太郎は、恐る恐る自分の右足を見た。

「そ、ん……な」

　ない。右足の股またから先がない。何かの冗談のように崩れ落ちた足型の白い灰があるだけで、人類が生み出した次世代金属の頂点、超バラニウム合金の義足が綺き麗れいさっぱり消えてしまっていた。

　全身がわなわなと震ふるえる。

　あれがないと歩けない。あれがないと──

　その時、アルデバランが突とつ如じよこちらに背を向けたかと思うと、遠心力で振り回された尻尾しつぽが泥を跳ね散らしながら、恐ろしい速度で迫ってくる。

　咄とつ嗟さに近場のすり鉢状に抉えぐれた地面に転がり込む。凄すさまじい轟ごう音おんが擦さつ過か。直撃こそ避けたが、尻尾が発生させた衝撃波に蓮太郎の体は病葉わくらば同然に吹き飛ばされ宙を舞うと、突き立った岩に背中から叩たたき付けられる。

　メキリという嫌な感触がして、ゆっくり岩から剥はがれ墜つい落らくして、泥に顔から叩き付けられる。肋ろつ骨こつが折れたのか、息をすると体全体に圧迫感が生じて、上う手まく肺に酸素を取り込めない。呼吸が浅く短くなっていく。

　無理矢理手を突いて体を起こすも、次の瞬しゆん間かん激しく血を吐き、ぬかるんだ地面に血の華が咲く。

　蓮れん太た郎ろうは、信じられない思いで口元を拭ぬぐい、顔の前で五ご指しを広げると、真っ赤になった掌てのひらを見る。

　突然、糸が切れたように腕から力が抜け体が倒れ伏した。冷や汗が滲にじんでくる。気持ちは急くのに、いくら力を込めてもピクリとも体が動かない。

　やがて、すべてが思うに任せなくなり、泥の上でゆっくりともんどり打つ。

　ここで死ぬのかと思う。

　ここに来てツキに見放された。だが土台、上う手まくいくわけがなかったんだ。この世にはどうにもならないこともある。大絶滅の命運も、そういったものの一つだった。そういうことなのだ。

　視界がゆがむ。すべてが絶望に黒く塗りつぶされて、目ま蓋ぶたが重くなっていく。

「里さと見み、随ずい分ぶんやられたな」

「え？」

　その時、バサリと音がして視界いっぱいにロングコートの裾すそが翻ひるがえった。バイザー白コートの兄あに弟で子しがこちらに背を向けている。

「しょ、う磨ま……兄にぃ。どう、して？」

「状況は把握してる。俺おれが行こう」

「む、り……だ。アイツは、体内深くに……衝撃を、与えないと……？」

　そこまで言ってから、蓮太郎はハッとする。

「忘れたか里見。俺の技は外げ道どうの技だ。物体を内部から破壊する力がある」

　遠のきかけた思考で、だが必死に首を振る。

「……め、だ。……だ、めだ。彰しよう磨ま兄ぃ、死んじゃう」

[image: ]

「里見、お前も俺の技を見ただろ？　あの天てん童どうの技をねじ曲げた禍まが々まがしい技を。俺の技は、金こん輪りん際ざい封印しなきゃならん。助すけ喜き与よ師範の言ったとおりだ。本当は、ずっと前から気づいてたんだ。ただ、行動するのが遅すぎた」

　彰しよう磨まは、思うに任せない蓮れん太た郎ろうの体をひょいと肩に抱え上げると、近場にある小高い丘の裏側に連れてくる。

　彰磨はそれ以上何も言わずに背を向けると駆け出していった。

　手を伸ばすが、届かない。引き留める声は、かすれて出てこない。

　またいなくなってしまう。もう二度と犠牲を積むのははご免だと思ったのに、もう誰だれをも死なせない輝かがやかしい未来のために戦ってきたというのに。

　しばらくすると、丘の向こうで激しい雄お叫たけびと地鳴りが続くが、蓮太郎にはその様子は知る術すべもない。

　歯を食いしばり、残った左手で必死にぬかるんだ地面を掻かいて匍ほ匐ふく前ぜん進しんを続け丘の上に出ると、アルデバランと彰磨の戦せん闘とうは佳境にさしかかっていた。

　ヒトの身ではあり得ないほどの俊しゆん敏びん性を発揮した彰磨は、いままさにすべてのアルデバランの連撃を避け、胴部に潜り込む。

「駄目だあああああああああッ。彰磨兄にぃぃぃぃぃぃ！」

　そして、ここからでは見えなかったが──きっと彰磨はやり遂げたのだろう。

　ふっと音が耳から消え、目も眩くらむ激しい閃せん光こうと火の玉が発生。熱線を含む衝撃波に吹き飛ばされ何回転もしながら丘の裏側に仰あお向むけに転がった。

　そして見た。

　ＥＰ爆弾によって生まれた火か球きゆうは上昇気流によって縦に伸び、地表面のチリや構造物を吸い込み巨大なキノコ雲が形成される。

「彰しよう磨ま兄にぃッ、彰磨兄ぃッ。うわああああああああああああああああッ！」

　凄すさまじい轟ごう音おんと衝撃波が吹き荒れる空の中、蓮れん太た郎ろうは喉のども裂けよとばかりに悲鳴を上げ続けた。




　　　　２




　誰だれかが泣きながら自分の体を揺すっている。温かい水滴が頬ほおを、額ひたいを、そして口元を叩たたき、唇くちびるから口こう腔こうを経由して喉の奥に流れ落ちる。

　当然ながら塩っ辛い。そして気づく。嗚あ呼あ、生きている、と。

　薄うすく目ま蓋ぶたを開けると、よりはっきりとそのシルエットが見えてくる。

　ウサギの耳みたいなツインテールの少女だ。もう泣かせたくないと思っていたのに、またやってしまたという後悔の念が浮かんでくる。

　頬を叩かれ、ゆっくりと沈みかけていた意識が浮かび上がっていく。視界が焦点を結び、意識の座標がより鮮明になっていく。

　ぼんやりと背後の空が明るくなっていることに気づく。どうやら夜明けが近いらしい。

「延えん……珠じゆ」

　延珠が鋭く息をのんだ。

「～～～～～～～～～～～～」

　彼女は唇をへの字に引き結び、もう泣くまいとして、かえって変な顔になっている。瞳ひとみを潤うるませながら、口をぱくぱくさせ、だが突とつ如じよ大きく頭を後ろに引くと、あろうことかヘッドバットを繰り出した。

　ゴッという、現実きわまりない音がして目の奥に星が飛ぶ。

「ぎゃあああああ！　ア、アホッ。何すんだこの十歳児」

　勢いよく半はん身しんを起こしてから、次いで襲おそい来るあまりの激痛に顔をしかめた。

　自分の身体からだをチェックしてから、まあ当然だろうと得とく心しんがいく。義肢がないのは勿論、全身やけどと傷で外がい套とうも制服もブスブスと黒焦げている。鏡がないからわからないが、顔も煤すすで真っ黒だろう。

　延珠も痛かったらしくおでこをなでさすりながら、恨みっぽい視線でこちらを見る。

「文句が多すぎて言葉にならなかったので、思わず頭突いた」

「頭突くな」

「言いたいことが千個ぐらいあるぞ。まずだな──」

　なおも言い募つのろうとする延珠を手で制して、蓮太郎は周囲を見渡す。

「延えん珠じゆ、スマン。それはあとで聞く。戦せん闘とうはどうなった？　悪ぃけど、肩を貸してくれ。一人じゃ立てねぇんだ」

　延珠は複雑な表情をしたあと、黙って肩を取って立ち上がった。

　延珠に介助されながら小高い丘に登頂した。どうやらこのあたりで一番高い丘だったらしく、どちらを向いても視界を遮さえぎる物はなにもなかった。世界は蓮れん太た郎ろうの足あし下もとに広がっていた。

「なんだ、これは……」

　アルデバランがいた箇所は巨大なクレーターになって、ぶすぶすといまだ白煙を噴き上げ、底部は溶岩のように真っ赤になっている。

　アルデバランは塵ちり芥あくたすら残らず消滅していた。薙なぎ沢さわ彰しよう磨まも……。

「延珠、残りのガストレアは……倒せたのか？」

「うむ、あの爆発と同時にガストレアたちの動きがおかしくなって、一体一体が凄すごい倒しやすくなった。大分モノリスの外に逃げたけどな」

　その時背後から「お兄さん！」「里さと見みくん、目が覚めたの？」という声が聞こえてきて振り返ると、ティナと木き更さらが駆け寄ってくるところだった。

　二人の声を皮切りに、周囲で生存者の探索をしていた民みん警けいたちが集まってくる。

　玉たま樹きも弓ゆ月づきも無事である。朝あさ霞かは再び自分のプロモーターを失ったことに沈痛げだ。影かげ胤たねと小こ比ひ奈なの服に飛んだ返り血の量が、彼らの戦果の凄すさまじさを物語っている。

　すでに彰磨がこの世の人ではないことを知ってか、木更を始め、アジュバントの面々は蓮太郎と視線を合わそうとしない。

「これだけ、なのか。たったこれだけ？」

　蓮太郎パーティの生存者は九名なのに対して、他にポツリポツリと六名が見えるばかり。『レイピア・スラスト』開始時は百余名が同時に突撃を敢行したはずだった。それが、たったの十五名。残りは全部死なせたのか。

　その時、背に光を感じて振り返ると、雲間を切り裂き東の空から帯状の曙しよ光こうが覗のぞき、紺こん碧ぺきの空を徐々に夜明け色に染めていく。深い青からライトブルーへと染まっていく空のあわいの美しさに震ふるえた。無限のグラデーションを経ていく自然の美に魅せられた。

　白はつ化かモノリスの厚い雲が空を覆おおってからというもの、実に四日ぶりに見る太陽だった。

　だが、陽光が暴き出し白日の下に晒さらしたのは、温かい天国ではなかった。

　大小様々なガストレアの死体が山となっており、その隙すき間まにはもはや原形をとどめないほどの損壊し尽くされた民みん警けいの亡なき骸がらが転がっており、そこかしこから流れ出た血液の支流が合流し小川を作っている。

　飛び出た腸はらわたが泥にまみれて転がっており、脳のう漿しようと混ざり合って地面を一面ピンク色に変えている。ハエがたかったその瞳ひとみは、もうなにも映していない。

　肉が焦げ髪が焼けるにおいは悪臭芬ふん々ぷんとして、生者の肌に消しがたく染みこむ。きっと何度風ふ呂ろに入ろうが、このにおいは当分取れることはないだろう。

　そんな酸さん鼻び極まる光景が、視界の続く限りどこまでも広がっていた。

　そこにはガストレアを倒すために戦った英雄たちのなれの果てがあった。東京エリアを守護するなどという美び名めいにそそのかされて地獄の釜かまに投げ込まれた愚か者たちの末路があった。

　里さと見み蓮れん太た郎ろうは、ガストレアが闊歩するこの地獄のような世界に天国を作ろうとした。

　だとしたらこの眼前に広がる光景は何だというのか。自分が行ったのは、地獄の上に地獄を架しただけの行為ではないと、どうして言い切れるのだろうか。

　一人殺せば殺人者、百万人殺せば英雄。すべてを殺し尽くせば神であるらしい。

　蓮太郎は神ではない。




　──だがもう殺人者ヒトですらない。




　蓮太郎はなってしまったのだ。英雄に。象徴シンボルに。他人の希望に。

『蛭ひる子こ影かげ胤たねテロ事件』の時は英雄と呼ばれてもいまひとつピンと来なかったが、いまならばわかる。なるほど里見蓮太郎は英雄だ。

　きっとこの死体の山と血の川は、英雄と呼ばれた道（ピ）化（エ）者（ロ）が生涯見続けなければいけないこの世の地獄なのであろう。

　蓮太郎の隣となりには延えん珠じゆの体温がある。事務所に帰れば木き更さらとティナが出迎えてくれる。

　では、この胸を虚うつろに吹き抜ける寂せき寥りようは一体なんなのだろうか。どうしてたくさんの仲間の笑顔に囲まれながらも、こんなにも孤独に胸が張り裂けそうなのだろうか。

　きっと自分は、これからも血を吐き恐怖に眠れぬ夜を過ごしながらも真実を追い求めるだろう。

　だがきっと、真実は自分を幸せにはしない。菫の部屋で『アルディ・ファイル』を見たあのときに、その確信はいや増した。

　しかし立ち止まるわけにはいかない。ここで投了サレンダーしたら、自分に未来を託して逝いった千せん寿じゆ夏か世よの祈りは、布ふ施せ翠みどりの願いは、薙なぎ沢さわ彰しよう磨まの希望はなんだったのか。彼らの死を無駄にしないためにも、もはやここで降りるなどという選択肢はあり得ないのだ。

　その時、不意にバタバタという空を叩たたく音がして振り返ると、大量の輸送機とヘリコプターがこちら側にやってきていた。

　おそらくエリア中のヘリコプターを徴発してきたのだろう、強化網ネツトを介したその下には、正方形のバラニウム塊かいが吊つり下げられている。

　凄すさまじい数で編隊を組んで襲しゆう来らいしたヘリたちは、空を埋うめ蓮太郎たちの頭上を飛び越えて、死して骸むくろを残したモノリス灰の山に向かっていく。

　これから昼夜を徹してモノリスの製作に入るのだろう。

　蓮れん太た郎ろうはもう一度曙しよ光こうを眇すがめ見た。

　これから先、いくつ涙の谷をまたぎ、どれだけの絶望の山さん野やを越え、そしてその先にあるものはなんなのか。

　神ならぬ我が身に、知るよしも無かった。







　　　　　『第三次関東会戦報告書』




　二〇三一年四月末のガストレア『スコーピオン』と、同年七月中旬のガストレア『アルデバラン』との立て続けの戦闘行為による東京エリアの累るい積せきダメージを算出。


東京エリア陸上自衛隊戦力──八三パーセント減衰。

東京エリア海上自衛隊戦力──四五パーセント減衰。

東京エリア航空自衛隊戦力──九五パーセント減衰。

東京エリア民間警備会社正規登録ペア数──四三パーセント減衰。



　この戦いでめざましい戦果を上げたアジュバントメンバーを以下の序列に昇格。





片かた桐ぎり玉たま樹き、片桐弓ゆ月づきペア──序列千八百五十位から千位に。

天てん童どう木き更さら、ティナ・スプラウトペア──序列九千二百位から三千五百位に。

里さと見み蓮太郎、藍あい原はら延えん珠じゆペア──序列三百位から二百十位に。






　イニシエーター壬み生ぶ朝あさ霞かは、プロモーターの死亡により一いつ旦たん身柄をＩＩＳＯ預かりに。

　現場にいたと思われる蛭ひる子こ影かげ胤たね、蛭子小こ比ひ奈な両名は事件直後に失しつ踪そう。行方ゆくえは杳ようとしてつかめず。


以上　　









　東京エリアは自らでの国の守護を困難とし、バラニウムの優先供給を確約し海外から強力な民みん警けいを招しよう聘へいすることを決める。

　東京エリアは、モノリス崩壊から『大絶滅』の運命を覆くつがえした世界で初めてのモデルケースとなった。







　　終　章　　　復讐するは我にあり




　カッコウの、どことなく音楽的な鳴き声が聞こえてくる。

　夕焼けが目にまぶしい午後の五時になって、足早に国土交通省庁舎から退社した天てん童どう和かず光みつは、秘書の椎しい名なかずみを伴って目的地に急いだ。

　屋外に出た瞬しゆん間かん、むっと全身から包み込むような暑気に襲おそわれ、咄とつ嗟さにいつものようにリムジンを呼びつけたくなったが、それは今日に限っては出来ない相談だ、と自分を説き伏せる。

　そこでアルマーニのスーツのネクタイが曲がっていることに気づき、イライラと手で直す。普ふ段だんの自分からは考えられない失態である。

　今日は朝からずっとこの調子で、仕事にも身が入らなかった。

　噴きだす汗に耐えかねてスーツの上着を脱いで、遠くモノリスの方向を仰あおぎ見るが、天気が良ければ望めるはずのモノリスの一角には、今日は好天にもかかわらずモノリスの影も形もない。

　それもそのはずだ、倒壊した三十二号モノリスは、現在高さは六〇〇メートルほどまでしか復旧しておらず、元の一六一八メートルまで完全復旧させるにはまだ時間が必要だからだ。

　事件後二週間が経って、東京エリアには夏が戻ってきた。

　モノリス灰が空を覆おおい気温がぐっと下がったときは、不覚にも夏を焦こがれたものだったが、こうして望み通り暑気が帰ってきてみると、それはどこまでも現実の延長でしかなく、ただただ鬱うつ陶とうしいだけである。

　いや、と首を振る。

　まだ非日常は続いている。少なくとも和光にとっては。

　再び胃がストレスできりきりと痛み出した。胃痛は、三十二号モノリスにアルデバランが取り付いたと報道されたその日から和光の伴はん侶りよとなった。

　そしてこれから和光と椎名が行く場所も、それらの事柄と浅からぬ因いん縁ねんがある場所である。

　電車を乗り継いで東京エリア外周区・第三十七区で降りる。降り口は閑散としていた。当然だろう、これから数時間して夜になれば、廃はい墟きよばかりで街灯の明かりもないこんな場所に留とどまるのは自殺行為だ。

　和光たちが徒歩で向かい、しばらく歩いたあと立ち止まったのは、廃墟化した道場だった。

　天井が高めの平屋で、家屋は半壊している。

　表に掛けてある看板は、書道家でもあった天童助すけ喜き与よの竜りゆう跳ちよう虎こ臥がたる墨筆で『天童流』と読める。

　元々天童流は天童一族にだけ継承されてきた非常に内向きな流派だったが、こうして外にもわずかながら解放している道場があり、ここがその貴重な一つだった。

　変わり果てた道場を見て、嘆息した。天てん童どう流は終わるかもしれないな。

　椎しい名なに下げ知ちを送ると、崩れかけた引き戸を引いて框かまちに立つ。一いつ瞬しゆんためらったが、土足で上がることにした。

　そして障しよう子じ戸どを引くと、広い畳敷きの道場中央に、彼女はいた。

　鞘さや込ごめされた『殺せつ人にん刀とう・雪ゆき影かげ』を地面に突いており、その柄つかの上に両手を重ねて、足を開き気味に立っている。

　彼女は俯うつむいていた顔を、ゆっくりと上げる。

「ようこそ、和かず光みつお兄様。いえ、国土交通省副大臣様とお呼びした方がよかったでしょうか？」

「木き更さら……」

　妹の名前を、まさかこんな憎ぞう悪おと共に呼ぶことにはなるとは思いもしなかった。

　艶つやのある漆しつ黒こくのストレートの黒髪が、窓から斜めに差し込んだ夕ゆう陽ひに当たりきらきら光り、白はく磁じの肌と好対照。腿ももまで伸びたソックスと黒いセーラー服を身につけている天童木更がそこにいた。ここが命の取り合いをする決戦場であることを示す、なによりの証拠だ。

　道場の壁際には、懐なつかしい顔があった。

「なんだ、そっちは子連れか、蓮れん太た郎ろう」

　悪あし様ざまにそう言うが、蓮太郎は緊張した面おも持もちのまま答えない。傍らには同様に緊張した様子の子供二人、ツインテールの少女と金髪の少女がいる。おそらく彼らのイニシエーターだろう。

「お兄様、約束通り、誰だれにもここに来ることは言っていませんか？」

　和光は肩をすくめる。

「おかげで久しぶりに車を使わずに自分の足で歩いたよ。お前こそ、約束のものは持ってきたんだろうな？」

「これのことですか？」

　そう言って懐ふところから取り出された書類束が和光の足あし下もとに投げ出される。

　平静を装っていたが、内心呻うめき声を上げたい気分だった。

　椎名に拾わせて書類を受け取ると、一枚ずつ素早く書類をめくっていく。

　紛れもない証拠が、和光の前に陳列されていた。

「クソッ、一体どこでッ？」

　木更は小こ馬ば鹿かにしたようにクスクスと笑う。

「偶然見つけたのですよ」

「見つかるはずがない。全部処分したはずだ！」

「それでも、私は見つけました。私にもまだ、自分のコネで使えるツテが残っていたので」

　ハッとして木更を睨にらみ付ける。

「貴き様さま、天てん童どうの保管庫に忍び込んだな」

　微笑を浮かべながら木き更さらが肩をすくめる。

「話を先に進めませんか、お兄様」

「………………」

「『第三次関東会戦』を戦っているあいだ中ずっと、私たちは不思議に思っていました。ステージⅣに過ぎないアルデバランが、どうしてモノリスに取り付くことが出来たのか。最初は立地条件やアルデバランの特殊能力を疑っていましたが、そのうち三十二号モノリスそのものに問題があるのではないかと思ったのです。そして調べてみると案あんの定じよう、おかしなところが見つかった。ガストレア大戦期末期に製作された三十二号モノリスの発注をとりまとめていたのは、あなたですね、和かず光みつお兄様？」

「………………」

　木更は獲物を追い詰める猫のように目を細め、サディスティックな調子で両手を広げ、続ける。

「いまでこそ公共事業発注は汚職や談合を防ぐために一般競争入札制度が取られていますが、代わりに煩はん雑ざつです。モノリス製作のような素早さが何よりも求められる工事は、国交省がゼネコンをとりまとめて製作を指揮している。

　別に、この制度そのものに異論はありません。でもですよお兄様、バラニウムに混ぜ物をして安くモノリスを作って、浮いた費用を懐ふところに入れるのは感心しませんね」

　ビク、と和光の体が震え、握った拳こぶしが震ふるえた。

「当然、混ぜ物をしたバラニウムは純度が低くなって、ガストレアの嫌う磁場発生能力が落ちます。そうなると、強力なガストレアならば、弱体化したモノリス磁場を押し切ってモノリスに取り付くことも、あるいは可能だったのかもしれませんね」

「理論上はあの純度でも大丈夫だったんだ！　事実ここ十年、三十二号モノリスは破られなかったじゃないかッ」

「でも、アルデバランには通用しなかった」

「グッ……」

　木更は口元をつり上げて笑みを形作ると、冷酷に断じた。

「ガストレア・アルデバランを呼び込み、『第三次関東会戦』の引き金を作ったのは、あなたですよ和光お兄様」

　握った拳こぶしに爪つめが立ち、皮膚が破れ血が滲にじむ。いますぐこの女の口を封じてやりたい。そんな思いが、拭ぬぐい難がたく湧わいてきた。

「でも皮肉な話ですよね。シェルター当選券が当たらなかった東京エリア市民はガストレアに殺さつ戮りくされる恐怖に夜も眠れずに震えていたのに、あなたは国の要人だと言うだけで、家族ごとシェルター当選券を配られて、私たち民みん警けいが必死に戦っている間もシェルターにぬくぬくとこもっていたんですから。この事実を東京エリア市民が知ったらどう思うんでしょうね？」

「…………この書類にコピーは？」

「ありません。それ一部だけです」

「信じろと？」

「私もあなたの『今日ここに来ることは誰だれにも言わなかった』という戯ざれ言ごとを信じているんですから、ここは紳士協定で行くべきでしょう」

　和かず光みつは鼻で笑った。

「これから殺し合う相手に、まさか紳士協定を説かれるとは思わなかったよ」

　木き更さらも冷酷に笑い返した。

「興味がないのだけれど、一応聞いておきます。なんのためにバラニウムに混ぜ物をしたのですか？　お金なら腐るほどあるでしょう」

「フン、木更、お前は何もわかっておらんな。出世というのはな、お前には想像もつかないほどのカネが必要なのだよ。上役はな、様々な欲望を持っている。ライフルを持っての人狩りをしてみたい、双子の処女と３Ｐがしたい、セルフ出演の殺人ビデオスナツフムービーを作ってみたい、とな。そういう上役の密ひそかな願いを叶かなえてやるためには莫ばく大だいなカネが必要なのだよ」

　木更の表情に初めて、いままでにない感情がよぎった。

「率直に言って、吐き気がします。あなたはそんな願いを叶えてあげるためにカネを欲したと？」

「そうだ。そしてそのカネで上役にたくさんの借りを作ってやった。私がこの若さで国交省の副大臣の地位にいるのは、なにも天てん童どうの後ろ盾たてがあるからだけではない」

　木更の憎ぞう悪おに細められた瞳ひとみが、さらに鋭くなる。

「あなたたちのような人間のクズが、ガストレア大戦で死ぬべきだった」

「ハッ」

　和光は今度こそせせら笑った。

「お前は何もわかっておらんな木更。真の悪人は死なない。金をばらまいて、『死』がそれを拾い集めている間に必ず逃げおおせる」

　木更はすっと目を閉じて、ゆっくりと開けた。

「生かしておく理由がまた一つ、なくなりましたね。もう結構です。始めましょう──双方、立会人を前に」

　和光は椎しい名なを押し出す。どうやら、木更側の立会人は蓮れん太た郎ろうのようだ。

　二人は和光と木更の中間に向かい合って立つと、まずな椎名が右手を小さく挙げて宣誓した。

「私、椎名かずみはこの場の決けつ闘とうの立会人として存在し、たとえこの場で片方が殺されようとも、警察その他の司法機関に訴え出ないことをここに誓います」

　椎名の宣誓を見届けて、和光と木更の視線は自然と蓮太郎に向かった。

　蓮れん太た郎ろうは辛つらそうな表情でゆっくり右手を挙げるが、すぐに首を振る。

「待ってくれ二人とも！　最後に聞きたい。この戦い、どうしてもやんなきゃ駄目なのか？　天てん童どう流の最強の称号である免許皆かい伝でん同士の戦い、俺おれも興味がある。でもそれは木剣や竹刀しないを持ってやるべきだ。真剣で斬きり合うべきじゃねぇ！」

「くどいぞ蓮太郎！　ここでこの女の口を封じておかなければ、こいつはべらべらと真相を喋しやべる。生かしておくわけにはいかん！」

「でも和かず光みつ義に兄いさん──」

「私を義あ兄になどと呼ぶな。お前が木き更さらについた時点でお前は天童の敵だッ。蓮太郎目を覚ませ、お前は騙だまされてるんだ。この女は、化け物だぞッ」

「やらせて里さと見みくん。私は十年間待ったわ。お父様とお母様の仇かたきの一人、ようやく追い詰めたの。この男との戦いは宿命だったのよ」

　蓮太郎はさらに何か言い募つのろうと口を開くが「チクショウ」と小さく歯は噛がみ。やがて右手を挙げて宣誓する。二人は宣誓が終わると壁際まで後退し、広い道場中央は、和光と木更だけのものになる。

　和光は秘書に顎あごで指示を送る。彼女は二つある槍やり袋ぶくろの一つから一本の槍を取り出し放ってくる。

　それを片手でキャッチ。和光の胸元までの長さがある直槍である。槍を握っていると、そこから体に活気が流れ込み気き息そく充じゆう溢いつしてくる。往年の感が取り戻されていく──槍一本あれば天下さえとってみせるという自信が湧いてくる。

　木更が小こ馬ば鹿かにしたように肩をすくめた。

「まさか本当に槍だけなんですかお兄様？　てっきり拳けん銃じゆうでも忍ばせてるかと思ったんですが……」

「見損なうなッ。貴き様さまの心臓を貫く程度、飛び道具に頼るまでもない」

　そこで和光は、揺れる木更の豊かな胸元に気づき、木更の体を上から下までねぶるように眺める。

「木更、私の上役の一人がな、途上国から攫さらってきた浅黒い肌の女に飽きたと言って、色白の女を欲しがっていてな。お前を殺さず倒したら、手足をもいでそいつに与えてもいいか？」

　木更がクスクスと笑う。

「ええ構いませんわ。その代わり、私がお兄様を殺さず倒したら、生きたままブタに食わせようかしら」

　木更が腰を落とし、目を細め、修しゆ羅らの形ぎよう相そうで構える。天てん童どう式抜ばつ刀とう術じゆつ『涅ね槃はん妙みよう心しんの構え』──一刻たりともとどまらず変転する状況の中にあって、なおその存在は自在であることを意味する天童式抜刀術の攻防一体の型。

「この日を十年、待ち焦がれていたわ。私の恨みと絶望の深さを味わって死になさい」

　和かず光みつも構える。天てん童どう式神しん槍そう術じゆつ『八はち面めん玲れい瓏ろうの構え』──心の中に一切の蟠わだかまりを捨てた空の境地にあって、その心は清らかに澄みきっていることを意味する天童式神槍術の攻防一体の型。

「嬉うれしいよ木き更さら。腹違いとはいえ、妹のお前とこうやってスキンシップを取ることが出来るんだからな。胸を貸してやるから来たまえ」

　一気に道場の空気が変質し、ビリビリと張り詰めたものになる。

「天童式抜ばつ刀とう術じゆつ・皆かい伝でん。天童木更」

「天童式神槍術・皆伝。天童和光」

　名乗り上げと同時に、二人とも一歩飛び退き対たい峙じした。

　木更がすかさず攻こうの型『心しん地ち光こう明めいの構え』を取るのを見て、受け方の和光は防ぼうの型『鉄てつ心しん石せき腸ちようの構え』を取る。

　すると木更は流れるような動作で今度は『涅ね槃はん妙みよう心しんの構え』に構え直し、それを見た和光もまた、熟練の動作で攻の型『麟りん鳳ぽう亀き竜りゆうの構え』を取る。

　受け方に回った木更は防の型『雲うん心しん月げつ性せいの構え』に切り替えた。

　木更の動きを見ていた和光は、声に出さずに感嘆していた。

　型から型への変型時の捌さばきが継ぎ目がない状態シームレスであり、美しいとさえ言える。

　てっきり頭に血が上ってイノシシのように突っかかってくると思ったのだが、当てが外れた。

　これは、存外に強敵かもしれないな、と思い直す。

　互いの手の内を知り尽くした天童流の同門同士の戦いになると自然、無駄な手数を減らし、先の先を読み合おうとする傾向が生まれる。

　そして天童流には攻略法と呼ばれるものが存在し、攻の型には防の型から技を繰り出し、防の型には攻防一体の型の技を、攻防一体には攻の型から攻め崩すべしという三さん竦すくみの法則がある。それはあたかもヘビがナメクジを恐れ、ナメクジはカエルを恐れ、カエルはヘビを恐れるが如くである。

　お互いにそれを知った者同士の戦いは、型から型への変型がめまぐるしく行われ、端はたから見れば演えん武ぶのようにさえ見えるだろう。

　だが、この刃やいばを交えない変型がコンマ秒でも遅れると、そこに付け入る隙すきが生まれ、あっという間に決着となる。

　だからこそ、変型は速すみやかに且かつ流れるように行われなければならない。

　木更は、その変型をほぼ完かん璧ぺきとも言えるほど美しく行っている。

　和光も認めざるを得なかった。天童木更の実力は、自分と伯はく仲ちゆうするほどにある、と。

　そして同時に理解した。この戦いは初撃にてすべてが決するのだ、とも。

　屋外からはクマゼミの合唱がかまびすしいほどだが、打って変わって室内に音はほとんどない。二人が無音で構えを変えていく体重移動の音がわずかに腐った畳を軋ませる。その音だけが、世界に満ちているすべてだった。

　どれくらい行き詰まる攻防を繰り広げていただろうか。そこで、突とつ如じよ木き更さらはそれまでの型取りを崩し脱力すると、半はん身みになって刀ごと腕を振り上げ、見たこともない構えを取った。抜刀と同時に斬きり下ろすような攻撃法につなげる型である。

「なんだ、その型は……？」

　思わず、そんな声が口を突いて出た。呆あつ気けにとられたのは蓮れん太た郎ろうも同じだったらしい。小さく口を開けて硬直している。

　木更は凜りんとした表情で告げる。

「名前だけお教えしましょうお兄様。これは天てん童どう式抜ばつ刀とう術じゆつ『龍りゆう虎こ双そう撃げきの構え』と言います。すべての天童を葬ほうむるために私が編み出した型です」

「型の創出……だと」

　ふつふつと怒りがこみ上げてきて、気づけば和かず光みつは叫んでいた。

「ふざけるな！　助すけ喜き与よ師範の技に独自のアレンジを加えることなど言ごん語ご道どう断だん！　恥を知れ木更ッ」

　木更は、こちらを小こ馬ば鹿かにしたようにクスクスと笑んだ。

「お兄様こそなにか勘違いをなさっていませんか？　免許皆かい伝でんは技の創出と伝授が許されるはず。まあ、ただ教えられたことを鵜う呑のみにして墨ぼく守しゆするしか能の無い人間には、到底たどり着けない境地かもしれませんけどね」

　槍やりを持つ手が怒りに震ふるえる。

　言わせておくのか。これ以上、この女に。

「椎しい名な！」

　秘書を呼ぶと、意を汲くんだ彼女はもう一つの槍袋から、一つの槍を重そうに投げて寄よ越こす。

　和光は直ちよく槍そうを捨てて、さらに長く禍まが々まがしい武器に持ち替える。

　それは槍と呼ぶのすら憚はばかられるほどの異い形ぎようの外観をしていた。

　先端に四つの刻み目を持った両りよう刃ばの矛ほこ先さきがあり、それを取り囲むように四方に月げつ牙が。さらに月牙には鎖でつながれた分ふん銅どうが四つ接合されている。

　矛先を躱かわしても月牙が切り裂き、月牙を避けたとしても分銅が骨を砕く。

　あたかも中央のおしべとめしべを囲むように花弁が咲いているかのような槍である。

　然しかり、これは『槍の花』である。

　──『混こん天てん截せつ』

　刺し突とう・切断・殴打を同時にこなす特殊混合武器であり、偃えん月げつ刀とうや方ほう天てん戟げきと同様に使い手に凄まじい技量と体格を要求する重量級槍。

「使いたくはなかったぞ木更。お前のような売ばい女たを斬きるのにこの宝ほう槍そうはな」

　木更は無言で眼めを細めただけだった。

　和光は構える。天童式神しん槍そう術じゆつ『麟りん鳳ぽう亀き竜りゆうの構え』──あえて和光は決戦に攻こうの型を選んだ。

　木き更さらの『龍りゆう虎こ双そう撃げきの構え』は明らかに攻の型か攻防一体の型である。

　和かず光みつは直感によって、これが攻の型だと判断した。ならば当然防の型で迎え撃つのが定じよう石せき。

　だが木更は『龍虎双撃の構え』を天童を殺すために編み出した技と言った。ならば、防の型を突き崩す新機軸の型であると判断してよい。

　和光も、この際定石は捨てて考えることに決めたのだ。

　ギャラリーは息を詰めて、身じろぎすらしなかった。

　窓から斜めに差し込んだ夕ゆう陽ひが、舞った埃ほこりをきらきらと輝かがやかせる。

　張り詰めた空気と充ち満ちた殺気は、常人ならば発狂しかねないほどだ。

　和光の額ひたいから玉の汗が浮かび、鼻の先からしたたり落ちる。

　ガラスに映った我が姿を顧かえりみる。長ちよう身しん痩そう躯くの細ほそ面おもての男。今年で齢よわいは三十九に届くが、実年齢よりは十は若く見られる。体内年齢はさらに若い。

　和光は自問する。

　──私は負けるか？

　即座に声が返る。

　──否いな、あり得ない。

　自分は天てん童どうの家に生まれ成功を約束されたスーパーエリート。愚ぐ民みんを統すべるものである。それがこんな豚小屋以下の汚らしい道場で朽ちるなどあり得ない。自分はこんなことで失脚する人間ではないのだ。

「カアアアアアアアアアアアアアアアッ！」

　裂れつ帛ぱくの叫びと共に和光が仕掛けた。凄すさまじい踏み込みで振るわれる突き込み。

　天童式神しん槍そう術じゆつ三の型一番『天あま子こ玄げん明めい窩か』──愚直とも言える突き込みは、天童の歩法による踏み込みと、強きよう靱じんな膂りよ力りよくによる槍やりのストロークを以もつてすれば魔ま速そくへと至り、さらに混天截の複合攻撃を合わせれば、もはや木更を十回殺害して余りある威力となる。

　木更もコンマ数秒遅れて殺せつ人にん刀とうを鞘走らせるが、遅い。

　必殺を期した混こん天てん截せつは──だがあり得べからざることに、鋼の悲鳴と共に大きく上方に弾かれた。

「ッ!?」

　咄とつ嗟さに背後に大きく跳躍。双方無事。

　必殺の一撃が弾かれたことに動揺はあったものの、期せずして仕切り直しの機会を得たのだ。次こそは我が奥おう義ぎによってズタズタにしてやると思い、再び地を蹴ける。

　木更がそこで、驚きよう愕がくの表情を浮かべた。

　いけると思い、再び槍を突き込もうと駆ける。

　──そして和光は、木更の驚愕の表情の意味をはき違えたことを知った。

　次の瞬しゆん間かん、ぐらりと視界が揺れ、足がもつれたかと思うや、なぜか前方に慣性力で投げ出されるように倒れ、畳が視界に大きく迫ってきた。

　受け身も取れずに腐った畳に顔を打ち付ける。

　本人すら気づかないうちに、いつの間にか、勝敗は決していた。

　和かず光みつは、自分が敗北したことにすら気づかなかった。







　決着の瞬しゆん間かん、蓮れん太た郎ろうは思わず呻うめいていた。

　天てん童どう流の決着は、蓮太郎の予測に違たがわず一撃にして終わっていた。

　そしてそれは、天童式神しん槍そう術じゆつの逃れられぬ敗北を意味していた。

　倒れ伏した和光が、理解できないと言った風に木き更さらを見上げる。

「グ、木更、なぜ私は……一体勝負はどうなった。私は負けたのか？」

　見下す木更の視線は凍いてついていた。

「そんなことにも気づいていないんですのねお兄様。自分の足を確認して見たらどうなんですか？」

「足……だと？」

　言われて和光が、ゆるゆると視線を自分の足に向ける。

　和光の悲痛な悲鳴を上げるのを聞いて、蓮太郎は顔を伏せたくなった。

　和光の両足の腿ももから先が綺き麗れいに消失していた。まるで宿主を見放したかのような遙はるか後方に吹き飛んで壁に激突している。

「お兄様ったら、足を切られたのにも気づかずにこっちに踏み込んできたから、驚おどろいて思わず笑っちゃうところでしたわ」

　思い出したように和光の両足から血が噴き出し、畳の上を血の池地獄に変えていく。

　蓮太郎はそれを愕がく然ぜんと震ふるえながら見ていた。

　蓮太郎は、試みに思考してみることがあった──天童民みん間かん警けい備び会がい社しやにおける最強は誰だれなのだろう、と。

　機械化兵士能力をもった蓮太郎か、『呪のろわれた子供たち』として超人的な身体能力を発現した延えん珠じゆか、その両方の特質を併せ持ったティナか。

『パパ駄目。そいつ、この中で一番ヤバい！』

『レイピア・スラスト』作戦前夜、ティナと小こ比ひ奈ながいままさに激突せんとした時、介入してきた木更に対して小比奈はそう叫んだ。

　小比奈はティナとなら勝てる、あるいはいいところまで食い下がれると踏んで勝負を続行しようとしていたのに、木更が介入してきた瞬しゆん間かん、剣を収めた。

　イニシエーターである小比奈ですら、木更との激突はあまりにも不利と悟ったのだ。ただの人間である木更に。

　どうして気づかなかったのか。

　天てん童どう民みん間かん警けい備び会がい社しやの現時点における最強とは──

　木き更さらが黒髪をパッと掻かき上げる。

「天童式抜ばつ刀とう術じゆつ零ゼロの型三番『阿あ魏ぎ悪お双そう頭とう剣けん』──これがお兄様を斬きった技の名前です」

「ゼ、ゼロの型だと……」

「一撃をして二撃。二撃目の速さは音速を超えます。きっとお兄様の動体視力程度では、混こん天てん截せつを弾はじいた一撃目しか視認できなかったんでしょうね。二撃目でお兄様はすでに両足を斬られていたんですよ」

「そ、そんな……私の槍やりが……天童式神しん槍そう術じゆつが…………」

　呆ぼう然ぜんとそう漏らす和かず光みつを眺めながら、木更が無慈悲に刀の柄つかに手をかける。

「天童式抜刀術零の型一番──」

「木更さん駄目だ！」「木更ッ」「天童社長ッ」

　決けつ闘とうに不可侵を決めた蓮れん太た郎ろう、延えん珠じゆ、ティナとて、この凄せい惨さん極まる処刑現場を見過ごすことが出来ずに叫ぶ。

　木更は一いつ瞬しゆん、つまらなそうにこちらを一いち瞥べつしてから、そして委細構わず技名を呟つぶやく。

「──『螺ら旋せん卍まん斬ざん花か』」

　ヒィン、という音が素早く走っていつの間にか、木更の剣は何事もなく鞘さやに戻っていた。

　その場にいた全員が息をのむ。

「木更、私に……なにをした」

　自分の体に異常がないことを悟った和光が、恐る恐る聞く。

「血止めですよ。あなたにはまだ喋しやべってもらわなければならないことがあるので」

　見れば、和光の足から噴き出ていた血がピタリと止まっている。

　木更は楽しそうな足取りで、両足を失った和光の周りをくるくると回り始める。

「さてお兄様、約束通り私が勝ったので、私がお兄様をブタの餌えさにしても構いませんよね？」

「ヒィ、や、やめてくれ！　殺さないでくれ！」

　木更の抜き放った白はく刃じんが、ピタリと和光の喉のど元もとに据えられる。

「じゃあ喋ってください。十年前、私の両親が目の前でガストレアに殺され、里さと見みくんは手足と目を失い、私の腎じん臓ぞうがおかしくなったあの事件のことです。あれは公式には迷い込んだ野良ガストレアによる事件と見られています。でも東京エリアの中心部で野良ガストレアがいきなり出現するなんてこと、あり得ると思いますか？　あれは、天童の内部の人間による謀ぼう殺さつです。誰だれかが野良ガストレアを解き放って、お父様たちを殺させた。あなたが関与しているのは掴つかんでいます。他ほかに犯行に加わったのは誰ですか。答えなさい！」

「し、知らないッ」

　木更がうっすらと微笑ほほえんだ。

「そうですか。じゃあお兄様は生きたままお腹なかを空かせたブタの中に放り込むしかありませんね」

「い、嫌いやだ！　助けてくれ木き更さら！」

　和かず光みつが、一いつ瞬しゆん考え込むような間まを作って懇願するように顔を上げた。

「言えば…………私を助けてくれるか？」

「それはお兄様が有益な情報を持っているかどうかですね」

　和光が、ぐ、と歯は噛がみして呻うめく。蓮れん太た郎ろうは、話すだろうと踏んだ。もう彼の中の損得勘定の針がどちらに触れているのかは、傍はた目めから見ていた蓮太郎にも明白だった。

　なによりいまの彼は、目の前の復ふく讐しゆう鬼きに威圧され歯の根が合っていない。

「け、計画に携わっていたのは五人。私と、天てん童どう日向ひゆうが、天童玄げん啄たく、天童凞てる敏とし、そして天童菊きく之の丞じよう」

「五人ですか。思いの外、少ないですね」

「じゃあこれで──」

「──まだですッ。お兄様は、なぜお父様たちを殺したのです」

　和光は顔を上げ、哀あい切せつに訴えた。

「親父おやじ殿どのは、天童の闇やみを告発しようとしていたッ」

「闇？」

「そうだ。天童は政財界に多数の重じゆう鎮ちんを輩出している名家だ。当然のし上がる過程で汚いことの一つや二つはしている。親父殿は、突然わけのわからん正義に目覚めてそれを告発すると言ってきたのだ。そんなことをされたら天童は終わりだ。だから──」

「──殺すしかなかった、と？　仮にもお兄様たちの実の父親ですよ？」

「我々が真に忠誠を誓うのは、お祖父様菊之丞だけだ。奴やつは父親などではない。母上が亡くなって、すぐに妾めかけ腹ばらと再婚して、あまつさえ子供をもうけるなど……」

　そこでハッとして木更を見ると、狼ろう狽ばいを露あらわにする。

「構いませんよ。別に私が妾の子なのは事実ですから。お兄様たちは影で私のことを『売ばい女たの娘』と呼んでいらしたそうですね」

「わ、私ではない！　全部兄たちだ。私は言っていない！」

　木更は冷たく一いつ蹴しゆうする。

「そんなことはどうでもいいんです。では、なぜ私や里さと見みくんまで襲おそわせたの？」

「お前たちはあの時まだ六、七歳の子供だった。私たちの理想を説いても理解できるはずもなかった。だから──」

「──だから父母を失う苦しみを味わわせるより、一緒に送ってやろうと？　随ずい分ぶんお優しいんですね」

　木更はにっこりと微笑ほほえんだ。その笑みの下にある絶対零れい度どの憎ぞう悪おを知っているから、蓮太郎は寒気を感じた。

「こ、これで全部だ。私の情報は有益だっただろう。だ、だから助けてくれ」

「そうですね」

　木き更さらが人差し指を顎あごの下に当てると、可愛かわいらしく頷うなずいた。

「構いませんよ」

「え？」

「だから、構いませんよ。お兄様のもたらしてくれた情報は大変有益でした。おかげで仇かたきが随ずい分ぶん絞り込めましたから」

　和かず光みつはしばらくポカンとしたあと、木更の足にすがりついた。

「あ、ありがとう！　ありがとう！　こ、これからは心を入れ替える。本当だッ」

　木更は一いつ瞬しゆん、虫を見るような目で和光を見てから、こちらに合図を送る。

「里さと見みくん、延えん珠じゆちゃん、ティナちゃん、行きましょ」

　木更がすたすたと道場を出て行ったのを見送ってから、蓮れん太た郎ろうたちも、木更と和光の間を視線を何回か往復させながら、黙って道場をあとにする。

　外に出た瞬間、目を射るような鋭いオレンジ色の光に出迎えられ、セミの合唱が一オクターブ高くなる。空に浮いた鰯いわし雲ぐもが、あかね色に染まっていた。

「ありがとう、ありがとう」という和光の感謝の声はまだ続いていた。木更の恐怖から解放された反動なのか、壊れたように叫ぶ和光の声は止やむ気配がない。

　前方を歩いていた木更がピタリと止まり、振り返りもせずこちらに言う。

「里見くん、うるさいから戸を引いてちょうだい」

　木更に言われて慌てて戻ると、道場の戸を引いて戸を閉める。それでもまだ「ありがとう」と叫ぶ声がかすかに聞こえた。

「でも木更さん、一時はどうなることかと思ったけど、よく耐えたよ」

「里見くん、私の抜ばつ刀とう術じゆつに血止めの技なんてないのよ」

「え？」

　木更はこちらに背を向けたまま左手を水平に伸ばし、パチンと指を弾はじいた。




「──天童式抜刀術零ゼロの型一番『螺ら旋せん卍まん斬ざん花か・開花オープン』──復ふく讐しゆうするは我にあり」




　突とつ如じよ、道場内で爆裂音がとどろき、窓に障しよう子じ戸どに真っ赤なものがぶちまけられる。

　束つかの間ま、世界が静まりかえり、セミが鳴き止やんだ。

　次の瞬間、道場内からけたたましい悲鳴が聞こえてきた。

　延珠もティナも蓮太郎も、呪じゆ縛ばくされて動けなかった。

　体が勝手にガタガタと震ふるえ始める。まさか、まさか──。

　確かめないわけにはいかなかった。蓮れん太た郎ろうはゆっくり血まみれの障しよう子じに手をかけ、引いた。

　むっとするような血ににおいが鼻び孔こうに飛び込んでくる。

　蓮太郎の下か腿たいから力が抜け、瞳ひとみを見開いたまま、気づけば膝ひざを折っていた。

　中には和かず光みつだったものが散らばっていた。悲鳴を上げ続ける彼女の秘書だった女性は、必死の形ぎよう相そうで和光だったものを拾い集めようとしている。

　聞く者の精神に爪つめを立てるような音程の外れた悲鳴は、正気の在処ありかを失った者の悲鳴だ。椎しい名なと呼ばれていたあの秘書の精神は、二度と理性と正気の世界に帰ってくることは叶かなわないだろう。

　蓮太郎は再び障子戸を閉めると、振り返る。

　木き更さらは両手でお腹なかを抱えながら笑っていた。こらえ切れなくなったのか天を仰あおぎ、哄こう笑しようを漏もらす。

『蓮太郎目を覚ませ、お前は騙だまされてるんだ。この女は、化け物だぞッ』

　木更は両手を広げ、こちらを振り返る。彼女は心の底から嬉うれしそうに微笑ほほえんでいた。

「ねぇ見て里さと見みくん、見て里見くんッ。私やったわよ。やっとお父様たちの仇かたきの一人を倒したの。すごいでしょ！　ねぇ見てッ」

　興奮した木更が蓮太郎の胸に走って飛び込んでくる間も、蓮太郎はこれが果たして現実なのだろうかと疑い続けていた。無論、男と手を握るのすら赤面するような木更が自分から蓮太郎の胸に飛び込んでくるという挙に出たことも驚おどろきの一因だったが、それ以上に、木更のこの態度はなんなのか？

　ずっとこの美しい女性を胸に抱き寄せたいと思っていた。彼女を独占したいと、そう思っていた。

　ではなぜ、いま自分の体は震ふるえているのだろう。どうして回された木更の腕に、蓮太郎は寒気を覚えているのだろう。

　木更の唇くちびるは艶つややかな赤。瞳ひとみは興奮できらきらと輝かがやいている。ゾッとするくらいに美しかった。

「勝てるわ里見くんッ。いまの私ならすべての天てん童どうを殺せるわ！」

　そこで木更は、不審そうな顔をこちらに向ける。

「どうしたの？　里見くんは嬉うれしくないの？　やっと仇の一人を倒したのよ。里見くんの手足を奪った一人を倒したのよ。これは私たちの復讐じゃない」

「アンタの処刑だろ！」

　蓮太郎は木更の両肩に手を置き、強く揺すぶる。

「どうして和光義に兄いさんを殺したッ？　俺おれは、同じ皆かい伝でんであそこまで力に差があるとは思わなかった！　でもアンタ、やる前からわかってたんだろ！　どうして殺したッ」

　木更は小首をかしげる。蓮太郎が何を言っているのかわからないと言った風だった。

「木更さん駄目だ。いまのアンタ、おかしいよ！　間違ってんよッ。木更さんいつも俺に言ってただろ『正義を遂げろ』って。あの行為のどこに正義があるんだッ」

　木き更さらは蓮れん太た郎ろうの胸からすり抜けると、後うしろ手でを組んで一歩下がった。

「里さと見みくん、私気づいちゃったの。里見くんは『蛭ひる子こ影かげ胤たねテロ事件』の黒幕の天てん童どう菊きく之の丞じようを裁くことは出来なかった。『聖せい天てん子し狙そ撃げき事件』の真の黒幕、斉さい武たけ宗そう玄げんを裁くことは出来なかった。でも私は『第三次関東会戦』の事件責任者の天童和かず光みつを裁くことが出来た。どうしてだかわかる？」

　木更が口元を吊つり上げた。

「それはね、私が『悪』だからよ。里見くんの『正義』の拳こぶしは天童菊之丞にも斉武宗玄にも届かない。わからない？　正義じゃ駄目なのよ。悪に対抗できるのは正義じゃない、悪を上回る『絶対悪』なの。私にはその力がある。いま確信したわ！　私の憎悪をかき集めた絶対悪なら、みんな殺せる。私にはその力があるのッ」

『気をつけてくださいリーダー、あの人からは強い滅びの匂においがします。あの人はきっと、闇やみに惹ひかれやすい』

　翠みどりの声が脳裏に木霊こだました。

　蓮太郎はゆっくり首を左右に振る。喘あえぐように絞り出した。

「駄目だ木更さん。そっちに行っちゃ……駄目だ。帰ってこれなくなる」

　木更が小首をかしげる。

「何を言ってるの？」

　そこで延えん珠じゆやティナまでもが非難がましい瞳ひとみを向けていることに気づいた木更が、鼻はな白じろんだ顔をする。

「一足先に帰ってるわ」

　そう言うと、踵きびすを返して歩み去って行った。

　血のように赤い夕ゆう陽ひが、木更の影を長く大きく地面に投げかける。

「あんなの……木更じゃない」

　延珠が震ふるえながらぽつりと漏らす。

「お兄さん、あれが……」

　ティナが真っ青になりながらこちらを見た。

「そうだティナ、あれが本当の『天童殺しの天童』天童木更だ……いや、昔よりひどくなってる」

　蓮太郎は悲しくなった。

　──木更さん、アンタ一年前からなにも変わってなかったんだな。

　モノリス崩壊前、彼女と一緒に草地に寝そべって語り合ったことが、まるで遠い昔のように思い出される。木更は最近悪夢にうなされると蓮太郎にこぼしていた。

『私が泣いてるのは、いつかこの幸せに、終わりがくることに気づいちゃったからなんだって』

『私が殺したの。私が世界中の人、みんな殺しちゃったの』

　蓮れん太た郎ろうはゆっくりと目ま蓋ぶたを下ろす。

　いつ来るとわかっていた終わり。

　嘘うそだとわかっていた日常。

　だが、これは……。

　そして決然と目を開いた。

　夕ゆう陽ひの向こうに消えていく木き更さらの背に視線を据えながら、告げた。

「ティナ、延えん珠じゆ。お前たちにだけは言っておく。俺おれは木更さんの──敵になるかもしれない」







「ただいま」

　帰ってくることのない「おかえり」に期待せずに事務所に声を投げかける。

　木更は後うしろ手でに事務所の扉を閉めると執務机を迂う回かいしてエグゼクティブチェアに腰掛けた。

　どっと疲労がこみ上げてきて、そのまま眠り込んでしまいそうになる。

　ふと思い立つと、木更は執務机の引き出しを引いて、中から写真立てを取り出す。

　写真立ての中には、いまはもう失われた家族の姿があった。

　蓮太郎が引き取られてすぐの頃ころの写真だ。

　中央に映った木更の両手は、父と母の手とつながれていた。

　両親に挟はさみ込まれた六歳の木更は大輪の花の如ごとき笑みを浮かべていた。これから自分の身に襲おそいかかる不幸のことなど、知るよしもなく……。

　蓮太郎がきょどきょどした視線で、写真の隅っこに所在なさげに立っている。

　あの頃の里見くん可愛かわいかったな、と思いながら、写真の表面をそっと撫なでる。

「お父様、お母様、私やったわ。一人、やっと倒したの。残り四人も、きっと送るから」

　返ってくる声はなかった。

　事務所の静寂が、今日ほど耳に痛いと思ったのは初めてだった。

　木更は立ち上がると、事務所の窓まで行き、残照が雲に照り映える世界を見た。

　そして窓の外のどこかにいる、四人の仇きゆう敵てきの姿を思い浮かべた。

　いずれも天てん童どう流の皆かい伝でんの実力者。彼らとの戦いで自分の命が持つ望みはない。

　だが、何かを得るということは、何かを捨てることを意味している。

　自分はすべてを捨てた。好きな男性と恋に落ち、子を産み温かい家庭を築く幸せなど、とうに供く物もつに捧ささげている。

　神は示じ現げんしない。悪あく魔まも示現しない。

　神なきこの世界において、ただ一つ信じられる我が心の拠より所どころは、この剣のみ。

　泥をすすり、血液で研ぎ上げた我が鬼の剣。魔ま道どうの剣。復ふく讐しゆうの剣。残り四人も必ず刀の錆さびにしてくれる。

　そして無事四人を血祭りに上げることが出来たら、その時自分は……。

　不意に下腹に激痛が走り、木き更さらは苦痛に顔をゆがめ蹲うずくまった。

「か……ハッ……」

　自分の体を浄化することを諦あきらめた腎じん臓ぞうがうずく。毒が自分の体を際限なく汚していく激痛を感じながら、窓に拳こぶしを叩たたき付ける。

　ビシリと音がして放射状のひびが入ったガラスを透かして、木更はどこかにいる仇きゆう敵てきに向かって、腹の底から呪じゆ詛そを吐いた。

「天てん童どう日向ひゆうが、天童玄げん啄たく、天童凞てる敏とし、天童菊きく之の丞じよう──みんな……殺してやるッ！」







　まず闇やみがあった。

　宇宙空間を漂ただよっているような不思議な感覚。

　個が引き延ばされ、上が下になり、下が左になり、左が反転してよくわからない何かになった。

　自分が誰だれだか、それすらも定かではない。

　自分の存在が掻かき消えてしまったのだろうか。自分は誰だ？

「起きろ」

　そんな声がして深い水みな底そこから引き上げられるような感覚。

　うっすらと目を開けると、太陽を数倍した光量に晒さらされ、うっとうめく。

　それが手術台に取り付けられたハロゲンランプの白色光だと気づくのに、随ずい分ぶん時間が掛かった。

　自分は仰あお向むけになっている寝かされているのだろうか。

　四し肢しの感覚がない。体が自由にならない。視界が狭まっていく。どうなっているんだ。

　不意にハロゲンランプに照らし出された視界に黒い欠損が生じる。

　剽ひよう悍かんな男がこちらを見下ろしている。ライオンのたてがみのように髪とひげがつながった男だ。その自信に充みち満みちた顔は、どこかで見たことがあるような気がする。

「アンタ、は？」

　声が出ることに気づいた。

「ハッ。俺おれを知らないと来たか。まあいい、貴き様さまこそ、自分の名を思い出せるか？」

「名前……」

　ハッとする。思い出した。

「彰しよう磨ま……薙なぎ沢さわ、彰磨」

「ほう、思いだせたか。あの爆心地からお前の体を回収した時は、意識回復すら絶望的だと判断されていたのだがな。つくづく驚おどろかされる男よ」

　思考が芋いもづる式に加速される。そうだ、自分はアルデバランを倒すために戦い、ついに事を成し遂げて、それで──。

「お前のことは調べさせてもらった。あの憎き天てん童どうの技を修めた達人だそうだな。惜しい限りだ」

「惜しい？　何を……言っている？　ここは、どこだ？　俺おれは…………どう、なった？」

「おっと貴き様さま、自分の姿は見ない方が賢明だぞ。いまの貴様は手足はすべて吹き飛び、片目が潰つぶれ、髪は溶け、全身の七〇パーセントがやけどに冒されている。二〇三一年最先端の治療を受けられなければとっくに死んでいただろうさ」

「な……ッ」

　じゃあいま自分の体が思うに任せないのは、拘束されているからでも何でも無く……。

　いつの間にか、さらに四つの影が現れ、彰しよう磨まを取り囲んで見下ろしていた。ハロゲンランプが逆光になって彼らの目鼻立ちは見えない。

　最初の男と合わせて五人、十個の眼球がこちらをじっと値踏みしている。

「この男が、グリューネワルト翁おうのお眼鏡めがねにかなったと？　信じられませんね」

　影の一つが漏らすのを、ライオンのような男が受ける。

「そうでもないさ。俺おれは気に入った。俺はこいつが欲しい」

　わけもわからず話が進行していることに耐えられず、彰磨はうめく。

「……なんなんだ？　お前、たちは、一体、なんなんだ？」

　ライオン男が鷹おう揚ように唱える。

「我々は『五ご翔しよう会かい』──いまの貴様に、それ以上を知る必要は無い」

「五翔……会？」

「貴様もこのまま放置すればもうすぐ死ぬ。だがな、一つだけ、貴様を助けられる方法がある」

　男は、ニッと笑った。

「一つ、乗らないか小こ僧ぞう？」







　蓮れん太た郎ろうは、車窓に肘ひじを突きながらぼんやりと外を眺めていた。

　景色が高速で視界を流れていく。街も、人も、風景も平和そのものだった。

　東京エリアに平和が戻った。一時はあんなに幅を利きかせていた暴徒は速やかに鎮圧されて、東京エリアから飛行機で脱出していた人間たちも戻ってきている。

　蓮太郎は、大きくため息をついた。

　エリアが秩序を回復する過程で、様々なゆがみがあちこちで見つかった。

　シェルター当選券の略奪や詐さ取しゆ、偽造はもとより、女性と子供が優先されたので女装してシェルター内での食糧配給を受けていた男や、闇やみチケットで飛行機の最終便に乗り込もうとして逮たい捕ほされた二人組の自衛官。

　あきれたことに飛行機で戻ってきた人間たちの中には大量の民みん警けいが混じっている始末である。彼らは東京エリアを見捨ててさっさと逃げ出しておいて、何食わぬ顔で戻ってきていたのだ。

「ひぇんひゃろう蓮太郎」

　そう言われて首を傾けると、口をもごもごとさせて延えん珠じゆが口を汚しながらチョコレートをほおばっている。

　コツン、と延珠のおでこを叩たたく。

「アホ、食べながら喋しやべるな」

「むぅ」と延珠がふくれっ面つらをする。
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　その顔を見ながら、延珠が復調したことに内心嬉うれしさを覚えていた。

　蓮れん太た郎ろうと延珠は、先日ようやく自分の生徒たちだった少女たちの葬儀に出席した。

　木き更さらやティナは彼女たちの死を悲しみ、延珠は式場でわんわんと大泣きした。

　それを見て、蓮太郎は延珠を葬儀に連れてきて良かったと心の底から思った。

　葬儀とは、死者を弔とむらう意味があるのと同時に、生者が死者との思い出に見切りをつけるためのものである。延えん珠じゆは泣いて、泣いて、泣いて、そして死者への未練についに見切りをつけることが出来たのだろう。

　生者の人生が死者に引きずられて暗い影を投げかけ続けるのは、死んだ彼女たちとて本ほん意いではないはずだ。

　焼き場で焼かれた彼女たちの骨を見て、延珠がポツリと「ヒトは死んだら灰と煙になるのだな……」と呟つぶやいたのが、なぜかいまでも耳の奥に残っている。

　松まつ崎ざき老人とも会った。生徒として預けた大切な生徒を根こそぎにされたのだ、てっきり呪じゆ詛そを吐かれるものと覚悟していたが、案に相違して彼から何度も礼を言われて困惑した。

　きっと彼女たちは幸せだっただろう、彼女たちを見てくれてありがとう、彼はこちらの手を握って何度もそう言った。

　蓮れん太た郎ろうは複雑な気持ちでそれを受けた。

　木更はあの日からずっと『天てん童どう殺しの天童』のなりを潜ひそめており、いつも通りの木更に戻っている。いや、戻って見える、というべきだろうか。

　あのときの話をしようとしても、上う手まくはぐらかされてしまう。だが、あの日を境に木更の中で決定的な何かが変質してしまったのは間違いないだろう。

　木更の仇かたきは残り四人。彼女とぶつかり合うことが出来るのは、彼女が『天童殺しの天童』を発現させた時だけだ。

「蓮太郎、妾わらわ、なんだか緊張してきた。この格好で問題ないかな？」

　見れば、延珠はくるりとその場で一回転して見せる。

　延珠は明るい色のよそ行きのドレスを着込んでおめかししていた。控えめに言ってかなり可愛かわいらしかったが、直接言ってやるのは悔しかったので「まあ、大丈夫だろ」とそっけなく言う。

　そして蓮太郎も自分の格好を眺めた。自分が着ているのもまた、いつだか着た式典用の真っ白いフォーマルスーツである。

　この電車でこれから蓮太郎と延珠は東京エリア第一区の聖せい居きよに招かれて、都合二回目の叙じよ勲くん式しきに出席する。今回は延珠も一緒だ。

　蓮太郎は自分が英雄的行為をしたことは理解しているつもりだったが、自分が英雄と言われることには拭ぬぐい難がたい違和感があった。

　どうやら戦争とは、死を命じた側が利益を受け取ることになっているようだが、真の英雄は蓮太郎などではない。本当の英雄は名前も知られずに命を投げ出し散さん華げしていった者たちだ。

　それは布ふ施せ翠みどりであり、薙なぎ沢さわ彰しよう磨まであり、我が堂どう長なが正まさであり、その他大勢の民みん警けいや自衛官たちである。蓮太郎ではない。

　彰磨も翠も逝いってしまった。

　彼らはすでに幽ゆう明めいの境界を分けた向こう側の存在になったのだ。もはや現世で会うことは叶かなわないだろう。

　自分もそろそろ、踏ん切りをつけて生きていかなければならないのかもしれない。

　蓮れん太た郎ろうは頭を振る。

　良かったことに目を向ければ『戸籍剥はく奪だつ法』が国会で棄却されたことがある。時機を見てもう一度提出される危険性も残ってはいたが、これはささやかな蓮太郎たちの勝利と言えた。

　延えん珠じゆには、日を改めて、アルデバラン戦で勝手に気絶させたことを詰きつ問もんされた。

　泣かれ、叩たたかれ、最後には頭に噛かみ付いてきて、引っ張っても取れなかった。

　涙目の延珠がへたくそな字で書いた『せーやく書誓約書』とやらを誓わされて、ようやく手打ちに至る。

『一人で敵に向かっていったりはしない』『なんでも二人でする』などの条項が書き付けてある誓約書を読まされながら、蓮太郎は延珠に見えない位置で嘘うそつきの印いんを結んでいる自分に気づいた。

　もし再び、延珠と自分、どちらかしか助からない道が用意されるときが来るとしたら、自分はためらいなく延珠に同じ仕打ちをするだろう。

　それこそが、近すぎて遠すぎる自分の最愛の存在に対する、自分なりの道の示し方である。里さと見み蓮太郎は、それ以外に藍あい原はら延珠に愛の伝え方を知らない。

　時刻を確認する。このままだと式典に間に合うか否いなか、きわどいところだろう。一分でも遅れれば、木き更さらにまた聖居でねちねち文句を言われるのは明白なので、今回こそはそれは避けたいところである。

　だがその時、ガタンと音を立てて電車が突如減速し、つり革が一斉に揺れた。

　減速は進み、ついに電車が止まってしまう。

　車内アナウンスが流れる。

『東京エリア第三区駅前にて人身事故が発生しました。しばらくの間、電車を停止します』

　これで完全に遅刻である。

　蓮太郎は知らず、舌打ちしている自分に気づいた。

　その時、延珠が消え入るような心細げな声で呟つぶやいた。

「蓮太郎、なんで飛び込んじゃうんだろうな……。痛かったのかな。辛つらかったのかな。妾わらわたちがなにかしてあげることって、出来なかったのかな……」

　蓮太郎はその言葉に愕がく然ぜんとした。たったいま自分は、人の命より電車の遅れを気にしてた。

　震ふるえる手で延珠を抱き寄せると、胸に顔を埋うずめ、きつく目ま蓋ぶたを閉じる。

「ど、どうしたのだ蓮太郎？」

「他人の死に麻ま痺ひしていく自分が怖いんだ──延珠、ずっとそばにいてくれ。俺おれを、離さないでくれ」

　延珠は複雑そうに微笑ほほえんだ。

「大丈夫だ蓮太郎。妾と蓮太郎だけは、ずっとずっと一緒だから」








・藍あい原はら延えん珠じゆ、ガストレアウィルスによる体内浸食率四三．五％。

・予測生存可能日数消費まで、残り５２０日。







了









あとがき




　芸術と妥協の均きん衡こう点ってどこにあるんでしょうか？

　こと作家は、自分一人でテキストエディタを開いて作業を始めて完結出来るがゆえに自分の作品に対して絶対的権限を持っているように世間様では言われていますが、決してそういうわけではありません。

　特に時間的制約は、常に頭を痛めて産んだ大切な作品を否いや応おうなくクオリティと妥協のジレンマに晒さらすことになります。

　時間をかければ誰だれだって良いものは書けるという言葉は人によって真しんでもあり偽ぎでもあるのですが、どちらにせよ妥協は必要です。決して譲ゆずらず他人の要望も聞き入れないというスタイルは聞こえこそ良いですが、そんな不ふ遜そんな真ま似ねをしていればいつか虎とらの尻尾しつぽを踏んで、早そう晩ばん作家ではいられなくなってしまいます。

　ところが神かん崎ざき紫し電でんはと言えばどうでしょう。

　この男、電撃組に編入してきたときから生意気な転校生で、転入早々業界の慣例を無視して無む茶ちやなことやらかして編集長に呼び出されて怒られたことがあったり、採算を度外視した直しを連発して営業部に嫌われたり、まあとんでもない問題児。

「いーや渡さぬ！」と言って原稿を渡さず担当氏を苦しめた回数に至っては片手の指では数えきれません。

　……ええ、私も他人に迷惑をかけ続ける自分のスタイルを反省して、自分の思考を根本から疑い始めたこともあるんです。

　頭の良い読者のみなさんなら、80対20の法則を使ってアドバイスをくれるかもしれません。80％のクオリティを20％の労力で仕上げるのがプロであり、残り20％のクオリティを追求しようとすると、80％の労力を強しいられることになるからやめた方が良いと。

　優しい読者のみなさんなら、スタージョンの法則を使って慰めてくれるかもしれません。森しん羅ら万ばん象しようあらゆるものの90％はクズなのだから、せめて我々は、時折良い物を作っていこうと。




　芸術と妥協の均きん衡こう点ってどこにあるんでしょうか？




　そもそも、本当に妥協が必要なのでしょうか？　妥協ってドミノ倒しのようなもので、一つ妥協すればあとはもうなし崩しに全部いきます。

　色々な人が言ってるように、ことエンターテインメント業界に関して言えば、需要と供給の速度が十年前とは明らかに違っていて、その流れの速さは激流と申せましょう。

　編集部に好かれて、営業部に好かれて、担当編集者に好かれて──それで読み手にとってつまらない作品をエンターテインメント業界の荒波に放って、その時自分は本当にニコニコとしていられるのか？

　神かん崎ざき紫し電でんは、こういう時代だからこそ読者にとって本当に価値あるものを残したい。

　もちろん作品には波があるので、クオリティを均質に保つのは至難の業わざです。というよりシリーズ物で面白さが高止まりした作品なんてほとんど見たことがない。

　でも出来る限りそれを目指すことは、大変意味のあることだと考えます。

　ええ結論は出ました。やはり私は作品の出来をなあなあにするくらいなら物語る意味なんてないと考える問題児野郎なんです。関係各位の皆様申し訳ありません。今後も張り切って迷惑かけていく所存なので、どうか良い作品作りに協力してやってください。




・今月の黒くろ崎さきさん

　ある時切せつ羽ぱ詰つまった調子で電話してきて「原稿納期マジヤバい！　こんな時のためにドラゴンボールちゃんと集めてあるんですよね？　いま使わなくていつ使うんですかッ。早くシェンロン呼んでくださいッ！」と、ついに担当氏までシェンロン召しよう還かんを嘆願。

　客観的思考を是ぜとし、論理的思考を最さい上じようとする我々作家と編集者が揃そろいも揃って原稿の出来が神頼みというあまりにも非情なこの現実。いやはや、大丈夫かなこの作品……。




・コミカライズについて。

　本書刊行日より約半月後の八月二十七日より、コミック電撃マオウさんにて、ブラック・ブレットのコミカライズ版が連載開始されます。描いていただけるのは、第十三回電撃コミックグランプリにて準グランプリを受賞したもりのほん先生。氏のシャープな筆で描かれる格好良い蓮れん太た郎ろうと可愛かわいらしい延えん珠じゆの活躍を本誌にて是非お楽しみにしてやってください。




　今回もギリギリどころかちょっとはみ出ちゃったスケジュールの中、辛抱強くつきあってくれた担当編集黒崎氏、無む闇やみに増える新キャラのデザインをバリバリこなしていただいたイラストレーターの鵜う飼かい沙さ樹き先生、コミカライズを担当していただけるもりのほん先生他、編集部の皆様を含め本書に関かかわっていただいたすべての方に感謝を。

　最後に本書を手に取ってくださった読者様。えーと、まあ今巻、情け容よう赦しやの無い展開が続くわけだけど……次こそはロリロリしてて、おっぱいおっぱいしたの作るから待ってて！

　今巻を手に取っていただき本当にありがとうございました。

　私の本を読んでくれた読者様すべてに神様の祝福がありますように。





神崎紫電
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神かん崎ざき紫し電でん

北海道出身東京都在住『第一回小学館ガガガ文庫大賞受賞』のファミレス作家。インフルエンザＡ＆Ｂ、百日咳、ウィルス性腸炎──すべて本書執筆中にかかった病気です。いやはや病気をもらいやすいのはファミレス執筆の一番のデメリットかもしれません。
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鵜う飼かい沙さ樹き

もしイラストレーターになっていなかったら食品サンプルを作る職に就きたかったので食卓を描くのが楽しすぎるのですが、描くとなると何故かいつも食後になってしまいます……。
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復ふく讐しゆうするは我われにあり








神かん崎ざき紫し電でん
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